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へルマン.ゲーリングは、ナチス.ドィッを辻設するための閟爭の最も激烈なろ時代に、ヒ 
トラーの忠實なる共働者として、偉大 -4* る活勖を铕けて來た比類なき人物である。世の不信と 
無现解、憎惡と誹謗、攻擊と敵銳に對して戰ひ、遂に勝利を縝ち枵たところの英雄である。 

ゲー リングは 一八 九 三年、 バィエル ンの ローゼ ン ハィムに 生れた、 當年 取つ て 四十 八 迸の 生 
氣潑剌 たる 政治家で あろ。 第一 次 世界 大戰當 時は、 飛行隊 長と して、 その 天才を 發树 したが、 
大戰後 、ミ广 ノヒ广 ノ大學 にて 睹史 と經科 學を學 んでゐ た 頃、 ヒ トラー の演說 を聽 き、 感激し、 
遂に ナチ ス寐：：：に加盟するに至つ伫のである。 ， 

一九二 ニ 年、 ナチ ス突擊 隊長と なり、 翌年 ミ广 ノヒ广ンの革命に茁傷を負つたことがあるが、 
一九二 九 年には 選ばれて、 ナチ ス寐を 代表す る國钤 議 ii とな ゎ、 三 ニ 年には 阈會讅 長の 地位に 
まで 就く ことと なつた。 

ナチ ス政權 溥捋の1九三三年には*航《饪官*ブ 0 シァ笪相>航空大臣、步兵大將の耍瞇と 



名 界あろ地位を次々に與へられれのであるが、これは阈民眈分主花 5? 働 -*- が、如何にゲーリン 
ゲに期恃す 6 4ころ火であつたかを物旃 6 ものにほかならぬ。 

1九 = 六年には副元帥、三八年には尤帥，四0半には «£ に |51- 家元帥といふ、 3<: 人として 
の较 商 の 榮作が 彼に 附與？ れたの である。 ゲー リノ ゲ |1 今や矂進に |« 進を »« け 0 光輝あるナ+ 
ス •ドィツの 渠及ぴ政治上の大立荠である^^许つてヒトラ—も明竹した如く—ゲ一リングこ 
そ、ヒトラーの後雄者として*總統の地位に就き得るナチス«大の人物である。 

本 ^ はゲーリングの龙として公刊された厶彼の論說と侦說を蒐犯し仁ものであるが-これ正 
にド<ツの歷史的な記念塔である。ドィツ國«の精神的な财«であろ。ブロシァ首枳、航空大 
EI としての みならず 、四 ヶ年 間計*娄3:鉍として，森林 ±£ 官、狩獵 14 {=:としてのゲーリングの 
面影は、 極めて 明瞭に、 木将に 現れて ゐ るので ある。 Hs «r 断の 士ゲ ーりン ダは、 しかしな が 
ら 他面、 龄術の 愛好者で も あり、 保護、 獎勵 者で ある こ とを忘れてはな 6 まい。彼は歌刺、昔 
樂 、演剌 S みならず、 文！？-、 及び 造 _術に對しても扪當の理»を持つて* 6 。本苺に於ても 
斷片的にではあろが、錤ふことが出來ろであらぅ。 

ゲ— リンゲは «念的な理想 +. 丧者ではない。ギろ*それょりは愦热と感激とを以つて ^ 進す 
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ろところの找行的な人間であるロしたがつて本咨一^決して朽齋の中でこねト-げられたやぅな 
W 如の ものでは ない。 知的な 或 ひは 外交的な 論では 勿論ない。 それは 體驗の 腌 ||!1 から生れ、说 
* の 必然性から 生れた ところの， 將軍ゲ ーリンゲの現莨の言葉であろ。これ正に、阀民社命主 
* «' i しての ゲ |' リング、政治絮としてのゲーリン.ク、眾人としてのゲ_リンダの生きた姿で 
ある。 

ニ千六百一年七月 

譯 者 識 
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K v i / ァの使 命.”.： 
阈 K - ホ 為と 社 鈐 主 莪 



腿 利の 日. 



阈 汉杜 件 主 兹 の网 {木 形成… 



irr ドイツの 前進 






館と ^ 家… 



m 働は. 个和を 保蹬す 






•タリ ? , と ドイツ. 
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航空 技* と舶究 の 矽级. 



永遠の 民族 



民族の 決 A ?： 



き 3行 にょ. り/ 并つ 1 ィツ 民族の ために 建設？ れたる « 物から， われらは 出て 行く 
餃讲 , 4- :< , 3 れわ 1 !( |1:? | 5 !: 1.^ソて康《觉は « 亂？れた。反阈家芘が如：|:なろ動機 *- ら*か 
■^ ds ^ l - T *' た 吹で * ろか |3> 明跄であるリかかろ睹粒は、かの十年間の阈{ * 托族に對 
♦る -«- ; 齡 0 £-^-して理れたもか |- 過ガない。この时殺は、新しい秩序と1:采の冉建の岍光が 
令 クと炽れ夂 -& .§ |« 51にへ.-;ィツ |— 無政府と浞亂とを惹起せしめんとする！15拢であつ伫ものに 

〉- vkr • 

1 わ Hsts .1 a 太な. - ■あろ。 敬 ia Ra にして 网民革 命の 神® なろ 焰は 、ドィツ 民族 
7 ^ 高糊嗎はドィッ民んに向ひ、 彼 slli ょつ K ドィツ民雳 指 SS 任 3 れ仁 
WK 的 妗起の人々の仲間に人ろことを欲すろや否や、の锊問を提出した。职倒的多數のものは 
この 決 S に# 加した。 彼等は 從來殆 ん どド ィツ潢 分 史と いふ ものを 知らな かつた ので ある。 か 
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かろ阔 ^ 的悄 » の比類なき焰、か、ろ热烈なろ感激の比類なき焰がドィッ民族を捉へ'かくて 
今や、われらが十四年即戰つて來亡過去の時代も遂に藜が閉ぢられんとして居る。今や初めて 
i — 气麻派 的 利害、 從來 - i ッ is 代？ a 己 GHKGms 前で 卑劣 行爲 などを 
持たない斩しい氏族の代表が现れ仁。今や彼等は、働くわめに、ドィッ氏族の運命を改祷す /5 
ために抟族を代表する。 

= 月 二十 一口と いふ 本；！：、 阈# が 開 # せられろ 4いふことは、誠に榮光と思みと考ふべき比 
類なき前兆であるに違ひない。ドィッ阈#が嘗つて三月ニ十一日に開かれ仁ことを知つてゐ6 
ものは 恐ら <說«の中にー人もゐないかも知れない。しかもそれは，1八七ー年ビスマルク公 
にょろ 第一 M w ^ であつ たので あつて、 その： = 初めて、 統一 5れたドィッ饨族がドィッ阈钤に 
代衣片を送 -0 仁ので<る。われらは*これを、 +> れらの來れるべき仕»の前兆と考へる。その 
H ドィッ 阀 家の 基礎が 据& られ 、その 日 ドィッ 民族に、 全！ 8族を棕合し抱 « すろ抿と鍅が與へ 
られ たので ある。 しかし この 統一す る 柄の ft 部に 於て、 民族は 徐 々に 破 壌？ れ 、分裂し 分解し 
て 行つ た。 今： 3われわれに課せられた使命は、この統1する框の内部に围結と内容の«1を» 
す ことで ある。 一:尜 のみが 統一？ れてゐ て も、 民族が 引き裂かれ，® 裂が 入つ て* ては 何の 抉 



す ことで ある。 «家のみが統15れてゐても、民族が引き裂かれ，尥裂が入ってゐては何の役 



にも 立. U ない。 民族の 統一と 團 結， 凡ゆる K 大な問 理や速 命 的 問題に 對 する 感情 i 思想の 統一 
が •押 达され なければ ならない。 したがつ て、 一人の 與が 十四 年 前， 混 亂 と破堍の《只中に於 
て、1= ,*|| の眞夜中に於て、米たろべき网«に對する信仰、實践的なー人の男がなほ )» 來に對す 
ろ m 仰を 衿つ てゐ ろ 限りは、 ドィツは 滅亡す る ものでは ない、 t いふ 信仰と 希望と を 新に 建設 
せんと企阐したことに對して、われらは感謝する。この運動は，困難なる活 »| と、テ0と铞歷 
に對す る 强カな る抗爭 とのぅちに 遂行され、 その 初めは 七 人で あつた ものが、 千 人となり、 千 
人が 一® 人となり、 十 % 人となり、 この 矶阈 愛の 焰 と* ドィツは 今一度 起ち 上る の だ、 とい ふ 
希 そと； S 仰に 捉 へられた ものは遂に 71 茁人に违した。苦難の十四年，屈辱の十四平>不名*=の 
十一; 年は 過去の ものとなつ伫。苷つてドィツで悄侦あつ亡凡てのものは跺躧3れ硖坎3れれ。 

今や われらは W び 新時代の 曙の 中に ゐるのであろ。1九1九年、.-<^は、ドィツは、デモク 
- フシ— ts# 主我と を 某 礎と し、 平和 主我の を 以て 新しく 机 級され なければ ならない と 信 
じたのであ6が*彼等は當時それを笼徴的にな3んと欲し仁のである。當時彼等は、 . 0 £ 識的な 
嗛-おと « 識的な强調とを以て、ポ*ダム (?) 苜葉を破粟した。彼等は、ポ，ダムの3^からツィ 
マ |ルに移 ^ すべきだと«じてゐ；！。かくて彼等は又、ヮィ7|ルの « の蜻神を級承すろ事が 
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出 來ず • ”イマールの ^ 神をデモク5シーの«名の多數性’级分主*の衮象として琍解した。 

今やゥイ^ —ルは征服され^^そして新しき阑會は’國家をして今や枓仏古の你大と成駁、 
名 作 と C ： 由と を 取り返 3 しめろ ためには、 苷つて そこから ブ a シ T が發 生し、 その ブ 0 シァ か 
らド イツが 發 生した i ころの 故鄕へ の 道、 を 兌 圯？なければならないのだといふことは、今！= 
も亦噶徴的なことであろ。 *> れらは-ホ，タムに立も鉍つた。それは*將米ボ，タムの輪神を以 
てわれらの心は滿されるべきことを阼#に：：小さんがれめであり*當時嘲笑？れ、輕拽されれこ 
の ssu 、 決して 符 崆 ^ 神と關保あ6ものではなく、谇務、訓練、 55 働、純潔を意味すろもの 
であり、 それは ょゎ 大なる ドイツを 迪設 すろ ために 分裂せ ろ 地方を 統一した ことの ある もので 
< ゎ， 如何なる 印 難に 进遇 すろ itw び 光明を 奥へ、 ドイツを して 絕 ぇずれ 极せ しめ 得れ もの 
であ £、われらをして、-かの世界が敵となつた四年間を、確的として持ち酣へしめたものであ 
。、许つてドイツに名界と白由とを保箝したものであることを择明せんがためであろ。 

それ故に われらは 今 n 、 溫 M しく， 感谢 i 感激を 抱いて* ボッダ ムに 向つ て 行つ たので あ 
ろ。阈戌苹命はな (.1 完了し仁のではない。それは，わが民族の丰輻の亡め、完成3るべきもの 
を 完成す るた め .史 に 前進す ろ。 



を完成するため 8£ に前進する。 



沾#は本日このドィッ阈分に於て新しい«锻を 11 るであらぅ。如柯なろ時代*如何な<民族 
も象钕を選定し，その象徴のもとに *6 國する。余は，ドィッに名券と€:由が跡を斷つて恥辱と 
不名辟 が 极行した |<| |1« に、新しき«徴を创迆すろため、かの光抑ある黑2赤の«旗を下した、 
とい ふ 幸運に 對して 、感謝を 表明す る ことを 2?£ する ものでは ない。 しかし、 余は 此熄 で强調 
したい。過去の象徴である黑=赤=黄を沔辱したのはわれらではなかつた。われらはそれを创 
is した もので <6。 もしも 一九 一八 年の あの 大きな 困難と 絕 £+: の當 BS 、黑 = 赤 = 黄の 旗を 反抗 
の！ Jg として、 ド 4ツの£成4名#を斷乎として確守するための梯として、押し樹てたのであれ 
ば、 もしもこの拟が、柽昽に緊張したカの敢後の棵としてわれらに與へられたのであつれなら 
ば、 われは この 棵， V 感謝して 株 敬し、 感謝して 报げた であらぅ。 

i , かし、 この； e は、 征服、 抑 唞、 恥 3-, 不名 « の«としてわれらに强制された。 • 
したがつてわれらは，斩獨逸が现れれろ瞬間に，この標を廢棄しなければならなかつた。そ 
して、この新しきドィッに於てわれらは今や、そのもとにニ ?1 萬のド4ッ人がドィッの椎威_3 
ため 生命を 捧げ 伫、 かの 古き 光 «あろ旃と、十四年間の困苦と戰ひにわれらを男氣づけ、新し 
き 信仰、 新しき 邪 ^ と 力 4を授けてくれた、かの勝利の杈とを結娇せしめた。われらは古き色 



を 保持した。 しかし、 その 純白の 眞中 に、 われらの 祖先の 太古の！！ を 入れ， また ^ 5 T 純潔 ft 
釋の搮としての、永速に若返り、永逋に新しき太隘の標を人れ |- *かくしてこの阐つの旗は今 
や 結婚した。 そして* 余は、 今や 全 ドィツに 1 S る この 勝利の B の もとに、 笾 ij i して 本 w fr -4- 
開僉し料ろことを宰關とすろ ^ のである。 

本 U 3 E 午.；； れらの 體驗 しわ あの 莊躲 さは、 今 もな ほ われらの 心に 殘つて 居ろ。 あそこの A の 
光輝 ある 場所に 參列 しれものは， あの 偉大なる 光 姑に 深く 心 打たれて、 そこで 聞いた h M . たり 
し伫ことを1生忘れることは |« 來ないであらぅ。渺た*0ブ 〇 シァを 1||: #的强阑に築き上げ、€1 
ら範 となり、 その 徳 A 较の 如き 熱心、 H -*, のに しない 琏枝の 遂 行、 その 勇 5 r 强き性 格に 
ょつ て、 今日の 如き わが ド' •ツの 某 礎を 築いた、 かの 諸 帝王の 振 糊に， かの 老元帥 が步を 進め 
て行つたあの畴叩は、恐らく«~-旃勖的で、泄も感激的な光«であつ伫であらぅ。われらは、 
畏敬の念を以て、この你大なろ帝王の前に槌いれ。そして*彼の永速の安息の場所の前で、本 
國# を 問 -$:すろ 1» が出來たことを、われらは問 # の度鉍に设敬の念を以て想ひ出すであら.1。 

更に ま； T われらは、 本 1=そこでわれらの民族の宰相が、未だ许つて如何なるドィツ人も.：3 
0得なかつた 13- 柴を1 (3 つたことに對して、心から感榭す 6 ものであ石。それは、われらの雀の 



史にまた-ゎれらは’本门そこでゎれらの民族の滓相が聋だ泊ぐて釘仅なるドィッメも ^ 
0得なかった 1? 葉を # ったことに對して、心から感謝するものでぁ，る。それは、ゎれらの噗の 



深奥に 撤する もので あつて、 それは、 われらは 如何に 重大なる 時代に あり、 如何に m 火なる 使 
命を 持つ ものである かを、 初めて われら ー舣の ものに 明らかにした。 宰相 閣下ょ、 余は、 あな 
たが本：1:なさつた次の谘說に對し、三月 ?1: 1=あなれに從つた百离人の人の名前に於て、あなた 
に 感謝す ろ。 —— K ィツは その 名 # を 取り返した。 われらは、 民 埃が 持ち 得る 敢上 にして 鷇も 
光 ^ あろ もの、 卽ち 民族 本來の 名 资と 自由と を 得る ことが 出來 たこと を、 諸 丑に 感謝す る。 
それは、民族が妞設し得ろために必要な唯1の擔保であ6。われらは今諸对に锊ふ、阈民的盛 
ゎ上ゎのこの阔件は、その大部分、その敢上の部分が諸君に從ふであらぅ。そして、 ^ 打の说 
大な る闲難 な g 捞や 、偉大な ろ m 荷を 按助 する であらぅ。 忾 由と 名# は、 今ょ o 後、 来たろ ベ 
き ドィツの 菡礎 とならなければ ならない。 

(1九三三、三 0 ニ1 H 會 餌 R ) 



民族の 發足 

令が 今 この ▼イク 0 7 *ンの前に立つてゐる |«1 、 % 十 »; の |-* 1ツ人は、内聞背邸の窓外に韵 
の 如く 押し 资せ て* る。 それは 丁度 > 今と 同じ やぅに、 祖»の般も离 * なる财ど名#と0由と 
を掩訑せんがために、1民族が立ち上つた，あの1九一四年八月の门をトして，ドイツ阈が父 
と息子を敕爭に召集しなくてはならなかつたときの感激にのみ比較？るべき鉍分である。 

一九 三 三年 一月 三十 C 3 は、 ドイツの 晡史に 於て、 * 苦と 貧窮と 侮辱と 汚名の 十四苹 の 後に、 
K 家が W び C らを H - m した n として 折り込まれろ であらぅ。 遂に 久しく® ^ ? れた 口 は來た の 
« 。われらは今やそれを«驗して*るのだ！ かくて われらは ドイツの 睹史の *!: も 陰 愔なる n 
を閉ざし，今や新らしき一章を始めるのであろ。そしてわれらはこの章の上に今やあるのであ 
ろ。 卽ち €： 由と 名 行と が、 來た るべき W * の 某 礎で あ ?. 。 

深き 感謝の 心を こめて われらは、 れれ 6 の® 大なろ 運動の 緦統を 赍仰 する。 ドイツ人の 心は 
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皂 fL-mi 彳ぞ i-R 灰 ナ〜ハ づ ：0弟 谰； 一彡ス. 

深き 感謝の 心を こめて われらは、 れれら の 偉 火なる 巡 動の 總統 を赍 仰す る。 ドイツ人の 心は 



彼の方へ矜地に向つて行く。しかしまたわれらは、今ロの若き世代のために、確阀たろ礎を完 
成したヒンデンブルゲ老元帥にも感謝するものである。世界大戰に於けるドイツの指導拷であ 
.つた， 棘 敬すべき 元帥の 代りに、 今や ドイツの 若き 總統 ァドルフ •ヒ トラ ーがゐ る。 彼は、 無 
より 起つ て、 信ずべき、 强健 にして、 强カ なる 運動を 興した。 そして 今や 新しき、 よりよ き、 
R つ 光輝 ある 時代の 民族と 帝阈 は、 彼の 强健な る 腕に 導かれて 行く であらう。 われらは ドイツ 
に於てなほ民族と肌阈を信ずろ凡ての人々が、<^|致阐結したといふことを、幸賴の犮微と 
恩 ふので ある。 われらは 世界大戦 當時の - 7 £ 帥が、そ办信住を若き狀代の總統に讓ゎ渡したとい 
ふことの うちに、 一つの 朵徴を 見る ので あろ。 今や あらゆる 人々 は 枓び感動し始め、信住は歸 
つて 來、 信 賴の光 は ドイツ人たら を 枓 び 照し 出す であらう。 今や 總統と 彼の 述動に よつ て、 こ 
の十年間に兑出され、身につけられれものを、未來は遂にわれらに斑すであらう。そして倦ま 
ず、 た ゆまず、 多くの 反轚と 失 ^ を 押し切つ て、 常に 失宰を 以て 到 速した ものは 次の ことで あ 
る、 卽ち ドイツ 民族には パンと 勞働 を、 W 民には 自由と 名作を。 N 

(一九 三 nl 、 r H o 、 ラジオ 放 
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永 si の 森 I ， 水遠の议族 



榮光に 輝 き •放が 棚引き > 勝利 に滿 ちた、 かの ォリ ムピ ，クの H も 過ぎ去つ 仁。 胶技を (« 接 
8 !たべルリンの何 71 诹の人々や，また速く |« れてこれらの競技にー苒|憂した世界中何 7 | 羝の 
人々 の®® と敝 呼の ざわめきは 消ぇ去つ た。 ドィッの 選手の 如上に は说大 なろ 勝利の 冠が 與へ 
られた 。しかし、 勝利： ！^けが間妞ではない。ド4ッ民挨は -|«: 界に對して次のやぅなことを：：小し 
たので ある、® ち、 ドィッ 民族は、 惊火で、カ强く、そして 1 * カー«*今1::彼等の總統の桁揮 
めもとに、如柯なる仕 -» をもなし得る能カがあり、乂なすだけの助锚が出來てゐること、しか 
し平和の仕浓と正々堂々の餃技と、そして絕對平等の « 利-0に於て，世界に於けろ0己の立5? 
を 中 一張し、 民族の 各自に 什 事と パンと を與 へろ 以外の ことを しよぅと する ものでは ない， とい 
ふことを示したのである。今やわが民族は冉び自己の仕事に着手した。そして彼等は常に0己 
め仕布に對して跨りと*びとを持ち、カの意織4、彼等に«び名样，自由、協同3^-及び信 
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- v T - RSK - 与ャ-,,*11:;:18:;: « 〇自己 〇: :^ 1 |: 璀守し |: ,そし -1; «4 ^ は笼 (: 06 
.の 仕 布に 對 して 跨りと* び とを持ち、カ切意織4、彼等に洱び名样，自由、協同；^,及び信 



8( の 念を 典へ、 以て 阈拢生活の不動の基礎を梅立しれところの彼等の總統に對する搖ぎなき忠 
誠の 意識と を 以て 活動して* ろ。 

本舍？ 1 は、 ド t •ツ 民族の 仕 》 のために 開催 5 れ れ ので ある。 ドイツの 山林 經资 31 森 林 所 * 
者、山林货*及び山林學者の |« 岩が、ドイツ期家の全管 1» から本3此處に參«せられれのは* 
學問 と « (51 の兩方面の協カによつて、ドイツ山林事業の * 6 | 2 : 4 發《に寄與せんがれめである。 
|» 地方から此堪に奪集せられた拷《は、提議や意兑の交换の中から、妫業上の1=:=の課越や、 
ドイツ 民族と 阈民 ^ 濟のためにドイツの森林を維抟し保護^^すべき商い目的のための新しい 
認識 や 考へを 得よぅ i 欲して* る。 ところが > この 大山 林 科 手 命 ^ の 时？ | の 屮か .ら 、ドイツの 
*山林筘滴と ||| 林科學が、その棵迪を深め，その車龙を高めるために如何に努カを拂つて居るか 
を知ろ爲に>海外からも亦’多くの山林事*の指導者たちが此电に货つて來て « るのであ，0 = 
任検は非常に增大？れたのであつて、したがつて什«はそれに敝じて、ドイツの森林と、こ 
■6 W K 的 財 ？! を 保 ^ し、以て民族全«のた冰に役立て6べき凡てのものが、今=讲つて兑ざ6 
|1 ど !» »< した :?,? 耍に應じるやぅにな？れなければならないのであろ。かぅ 13- つたか. -| ; . といつて 
ドイツの 山林經 濟が 從來 も亦、その時代の住採の範阐内の箝務を果5なかつたのだ、といふ 0 
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ではない。 われ.- -，は’-トィッの山林経濟と山林科學が说人な過去を持つてゐることを認めなけ 
れ ば ならない。 しかし それは に 似大 なろ 將來に 向つ て迆 まなければ ならない とい ふので あ 
ろ。これは余の尨志であると共に、*た全ドィッ ||| 林 |? «者の意志でもあ厶のだ。 

ドィッの科亨的森林忏珅は生れたばかりである。ドィッの ||| 林3£的と |1| 林科學は *: 耍なる三 
つの根本恐想を世界に遂つたのであろが，その文化的、 |? 濟的意族は充分評恂3れてゐろとは 
:;:=ひ得ない。 611 ちそれは、森林4民挨との結び附きの现念'永 *« 性の .? , . 赳、及び找林帘戈の紙 
椒的 把捉で ある。 . _ 

森林と 共 冏體との結び附きの现念は.古くょ0ドィッ^族のぅちに深く«を下してゐるので 
あろ。古代のヶルマン人にとつて、森林は神來な埸所であつたのである。*林地帶に發生し、 
森林に 1$! まれて生活してゐた彼等の經濟、逍德、宗敎は、森林と結び附いて居た。ドィッ中世 
紀の 村沐經 旃に 於て は、 耕地の 分離 所有 制が 旣に以 前から 發：％ して ゐた 明でも、マルクゲノ， 
•fc ンシ » フトの森林は何 ?1 年間共有林であつたのであろ。マルクゲノ，センシ -|- フトの ^ «! 後’ 
この思想は版大な«有林或ひは自治闻體の所有林の發生に當つて、多くの他《地方では兑られ 
-ないほど'比較的多くの影密を及ぼしれ。それは又、'私有林の法#的確保や家族全體のための 
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.なぃほど、比校的多くの肜鄉を及ぼし仁。それ《又、私有林の法律的確保ゃ家埃全體'3ための 



利用の 法律 的確 保と いふ もの S ぅ-ちに 影*: を 及ぼした。 將來の 木材 及 ひ 森林* * 從褀者 の 要 水 
左 如 M にして 滿足 3 すべき か といふ問趄が、過去何百年の山林經濟的反省に於て第1に考へら 
,れ たので あつて、 それは* 中 t «： の 法律 や 判決 例に 於け る ドラコン 的に梭 鉍な罰則规定や、それ 
ょり後のド1ツのあら§る地方の*汎な ||| 林制度上の経濟的紬則や禁令のぅちに现れてゐる。 

3 茂 nl a 界捣を 以て |« まれた古代デル>ン人 £0 «» 

»衣註2 ¥9 シア* 典の 立法者の 名 

森林が «- |") «に所»す6といふこの理-^‘その後非常に因雌な《锄に逝遇した。卽ち、十 
■九 世紀の 初； §> 他民 族の 思想が ドィツに 流入した ので ある。 この 新しい# 在と いふのは， 經 W 
の €:山、所布の自由といふのであつ；：。その結粜， ^ 拔の共有林は小？<、出來るだけ小さく 
分 刻して 共：！ 體の 一人一人に 與へ .ら れ 、遂には 經濟的 突 «を來たし、迪ひは «-: 般に歸してしま 
つた もの 3 へ あつ +^本锊的に異ろ -« 本主莪綷濟の拟理が山林經濟に锫入して來て、歧近まで 
は5?耍を充たすといふ任務ょりも森林 0.) 利 « といふことの方が|義的に考へられ、 *4 髙の利益 
ル |-| 的とすろ«利經濟が <|1 をきかすといふ狀 !1 であつれ。卜九 |'|: 紀の立法は、本質的にはただ 
地方 文化の 利 鉍 上、 森林を 特に 保 ® しなければ ならない 必要が ある とき /£ け，私有林に反對し 



か-ろ |1|) |: も*ドィッ民族が共 |..1 妃に與へた健全な贲蔟の中から、旣に¥く>讯ニの你人な 
ろ足想でぁろところの山林經的の.水枝性の拟£;.か發生して*た。森林の缺乏に愦ま？れた山林 
の人々は、限られた述 «;. 能ヵしか抟たない古代に於て*{::然>尤へは.水箝的な山林生產といふ 
ことに向けられたのでぁつて*彼等は>森林は斷ぇまなく成長する椹合、一番役立つ1のでぁ. 
ろ、從つて伐木せられた跡へは絕ぇず新たに桢林しなけれ'はならない、といふ耍求を持つに_ャ 
つた。 か i る 山林 經濟の 排持は «も你大なろ意渡を持つところの一つの文化事龙でぁろ。玫ロ 
忡界の森林地帶は永い |»] 、その忉侦を認識',>なかつた 0) でぁる。しかし.现在なほ無制限な許 
林の 濫伐を やつて* ろ 阈に 於ても、 R々w 來を兑 通して ？? * する 者が 現れて， 地上 現存の 森林 
の济を、これ以上荒駸せしめないやぅ忠吿して*ろ。 *: 近まで -|«: 界經濟に對する無酙の木村の 
供給地 4考へられて*れ諸地方の森林地帶の荒嫌.ふりは驁くべきものがぁるので<る0 
，ド <ッ に 於て は..この思想から # の襤伐經濟の代りに柚林經濟が.卽も體系的な山林永繽經 
濟が發 M L f- 。 その 科學 的な® 礎 づけと： 4:體化は世界的に有名な、かの林學大學にょつて锝ら 
れたのでぁる。ドィッは山林永繽經濟の极源地となつ * 。個人主«的思想3©入はぁつたが、 



れたのでぁる。ドィッは山林永»經_の极赦地となった。個人主*的思想3佼人はぁっれが、 



それに も枸は らず ， 111 林 粒 濟に 於け る 永 铕性の 思 ®. ' ft 愈-力 强く 、これが 枳 《 に 打 碎の 斧を 打. 
ち込んだ。それはこの百五十年の間に、商*に费秘した |1| 林耗济を背 '» に>それ以前の時代の 
衣扑の荒廢狀您を眈却せしめて*阈有や市町村有の*また大部分の焖人所有の森林を突«に 11- 
成しれ ので あつて •この美 事な 衣 林の 偉大なる 木；！？ の 貯踩 の屮 から* 今 = われらは、 われらの 
木材の X . 要を 滿たす ことが 出來 るので ある。 

勿論 この 埸合も 亦* その 發 诚が迷路に |« み込むことなしに迆行しれわけではない。1 '|« 的な 
tt wf 經 灼的な艿へ方や*森林といふものを土地と木衬 -|5: 4を綜合した經濟對象なりとし、した 
がつ て、 これを その！ £成要桌 に 分 £ し、 そして その 分解？ れた要 本を かれこれ 經濟的 に 考察し 
得る ものだとすろ數學的>抜術的解稃の仁めに、森林淹業の0然的*礎が等閃に附せられたの 
である。出來ろ'たけ多額の«粘收人を得ょぅといふ要求と、 .|: た、伐林され、荒廢した森林の 
W へ 出來る だけ 速く 能率的な もの ^ 桢林 しょぅ とい ふ 必要から、 從 *8萊 樹や雜 木の* 茂して 
ゐた廣 汎な地3? *- 、當時の植林技術を以て，取調で《0然的な、民族感情と相容れない針*樹 
が植&つけられた。その結«は後になつて現れた。土*のカ《袞却し、森林は铌设し、木材產 
fii ,:!. 俾 ドの 危機に 渑した ので ある。 




この失敗の《柝から第三の思組が生れた。卽ち*生物》的照理の上に立つた森林の机枝的跤. 
格'森林は|つの全»であり、無败の動物や樅物や土壤のカが無限に多彩の調和をつくれなが 
ら 相互 に 入り組み 4 ロつて生きて居6ところの生命共同體であろ4いふ考へ*われらが關係する 
i ころの ものは、 その 活動力が 益せられ ざろ 限り、 その 有機 釣な g 合は 壊される こと. かな 
いところ の 森林で あり、 その 處理 理は その ^; 物 乎 讷要求に適蚣されなければならないとこ 
ろの * S ! fr 5 であろ -^いふ見解、か->る永拽的森林思想が费生した。この思想は*全體的考察の 
中からドィッ古代にその极姒を持ち’大戰後初めて時代の流行思想に對する戰ひのぅちに科擊 
的に 完成？ れた ところの、蹀林の本筏に對すろ深い認識の中から成挺したのであろ。 

瞄かに、昔のドィッの山林綷 (!1 や山林科學の偉大な思想の中には-阈民社僉主茂の铕神を多 
分に包合するものが若千あつたのである。しかし，ー «2 に將來の人 ||!1 のために現代人の播牲を 
要求し、共同社#のために &| 人の幸騙ル.斷念すろ事を耍求するところの永«性の思想は、旣に 
公益携光の阈 ^ 社#主義的祺理を認めて*ろ.のであろ0しかしこれらの山林經濟上の理念は、 
枣ろ純經 (« 的、科畢的见解を持つて 6 たのである。したがつてそれらは時代を經るに從'つて* 
その多分のス通カといふものを失ひ、他の现念の埘边を受けて，或るものは肥大し、或ろも ^ 



« 丨ろ純 ^ in 的、 科 畢的 ii 解を 持つ て* たので ある。 したがつ て それらは 時代を 經る に從. つて、 
その多分の议通カとぃふものを失ひ、他の现念の埘迫を受けて，或るものは肥大し，或ろもの 



は永械森林思想の如く、た'た评かに自「しを完成するこ±が出來れのであろ。 

闺民社 # 主義に 至って 初めて、 彼等に 世界 觀的 土 % を 抿& つけ 仁ので ある。 凡ての 經濟は 民' 
枨のために存在し、民族のためにのみ奉仕すべきだといふその傾现的要求は-山林鞋濟にも亦 
及' ふ ものである。 _民社#主*は、嫌統にょつて « 及阈家に賦與？れた權カ手段を以て，凡て 
® トイ ッの嵌 林 及び それを 保 速 汀成すべきあらゆるものに對して自己の要來を貫撤すろ。 

共 同社命的理念は史に純粹な光を發する。そこから、ドイッの森林は民族の財«.た4いふ原 
砰的な坫解が生れる。许林は |-- イッ文化の基礎として、これを保 » 111:成し、森林の关は.トイッ 
民族の觖與とカの籾泉として、これを斗雜し>森林はド4ッの阈土の防衛として-これを維持 
所柄し •ドイッ 民族の ために 斑 林に 於け ろ 穷働と 生計の 維持を 賦與 し、 ドイッの 民族 經濟の た 
めに 將米の 描® に 應じ 得る や •.，絶ぇず «を《ひて、出來るだけ多 |*: で柑锊のぎ庭な森林の生產 
を «规するこ4は-民族から土地を«り、或ひはこれを柠玴し保通する荠の任»であろ。 

經濟的 沭耍 を 滿足 3すといふことは 1* 收&4いふことょりも1_旎的で<ろ。保 11 思想は益々 
強調？れ、阈民社钤キ*的活勘莪»と同 ** に、それは确»するところ森林竚理と迆林に關すろ 
疵林所 ^ «- に對すろ高度の«求となって现れろ。勞働供給に對すろ協カの接務のれめに-森林. 





に於ては*拽械は森林切愀片の肉«分働の 1? 後に押しやられる。ドィッ民构の生命±文化に^; 
する 森林の 森® の 認； ¢1 から、 珠朴の 内托炎を保迸し，自然美の央はれて行つた坳所に |4 *これ 
を创迭すべき葙務が新たに發生する。 

永 较性の 现念と森忭に對すろ有機的让斛から、永速の森の思想が發生すろ。阑民社命屯遂的 
51 解に於ては、森林と民族とは多く吖本托的な銳近性を持つて*ろ 0 技族も亦|つの 4 : ^^同 
«であり、偉大なろ有機的な永进の組轍であつて、その般後の|人に東るまで^柞の.ー ('1 であ 
ろ。机捣のー人1人が今：骷に奉化するといふことのぅちにのみ、共：1»が永遠に維抟5れる秘 
密があるのであろ。永逋の森と永遠の民族は同1 |.* ©であろ。 

WW 社 食 主 箱は ドィッ 森林 經濟の 理念を 深化發 S せしめた のみでな く、 それに 應じた 行 抑を 
とつて來たのである。山林と密接な關係にあろ狩观や0然保迸の铂域に於ては-その立法が{ >£; 
成 L た L , 森林 E # に關 しては、 立法は 現在 進行 中で あろ。 

先 づ ra + s とな. つたのは， 森林 耗 W の 忏 现 制度 上の地位を §^十ることであつ仁。森林經濟の 
主® 任務は' 货 幣牧 .入な りと 考 へ* ま伫、當時の所 |3 その：史に 1 耍なろ任拚を尺族余»のため 
だ-十いふ肽には考へなかつたところの過去の時代にあつては-森林經濟といふものをー坩に ^ . 




バ1.ぃふ風には考へなかったところの過去の時代にぁっては、森林經濟とぃふものをー闹に於 



て、れ |-: 阑{象の利益轾的的経较たと考へ、他酣に於て.地カ經灼の從桕的な綷胬のー分派 /: と 
ri 做し、 符观 上の その f も、 それに 應じ たものに 規定した ので あるが、 これは 常時と しては 
何も怍しむに足ゎないことである。森林經濟はか1るニ踅の關係から眈却しなければならなか 
つたので あり、 又 そのために それ A 身の 强カな 机 織が 作られなければ ならな かつた ので あろ" 
大きな 州では® 立の 山林 位 理制が 樹立され、 阑家に於ては最萵の山林官寵として阈宋山林 ^ が 
設立され た。 

次の課 钮は 、森林と 山林 經婀 とに 密接な 關係の ある 領域を、 森林 及び 山林 経濟と 給 合すろ こ 
とで あつた。 その 領域と いふの •は 卽ち狩 獵と . cl 然保粳 である。 野 揪は 森林の もので あり、 狩 尥 2 
は山林の6のである。この兩者と0然保誰とは密接な關係にある。森林はドィッに山水を與へ 
それにょ つて 对獸は 秘息する。打獵と^!然保趣は、ドィッの田舍の忾然笑の維持のために描カ 
しな けれ. はならない。 この 闷背 は阈家 山林 W に i され、 阈 {永 狩 独 法 及び 阈采 自然保護 法と い 
ふニ人法怵の施打細則にょつて、全1;的に統ー的に規制された。 

かくて、 木材 經濟と 山林 經濟は 必然的に 密接に 給び つけられた。 阈民社 4 ： 主我 阔家に 於て 
は、 從來 利益 阁體 として 相互に 對 立して ゐた 生產 者、 配給 者、 材料 加工 者が 民族に 對すろ 共同 




のホ仕といふことに於て紿びついてゐろ-その妖初の現れは山林に ^- てであつて-それは、 -^ 
紂經 £の 11 : 钴の1:«山林；1への移锌>山林=氺忖経濟の « 域に於ける 1|/ 垛制度に對する法你、 
5. び多数の倘刖的細則によつて行はれ伫。しかし*その完成のためには佝なすべき多くのこと 
が 殘？ れて* ろ。 

森林に 對すろ ゼ機的な認識は-森林 «= 理の領域に新しい道を開いた。木材生商の道は柚林 ^.| 
ff ; よ 01 1141 々の 木に' 全部 伐採す ろ こ とから、保脊のれめに斧を入れろ4いふ方向に向けられ 
た。したがつて成長したのや衍侦の少い樹木は取0除いて、將來なほ成長カのあろものがその 
まま殘 して 廣 かれろ。 卽 ち、 料 米の 森林を 形成すべき れ々の楝類の樹木を以て森林の掠準を_ 71 : 
成し、 それによ つて 樹木 s 伐收 による 土壤 SI 、 又 後に sfc -. u 立 木 S 1 によ？ io を 
J i - こ 3 ぅとす ろので ある 0 C 然の若 返 h の 條件が 存在して ゐな い埸 所では I 今日 わが 阈で 
は その 條件が 典 へられない 所が 多い ので あるが 1 0然に娄せないで、場所に迪 |«|-: 5した«類の 
樹 凇を 交 2? して、 これを 助成し なければ ならない。 技術的に 完全な* is 、 W 成 保 謎. 就中 阐ひ 
によろ W 成 保 s ’ そ S 衆？ 碗 保す. 〇 であ，. T .7。 貯嚣や 若返り 法、 翼 樹 QM 養 や 右 木の 
I といそ〕 とは、 山 ト： 一つ St に苎 甘れ なければ ならない。 I 的に 低劣で あ. 



によろ Pig 議 は， その 繫榮志 保す るで あらう。 兹法や 若返 わ 法、 翼 樹の醤 やお 木の 
1 といそ〕 とは、 山 林焉上 一つ S— に 統一 芝れ なければ ならない。 gg 的に— 



O tl - T 、或ひは病息に罹つてゐれり1成ひは成长ヵを姒失してゐたりしてその價侦能ヵの俾ド 
して* る 場所には、 可及的 速 かに 若返りを 施して、 將來の ために 能力の 高 上を 確保し なけれ は 
ならない。 その 埸合， 笮 ましい ことでは ない けれど t 、 全部 伐 ゎ拂ふといふことも 1|-. むを搰な 
いこと も あるで あらぅ。 

しかし、 上述の 方法 や 今 H までに 得られた 成果は、 凡てた だ 端 紐で あるに すぎない。 われら 
(?) 前には大きな住検が撗はつてゐるのである。卽ち、ド1ッの森林の維抟と坩植，その狀 !1 及 
び竚理 の改#、その能ヵの '3| き上げ、牛：產上 *!; #なろ利 )11 * ||.- 場の組摊*これらのために |« 來 
ろだけ速かに立法及ぴ制度上の圯に總怙的なる规準が耍求せられるのでめる。 

w 尺 *?. 济-^使 |11 されて*ない /* !«. な土地に柚林して、森林 «| 砧を蹭加し、森林所有 ^ をして 
その 經 W を 改# し 1有《衬の生產を高めるべき使命を？4 | |'% 让しめろご>-が必耍であろ。 '1! に、 
在： ^所有桷といふ-、のがその所有 * にとつて特別*耍な經科上の您義を持たず、或ひは，ての« 
利に 代るべき ものが つ <られ得るのであつて兑れば、この古く？い森林に爷满な栊利の束的か 
ら森林 を 解放す ると いふ こと は必娈なことであろ。 «£ に必要なことは*木忖 ||1 場制ふ'繼 «( する 
(- •«• つては、 ;.1| 床や販-'- '«; 及び«格に干涉し、また*卞：產品の«铪並びに瞄入を佗當に规 || | |] すろ 
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ことで ある。 最後に 必要な こ とは、 ドイツの 森林で 出來た 木材は これを 於# の 方法で ドイツの 
锊的に侦用す 6 やぅにしなければならない卽ちそのためには、愤侦の少い木忖に丈化爭的加 
H や改 A を 加へ て' 寞な 生産物を ド イ>爲 に 供給し、 以て 外 材料から 漂を 斷つ T 
にしな. ければ ならない。 

ドイツの 原料 供給 上、 木材は 今：； I 觅大 なろ襄 を 持つ に 至つ たので あろ。 本" 众が ドイツ 山 
林組合分謠と同時に「ドイツの森林、ドイツの木忖」の肢雜分を開催した所以のものも-森林 
と 木 付と が 今 n ドイツ 民族に とつて 如何なる 葸 f 有する か、 如何に 凡ての ものが 今 H 木材で 
作られろ か、 われらの H 常 生活が 如何に 拉 築 付 料と しての •工作 材料と しての、 または 似 料と 
しての 木： 2： に篇 されて ゐ ろか、 とい ふこと に對 する g 念を 與 へんが ためな ので ある。 中世 
芨びそれ !: 抜く時代の文化は「木忖」文化と稱せられた0といふのは、當時木村は凡ての領域 
に 於て ff なろ 枳本衬 料で あり、 工作 忖料 であり、 補助忖 料で あつたから である。 卜 九 世 
紀に 至つ て、 木 i は 恰も 石 H 曾 及び： 為にょ？— せられた か sfM した。 今 = 木 付 
は 新たに 多く es 直 出して、— がら 木 時代 衾 gi した かの 粗が ある。 しかし この 髮 
命は たた 多 方而の 使途を •不 すだけ でな く、 缒 築 付 料、 工作 材料と しての 木材の 索 晴らしい 美 
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は 新たに 多く G 用途 直 出し T 、 さながら 森 時代 衾 gj した かの 観が ある。 しかし この i 
命は ただ 多方面の 使途を •不 すだけ でな く、 罌付 料、 工作 材料と しての 木衬 の證 らしい 尖 



，を も：. 小して* ろので あろ。 

われらは > ドイツの 山林 及び 木材 經濟の 近き 將來 に對す る 大きな 課題に 就いて 見て 來た 。こ 
. e «® を 一 ：=も2;-<完遂し得ろためには、山林監較 -|1- 瘾は阈案山林；2を先頭として， |1| 林經濟 
. S 指導 的 琳 門. « の助 -?1- を得ることが必耍であろと余は考へる-そこで余は近く、山林經济及ぴ 
.その«際に最もょく椅通した人々や、凡£ろ£類の山林所有衣たちから*特に助首を求めょぅ 
と意阖して居ろ。そ 0 際仕事の能率と作戈能カ功效 |:| 水を舉げろ贲味で>問姐を小範 |«) に限ろこ 
4が川來ろならば、この技住あろ地位を與ふべき人物の選定に當つては、余はそれだけカ冷遨 
して、 特殊の 專 門 知識、 嫌 括 的な 經驗及 び 個人的 能力を 每礎として、最#なる方法4«迪なる 
> 戊と を 以て 必ず ドイツ 山林 經濟の 發 M を 促迆 せし むろ* を 選任し. U いと 思 ふ。 

ドイツ 山林 組合 も 亦 その 帙 分に 於て、 この 使命 完遂の ために 協.^ しなければ ならない n ド，. 
ツ 山林 組合は 多 ハ 牛の®々 たる 科 學的 活動 4 研究の 結果、 •トイ ツ 山林經 濟に愤 他 高— iiig Jii - 
を 齎し た。 それ故に 余は 一九 三 三年に •この 聯合 組織を K 格な ろ® 礎の 上に 新设 して、 is rr w 
. '^ の山林 »1 梭に編成す*やぅに努カしたのである。この>トイツ山林 81. 合が0出 |!? く成 .>/: したこ 
iu その ロ的违成のた_めの、躭中«れたる站礎が据&られたも©と劣へられるのであろ0^苕 



25 



と 山林 {R と 森林 所有 ^ どの 協力に よつ てこ そ、 ^ れらの 赏. 向 の 問 ! a が あらゆる 必然な 作 敗から 
X 枝され 批判され る ことが 約 朿され ろので あろ。 余が この 組合に 期待す ると ころの ものは、 全 
ドィッ民族の幸輻のため、ドィッ山林綷濟と山林科乎を完成し、その存在を强阀にし、その機 
能を ,^ め、その佌界に於けろ名讶を維持し、史に批界山林經济に對すろその « 衣を增迆せしめ 
，る やぅ、 將來に 於ても 亦 门己 に 課せられた 職分に 於て 努力せられ ん ことで あろ。 

ci 九！ 一: 六、 八、 一七 •森 体 m 合 會碘 にて 〕 i 




名 ^ と自 E 

「名# と 0 由とは 生活の 基底で ある。」 この 0明の拟理を、國民社#主*運動は、その 15| 
爭の 十四 年間、 絶えず 心魂に 銘じ て來仁 。アドルフ， ヒトラーは、われらの輒1:が、屈 ^ 的無 
力の 深淵に 闲 M してゐ たと き、 まわ 「ドイツ」 政府が， K イツの 最後の 武器を も歒に 交 附 する 
4いふ，罪惡ともいふべき班病さル--承諮？せられたときにも、この -||' 葉を、彼のド''ツを的と 
した M 爭の 內弈 として 报げた ので ある。 

常 時 嫌 統が 、ドイツ 解放に 帟乎し 始めた ときには 、最も 大 胶 な 荠 - C ; も、 屈辱的 崩. a } , 不名 な 
と 無 防 fit 、 ヴ * ル サイ ユ條約 の 後の 一九！ 五 年に 於て 旣に 、ドイツが 再起す るで あら it いふ 
ことは 信じな かつた。 齩初の ぅちは， 阑 民 社 # 主 % 年 命の 勃 致 後 ニ 年に して 旣に ，ドイツの a 
由が肼狀に徂し<それと同時に、ド4ツ民族の名界の楣が、最後の1£黏を洗ひ济3れ6、とい 
_ ふ ことは 全く奇 K の やぅに 思 はれた。 
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われらす ベて が’ この 摘 史的な 出來 Ilf に參與 して* るので あろ。 ド < 'v の 凡ての は 今：；！ 
. « ' ひ， ^ K の 武装に 於て •名*: を 灌るべき市態に逝かれて*る。ドィツ民族の：4较は锶妹と彼 
の 述動 にょつ て创 られて K 然として 存在し、 «5:的 «| 廢4闺外的形.迫とに對すろ、 14 年月の、 
無 鉍カなろ戰ひに於ける，ドィツ扔子の饿牲的役割を*すべ<立ち上つた。そしてこの鬪爭は 
完全な 勝利に ^ した。われらは、この新しく興つた防轵カを跨りつ\ハ|ゲンク 0 <ツの勝 
利の もとに 於ての みあら ゆる ものが 確保され ると いふ ことを、 斷じて 忘れて はならない。 新し 
き大隊も、聯隊も-船«も、飛行機も、ァドルフ.ヒトラーの祺 £1 シャツを济けれ突艰隊の勝 
利な か -C せ ば、 一つ i して 生起し 得な かつ. U であら 50 

かくして 總統 は* 正 當 にも ■彼の 述 勳の鞅士化ち令今年の「自由の記念=1」に、 _ |*-ルン 
ベルグ， へ 召* したので ある。 この n, 掖&-的雄打の全過程は’ドィツが«び自 1|| になつた、と 
いふ ことを われらに 知らし めた。 

肖 年の 夢、 全 阈 民の 希 穿： は充仁 された。 あらゆる ドィツ人は、 洱 び、 誇ら かに、 武器を 身に 
涪けた。彼は安らかな心を以て武裝し、そのとき、酹0なろ势働にょつて、民族と阈家 |- 奉仕 
すろ ことよりも、 更に 偉大なる、： 史に 美しい ものは 何物 も 存在し ない とい ふこと を 知ろ ので あ 
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弟け た。 彼は 安らかな 心を 以て 武装し、 そのと き、 靜 0 なろ努 働に よつ て、 民族と 阈家 1- 奉仕 
すろ ことよりも、 更に 偉大なる、： 史に 美しい ものは 何物 も 存在し ない とい ふこと を 知ろ ので あ 



る。しかしまた、彼は自らなる热意を以て、常に民族と故國を守らぅと & ひ立ち、武器を身に 
蒗け るので ある。 

ドイツは 枓び自由である。ドイツのあらゆろ男子は"祖鼪と女と子供を凡ての鉍赉から護る 
べき 立場に ある。 民 挨對民 族と しては、 ドイツは、 空* 陸、 水に 於て、 榑び同權となつれ。わ 
れらの 羝統 、ァ •トル フ •ヒ トラ ーは、 ドイツが、 無慘 にも、 不名猓 にも、 奴銶 的托族 の述 命を 
衆らねば ならな かつた ときに、 われらを 連つ て くれたので あろ。 

樂 しき 誇りを 以て、 ドイツ 民族に W する 人は 誰でも、 0らに云ひ間かせてょい。.：：分は、惮 
大なる 目的述 成の ために 赉 與し 得た ので あろと。 余に とつても また、 總統 が、 新しき ドイツ 空 
取を创るために、令ル選んだといふことは、余の生涯の最も大きな«驗となつてゐる。就中ド 
イツ勞 愀茗 も、 今日では W 民の 自由 科 现の ために 自分 も參與 して ゐる 仕祺を 、誇ら かに 心 ゆく 
まで、础みてょいのだ。ドイツ勞慟者は全 1«: 界に對して：$び燦然たろ範を垂れたのである。 

彼の 献身、 彼の 犓牲 、彼の 蚁勞 する ことを 知らざる 努锄な かりせば 、ドイツが 自 Fh となつ た 
偉大なる今けの1=は、迷し得られなかつたであらぅ。 

しかし これと 同時に、 われらは、 爾後 ドイツ 民族に 課せられた、 偉人な ろ、 新しき 課題を 認 
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織するものである。卽ち新設：也隊を、あらゆろ危險から守ゎ、そして、新しく鍛へ上げられれ 
ドイツの刽か>銳く，純粹に保つて行くといふ «* 迪を。この際には、今までと述つれ非常な凼 
難 と？ 5乏なしには濟ま？れない。しかしドイツ民族は、それらを、快く、否、苒んで身に -5 け 
ろで あらう。 なんとな れ ば* ドイツの 取ゎ误 した C 由の 表® のうちに こそ 、 Ml ® のために 働く 
-0いふことは、想義を持つてくろのであり、そして、さうあるべきときにこそ、阈来の存枝と 
未來を保校するために、播牲になるといふことも，|^を持つからである。 

わが 總統の ift 設 政策と いふ* 强カ なる 作 衆の 過程に 於て、 《2統1の鍛成といふ仕谢に於 
て* 失業に 對する 鬪爭に 於て* 且つ 最後には、 辟 利に 終つ た 新興 ドイツ 班隊 について、 W に、 
今卩に 於ても、 なほ 解決に 至らない 多くの 事 K が、 淺 されねば ならな かつれ。 しかし われらは 
ドイツの 自由の 記念 =3に |^ しては、本鉍になつて歎くべきことの如何に少いかを、はつき0と 
感ずる ので あろ。 と 同時に、 それらの ことは、 新しい 阈民 生活の 基礎を 創つ た， わが 級 統の 31 
抆 事龙 とい ふ、 强 力なる 體驗 によつ ては** れられ て* ない とい ふこ t を 知らせて くれる . 0 ま 
さに、 ドイツ 自由の 日た る % 記念 13は、正しき大秩序に於けろ、物の兑方を人 111] に敎へ.0であ 
らう。 この 記念日は、 無 *. 力な 精神* 或 ひは また， 恧® あろ. g 唞を惝 ます 懸念を 超越？ す。 段 
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らう。 この 記念 H は、 無氣 力な 精神、 或 ひは また、 恩 窓 ある g r , を 惱 ます 懸念を 趨 越さす。 瞬 



間 瞬間を、 ま 4 扭ロを、弱々しい不安のうちにのみ兑川す入々は、«民社會主装の勝利にょつ 
て 旣に创 られ た哦倒 的な 偉大 さに、 眼を 向ける やうに されたい。 さう すれば、 また その 人は、 
，絕 ぇず 前 迆し檳 ける «民 社# 主 箱は、 時を 得て、 秩序 づけら れる であらう とい ふこと、 そして 
今：： 一な ほ、 國民社 食 主遂的 理想に とつて、 適 應しな いやうな 事柄 もまた、 强カに 秩序 づけら れ 
るで あらう、 と. いふ ことを 知ろ に 至る であらう。 新しき ドィツは、 その 課題に 對 して 畏縮す る 
のには、 あま h にも 强カで ある。 今年の 黨記念 =： の 後に も、 われらは 拱手 傍 奴す る ことなく、 
總統の 命ずろ 11 所と 方法と にょつ て、 第三 阈家 建設の ために、 働き 續け るで あらう。 

今 ハキの* 記 f にも、 すべての 人々 の 眼は、 彼に 向けられる 。ドィツの 全 政治力を 擧げ ての 
この 强 力なる デ モンス トレー シ ■ンに 於て、 爾後 枓び自由になつた幾打萬のドィツ人たちは、 
總統と ffl 阑に 锊ひ、この忠_の背ひに對しては、たとへ命がけでなければならぬとしても、永 
速に忠釘であらうといふ心の準備が出來てゐろのである。 

(一九 三 五" 九 ;] 、 洩大 會货日 7 *ル キツシ 文々 オパハ テ. 一 紙 m«) 
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ザ ールは ドイツな り 

数週 |1|1 にしてわれらは现代の蚰も非进な犯 |8 から免れた。1-ル « |ユの恐ろしき悲创は、こ 
の 陰 ^ の！® 稍を めぐろ 惊 iw と推斷 を 以て， 恐ろしく はつき り と次のことを，小したのであろ。卽 
ち政策的な考_於ひ 0 砷經過敏が、いかなる程度まで阈民のみならず、その货住を&ふ政治 
家に 板を T ろ ^ たか. 」いふことである。 «!? 3 ! < の (!1 のぅちに、世界の新聞紙は將來を时'小しわ。 
サラ ィヴ* と各新間は « いた。そして新しき世#の火災が始まることを豫首しよぅとした。 
世# は a ゆる ものを 滅ぼす、 この 埯盃の 前に 己れ を 守り« けた。 しかしながら 無政府 キ：義 的な 
晗 |* 者の ** 迎すべき小徒聚が、世界及びその阈民に破滅を»ふことが出來たやぅな不安は>政 
治 的な 不安、 この 永 速の 平和 破埙者 を 世界から 放逐せ ん として 凡ゆる ことが なされないなら 
ば， どこまでも 存績 する ので ある。 W 民の 運命を 導く 人々 に對 して， 不和 や對立 を 除去せ よと 
いふ ことは 眞 ¢1 ロな 忠* ではないだら ぅか。 われらには 準 催が 出來 た；；； そして •トィ ツは その 
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いふ ことは 眞面口 な忠齿 ではないだら うか。 われらには 準 催が 出來た H そして •トイ ツは その 



總統の 阈を：迎して、か、ろ眞の平和政筇への咪備を今までょゎも一脐齿げ知らせろこと'^出來 
れ ので あろ。 

われらの フランスに 對する 關係は "全く 公然た ろ 問題で あり、 フランス さへ これを 欲すろ な 
らば それに 關し ては 和解を もたらし 得ろ ものである。 そして この 問 越とは ザ ール問 越な ので あ 
ろ。 卜 一月には W 除 聯盟が 開かれ、 それに 先立つ 數週 前 に ザ ール 地方に ある ドイツ 民族は 彼の 
翊命 について ^ 決を なすで あらぅ。 そして 自分の 故 鄕の ために 自らを 衣 明し、 この 問題を 改め 
て 解明す るで あらぅ。 この 運命を めぐつ て 八ト萬 の ドイツ人が あり" その 人々 は 民族的 ドイツ 
を 內面的 には 決して 放 衆す ろ ことの 出 棟ない 人々 であろ、 とい ふこと を 聯盟の 人たち は 忘れて 
はならない ので ある。 吾等の 嫌 統 であり 宰和 であろ ァドルフ •ヒ トラ ーは フランスに 對して な 
んべん も 理解への 手を さしのべれ ので あろが： 殘念 ながら 無駄で あつた ことを 記惚 しても. 0 
ひたい。： 牛 和 的な 統一への ヒ トラー の勸街 は 吾等の 隣 阚 との 理解に 到 迷せ ん として、 ドイツ 側 
から 凡 ゆろ ことが 爲 された ことの 立派な 激 明で ある。 ト寓 人の ドイツの 國民が 彼等の 故鄕を 求 
め、 彼 ^ の 货い财寶を求めて格岡する投頌戰に於て、新しき對立が起るといふことは今やどぅ 
しても避けられないことであ 6 。余は考へるに、平和な以前の如き和協にあつては、ザール地 
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方を 求めろ 岡 爭 —— これは罟等の側から起つたものではないが I に 人つ てく る やうな， かう 
した 聚狠は 避けられた ので あつた。 

いかにひどく沌々の意兑が術突せねばならぬかといふ|例が、特にザール政策にょつて促進 
3れろ阐際的に特殊な投迆钤察の問姐に於て示されろ。われらドィツ人は反激と憤怒を以てこ 
の 要求を 除去し なければ ならない。 われらは その 中に 正に、 全 ザ— ル 住民の 最も 簡 m なろ 袖 利 
の 保 視を感 ずろ。 もしも この 關係に 於て、 われらは a 刺すべき 植 只 地 冴 察に この 投槊聆 がの 指 
導を 委せるべき であると 云つ て、 眞：曲 1111 •にこの 提案が 出された とするならば、 それは 思考の 促 
亂を-不すものであろ。余がそれに對して骈り得ることは、か、る植民地の方法を適川すろ考へ 
のみが、 全ョ In ッバ 文化に 對すろ 饵 谛を 意味す ろと いふ ことで あろ。 われらは 自由な、 そし 
て 外部から 影*: されない 投票の 必要を 認めた。 そして われらには この 0 rtl を 保箝 すろ 用 窓が あ 
ろの だ。 ドィツは 上 シレジァ 地方の 并 つての 國代 法的 義務の 執行に 當 つて、 われらは 引き受け 
たろ 義務を 餘す ところな く 完遂し ょうとした とい ふ鷇も 明かな 說明を 残した ではない か。 

•サール地方の住民は明かに千年幻上もドィツ人であり、それに變りはないであらう。これは 
觔かすべからざろ祺實であ6。過去数週間或 0*. は數ヶ月問、この地方を披行した凡ゆる外阑の 
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£1) かすべ からざる 拼實 である。 過去 数 週間 或 ひは 數ケ 月間、 この 地方を 旅行した 凡ゆる 外 W の 



訪問者は、 この ことを 確 苢 し、 汴 12すべき明贯を以て、このことを世界の新聞に繰り返して強 
調したのである。この布實を遂には 7 ランス人も認めたのであり、これに讓步せねばならなか 
つたので あろ。 十五 蔥 人の フランス 人が ザ ール 地方に ゐろ とい ふ 傅 說のや うな 話は もはや 根拽 
がない。 冬 數と いふ ことが フランスに 加入す ろ 理由に なろ とい ふ祺 は、 全世界で 誰も 信ずる も 
のはない。 したが つても しも 今や 一度 も 役 票を 行つ た 事の ない 或る 範阉 から、 ザ— ル 地方の 現 
狀に對 して ^ » の太妓が打ち鳴らされたとす 6 ならば、この分離主義の合官葉に以飢|^奶邮 
な 引力が 少しもない ことを、 余は 確 ( H する ことが 出 來るだ けで ある。 現狀卽 ち從來 の狀 態の 保 
持は 實防 には あり 得ない ことで ある。 それの ための 宜傅 は投蕻 によつ て權 利を 得れ ものの 鉛 誤 
以外のものではなくノ珍らしくも鈍重なる投ロ瘐得である0現狀に對する多數決の結果は、少 
しも 一致と いふ ものでは なく、 全然 解決を 見た ものでは ないで あら、 ^ ^ ろ 全く 新しい 困 錐を 
怒き 起し、 現在の 如き 堪へ 得べ から ざろ 狀態を 永遠に 持續 せしめる やうな 不統一の 枳源を 作る 
であらう。 そして 政治的に も經濟 的に も獨 立し 得ない 小 M 3 家が 生ずる 結果と なり、 阑際聯 盟に 
又も 新しい 困難を 提供し、 ただ マルキスト や ボル シ *ヴィストの不安創始者にのみ0れ{水を提供 
することになろであらう0もしもフランスの政治家が汾靜な、しかも率迕な認識を以てこの結 
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梁を眺めろならば、フランス側の让地からしても、现狀からして、何も淪爭の餘地なきものぃ、 
あろ ことを、 彼等は 承認し なければ ならないで あらう。. サ—ル 地方は 決して フランスには なら 
ない もので あろ こと、 かかろ 夢は 新しい ユ—ト ビァに 過ぎない ことを、 フランスは 全く 正しく 
知らなければ ならない。 か、 ろ 冷 靜なる 認識よ h すろ ならば、 フランス 人で ない 移民は 將米の 
フラン K 政策に 苦しむ やうな 危險に 向 らを さらす ことのない やうな 結粜に 至らねば ならない の 
であろ。 

ザ— ル 地方 そのものに とつて は现狀 は、 その 政治的 及び 經濟 的闲奶 の 永 枝 化を 意味す るので 
あ 0、その住民のための物筲的に闲難な姑逃すことの出來ない拟寄を尨味するのであろ。しか 
も われらの 忘れて ならぬ ことは、 今日 ザ ール 地方の 全 收人税 よりも 多額の ものが、 地代と して 
佛はれ ろと いつた やうな、 色々 と ドィッ 阈家が 配る 好意が 無趿 されて ゐる ことは、 住民を 恐ろ 
べき、 絰濟 的な 闲雜 に陷れ てゐる ことで ある。 ドイツの ザ ール住 民と 阔 家の 運命的な 結合は 非 
常に 强 いもので あり、 われらの 直ぐ 前に あつた ワイ マ； ル 憲法の 時代に あつて さへ， 拽かな ド 
イツエ 業 も ザ ール地 方の ために 停止を 斷行せ ねばならな かつた ほどで ある。 般近 注目され ろ •サ 
丨ル 地 ^ の ェ業生痒の改典は、與らドィッへの注文に歸せられてゐろ。これは阈民杜钤主飱政 



府によつて特に耍求せられたのである。したがつて ^ れらが砘淬に陘内妁に拷\た ^ けで1、 



府によ つて 特に 要求せられ たので ある。 したがつ て われらが 純 梓に 經濟 的に 劣へ ただけ でも、 

われらが この 純 粹に民 族 的な 問題に 於て轂 も銳 く： ^否す 6 方法を、阈家とザール地方の挝後的 
統ー |: 反對すろ荠は、極カ棑斥しなければならなかつたのであらう。十五年間分雄された地方 
の 有機的な 分割を 役 贾に ょつ て阈 家の 中に 秣ー すろ ためには、 なるほど 解決 さるべき 無数の 經 
濟的な 過渡的 闲雌や 問 姐が あろで あらう 。しかしながら われらが 解決し 得ない やうな 困難な 問 
題は 一つ もない ので ある。 阈民社 舍主箝 の 行政は 過去 数ヶ月 間に 於て、 経 濟 的に 困雜な 諸問題 
を 解決して 來た 。しかも それらの ものは この 問題ょ b も 一勝 大きく、 そして 危險な もので あつ 
たので ある。 

これら凡てをザール地方の住民はょく知つてゐるのである。全«に於て眺めるならば、した 
がつて今行はれてゐろ宄俾は、各寐派が選擧の五分前に大きな約束を以て現れたやうなドィッ 
の議 fr キ衣 的な 時代を 苦々 しく も 想 ひ 川す やうな ものである。 この 約束は、 周知の 如く、 選舉 
後には 一度 も 巣され てゐな かつた ではない か。 

平靜なろ良識を以てゝ政府とドィッ阈民は’阈找投票の^:を迎へょうではないか。 

(1九一ニ2:、ー0月、へア<スト «; 所的) 
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總統に 感謝す 

今やこの古き阀付を解敗して、大ドイツ民族2家の阈份として神會するに趑り、この俅大な 
6 民族 ^ {家を 形成した ところの 彼の 男に、 諸对の 名に 於て 感激の 辭を 述べる ことを 許して もら 
ひたい。 

前_僉に於て總統が報街演說をなしたとき、0れらはその中でまた搛苜的な，矜街的な貨葉 
をも舫 いたので ある。 この 比類な き報齿 は、 われらの 心に 深刻なる 印象を 刻みつ けた。 しかし 
この悚 •• II 的な 矜吿的な苢葉は聞かれなかつた。その竹葉は破菜された。ォーストリアのわれら 
の ドイツの 同胞に 杼 成が 加 へられた。 その- V きォー スト リア 在留の 问胞 代表者は、 ドイツ 民族 
とドイツの總桄に對して、同胞救助を求めて來た。同胞救助は行はれた。最惡の場合に饳へら 
れて 、ドイツの 軍隊は ォー スト リアに 向けて 進入した。 ヴ * ル サイ ユ 分議 後 二十 年に して、 わ 
れらの 网家の偉大なる枓建が寊現され仁のである。 
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しかし-われらの 5|': 隊がォ|ストリ 7 に進入しれのは’妗擊のれめでも‘拟奪のれめでもな 

く、大ドィッの同胞として，共に歡呼の»を上げるためであつ仁。そして、»噯する崧親が0 
らォ IK ト リァの ドィッ人の 前に 姿を 現す や •その 未 甘 有の！ は 到ろ 所で！ B 風の やぅに 高 i 
つた。 

解放5れたろ民族の歡躱は、このわれらのドィッに於ても 1« くことが出來仁。それは霣に逑 
く 全世界にまで * き * ゎ、 そして、 ォー スト 9ァに於けろドィッ民族の « の意志に就いて欺瞞 
3れてゐた人々に確信を與へれ。同時にしかし、進駐した《除及び嫌統0身は、過去の政府に 
ょつ てな されれ ォ— スト リァの 困 期と 缺乏に 接して 深く感 SII 5 せられた。 しかし ォ— K トリ K 
の ドィッ 民族は-この 闲 S 5 と缺 乏と妞 難に も 拘はら ず、 毅然として、 これに 堪へ て來仁 。そし 
て 今や 解放の 歡 « を堪げて總統への忠誠を锊つれ。諸君は、あらゆろ苦惱の後、遂に洱ぴ«放 
が * ら されれ とき に浪ぜ られ た， あの 感激 的 光景を、 ラジォを 通して 知つ てゐろ 。わが 緦权 
ょ、 あなれ は 解放 *- として あなたの 故 梅に 歸つた。あな伫はわれらが非常な困 95 な狀態にあつ 
たとき <) れらの救濟者となつたやぅに、彼等の解放者となつた。あな仁は、あなたの故鄉を网 
* に取り返した。それは、 * —ストリァのド4ッ人を欺瞞し、不安を與へてゐたやぅな不《の 
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もの、 锜 闹なる土地としてではなく、ただ政咐の無能と無珂解のために塊もれたままになつて 
ゐろ優秀なる人間と"跌かな时资に .4< まれた土地として。しかし今や、あなたの指導のもと 
に、これらの財货は掘り出され、丁度あな仁が并つて.の困窈と苦惱のドィツに搏び来曾有の坡 
榮を齎 したやう に、 この L 地は 發 M し繁榮 すろ であらう。 四ヶ年 計进 、それは 從來總 力の 綜合 
を想味し』-のであつて、今やォーストリァ作留*トィツ人も亦、歡びを以てこれを支持し ^ ^ 
する であらう e 

しかし、 わが 總統 よ、 あなたは 如何にして あなたの 故鄕を 獲得した ので あろ か！ 

あな 仁は 如柯 にして ォー スト リァの ドィツ人を 「抑献 」 し たので あるか！ 

血に 狂つ 仁 黎動 や、 m 迫 や、 戌 ひは 桊カを 以てした のでは ない。 本ろ あな 仁は、 强い あな 仁 
の、、 一と、 確 间た <- !,? 賴と "そして かの 资くべ き ^ 人 さや、 あなたが 何ものに も 勝つ て 尊重す る 
美は しき 善意と を 以て、 かの 土地を 獲得し、 われらの ものたら しめれので あろ。 

そして 今や. 押び あなたは、 稗 意と 宽. がとを以て彼等に、彼等は大抵何も知らず、間速つて指 
缚 され、 欺瞞され、 邪路に 導かれて ゐ れのであるから、ォーストリァを |»>] 顧しれり、抗論した 
り、谣を構へたり、沒|:したりすべきではない、といふことを命令した。あなたの # 意は彼等 



に行くべき道を.不し伫。名界を欲する ?;- は米たつて、民族及ひ » 家の統ーのうちに於てのみ、 
最大のカも亦發秘し得るものであることを坫なければならない。1發の鈇禪も » せられなかつ 
た。 如何な ろ 後 fl の 紱判も 血の 栽晰を 下？ なかつ た。 過去に 對すろ 善意と % 容 、未来に 對すろ 
希 竿と 偉大な， 0信 «( ,これ.>あなたはあなたの故鄕に齎した！ 一人の A 傷者 も 出さず、 しか 
も絕笫的な £1 傷を治 « せしめる，これが敢0間になしたあなたの仕 «: であろ。親愛なろ總統の 
指導の もとに、 ォー スト リァ の 未 f 將に洋 々たる ものが ある。 世界史 上许つ て か、 ろ 年 命が 
W 电に あつたで あらう か。 われら 一一 i の感谢 如何 ばかりで あらう。 總 « よ、 われらは 又 ド' ■ッ 
の名 # の #? かしく確保せられたことに對して感謝を捽げるものである！ かくてあなたは史に 
逍 く 全 ft # の ドィッ人に 希望を 與へた ので ある！ この 感謝の 心を どの やうに 表現したら よい 
ので あらう。 總統 よ、 われらの この 感激を 如：！： に贯ひ 表すべき であらう か。 あなたの 行爲 に對 
して 如何なる 讨 葉を 用 ひれら よいので あらう か。 嫌 統 よ、 一 « あな 仁 ほど 愛？ れれ t のが ある 
であらう か。 あなたの 使命に 對すろ M 賴 ほどの强い信杻が、苷つてあつれであらうか。砷があ 
なた を わが ドィッに 下し賜う伫のである。あな仁は深夜の中からわがドィッ««を救ひ出し、 
そして， 阑家を輝く光明の中へ琪いたのであろ-蒌麻鉑沈の中から强火なろドィッを创选し /- 
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のである。總統ょ，われらはあなねの要求すろところのものをなすべきであり わ れらが それ 
をなしたからと首つて、われらの感 .© は消滅す6ものではない。何百萬のドィッの母はその子 
供を掸げて祈ろのである*祌がわれらのあな仁に永遠3カと健康を巡まれんことを。 
全ドィッ人は心からなる惑謝の官蕖を掉げ.0、われらの總統ょ、有難ぅー 
全ドィッ人は、この記念すべき、腌史的瞬明に、感溆を以つて叫ぷのである。ドィッの救 « 
# 闽歲！ ドィッの 唯一 ^ 萵歲！ われらの 生命を して 初めて »び生命的值侦あるもの仁らし 
めた ところの 親愛な ろ 總統 阐歲 ！ 

諸 《! ドィッの 名に 於て、 われらは 全 阀民に 代つ て 叫ぶ ものである。 われらの 嫌 統ァ ドル 
7 *ヒトラー范歲！ 

(一九 三 八、 三 •一八、 w fr 铽脫) 
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全力の 狼 注 

余は*咋年と同枝に、今 0 もまれ、すべてに對し、 « ,」今=初めて分 3| に參加することを昨 
3 れれ苽 部 邊 被の 努 €戰躲の间志諸君に對して、锶統3挨椤を傅迮す 5 必耍'かある。これまで 
東部 遗 技の削迨荞たちは、哝制や期乏や恐怖を及ぼす制度に對し、そしてまれ、不當にも，對 
外的に だけは、 ドイツ 的に 振舞 はれ* ことを 欲して は* ろが、 しかし， 眞に ドイツ 的と 思 はれ 
ドイツ 的と .® じられ* ドイツ 的に 行つ て* 仁 凡ての ものを 哌制すろ制度七對して、萆を « つて 
來 伫のであろ\今や、來邡邊极の剖边者れちは、«び、举を«らなければならないが、今度は 
幻找と總統のため_に，勞例を行ふべく、シャべルと年の脒カを持つ打めである。今や ^ « は、 
來 部 S 21 に K する 人と して、 われらの 大 ドイツ 尺族共同體の中に絹人させられてゐゐばかりで 
なく、？ 5“はまれ、創迆者として、 ドイツ勞_共同體> ドイツ癸慟鸦線に锔入させられてゐ 
る。 失 栗と いふ 幽狨 は、 東部 邊极に 於ても* 影を 消し 仁。 貧しき 人々 は、カ《く張0切0、到 
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1 ' 1/ ほと な US 疲れ 含つ しは'— に 充為 ちて、 はつ 育と 
W 來 を：^ つめて ゐ る。 PS 指 梁して きた M 爭 は、 無孥 はな かつた。 資の確 s ' 正-しい 
結 K を 生む i つた。 lius であ*。 淼邊帐 は ' W び •- ィッ 网2 にあろ。 

われらは しかし、 篇家 £ にあつ て、 W ては われらの ところに も、 失 紫の W 肌が 成 力を ほし 
、ま-にして ゐ 仁 とい ふこと を、®々 忘れて ゐ *。 仕 求める ために' あちらの 食 社 こちら 
G 命 社と ら ねば ならな かつ 七、 あ sf' へ 真 代、 そし'-^ 乏矣 2 とが、- 1 れら S3 
民に & ては， f 當り まへの 现象 であつ 亡、 あの f べき 時代を’ われらは、 あ* o にも I 
に 忘れて ゐろ 。ドィッ 蹵 が、 力を 把 W すろ 前 S 時代には、 到— に、 物 也い is 不足が あ 
つた。 しかも 今 H では、 それと 正 i に'！^ 雲が 不足して t ® だ。 われらは あまりに も 安 
岛に、このことを忘れてゐろ。誰1人として' |« 苗から、穷働を期待し « な*つた并ての叫代 
が ど.， して f であつ - UV そして 矣 、萆後 s 现在 も、 侦 かに' 一つの 間 越' か 解決され れ 
に過ぎないのは、 どぅしてぐ あるか、 とい ふこと を、 雜对 が、 ひとたび 明確に 把 W しさへ する 
ならば、 恐ろしい ほどの 勞 « の 充滿や * 强大激烈なろ努カに對して-^霣際は充分に公働 
者を 兑 出し f あだ と、 余 洁 じて t 丨 これと S 似 SSV 世界 s 何 含 <ろ であ ら 
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うか。われらをして、運動に沒恥せしめた緊念の課題を解決するために充汾なろ勞働片を、拢 
供し 得ない やうな 七 千 五 H !€ GS 民が、 1 何處 にあ 各ら うか。 嫌統 が、 1 にち、® 明の 
中で 述べ 仁 やうに I 外阈が われらに 對 して、 勞働 者の 不足と いふ、 この 困雅を 非難す るなら 
尤、そこには宵に、何か本饩的なものがあるものと余は思ふ。われらの厢闻の國々は、勞锄者 
の_ を來 たして t が、 しかし それらは、 将て われら 容 しい 恐怖を 以 つて、 蠢し なけれ 
ばなら なかつ - U やうな 益 G 缺乏に 惱んで t 。 翥と いふ 恐怖から、 われらを 引* 離して く 
れ た、 この 數 年間に、 ドィッでは、 未だ？ 兑 なかつ た ほどの 力 f を以 つて、®® 業が 著 

手せられ 遂行され てゐ - U 。 われら 鋈ら かに、 この 强 力な 备肇 業と、 その荔 念つ て も 

ょい。 なぜなら、 われらは 凡て その 取に 關與 して 來仁 からで ある。 われらのう t > 屈 一人と し 
て"この强カなろ建設と、この成婼を、自分獨りだけのものとして鉑記することは比來ない。 
否、 これには、 全 ドィッ 阈 民 が" あらん 限りの 幅と 深さを 以て 參與 して ゐる 。われら 凡てに 對 
して、 こ G _ 事 5 有利な ものと なつて ゐる。 しかし また、 われら 凡ては、 それを n しな 
ければ ならな かつ 仁の だ。 われらが 常時、 その 窜業 に珩 手した とき、 そのと きには、 贤 U 、 多 
くの 人々 は、 それを 快から ず 思つ ただけ である。 阑外 でも、 それは 永く 轍 裱し 得る ものでは な 
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い、と竹はれてゐた。彼等は恐らく非常に優秀な政治案であつ订のであらう。さもなけれリ 
全 ^ 尺をして !1 己に興味を起さすといふことは、結 ^ 、彼等には出來得なかつたであらう。彼 
准は、あらゆろ祺柄に對して、吹聽荞であ0"辯士であり、 :|1: 傅家である。がしかし、彼等 
は、 |つの琪柄には、全く頓抨しなければならない。卽ち彼等は、経濟に關しては全然 ^ 通し 
を持つてゐないのである。この铂域に於ては、彼等は、夢想安なのだ。祺犹すでに彼缂は、 

ニ三年の間に —— 常時は 四 ^ とい はれて ゐ仁 失龙問 姐を 解決し ょうと 思つ てゐ ると ^ り 

しかも、 われらの 時代の 婭も優 秀 なる 人々 を以 つてしても" 解決され なかつ たのに 未だ苷 

て' 經濟な ど- •いふ ものに" たづ さはつ 仁 ことのない この ^ 人たち に對 して、 どうして この 解 
答を ^ むこと が 出來 ょうか。 

余は、 當時の 支配的 人物たち に對 して、 次の ー窜だ けは 承認す ろ ものである。 饮 に 彼铧の や 
つて ゐた 、かの 偁败せ ろ亂 脈經浒 には、 われらは、 些 •かの 期待 も 持つ てゐ なかつ たので あろ。 
それは 祺 E である。 彼等は、 手品を 使つ て、 恰も、 經濟が 高度な 吊 問で あるかの やうに、 われ 
らに思 はせ てゐ た。 課程 表、 定價衣 、配 當 、勘定 •租税、 利益の 混在せ る この 密林の 中に、 彼 
等に 共通して ゐろ 利己的な 利潤を 收めん とする 針 心は、 辛うじて ^ されて ゐれ 。彼笼 は、 この 
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ことを、岛度の經濟と苜つてゐたのである。 

この n 由 主義と 嚣 g 把 繫 仕方に 對 して、 われらは、 N 袋 t 蠢 i の 把® を、— 
せ丨- める。 尝 す— らば、 装？ 心點に 存在す る も S、 利益を ロ 的と す晶 又では な 
くして、民族と阈民である。芡働と經濟は、琢ら、全阈说のためにのみ存在するので次ろ 

しかし、 8 iC を、？ か 或 衾 度な 學 問の 装に よつ て 救 ふとい ふことは、 找に 全然 小 可能な 
ことで あつ ^ 繁は -Ur 斷 乎た る裘 によつ ての み 救 はれ 得ろ もので あり、 意志に よつ て® 
行され 得 tG で 会。 しかし それは 如何にして 可能で あつたか、 一般に ド" ツの 祭を •冉び 
秩； けんがた めには、 指 势に您 つて、 就中 塑 者の 信念、 ドイツ 勞働 者の 信念が、 灌 料され 
ねばなら なかつ- U。 な V ならば、 ドイツの 爲は 、ドイツの 穷® 者と 共に あつての み ド 建され 
行た からで ある。 例 透し 勞蝴 すろ もの、 信念に よつ ての み、 快癒に® らし めれ 力は^' 々に 對 
す— 響の 1¢ 仰の 中に、 彼の® の 蹲の i の 中に、 彼の 2 の 益の 實 行の 中に のみ 安らか 
であつ. U。 他面 われらは、 企義 、殊に 若々 しい 众 業に 關 して、 新時代に ついての み 必然が な 
g 解を 得る やぅに、 心を 使は ねばならな かつた。 われらは 彼等を 爲 制的考 へ 方から 解放し、 
爯 びその S 民の 中に 位 姐せ しめねば ならな かつた。 そして また、 彼 奪を して 温を 與 へろ 人 



47 



と*! &働を％け取る人との間に閊爭があつては、經砟は、絕對に繁*し捋ろものではな<、惮 
大なろ布*の创られる凡ての坳合と同槌に、統1のみが，成功の前拢であ ?> といふことを*知 
らしめねばならなかつ^ ^ 全楮ヵの坫結のみが^大禀龙を完成し得-^經濟に於ても‘事惝は 
全 <冏 じで あろ。 

ここでは •勞働 * の 信念と企^{象の理«とが、前提であつ仁。かくして，凡ての經烷 |1 於て 
全时的な « 民の猶轉を反映すろ«が、作られねばならなかつ伫。ゎれらが、1つの全龃の中に 
民族 共 を 鍛練した i rnl じ やうに， 今や こ-では* 特殊の 中に， 勞働典 同 Mi s - S ; 共 Msg •か 
形成5れねばならなかつ伫。そして’いつか，腠史が、ドィッ勞働戰線の事龙に關して>記述 
?れろとき肊は’较業共同體と’穷働共同 *! の削迭は、<らゅろ ^ 害を超越して、芡锄戰极に 
對して、 « 无几つ+朽の功珀となつてゐろ，といふことが、强調5れなければならないであら 
う 0 

また 全部 門に a つて、 5 FW に對 すろ 岡® •を 枝け ると いふ ことが* どうしても 必要で あつた。 
余は もはや、 ドィッの 勞働其 が、 如何に 激し <煸 動せられ て* たかに 對し て.は、何も云ふ必'要 
はない。彼等は，十年の长きに .« つて、マルクスキ萑と共«卞在に敎打？れて、やつて來たの 
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I 。 isli 」— 1 1 は、 吾、 i 派 n 

i 、 雉な ことで あつち だが、 w 前に 1 を 始めれ ことの ある、 かの 古い K — に 
軟 つた 人义 Sg ® は 行 はれ得 なかつ た。 ここでは o しろ、 新しい 人专 '殊に、 本物の WK 

社 1 S 人 tv 1 S 任に f ねばな 4 かつ 11 ば、 爲— S の— 

St に ？、ド <- 15、#びそ8民と、そ6|3あとなり得たからであろ。 

かくて ま；！、 經濟 8 G-U め— 政府 el ® が始 * つ m しか に 、それは 困 1 
1 程で あり、 しかも、 この i を、— とい ふ W 行 1 の おかげ 1 ん だのでは あつれ が# 
，れら の H 對 其は 凡て， 間もなく i すろ だら ぅとい ふ狀储 の 希 ■持つ てゐ たので ある。 そ 
Li て、— が， もはや 少し S — も 持ち 得な くな つた 後に も、 美 嫌？— になくな つれ 後 
で： 史ニ姆 民の 統一が、 もはや 破® され 得な くな つれ 後に も絕 .-又 ず 7 す'^‘'^* 

的 1 i - r しかし て， こ！は， 长期 11 して— らして 

今 = もな ほこの 期待は 存し てゐる ので ある。 

仁し かに、 入々 V 自由 主我に 於て 安當 したと 同找 な、— 礎と 法則と を 採“ 維げ て、 

今 n の われらの 事態と 比較 するならば そこには 技 かの 黯も 見出されな レ f で r 力 



なすところのものすべては、浞沌の如くに兑ぇろ必であ6。しかし、もしも統治片たち'か、.ト 
ィツの梓灼の 1? 後には無制限の寂态と信念と璁統のカがあるといふこと、见に、この轾砟は铱 
にょつて遝行？れるもの ?; といふことを、卯 « してゐるとすれば、彼等は、ずつと前に經濟は 
间定？ れて* ると いふ ことを* 课感 しなければ ならな かつた であらぅ。 

しかし 彼等が そのほかに また 近 瞬の 阈々 の 經濟 、殊に あら ゆろ 學 1 1: 的知缺 を 獨占 してゐ ろ 大 
民* 主義の 一:々 に 於け ろ 經济 を、 われらの 蚝 iff と 比較し 始めるな. ^ば、阐者 は C ら 、测 和す る 
ものではない。ー方、彼等の兄解ょりすれば、かぅいふことは凡て、 1£1 接期功を埤來すろ幻影 
にすぎないので ある、 なせなら ば、 彼等は > 一 面， 阈 K とい ふ ものを， —— 雒でも聞けば驚く 
であらぅ が —— その 创 选 的 人 問の 事業を 度 外 » fl . して， 他阐か ら勞働 其を、 呼び 资せ ねばならな 
いものと 思 ひ、 そして 他面、 無 數の失 業者が、 ロ々 增加 して 行く ところに、 民衆と いふ ものを 
考へて * るからで あろ。 如何にして 兩者は 統一され 得る のか。 ドィツ 阈内 で、 彼等 U 强カな る 
準钿をしてゐると « はれて*る。しかし，彼等は、彼等^:. -«- が强カなろ准備をしなければなら 
なかつた、.といふことを忘れて*ろ。それ故、このことにのみ拘泥すろことは不可能であつ 
て、必然的に諸他のカや武器にょつて，この强カなろ轉換は， » かれねばならなかつれ。 |1|: |1|1 
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では 1 が ハ— 進して 居り、 危機は 增大 しつ" ある。 われらは® へこ？ とに ついての— 物 
备ん 'た。 しかし 3P 大して t のは、 m な— 機では ない。 物で 高くな り、 货 な 
气 そして 3 に 益は 一黑 くな つて ゐろ。 そこで 令は、 この霉 あろ 経 裂 系を、 われらは 
?も结し通 して 來忘 であ 6、 とい ii 甚 なけ' れ ばなら ない。 「刀®®® t な 入 
へ— やぅな 人々、 及び その他の 人々」 が、 ドィッで 支® して ゐ仁 ときに、 われらは 凡ての 
ことを 學んだ ので ある。 • 

これら SW て S 大人 焚ち は • 1C、 外® へ S げ—洁 し-^ とい li 、 分 

は 想 ひ S す 。 f <1€ こで' 祭 SS 运け IWBS 地位を i し、 われら— て 

繁榮せしめ仁ことを"そこで科び跺り返してゐるのであらぅ。 

，てらは また、 外 S で 「好まれて ゐる」 同 籠 業が、 今にも 起ら 1 して t のを W て t。 
ま -u われらは、. そ s こ i* よ< 知つ て tt。 われらは、 同盟 1 は 凡て 必ず-生® の增 
加」 を 結 地し、 ま；： 学 罌を 「安定せ しめる」 とい ふこと を、 充分 辨 へて ゐ ろ。 f われ 
らは 秩げを 作つ 仁の だ。 そして、 わ れら の 成功の 法則は そのぅちに こそ あるので ある。 われら 

'持 3*2 によ？ f 利窗 s 装と 對 f 鑫 制した。 われらは、 こ® 利克努 分 故を 
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除去して來れ。 

利铒の T 1 象は 唯一つ しか 存在し ない。 これ 卽ち 、あら ゆろ t 0> -4- w ® l !: 」*6 r 4 -y w wi 
その 將來で ある。 たしかに われらは 烈しい 不安を 味つ て來れ 。そして 多くの 怖るべき 闲曩 U 突 
含 砘られ 、克服 3れねばならなかつた0余が、俾人なろ *9- 的の天才である4いふことを .' 余は 
決して 4= 张するものではない。余はただ*秩序が钿られねばならぬところで、秩序を創る伫め 
に 、 n ci の 全力と * # と 全 意志 力を ^ す ものであると いふ こと' たけを、 主張した ので ある。 こ 
の％ 合、 經 wt yt して 例外を なす ものでは ない。 なせなら ば、 秩序と いふ ものは、 われらが’ 
打 |_3. の行 8 のあらゅる分奸を含ませた1舣的槪念であ6からでぁる。余が前に述べた如く、今 
no れら は，非常なろ闲赖に 1££ 而してゐる。卽ら、如何にしてわれらは，勞働參加の大間題を 
解決すろであらぅか。 11 に 55 働參加と勞働能ヵを规則立て ;& ことは>今=!では非常に困難なこ 
とで あ ?) 。 これ こそ， 四ヶ年 計«の核心的规姐であろ。 

余 n 身に とつて 非常に m 要な ものと方つてゐるところの1つの命令を、余が公布しなければ 
ならなかつたといふことは、必然的に，阈«防策を保泣すること1なつれのであ % 。國家を安 
全に すろ とい ふこと が* 要で あつたり、 《 部 地方に、 全く® 斷的な 柵を 玟け 6 必耍があつ亡り 
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し卜 - l - i 、 余； 一 そこ S 、 些か も嚣 しな かつた。 余は そこでは、 — i して® — 各 
つ -€-/ 來,-。そして、§若ちは.-|的に、其んで、余に隨いて來で*气数十*の雪者 
た ミ、— の ヱ 場から 引つ f 安 れて ゐろ ので あろ。 ニれ はなせ だ 言。 それは' — 
V SS 4 HS 兹党 當运 盟」 t 装からで ある。 しか-^ は 居に、® 問を 絕 

K -- f せない ために、 次の 一つ？ i 、 强 調して f たい。 それは® ち、 — i しての 勞 
g へ 1 とは、 存—審 とい ふ—®— な— 的に 對 して® み、— 

と— ょいと いふ-- と|。 — il 、 こ® こ— を、 t 
身 では 留保して 來れの だ。 

もし— が、 或— 袞に •通例 方で、 I 力 爲られ ろと いふ こ i 知つ て. 0 
+一 ならば‘ は、 こ e 奚 s - u めに、— 1 用 t といそ) $ は、 決して ニ f を 
しないで あらぅ。 こ e 命令 か、 全く 決定的な B 的 s た* 3特 別な i であり. 美 i の 速命 
1 的 U 、 11 ミ— lil とい ふこと に 
は、 $.: か SS 4 ら ないで あらぅ。 嫌 じて、 通例の？ 方では、 力®— とい ふことは G 
されねば ならない。 
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余が こ 中 SSIKSg 靠 すろ 外！： 人たち に！；； してまで も對抗 して ゐた ならば、 ドィッで 
は®々 と、 强制 益が 行 はれる t になつ てゐ たで あらぅ。 彼等は、 强 制と S を •一つの 泣 
見に げる こと— 解し 5 ない。 われらに とつ であると ころ の も の が、 彼等に i 
つては弥 9| であろかも知れない。しかし彼等は.ドィッの勞働 # がまた今ロ、兹秣といふ無上 
命令を、轺針想として身に羿けてゐろ4いふこ4、そして、ドィッの勞働各はまた'何ょりも 
先に *vs 箱 枝を 贝す心 格へ が 川 來てゐ ろ とい ふこと を 忘れて ゐる 。且つ、；^ の 遂務は 网 来 
の— 控 であ， 0 。 MS こ.^、 世界 論 is ない こ i である。 

余は 强沏を 以てして は、 決して 特殊な ことは > 述 成せられ ない とい ふこ とを、 充分 知つ て 
ゐる。 强制は # 悦を抑 跶 し' そ s 場合には、 取に 平凡な 龙 M しか m て來な - いだら 、フ、 とい ふこ 
とを ■余は 充分 知？—。 余 V - ィッ に slaissiif 叫んで ti きに 
は、 余は 以上の 如き ことを 訴 へて* ろので あろと いふ ことが， c 分に 分つ て來た ので ある。 余 
は外 « のジーナ=-ストたち « £:;己を见<-のに恐らく*ドィッの各地方からこの所£^「 ®. !;;: 
された 资概 者」 备み 込んで、 w 方へ 旅して 行つ た i ころの 列車； y と见 つて ゐ るので あれば ぶ 
い。 だが それは， 强 f れ i 働 若ち ではな かつた。 馨 は、 淳 立つ たの 
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だ。 なぜならば、 彼等は、 今や ^:分たちで、3:投を趣るのであろといふことを知つてゐれから 
C ある 。有 o 嫌い ことには、 一: 家の 安全 確保に 人つ て 行き 5 へ すれば、 われらは、 ドィッ人と 
呼ば れろの だ。 それは 斧と シ *べルを持つてもょいし、綑や妓を持つても！£はないのだ 0- いづ 
れに もせょ、 それは ド T ッの 男子の、 赶 高 の、 戢も やり 甲斐の あろ 袭務 に變 りない ので あろ。 

か-- ろ 時に 於て は、 われらを 取り 卷 <煳阐といふものは凡て、われらに餘りにも强く湃くの 
で、へ-?は « 々亡ろ^柄に拘泥すべきではないと思つて*る。云ふまでもなくー度0には、バラ* 
クが作 られ .0 まで 待れ なければ ならな かつた とい ふやうな， 過渡的な 困難は，. 常に 存在す ろで 
あらう。 或ろ ときには №1 子が 妹 乏したり、 或ろ 時には 肉が、 また 三度 目には 1=常の軒菜が缺乏 
した。でもこれらは第ニ義的に解決さ6べき«柄である。がしかし，如；|:にして此處に创？3と 
いふ ものが 行は るべき か、 とい ふこと だけは 常に 問題と なつて くる。 且つ 数 卜 萬 人の 窓 芯 力と 
典び勇んで献身しょうとすろ準怫が、非常に盯盛となつて*ろ现在、この的民にとつて1 9« ;£ 
が 不 nr 能な ので あらう か、 と 人々 は、 絕 ぇず 疑問を 抱く に逑 ひない。 it あれ 余は、 1 W 民 
が佈々 1& 週間で，數十《の资俲隊を組成 1. 終り«ろものかどうか。そして，ーつの場所に姒4ロ 
し， そこで 一つの 穷锄を 完成し 終 h # る もの かどう か。 また その 穷働の «; は、见込み通りに、 
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確 借を 以て ^ 他の ^ 働に 勝り 将る もの かどう か、 を 知らう と 思つ たので あろ。 

]11 に、われらは、何のは \: かるところなく公炎する。ドィッは今や勒资の闲となつてゐろの 
'た。 もしも われらが 力の 點で缺 けて ゐろ とすろ ならは、 余は、 穷倒が 行 はれ 得ない から 力が ^ 
けてゐるなどとは云ふことが出來ない。さうではなくして、その坳合に余はなほ、柯か_足的 
な ものは あゎ 得ない かと 熟 ^ して兑 なければ ならない。 さう すれば 諸君は 次の やうな ことを 知 

るので ある。？ 2 難な 藍が 提出せられ， 裘 それを、 穷當の 置に ょつ て资し 料なぃ や 
うな場合には、余は個々の资俲者のょり ?.5; 度な能率と"ょり多くの努俲にょつてそれを克服し 
な ナ てばならない。そのとき此處では、货は钗に链き代へられねばならない* 11 つこの<1拟よ 
ゎすろ ならば、 われらの Bf、 後進の 熟練工の 養成に 向ける とい ふことは、 もはや 何 f で 
も必耍 な ことと なつて ゐ る。 

後進を 軍に 熟練 5 かりで なく、 最— 持つ 1 力、 卽ち篇 や 化 黍や、エ科人 >; 
綵合火學の其の他の專門に、鉍蒋をつくして敎灯す 6 といふことは、どうしても必耍である。 
ドィッの 大學 は、 こ G 時代に 當 つて、 多くの 1 に 適合す るた めに、 今日 あら ゆろ 部 〔の® 力 
を糾合しなければならない。われらは率先して學的硏究作業や後進の訓符を行つてゐろ。今= 



56 



では 感傷的な ァルト •ハィデル べルク的な 0 >-ンティークの時代は過去のものとなつてゐるの 

であつ て、 勤 勞こ そ、 授業の 法則と 3 ろべき であ 6 とい ふこと を、 大學も 理解し なけれ •はなら 
ない。 今日 ド X - ッ人は 、時代に 卽應 して 物を 考へな ければ ならない。 そこで 余は、 ド，- ッの W 
年たちに，镟業の選«に當つて、今日ドィッの祖阈が、どんな職業を最も必要として*るか、 
t いふ こ i を 熟 it する ことを 訴へた いので あ， 0。なぜなら、人々がその瞰業で阈民への «: 岛の 
奉仕を 行 ふと i ふ 場合， 以上の ことこ そ> 或 る； 1業の敢高の充»を愆味するからであ6。 

この 1 « 的な 努働の 感は 、また から、 勞捫 時間の. 伽に も现れ てく. 0。 そして、 當分 
の間は，ト時問、十^以上勘くといふことは*どぅしても必耍なことであろ。そして余は諸 
酋等に、釗造片たろことを保箝することが出來るのだ。かかることは、5|?;等の場合にのみ 5;- 
はれろことではないのである。许ては、宵麻や背房にあつて、快い黄佐時までに家へ鲕つてし 
まひ、六時の 5? を |«1 くや否や、ぺンは片附けられて6たが*今日ではこんな時代は通#去つて 
しまつた。 网 案 中樞機 g の 窓の、 夜半に 至， 0もなほ«々4光の點いてゐろのを箝对は見るこ4 
が出來ろ。夜半に茧ろもなほそこでは、阐民の存立の地«を 6 1 .1 めるために、阈{ * の指導部は創 
作し 房 作して ゐる 。官吏は 今 H では 永 速の 奉 什を Q しつ-ある。 それ 枚 個々 人 も* 運命 にょつ 
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て定められた方向に向つて、みんな同ーのことを行つて行かなければならない。しかし余は諸 
对に、创造者たることを約柬してゐるのであろからして、過剩の勞働や過剩の勞カが侗人的利 
益の ために 神 取され 言い ふこと を、 余は 決して 許さないで あらう。 _ の勞 働の K 行され る 
のは、！： S 繁榮 G - U めに のみ 行 はれる ので ある。 外 網は この ことに 關 して、 繋に 非難の 聲 
を發 して t 。 多くの ョ丨ロ ッバ說 W は c 闕の 利益の ために、 あら ゆろ 明® の 度を 持つ た數好 
斑の 雜 ¢3 人秫 を、 海外の 土地で 働かせて ゐろ 。今な ほそ こでは、 盛んに、 奴銶が 鞭う たれて ゐ 
ろ。 彼等の 幸福と Vi のは、 單 に、 母闕を 救け るた めの 方策に あろので はない。 强カ なる 植 K 
地と いふ こ- 〇 も* 彼等の 目 ざすと ころで ある。 しかし ドイツ 阈民 は、 稠密に 植民され fl 土地に 
立つ て" 絕對に 他に 賴ろ ことなく" その勞 働 力から、 その 自己 秘牲か ら 、ドイツの 土地から、 
凡ての ものを 创迆 しなければ ならない。 もし われらが、 われらの 植民地を 保持す ろ やうな こと 
が あろと すれば、 そのと きには、？ 5 君は、 •トイ ツ阈 民が、 「强 制努 働」 を やつて ゐろ かどう かと 
いふ ^ うな ことを、 兎 や ^ 考へ ろた めに、 そんなに 苦勞 する 必要は ない ので ある。 われらは 知 
つて ゐる 。われらは、 われら 自身の 兩手 にょつ ての み、 熒働を 行 ひ 得る ので あつて、 われらが 
G 分で 生み出さない ものは、 われらは 決して 消 ^ すろ ことが 出來な いので ある。 ヮイ マ— ル郝 
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ft の 無數の 缺 防は、 たた 漸次 的に の-^ 結末を つけろ ことが 出來 る。 それに も枸 はらず、 余が 
云 ひたいのは* W に 有 o 得べ から ざろ ことが、 ここに 起つ てゐる ことで ある。 われら* 卽ちわ 
れらの世代は*0己の特殊なろ责任を感じょぅと思つてゐる。そしてわれらは>この资任を， 
卑怯に も间 避す るつ もりは ない ので あるが、 われら C # で* 行 不可能 t 思 はれる ことを > われ 
らの 子供 や 後繼者 に、 押しつけ. 0ものではない。ゎれらは、経濟に對してあらゆる«類の技術 
的 組織的 方策を ;# ずるた めに、 準備が 出 來てゐ る。 i た 出來て ゐな ければ ならない。 かくして 
こそ， 經濟 は， われらの 生活の 基礎を 保 證し 得る ので あろ。 

この 故に， 努銳と 生活 維持 4 は， 最も * 密に して* る。 网民社 命 主義の 理念 採に あつて 
は、癸锄ヵの«尚の耍|5といふも.のは，またそれと對應すろ社#政策を前提としてゐろ。社侖 
的進步は、饪期に旦つて常に、保箝されてゐなければならない。余が、社命的龙53««度を行 
ふ 心 梢への 出 米て* ろと きに のみ， 余は また 諸 沿から、 極度の 献 -9- への 准備 と、 義務の 充 «' と 
を要求すること.が出來る。この |!» 關に於て余が思ひをいたすのは、体：=を«ふための命令.ド 
ィッ努俲戰躱の有效なろ*勵、特にエ場の能牵鬪爭、この俾大なろ社分的粒爭のことであろ。 
阈家努働杜理人の '4* 3!を*大した余の命令もま仁、余はこの^^に於て述べ伫いのであろ。® 
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宋资働 饤轲 人は、 今日では、 エ坳に於けろ全 «6 的な勞働條件を心配すろことが坩來ろ。この命 
令を 浓礎 とすれば、 エ埸制 度の 變化を 凡て 前 以 つて 街 知す ると いふ ことは、 エ坳指導荇の在拷 
となつ てく る。 •しかし 余は、 この 命令が 想 用され て、 社# 的 退步 を宜言 すろ ものと なるやうな 
ことが決してあつてはならない、といふことをカ說して谧きたい。余が、阑家熒働行现人に對 
して、祺に勞錤ばかりでなく、史にそれを超越して、諸他の穷働條件にまでも配漱レ、 ]1 つし 

むを ^ なければ それに 千涉 する いふまで もな く、 W 家の 政治の 線を ^ み 越ぇて ゐる 場合に 

のみ I ことを、 指示した ときには、 それは、 社 分 政策 的に 「全 根拟」 が 吹き飛ばされる とい 
ふこと を、 間接的に.： 4 つて ゐ るので あろ。 われらの 社钤 生活が この 近々 皸 年間に 獲得して 米た 
强ヵな る上朴 を、 われらは、 技巧的に 無理を して 科び 逆 反 o させょうと は 夢々 思つ て ゐな い。 
ただ凡ての場合に、次の一琪のみは违せられなければならない。それは卽ち、現 /|-: の專門的勢 
ヵの迢迫ょり結果して、エ埸指導者が、稀有の切約や法外に高い抟鈒や社#的_助にょつて、 
勞働者 を、 万： に炖れ きらせろ やうな ことにな つては ならない とい ふこと であろ。 この こと だけ 
が、 命令の 意雜 であろ。 

辦お (3: 自分で次のことをょく辨へてゐろ。卽ち、もしも余が、かかろ不條理な碎 ^ 關係や、 
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或ひは努約逆反を、許すやぅなこと'かあろならば，われらは瞬く凹に*勞働への献身といふ铂 

域に於て，未甘有の混 )€ を骶驗し、そしてわれらの霣大なろ國政上の«題や、安 « -確保&耍 
なろ課題を货撤するといふことは、この上なき危險にさら？れることになるであらぅ。かくし 
て過啪といふことは、益すろといふょりも>むしろ迤かに害するといふ可能性を持つ。故に余 
はそれを許？ないの，であろ。しかし，生活維持が，事«上この數年、ロ增しに高くなつて*6 
とい ふことは、 あら ゆろ 領域に 苴つて •諸 具 の a 得. 〇 ところで ある。 其 處此處 に また 幾多の？！ 
柄が、 希望？ れたま i である —— 人々 は絕 ぇず 希望し なければ ならない ので あるが I とはい 
へ、 また 多くの 事柄 も 遂行され、 成果は 到ろ？！ に 示？ れて* ろ。 失* の M 決の ことは 鬼 も かく 
われらは あら ゆろ 铂 域に 苴つて，取 0| 數宇の發肢坩加してゐるのを >1 ろ。 *) れらは、.交通の增 
加 •飲 & 店、浪制や映龙、溫泉場や療费地の出人の增加を見る。 

それに比べると、彼氓此處で時たま现れ、1寸の昍*何かとオ砑したりすろ側々の問越の如 
何に 些 A たる ことか。 まづ 一人の 人が 家へ W つて 來て 、そして、 「依は 今 ロバ タ一が 半 ポンド 
欲しかつたのだが*四分の1ボンドのバターしか貰へなかつた0」と苜ふといふやぅなこ4は、 
今 =で，£既にあり竹ることである。また豚が欲しいのに牛が資られたゎ’或ひはその逆の喝合 
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-=あり得ろ。成る人は、屮肉だけしかないときに、どこまでも睐肉を欲しがり、他の人は、ま 
亡その逆のものを欲しがつてゐる。しかしこれらは凡て、第ニ義的な«柄である。「懷は、第 
一 —. W {象に 生きて ゐろ以 上、 滿 SU しなくても よいの だ」 と， 余に 對 して 公官 すろ 人が、 ここに 立 
ち 上ろ べきで あ， 0〇余はその人に向つて趼りたいのだ。余は如何なろ場合にも幸顯である。余 
は 諸 対に 次の ことを 斷肯 しなければ ならない。 卽 ち、 今 B ドィツ が、 五 年 前よりも 逸 かに 
半 絹に なつて £?ゎ、恥づべき制 !« の時代に於けるよりも， -* かに宰鷗になつてゐろといふこと 
を、 余は 知つ て* ろの だ。 

余は今や阀民の榮 * のことに少しく立ち入りたいのである。ところがこの場八是ぇず、非常 
なろ 外 《の说： 1-| と拂魏が入つて來.0ので、またしても、最も » しい無知が &£ 成を埘つて來るの 
である。余は今日これに關して、公正なろ敁窣を行はぅと思ふ。外阐では>榮*は»家の«火 
の 弱 點 であると 云は れる 。人々 は、. あの 經濟封 锁の 年の ことを *; ぇて ゐる 。人々 は， 飢奸 に 苦 
しむ人間のことを、そしてまた岱時**トィツの « ばかゎでなく、ドィツの女やドィツの子供ま 
でも、 如何に この 卑 tt なろ 絞 純に 3£ 面したかを、記位してゐ6。人々は、これが * てけ！！^® 
*の妝火弱點であつれといふことを知つてゐる。この封錤への記愤、か、ろ対銷の繼械への紀 
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愤、 さう いつた ものは、^^ の 人たち が、 ド ィツ阐 戾 に對 して" 新しく 敎 §111 を 與へ ，たり、 ^ 0 

は 成 嚇の苜 葉を 發 しょうと するとき に、 搏び 其處 此處の 新聞紙 上に现 れて來 るので ある。 その 
為合には 繰返し 2 1 返し、 次の やうな 指示が 出て くる。 卽ち 「ドィツ」 阈民は 常に、 榮赉を 當て 
がはれて獨立してゐるのではないといふことを紀愤しなければならない。なぜならば、われら 
は 偉 火な ろ 勢力で あり、 われらは ドィツ 阈拔の 籾 道が 斷仁れ て も、 力を 持つ て 居 0、 «! に 別な 
歷史を持つてゐろからであるといふ指示が出てくる。彼等のみが封鎖を記愤してゐるのではな 
く、 われら もまた 封！ §を記惊してゐるといふことだけは、余は諸氏に斷首することが爪來ろ。 
且つ、假りにわれらが、記愤してゐないとするならば、余はこの埸合諸氏に對して特に感榭す 
る ことがあ る。 それは、 彼等が 余を して 彼等の 笮の 指示に ょつ て、® 返し 结 しまれ もや、 
必要なる 祺 柄に 直面 させて くれ 仁 ことで ある。 

今や正に、一舣の政治的聚張のうちに、人々は、祕々_窠の榮養の*^8さについて_訪られて 
ゐ るのを 聞く。 余は 諸君に 次の 一琪を 斷苜 すろ もので あろ。 卽ち 、余が 當時 總統 から、 初めて、 
职料 や外阔 饩替や更に四ヶ年 1+ 聳の問題仍ために招集せられ仁とき、ドィツ阈民の榮養といふ 
ことは、 第一の 最も m 要な ことで あると いふ ことが I 余には 詳細に 分つ てゐ た。 余は 知つ てゐ 
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た" —— たとへどんなことが起らうとも，そしてまたたとへこの*トィッ阈が騷々しい敵軍に.：3 
阴 5 れろや うな ことがあらう とも —— 各人が 充分贪 ふこと が 出來る くら ゐに 、榮费 は 確保 3 れ 
なければ ならない。 そして、 戰爭が 111 十 年 裱 くやうな 場合に も？ うなの だ！ その後， 手始め 
の 常 初から、 余の 心勞は 凡て 除かれ、 余は 鉍赖 な«持で居った。といふのは、ゎれらの辩：：：ダ 
レ— は、 旣に その 就任の 常 初ょり、 同一の 贷 M を 持って 居り， その 結果. 同一の 事業を 遂行し 
て行ったからであろ。かくしてわれらは、共通な«態に直面して行つた。そして余は今=:、天 
空. か «び喵黑の幕を下し、陰擗になつて*る丁度その時に、茁を爲し得るといふことを、語 ?> 
ことが 出來 i 諸 苗は 理解して くれる に述 ひない が I 令は 特に 幸輻な ので あろ。 總統は その 
盱明の中に、 « 3:ダレーはその數に於て、眩にこのことを充分に示してきれ。 

余は 今 =ぷ« に、 公正な ろ 辯 明を 行は うと 思 ふ。 これは 決して __ 余が 强誠し れいこと なの 
•たが i 不當な る. 小 安を 輿へ るた めでは ない。 なぜなら 不安を *: e すろ； g らの樹 なもないから 
であろ。 11 つまた諸«は、余が0分でなした約朿は，何處までも守つて行くといふことをょく 
知つてゐる。余は今1=もまた、苛 ^ なこと、不愉快なこと、困難なことを 7? つて*6*それは 
余が 1«: 界火戰の最後に於^それが如何に恐るべきものであろかを、確認し锝た !6 5 . 故に，今：：1 
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1また苛酷なことや不愉快なことや闲難なことを 1? ふ必耍があるのである。そしてまた今门は 
4 L,,、 •ふ ものが、 网 民を 不明確な もの、 不娶な ものへ 押し や“、 しかも 一夜のう ちに s 
H 商み から 深淵へ 顔 落して ゐる やうな 時な ので あろ。 もしも 指導の 方向が、 阐 民の 强 さと。 ふ 
p にあり、 街め られ它 、深淵に i する 代りに、 時代の 菜を 明確に m み、 if 餅へ て 
ゐたな ら 文、 ドィッ 國民は 恐らく その 常時、 あんな ことは 聞かな かつた であらう し、 あ、 いつ 
fl sf 動 ^ の 孩こは 其を 耕さな かつた であらう と、 余は 信じて ゐろ 。さう すれば 事 I は 全く S 
な ものと なつて ゐ たで あらう、 謀は 決して？ 5 べきでは ない。 決して 欺 f れて はなら 
ない。 ま； 一決して、 安心の ない ところに 落ちつい ては ゐ ないで‘ らう。 ド" ッ 蛋は强 健で あ 
る。 そして、 難 第に 對 しても 關心を 持つ ことを 望んで ゐ る。 寅に われら 指導者は あらゆる こと 
を扦-ししたいのだ。われらのあらゆろ勤勞は、た ^ 諸沿の安寧と幸瞄，のみを目さしてゐろ。し 
かし、 あ t にも 闲 難な— 時が あれば、 國民 S、 その 爲 すべき 馨を 引受けなければ ならぬ。 
あらゆる W 難、 あらゆる 危險 、最も 苛酷な ことどもを、 極力 詳細に 観察して^ ■けは 凡てり 練 
25 は征服されろであら.フ0人々はその課 23 を知ることだけはしなければならぬ さう すれは そ 
れを摑 むこと が 出來 ろの だ U 
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余は、 今 =:苡に有窄なる琪柄を諸君に街.：小すろことが ^ , , 來て、ー » 幸騙を感じてゐる。この 
5 柄に ついては、 旣 に、 總統 の聲明 の 中に 示された。 四 ヶ年計 迸の 意 雄と n 的は 贲に何 處 まで 
も、國家の安全確保を極庇に商め、國家を凡ゆるものから獨立させるための、總準備をなすこ 
とに のみ あるので あろ。 なぜならば、 獨立的 だ 人の みが、 また 決して その 名 秘を资 ろ ことを 必 
耍としないからであろ。われらドィッ人は、1阐民にとつて、その名#を ^ 6 ことよりも、恐 
ろしい ことは ない とい ふこと を， よく 知つ てゐ る。 われらは、 われらの 名 * を、 斷 じて、 二度 
と •神び、 ^ ろ ことは ないで あらぅ。 かくして 名 界は保 說され 、われらは この 全 作業を , ft 行して 
米た。そして更にまた贲行し續けるであらぅ。先づ笫ーに阈民を飢幺させ、次に成訂を以て煸 
勋し、骹後に崩域に至らしめるといふやぅなことは、もはやあり得べきではない0所赏が、わ 
れら に、 あ V りに も 恐ろしい 知識を 與 へてゐ たやぅな 時代は、 過ぎ去つ た。 

現在阈內で始まつてゐろ勤勞と同時に、 :« 只ダレーによる生產戰と1:時に、史に赏り多き收 
№ 1」 同時に、 貯踩品 、われらが どこまでも 必要と して 居つ たと ころの 凡ゆる 分 ^ に 於け る貯齦 
nl を % 蒂秘 させる 期に、 余は 猫 續 的に 努力して* た。 凡ての m •要 生 痒 品の 產 m は、 ここを 超越 
して こそ、 科び 始められ、 联髙 度の 力にまで 高められた ので ある。 原料は dw で 作られれ り、 



袖 充せ られた り した *> 特にあら ^ ろ場合に、榮费は保泣？れれ。さてこの振興は如；|:にして 

可能であつ亡らぅか。余が前に述べれー速の命令や規範4いふものは、特に榮费の分好に於て 
次のやぅなことになるといふことが、龙當つて農民に對して困難を感じてきた諸奴にはょく分 
つて ゐる。 ep ち 例へ ば、 農民は もはや その 較物を 家畜の 細 料に 使 ふ 事は 許？ れず 、この 觳物は 
闽 K の *!; 商の 財と して® られ ねばならな かつ 仁ので あ* 0。余は諸封にまたニ = の困雔なる譁題 
を提出しなければならなかつた。そして諸对は、贫しいパンを受取つて來たのだ。その他の些 
些 たる ことは， みなこの yi に歸 して* ろ。 

しかし 諸对 は、 今 ロわれらがこの問趿解決のれめにこの貯»品を持つてゐることを知0^ゐ 
ろ。 牧掖は 良好で ある。® する 神は— われらを 救け に來 て* る。 そして 今では 余が、 四ヶ年 計 
* の 範間内 で 犯め、 購 人した 貯联品 は、 咋 ：=諸对に示された歟宇、 '« !^ダレーの專門に»する 
救.：十を凌 *8 しさぅに思はれる。迓つ余が到ろ處で、過分の食料=1貯觐をすることに對して率先 
して * ろと きには* そこでは 余は M -0- で 過分の 食料 品の貯藏をして*仁のである。諸 « は，こ 
のこと を 確信して 差 支へ ない。 

今年のヵ强い收播が、旣にニヶ年以上の貯联品を生み出しれとすれば、われらがこれまで ^- 
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两 \ した ^ ひ足しの品物は、數ヶ年間、成ひは敢へて « へば無際限の間、附加的の凡てのこ4 
I すに 充分な >0 裝 f 、 われらに S らして くれ 忘— 換 W すれば、 われらが 今 不良 
なろ 收 S を 得、 第二 年 U にも 一、 翌年 E にも、 收罘 良で あつても、 その £ 失を 袖 ふために、 
貯紈 « | .\ はあゎあまるほどである。しかし余は、梗秀なろ收谈の今年は、费作裱きの七ヶ年のぅ 
ちの锻上のものであろだらぅといふことを、極カ祁罕してゐる。確かにこの貯藏品の茶秘とい 
ム ことは また、 われらに、 新しい 闲 難な 事柄を 提出し 仁ので あるが、 余が 旣に 言つ た 如く、 こ 
の褚晚を、われらはもはや生派なくすることはないであらぅ。何か立派なことが述成せ*~^れた 
ときにはい つも、 そのた 办に また 新しい 闲難が 起つ て來 る。 この •闲 難は、 或ろ ときは 余に、 或 
1 諸 S に 起つ てく る。 吉對 して® るのは、 余が、 笑な 敢の 大衆を 職に 就かせろ こと 
を"闲難に思つてゐる限りに於てであ 6 。 ^ 对は、われらがすでに、較物 ^ を厘极英まで充れ 
してゐることを知つてゐる。しかし、われらは、なほ一辭廣い觳物0を挂てるだらぅ。そして 
その屮には、われらがここに、敕物といふ形で持つ，てゐろところの驚くべき財寶が貯賊され 
ろので あろ。 余は 今や、 個人用の 貯藏 場所を 調述 しなければ ならない だら ぅ。 余は また、 體操 
場を も充 たす ことを 餘儀な くさせられ る だら ぅ。 そのと きには 戶 外で 體操が 行 はれろ。 余は 舞 



踊 場 も充 たす であらう。 さう すれば、 KDF の 諸 荇は戶 外で 踊れば い、 の だ。*: £ はまた 戶外 
II 於ても •曲 内い ものである。 

余は、なほその他現在余が差し當つてこの强ヵなろ貯账品を蒂積せんがために、并て余が作 
つた命令の数商條を洱び提示し始めることが可能となつてゐるといふ限りに於て、また諸 » に 
牌 ^ の 意を 炎さねば ならない。 

第 一條。 卜 月 In 以降に 於て" パンに 關 しては、： 土 ^ 黍の S 合は、 S び 廢止 され、 諸 科は 凡 
て、從前の如く、上等の甶いバシを求吖ろであら3。余は特にこのことを、わが東部邊挝地方 
の贪逍樂の人たちに對して、训令するものである。 

笫 ニ條 。燒 立ての パンの 販资 が、 押び 許可され る。 

策 三 條 。裸 麥のパ ン製 造に 關すろ 高い 粉 挽き 这は低下され、諸打は再び、われらの古い炱狨 
の バンを 食べる であらう。 

かくして 笫四條 としては、 糠の 如き 榮费資 源は、 益々、 ^ 業の 問题 となつ てく る。 

笫 7|: 條。パンの總奶的品玟改良を行ふとはいへ、どんなことがあつても絕對に、侦上げされ 
ては ならない。 
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m 六 條 。余が、 束 部 邊歧の 人に さへ、 一片の 菜 子を 輿へ 料ろ ときには、 余は、 パィ X ルンの 
疗大 にも、 さう してやりたい と 思つ てゐ る。 ビール の 生產 もまた、 ^ しく增 加され るで あら 
50 

沾 パは、 今は、 余から これ 以上を 要求し 得ない、 とい ふこと を 余は 信じて ゐろ 。しかし われ 
らは‘われらの^:棵を’單にパンや效物にばかりでなくゝ同時にゝ肉籾や衍肪類にも向けてき 
た。 また、 四ヶ年 計搽 の诚ネ 内で 購入され I 貯 へられた 貯昶品 は、® 3 ： ダレー の貯袼 した貯 紐 
品ょり、遙かに多い。われらは七ヶ月半の衍肪類貯賊品を持つてゐろのであると、咋日誥られ 
たと すれば、 それは どんな ことを 意味す るかを、 余は 諸 对に釋 明して 戗き たい。 それは、 眾 に 
われらが、 七ヶ月 半の 問に 充分な ろ貯蘸 品を 持つ に過ぎないと いふ ことを 意味す るので はなく 
して、 似り に、 今 2:突然に、脂肪類生產が凡て停也されろ、卽も全3案内から、もはや少しの 
牛乳 も、 一匹の 豚 もとれない やうな ことがあ つても、 七ヶ月 半の 間は 充分で ある だら うと 思は 
れる貯 跋品 が、！ 2家內で產出される獨自の脂肪類の姓の上に、瞵人等にょつて附加的に加へら 
れる とい ふこと を 意味して ゐる ので ある。 故に それは 次の 如き ことを 总味 する。 貯淡品 として 
貯へられてゐろ七ヶ月半の课備品は、不作の時にも杻つて行く脂肪類を加へて、敏年に亘る逄 
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现の時といふものを許す。これは決定的のことであろ。余はひたすらこのことを諸对に；；： (| ひ；： 
い。 さう すれば この場合、 誤解は 少しも 起り ^ ない ので あろ。 

さて 今度は， 馬 鈴藉だ ！ われらは、 昨年は、 馬 鈴朵 の記錄 的收搜 を 收め た。 そして 今年の 
收掖は、昨年の收稂に劣らないであらう。われらは、觅に、咋年の收換の中から貯藏すること 
が 出 米、 そして 今や 洱 び 新しい 貯躲 品を 得る であらう。 そして その 貯蔵品は、 貯蔵の 問題で、 
われらに、 著しい 闲難 を來 たさす であらう。 馬 鈴薯 は、 わが 國で は， 非常にょ く 成長され る。 
鉍 もつ まらない やうに みぇる ものが、： 5¢土 の ものである ことがあろ。 これは、 最もつ まらない 
ものが、 嵌 上の ものを 持つ てゐ るからで ある。 しかし この ことは 一般に 云 はれて い、 ことで あ 
ろ。 われわれは いつも それが 本當だ と 思つ てゐ なければ ならない。 

さて 砂糖は！ われらは，砂斯も、旣に輸出し得ろほどの量を、持”てゐる。 

その他われらは、あらゆろ楝類の皤詰、特に、無の嫌はを持つてゐる。われらは、大きな啟 
獵艦隊 を 作つ た。 われらの 漁 獵艦隊 は、 初めて、 遙か 北の方へ、 漁に 出かけて ゐる 。われらは 
もはや， 後續 的な 小阈 民では ない。 われらは、 今年 初めて、 われらの 捕鯨 艦隊を 派逍 し、 そし 
て、 それは 你 大な る收榷 を 持つ て 31 還して ゐろ 。かくの 如くして、 爲 され 得ろ ものは 凡てな さ 
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れて— 。そし— は讓 に、 われらが 今 H 持つ て tKi は、 「ぎり f 一 杯まで d - s 込 
まれて* ろ 」 と、 斷 If する ことが 出來る 。ドィッ 阈民 は、 何物ら 懸念す ろの 必耍 はない。 しか 
しそれ にも 狗 はらず、 余は 諸 対 に、 總統 の首 つたこと’® ち： 史に檢 約す る やう に， 城め る 
.もので あろ。 余が S 联 品を 貯へ たのは、 それが 浪 f れる ためでは なくして、 前乏爲 に 常つ 
て、 ドィッ g 民に、 その U 々の バンを— す. 0仁 めな ので あろ。 とはいへ、 この f 概收 
i ' 他方' 努嬖 たちを して、 波 等が 工場で 働けば、 外 取 上、 幾分 か 多くの I を 得ろ とい ふ 
理由で、 今 地方から H 場へ 出 致して 差 支へ ない と' i すろ やうに 思は せて はならない。 衣' 
今 こそ， 地方に 留 つて 働く ことが' 一# 正しい の V ! 牧拖 は他掷 ょり、 一 S 贫 にな.‘ 4 は 
ならない。 そ S 時 こそ' われらは 無敵と な 0、 敗れ— とを 知らない ものと なる。 

SS 領域に 於け - OSJls - o 繁 して 行 su 、 f 、 H $ s 雲 S 篇 に 於て— うい 

ふ 風に なつて 行く。 この場合に、 云. ふまで もな く、® 料を 第一 主眼 點と して、 貯^^ か拓 へら 
れ+ 一ので あろ。 そして こ 益 料と い fs は、 われらは、 何物に ょ つても 代 f す ことは 川 米 
ず、- K . U ' 封 相に g つた 場合には， そ S 不足は， われらに 非常に 困つ たものと なる に 違 ひない 
-0のなのだ。われらは*このやうな物«を、 « 南に貯へてきれ。しかし更 (- ー步進んで、われ 
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らは.特に*«爭に》耍なろ物資や貯典品を、あらゆろ領域に苴つて、創幻川してきれ。 

しかし •貯败 品 經贷や 、貯躲 ni ffi 秘と いふ ことを 通り越して* われらは ’ is 大な 生產を 舉げ 
ろといふことに萧手してる*。無数の新生產エ場、数西、否、數千のエ場が，四ヶ年訃*の《 
t して 新設され た。 そして その 中には、 班、 非 货金！ r 轵， ゴ ム、 m 料、 衣- 版 ^ 々 が. 貯へら 
れて ゐろ。 われらは > 今 B では もはや、 ベ ンデン (揮 發油) やべ ンゾー ルで 一杯に し 得る や. フ 
な、 空の « を持つて*ろのでばない。といふのは'それには、あらゆろものがー杯 11! |*|1 められて 
* ろから' た。 われらは、 われらの 生產 と .' 生產エ坳の找立を强化振興し、长期 |1» に苴つて、わ 
れらを安全れらしめろ貯藏品を貯茁してきた。ここに於てこそ今や、四ヶ年計*は明らかに攸 
道に乘つてくるのであろ。於初のニヶ年は過ぎ去つた。エ場は次から次へと建立？れ，敁初に 
立てられれ 工場は， 今！ = では 旣に 、妓高 の 生產を 取げ て* る。 また は、 次から 次へ と 進水 
し、 诹 沿 へ帙場 へと 進んで 行き、 生 產も增 加され ろ ことで あらぅ。 ドィッは、 年と 共に 氓 弱に 
なつて*るのではなくして、ド4ッは、年と共に强カになつてゐろ。平時<戰時の如何を問は 
ず，' その 可能性が 生れて ゐ <0。如何なろ人も、決してこれを、限止することは出来ないであら 
5。 余 <£ 邻15;に、このことを保狩す .?> 。阈民の生活にとつてどぅしても必耍であることから， 
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农となく ?£ となく、 # 行せられ、停止することがあつてはならない。かくして，^大なる迚汶 
* ? 、 }1 抄 しつ i ある。 余は、 ザルツ ギター と リンツに 於け ろ、 ヘルマン ■ゲ ーリングの » * た 
けを紀位する。それは、全,界に存在す6車業のぅちの、设大のものであろ。この琪*の明 
袤と 偉 火に 近似す ろ やぅな 裏は、 全世界に 一つ もない。 ドィツの 土地は、 到ろ 處に開 托され 

ろ。 城、 銅、 鉗、 亞鉛 、鍚等 々 I 仁とへ掙く微少な*であらぅと.，0 の發 見され ろと ころ 

は、採嫌のれめに開拓？れてゐろ。石油の發兑せられるところでは、穴が穿たれろ。到ろ堪に 
それを 悚ー W する 人が* ろ。 余は •ネ デを廻し？へすればょい。さぅすれば、石油といふ货班な 
ろ財が* ?1' ;9 に供？ 6 べく流れ出てくる0.われらは眠つては*なかつた。 -|11: 界は、このことを 
ょく 知るべき であろ。 われらは、 未だ 如何な ろ阈 民に 於ても' 如何な ろ 時代に 於ても 勤 穷 3 れ 
なかつ た ほど、 勤 熒 してきた。 ブナ、 燃料、 桢物班 維、 H ® 描 維に ついても、 われらは 、供 界 
中の垃火の、最も多くのエ坳を持つて* 6 。しかしそれにも枸はらず、 |!? 苕ょ、勒儉たれ！ 
とい ふ 戒めは なほ 必耍 である。 人々 は、 とくと 考へな ければ ならぬ。 卽 ち、 ■無限の 精勵の 屮に 
如ら れ f SSK に、 凡 5 K な W な S で 堂 — ts ぇず、 われら SS ¥1 ： 民 S 安全 
に B -4- 止めて ゐなけ ればな らな い。 それ 故、 a に些 々たる 廢物 でも また、 ^ へられなければ， な 
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らぬ 。チ •コレ ート 板の 銀紙を 剝ぎ 取つ て、 焚て ろ やうな 人は、 一つの 不正を 行つ て ゐ る。 余 
は、古いコルク栓までも必耍とする。諸«が、ゼルター製の瓶の栓をぬ <. ときには、栓を « す 
ことを 忘れて はならぬ。 余は、 最大の 财拾ひ であり、 古物商人で あ. る。 余は. あら ゆろ ものを 
拾ひ上げ、あら 11) ろものを必要とする。 

この 故に、 人々 は 余を、 笑 ひものに して 來れ 。この やうな やりかたで、 ー阈 K の 經濟を 調整 
し得ろと思ふのは、»に子供じみ仁方法ではあろまいか4、人々は云つた。'彼等は笑ひ嫌けて 
ゐろ であら うが、成功は» « を物詒つてゐる0成功は、われらのものなのだ！ かてぐ加へ 
て、 絕 ぇず 改修？ れ， 商められたところの巨大なろ敕阏埤備エ卖が、现れて來て*ろ‘飛行機 
や 自 *|) 卓のエ場は，無數に现れ、圯大なろ色容ヵを保つてゐる。火砲や£ ^ 鈇は、充分なろ置 
が 交附？ れる やうに なつて ゐる。 3 S 艦は、 悚定 M りに 3れ、迆船所から、走り川てゐろ。この 
戰 1518 地備の玛合に於ても、爲され得ろところのものは凡て、爲5れて*る。 «- に、われらは、 
これと共になほひとつ、別な幸輥を持つてゐる。卽ち、われらは、睢ょりも先に、 !|1 發をし始 
め，そして、ほんの佣かの期 |1〇 にもか--はらず、すでに ''5 他のものに先んじてゐ；0のである。 

今は いま 一 K を 云へ ば I 辛じて興味を持も得るところの或るー窣に逢萧してゐる。4は 
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云へ それは'^^ な もので あろ。 卽ち それは、 株式と 金® である。 外國に 於て は祕 々株式の 
好況は、 ドィッの 金 秘の崩 域を 齿知 し、 それと 同時に、 戰關 冲 備や其 他 あらゆる ものの 崩 ^ を 
擴人 する ための 好機を 與へ てきた。 その 際い つの 場合に も企阚 されて ゐ たのは、 いふまで もな 
く 根本的な 思想であつた。门由屯義經济に於ては、市愤からの剌落は、特に束大なる意味を持 
も 夺ろ もので あろ。 人々 は、 ァメリヵに あつた やぅな、 令 棚 U や 木 限 U の 純然たる ^ ^ さを 見 
さへ すれば ょい。 しかし 阔民社 钤主莪 的に 指導され てゐる 経 濟に 於て は、 この ことは、 赉際" 
何もの も竟味 しないので ある。 われらに あつて は、 株式は もはや、 上の 如き玄 ftti 的な 地位を 持 
たない。 それは 過去の ことに 秘すろ 。株式は、 一つの 重要な ろ 機能を 持つ。 卽ち 、それは、 有 
愤 1 の 取引に 役立ち、 資本 份理 の機關 としての 作用を する。 しかし 商费倌 値は •決して 有 
惯 泣 券のぅ ちに あるので はなく して —— それは 紙片で あつて、 他の 紙片ょりは 幾らか 竪くは あ 
るが、. しかし 紙片 以外の 何物で もない —— その 背後に ひそむ 努働 能力に 存す るので ある。 例へ 
ば株券といふものは、ただ、その背後にあろ较嘍所とエ埸の價値を代表し、その背後にあろ人 
間、 卽ち最 も 若い 徒弟から 總監に 至る までの 人間の、 勞働と 能力の 價値 を、 代表して ゐ るに 過 
ぎない。 株券は、 この fit 侦を、 灼 紙の 上に黑 文字で 表して ゐ ろので あつて、 それ 以外には、 何 
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ものでもない。手一杯の仕琪、著しい註文品、圓份なろ販路、健全なろ經锌にあつては、株券 
の 恨 値と いふ ものは、 それだけでは 殆 んど變 へ 得ろ ものでは ない。 

しかし 阈 依 の 場合には、 あらゆる ものが" なほ 一 肝銳く 現れて くる。 この 國 偵の 竹 後には、 

全 ドィッ «民の、强カなる勞働能カと、第三阈家の保箝といふものが *^ んでゐる。そして、諸 
K ? はすべ て、 第一 一一 國 家の 保 斑とは 何を 意味す るか、 とい ふこと を •すでに 感じて ゐる ことと 余 
は思ふ。云ふまでもなく、相埸の變動は、起6かも知れない。すでに諸対に云つた如く、余は 
決して この 分跹の 婵門家 ではない。 しかし、 或る人たち が 今、 この 株券を、 急に 资 却し、 そし 
て 興つ た掛 引を し 始めろ ときには、 その 株券から 何 かが — 初めは 手際ょ く、 次には 思 ふと こ 

ろと速つて、 = 度！：：：には、すつかり.欲した通りに 剝落 して 行く。 しかし これは 事業へ 

の反觔や仕祺に從事してゐろ穷働者仁ちへの反胁を凡て無税して、この人たちを、株式に夢中 
になら す、— の遊歧 にすぎないので あろ。 この 遊 妙は、 镇 をして 株の 持主の i する もの 
や、 處 M する 方法に" 關心を 持たす ことを 少しも 必要と しないので あろ。 成る 一人の 人が、 他 
の 人を 诙し仁 ゎ、 操つ たり、 また さぅ でな かつたり し 得ろ と 思つ て ^ るなら ば、 それは 卽ち 
ドィッの 阈 民 經濟が 、一片の お菓子に 關心を 持つ てゐる ことを ^: 味す ろので ある。 
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今 £=推かが、有價說券を-どつ5り描き集めて、さて *6 * 資金を必耍とすろといふ坳合に、 
彼が 株券を & いで 資却すろならば、これこそ、常を枵た行き方といふものだ。さて彼が、多く 
の「物」を « 却するならば、他の人は*お、馬鹿な、それは少し問違つてゐませんか？ と緙 
ねろ。その -9} は、物を « りすぎて*るのだ。今や余は、株券には、そんなに多くの怊 «( を持仁 
せないで 、族 少の 儇侦 を與 へる ので ある。 かくして 次に 起る のが、 相場の SS であろ。 ドィッ 
經舴 は、 今 U まで、 この ことに、 如何なる 關心を 持つ て* たので あらぅ か。 

これとは別に‘勿論、今 ¥(- 衍必嬰でない众却が，特に公依といふことや、贝に他の全<別な 
现 {1| から起つてくろといふことは*あり枵 6 ことである。それらが、その相場や株式と共に、 
rtt rr 遊 ぱをして*ろ凹は、このことは？まで苦にならないであらぅ。しかし、人 | 1 !| が、 « 家を 
通じて 大 いなる 委託を 5 け、 また 诹？ から 云つ て、 本 來な らば、 彼 竦に 相應 はしくない やぅな 
ものを、阀岽を通じて、非常に多く«し、 11 つ*彼等の「ッァスタ|」が旣に何處かに {3 かれ 
て*ろやぅな場合には‘彼導が、阈*を通じて 05 けたこの金を、阈愤のために投ずろといふこ 
とは » に、些紬この上もないことである。 —— 彼 '.¥ はこれを某として立つといふことは許？れ 
ない。更に、それを浪 * してしまふことも許3れない。 
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今 突然、 「戰爭 が あろ」 とか 「戰爭 は絕對 にない」 とかい ふ咻が 起つ たり， 或 ひは > 啤 にょつ 
て 其處 此處の 狀勢が 變 へられる とい ふ 評判が 立つ たりす れば 、か、 ろ 人々 は、 近寄つ てきて* 
次の や o に 首 ふので ある。 あ 鹿な こと だ。 われらは 旣に そんな ことは* 碑 時 公 依で、 いや 
とい ふ ほど 練贺 してき 仁の だと。 しかも そのと き 彼等は、 闽偵 $ 却して* るので ある。 そこ 
で この ことは、 かかろ 人々 が、 なるほど > W * から、 あら ゆろ财を爻けとろ準備は出來てゐる 
ので あるが、 この W 家への «賴 の、 I つの 火花を 俄ら す こと すら 欲して* ない、 とい ふこと を 
盘味 す * 。 彼等が なほ 一 肝、 銀行 紙 格 や 1=用品を*がつがつ貯へるやぅになつて行くときに 
は、 この 人たち の惘性 的侧. £は、全く§憇なものに見ぇてくる。余はこの場合、特に油斷なく 
眼を 光らす であらぅ。 幸 ひなこと には、 今：：！ ドィッでは， 非常に 多くの 人が、 われらの 神聖な 
ろ1; * に、1つの傷もつけないやぅに、铽をつけて*ろ。だからしてい人々は大 «: |晚かれ 
早 かれ —— 琪の符 相を 擁むの であろ。 

今や-雄-人として-ドィッの運命共同體を间避することは出来ない-紳士たちが’財產で. 
運命 共： 2 «! を、亨樂する ^ でゐろならば，彼等は，この阈家を#かして* ?) 4思ふ4きにも、 
また > W 采に對 して* るに® ひない。 芡働荠 も 農夫 も總監 好 人と して、 阈民 と®. K に對 すろ 彼 
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の丧彷を |«'1 避することは出來ない。淮一人として、彼が、何かの拔け逍にょつて、阀民全體に 
對 する 莪務を 间 避し 得る と 思つ たり、 共通の 述 命に 對すろ 義務を、 避け 得る と 思つ ては ならな 
い。 われらは、 旣に 、この 命 姐を しつ かりと 練習して きたの だ。 崩坎は 少しも、 ドィッの 负働 
者に 影 湃 せず、 それに 驭はれたのは、大地主と大エ埸主に過ぎないと、以前には人々は、如何 
に ^ 々 諮つ たこと か。 しかし、 先づ职 域に 興 はれた ものは、 贫除 は、 シ ッの勞 働荠 であつ 
仁。これはまた、般も思かな人も、漸次に理解しなければならなかつたのだと余は思ふ。却ち， 
苡トにつけ、惡しきにつけ、われらは、民族并問體と、この拢族共同體の運命の所灰に祕して 
ゐる。われらは、それを避けることは出來ない。そして、相 *«* な人ならば誰でも、またそれを 
避けょぅと はしない。 

全ヵの祺中 II これこそ、今や、決定的な懸案であり、決定的な問祖である。余け热に、こ 
の問趙を解決し捋ろためには、今必然的なろ负働ヵを發兑するといふことのみが、觅人礅であ 
ると莒つた。しかし、余が凡ての勞慟と懸案を解決するためには、あまりにも充分の人問を擁 
して ゐな いから、 處 々方々 で、 完全な ろ 解決を 將來 すろ 事が 出来ない やぅな 場合には、 众は、 
諸ヵの集屮といふことに突進しなければならぬ9この货中を向けて行くべき重點を、余は作ら 
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ねばならぬ。 われらが 1、 非常に R くべき、 益 的な 方法で’ 集中— 行し ■そして 依々® 
溝で* 数十 St 以 K か、— 1 出し 岩 i こ' CS ® 部 — H 事へ、 S — い 
てきた 例 i 依つ て、® も 重大な— 案の 姐 かれて— ところでは、 われらは 常に また、 諸 力を 
* 中す ると いふ こと V どうしても— る。 それは 決し 5 役では ない。 余 §1 
I 费 sfv 垃 1 態に^ iu 、' 余は こ s 上な‘® な芑 。しかし 余が 今や* 
1 上 どうしても 二人 S —' I 間、 彼？；？ — にしなければ ならず、 史に 
f く 彼 e 轰ま でも’ 他 S 5 S すため に？ 7 しなければ な— いやうな 時 C は、 余が 彼 
から 苛 f >—1 して tsxtiM こ i 、 余は よく 知つ て t 。 しかし 彼は 知つ 

てゐ る。 なせ かう いふ ことにな つた か、 そしてい つかは、 酬 いられ* 〇 し 彼に S してし な 

けれ' は、® e 子供たち に 酬 いられろ とい f 。 しかし' 次® や. 0 な ことは f して f た 
V ので U ち、 れら V われ— 身に 對して さへ も. どんな 4 に、 與 へろ 用當 
出 來てゐ な VS を、 決して. 要求し ようと 思は ない、 とい ふこと を、 われら 指導 界は絕 ぇす 
. c ' - i 錄じて ゐ ようと 思 ふ。 

フ ！1らの背後には、苛 ^ なる、强カなろ市柄が愤れはつてゐる。われらがこの ?'! , プなろ"來 
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叩を、 その 凡ての 位 大なろ 现苽に 於て 现解 するとき には、 われらは 朱來に 對して、信峨に充ち 
た眼差しを向けるといふ槻利ばかりでなく- « に邊枝を持つものである0といふのは、か、る 
指 ?« の もとに あつて* 非常に 多くの ものを 削 a してきた 阈 1«; は，今から向ふ五年叫には、 15 - 行 
すべき 何物 もなくなる やぅに、 過去の 五 ¥ 111) 足らずを通して、强カなることを»行してきたか 
らであろ。於は沾«凡てにお願ひして 84 きたいのだ。卽ら、諸封が，何處.へ行かぅと6、勞锄 
戰紱の職務執行奔は、庇 |- 3:民社#主箝各として、未來へのこの俾大なろ {3 賴の檐ひ手であら 
ねばならず、たとへ總統が'われらを，何處へ迚れて行かぅとも、總統への竹目的追從の抢ひ 
乎でなければならない。われらの中にまた脆病なものも*る。余は次のことを硇認しなければ 
ならぬ。 特に 深く 思 尜した 0、特に多く誠«した «; >特に分別くさく考へた0する人は、また 
最も脫病であるやぅに企には思はれろ。恐ちく、それは、彼が、餘計な可能性に對して*熟进 
したり、玴耵を «1 ねまはすためであ*。蚁も取純な人は*總統を信 |3 して*る。そして>それ 
は芷しいことだ。更に、彼は、踮病である必耍はない。 

余は 如何なる 時に も 決して、 m 々しい 511 が' 空に 現 はれて ゐる i いふ ことは、 否定し ないで 
あら. 7。 强カな る 政治的 M は、 ョ — 0 ， パに、 世界に、 脈打つ てゐ 6。 一 小 部分の m — n * 



82 



パ 人は 今日、 彼に 委任され てゐろ 小數者 を 苦しめ、 かくして、 全ョー 〇/ ハに 於け る、 不安の 
极源となつてゐろ。逍憾なことには、人々は今では、不安の极源そのものを見るのではなくし 
て、 到ろ 處 1 その 周绞を 探し 廻り、 そこで、 斯强の 突端に 來る ことなくして 、 i を 知らう 
として ゐろ 。われらは、 そこに 何が 起つ てゐ るかを 知つ て， 〇 る。 われらは" この 文化的に 貧し 
い 小一: 民が I 彼等が さうな つた 傾 因は 誰 一人と して 知らない I 文化 阈 民の もとに、 絕 ぇず 
抑蝌？れ、惱まされてゐるのは、 « に堪へ難きことであるといふことを知つてゐる。しかし、 
われらは、この笑ふべき小人たちが、ブラーグの出ではないニとを知つてゐる。その背後にあ 
るのは、 そ Knl 、 卽 ち、 永 速の ユダヤ、. ボル シ * ヴィズ ム的 踱 面で ある。 そこから して、 梓 
通では 決して 守られない やうな 填が、 約ぶ されろ ので あろ。 そこから して难 や 誤報 や 中傷が 
爪てくるのであろ。狂躁は、全世界を煳動させ、民主主雜的國民は、それに脚されてしまふ。 
なんと帘情が變つたことであらう！ かくして、 戰 爭と吶 喊の叫 びは 世界にまで も 反響した。 
そして， 民主主義 阈の lit 界ま でも、 吶喊の 叫びが 反 ?? したと きに、 この 民主主義 阐 もまた、 直 
ちに 责任荇 を 發見 したので あろ。 その 時の 货任荠 としては、 强 力なる 秩序の 國家 、卽ち 、ドィ 
ツと ィタリァが 取 げられ ろ。 どこまでも 一 | r はれて よい。 われらは、 接 動の 下手人で あると。 そ 
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れは 丁度 二つの 碑 民な の だ。 そして それらは 取 傯厲端 格へ られ、 — 兩々相 :/|: ひに — fr c の 
阀土に 平和を 神 建す る 能力の ある ことを 說 明して ゐ たので ある。 

その上なほ阔民たちは.謎舍の暧眯校糊たろ廣名の答辯に對立して、蛀岛の答辩を行ふニ人 
の 人物を 擁して ゐろ 。それは、 多败 とか？ 8 # とかの 廣名 的槪念 とは 別の ものである。 彼は 決し 
て签 m を 引受ける ことが 出来たり、 引受けよぅと する ものでは ない。 內 itti 的に、 その 阈民 に、 
規怵と 秩序、 平和と 宰鼷 を搿 した この 阈家 は、 W 外に 向つ て 突然に 硪爭 に點 火したり、 硪爭を 
成り行きに 委したり する ために" それを 行つ たのでは なかつ た。 問題で あるのは、 准が、敢も 
多く平和について喋ろかではなくして"誰が"姣も多く、平和のために行ふか、といふことで 
あろ。 

これ だけが 問 姐な ので ある。 また 英阑 とても、 この W に 於て" 平和と か" ョー ロッハ の 脅か 
された 平和の ことが 喋られる 以前に、 その 古い ユダャ 阈家に 於け る 平和が、 沒旃 されろ とする 
ならば、 あ^ 5ち悪い卜は} « はれないであらぅ。しかし先づわれらが毎ロ湞んでゐるのは、そ 
こで 太、 流血と 殺人が 行 はれて ゐる 、とい ふこと だけな ので あろ。 そこが ^ まれば 別のと ころ 
で亏よれろ。われらに對して、平和愛奸の忠吿を與へるといふことは、比校的容易なことであ 
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る。そして平和だけを確保するといふことは、*しく闲«なやうに思はれる0ド4ツ4イク9 

ァに對 す ts 3 s には、 われらは® に® れつ こに なつて I 。 それらが いつか、 なくな*^ と 
す L 太、* y かが、 われらから ^ 接脫袼 した ことになるで あらう。 われらは ここに、 全く 毅然た 
V 平静な 狀態 にあろ。 そして、 それらの また やつて くる ことを 待つ て ゐる 。われらは、 ドイツ 
の名样 と ドイツ Gi を 保？ ろた めに、 われらの 出來る だけの ことを、 やつて きたの だ。 

われらは 禅び 外交的に、 理想に 對 すろ 同一の 理解に よつ て、 われらと 結合す ろと ころに、 盟 
友を |1 }|\ さうと轼みてきれ。われらはそれを )11 出しれ。そして、われらを引き放さうとする、 
あら ゆろ 試みに も か i はらず、 また これを 眞に 受けようと しない あらゆる 人々 にも か、 はらず 
ドイツ、 イタリァの 3 ;軸 と 友情は、 以前よりも 一 股 聚密 になつ てゐ る。 兩阈民 は 今 n 、 遙か東 
方に ある n 本と 協力して、 ボル シ* 'ヴ イズム とい ふ - t «： 界の 疫病と、 世界 解 體に對 する、 唯一の、 

偉大なる 装を 作つ て t 。 しかし、 われらは 真、 名# と 安全に 對す备 零、 しつ かりと 
胡め るた めに、 その他 文ら ゆる f やつて 真。 营上 に* T へ* UT な大 祟の 装 综、 

大 S 料 H 袤 謹、 歲 物の 霜、 これらは、 如何なる 益に も、 ドイツを f 、 所 巧 平時 
W もしくは 戰時的 資力 S 役 S を果し 得る であらう。 强 力なる 戰時 工業 S 設は 、われらの 偉大 
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なる艰隊を保泣し、七千五 7| 您人に心ゆくまで榮荇を與へ、繼紐的に生敁の途上にあ6新らし 
い、 技 新式の 艦隊の 姐 設 と、 給 炙を 保 說し 、そして また、 余が 誇張な しに、 镎大 振らずに、 Ifl : 
界に 向つ て、 校 術の： g 新式、 般 «秀の裝備を持ち、数からして，も歧も强カなものと首つてょい 
ところの、 空： ホの 妞設と給養を保證してゐる。窣軍は、陸眾や海衹と同槐に、非常なる大瞰 
と、 毅然た る 勝利の 俗念に 充ち滿 ちて ゐ ろ。 ドイツは 未 f £ 、 その 腌史に 於て、 かく も强 力で、 
かく も 安定し、 かく も 統一され てゐ たことは 一度 もない。 般新の 經驗に 某いて、 唯一 回 限りの 
强カな る祺勵 を 行つ て 格 築され た 多 列 的 防 S ? 地 带は 、叫 部に 於け る ドイツ 國を 、あらゆる 攻擊 
から 守つ てゐ ろ。 ここからは、 地上の 如何なる 力と いへ ども、 ドイツの 土地へ 入つ ては 米な 
い。鬪爭に泔れた、しかも、最商の理想、王莪にょつて充たされてゐろ »; 派が、ドイツ阈民を、 
矜兄すべき共同鵂、如何なろ誤報や焖動にょつても、決して破坺されない共同骶に、作0上げ 
統一して ろ。 そして、 その 中で、 穷働者 や 農夫は、 石の 如き 弗 礎を なして ゐる ので あろ。 かく 
の 如く、 われら ドイツ 阔の阑 民は、 確 尚と して 居り 統一して ゐる 。如何なる 誤報 も •われらを 
混 亂 さす笹 はなく、 如何なる 甘へ ^ もゝわれらを欺く转はなくゝまた如何なる根泊も’決してわ 
れらを明弱ならしめろものではない。余は知つてゐるのだ！ 今や正に、ー麿、ドイツに對し 
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ては、 彫 迟が行はれろのだ。われらか竹かさうとするこの笑北千犯な試みに對しては、余は， 

全ドィ >、 特にわれら阈民社僉主葙の鬪士のために、陸识大铒、ローン元帥の官葉を以て、一 
つの ことを 斷筲 して 汲きたい。 卽ち 、われらは 常に、 射手では あつたが、 決してた だの 人間 
ではな かつた。 われらは 決して、 人を 苦しめよ うとは 思は ない。 しかし また、 われらは、 ドィ 
ッの 同胞に 與 へられる 苦痛を、 これ 以上 忍ばう とは 思は ない。 余は 思 ふの だが、 世界のう ちの 
如何なる 人で も、 民族のう ちの どれ 一つと して、 われら ほど、 熟 心に 平和を 欲して ゐる ものは 
ない。 なぜならば •われらは、 非常に 永い 問、 この 平和の 缺乏に 苦しまねば ならな かつた から 
である。 ヴ * ル サィ ユは 、世界から、 平和を 失は しめたと いふ ことを 忘れて はならぬ。 そし 
て、 彼等 ヴ •ル サィユ の * しき 伽 造 者は、 この 哀れな 細工の 前に 立つ てこれ 以上 どうに もなら 
ず、 途方に！ #れて ゐ る。 

譯 表 技 射手は& 5: 633^で、只の人問とは萁をする人(5€11 2. 33<21-)であって、ドィッ»の首萊の« 
落 •か 人って ゐ る。 

世界に 科 ひ 平和を 笳した饮汴の阈家が祁來て來た。これ卽ち、ドィッとィタリァである。こ 
の！ E W K : は、 世界に、 新しき、 正しき 平和を、 神 毯し ようと 思つ てゐ る。 いまな ほ 世界に 於て 
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理性が 支配す るか どぅか、 或 ひは 怨恨が 支配す るか どぅかと いふ ことは、 今や 設 明され なけ わ 
ばなら ぬ。 われらは、 われらの 力を 意識して、 もはや すでにす ベての 時代を 理 件の 昧 方に する 
れめに立ち上つてゐろ。しかし，怨恨が、阈民を畎倒すべきであるならば、そのときにこそ、 
われらは、 胬 の 證 4 後の 鋈 i 以て、 われら® 蠢の 命令に 從 つて、 彼が 货に われら 
を 呼び 茶せ ろと ころへ、 行く とい i 決意が 出 來てゐ るの だ。 われらは、 總統 が、 われらに とつ 
て篛 であ c た、 この 年々 の 間に 常に、 また 到ろ 處に 於て、 正しい 祁を やつて 來 匕 のを 知つ て 
ゐ る。 彼に 對 すろ 行 H 的な 信賴 ほど 力 强く思 はれろ ものは なく、 そして 彼の 强 力なろ 信念は 、 g 
殆んど 不可能と 思 はれる こ is て來 た、 とい ふこと を も われらは 知つ て ゐろ。 彼の •トイ ッ 
に對 す— •力な— 仰は、 われら GS 民を、 f 深い 1 と雙 から、 逆® と— から、 黑 
と 研 弱から、 輝かしい 光の 中へ、® び？ 上げ、 ドイッを 强 固にまで 引き上げた。 この 年々 0 
Rn 中、 全能の 神は、 彼と 國民 とを、 絕ぇ間 なく 祝 8してきた。全能の神は總統に託して* 
れらに 救 主を 送つ てき -U。 迷 ふところ なく 總統 は、 彼の 逍を步 み、 そして われらは 迷 ふと こ 
ろな く 彼に 從 つて 行つ た。 H 迳 しかつ* UV われらの 大ド イッ 网と いふ 彼の 读髙な も 
ので あろ。 * • 



しかしまた其處此處で、ドイツ1:"托の中へ怯湍を箭した0、ドイツ阑民の中に、その指禅に 

對 すろ 疑惑を 柄め さしたり、 ドイツ 鼷民を 甘 首で 釣り、 嚇し た りすろ やうな ことが、 度々 外® 
から 試みられる であらう が、 余は 諸君ら 全體 と全阈 民に 對 して、 次の 一言 だけを 首 ふこと が 出 
來 るの だ。 卽 ち、 ドイツ 國民 よ、 汝の 中に、 鋼鐵の 如き 確信を 持つ ことが 出來 、一: 民と 總統が 
一な ろ 限りは、 ドイツは 無敵で ある だら うと。 神は、 われらに 總統か 遣した。 かくて われらは 
滅亡す るので はなく して、 ドイツは、 蘇生して 行く の だ。 

(1 九 三 八、 九、 1 0、 こ ユール ン •へ ルグ m 大會 にて) 



ブ B シアの 使命 

W 民 社舍主 衣 ドィツ 穷梆 m は、 ブ a シァ 州 政. /« の協カのもとに、決 |$ 檷陚與法を [ 1 發的にこ 
こに提*したのであろ。か、る1:::的のためにプ 0 シ / 符相は本日このブ11シァ州钤を« « した 
のであろ。かくて、初めてブロ.シァ政府は州分に自己の立場を說明し、且 0 ,プロシァの改造 
に關 すろ 自己の H 梂と 31 解とを提.不すろ機命を得たのである。國家の宰相閣下の施政方針は大 
綱的には旣に、他の凡ての35州や施政方针の規哗たるべきものを凡て包含してゐる。それは大 
綱 的に ドィツ w JLt の 課 越と 门|5を包 «- してゐる。したがつてブ0シァ政府の施政方針は、その 
栌朽 に 於て 處理 され、 それ a fle の n 榡も 亦-阈 * の 宰相 閣ドの RJS に 準抽 して 樹て 、また 名づ 
けられる であら *>。 

改迆後鲛初の州钤讁が招集されてから數ケ月を綷過した。したがって、余が本日この分雄に 
初めて 施政方針を 提不 すろ ことが 出來 6 、 とい ふことは、 異 3 な 感じを 諸君に 與 へる かも 知れ 
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ない。他の凡ての州に於ては、全椎賦與法は旣に可決せられてゐるのでゐろが、ブ11シアに於 

ても、それは今：=:やつと通過を見るであらぅ。玳備のために、旣に數ヶ月ル *5 過したのである 
が、 その 問、 一九 三 ニ 年 七月 二十 n の あの 解放の ための 囅起 は渐次 に、 しかし 確 ^ に 組 梭的’ 
立憲 的 形 船を とろに 至つ たので あろ。 

政府の 公布した 最も S 大なる 法律は 行政 平等 檬法 であり、 更に 進んで 國义の 任命す る 知 取 
の制定である。ドイツ秘《とドイツ國家の確立及び統ーといふ方向への、この一世紀間の發尥 
は、 この 法律を 以て E 出度く 完結した。 總統 の、 政治家 アドルフ •ヒ トラ ーの 遠く 將來を 見 透 
す 眼力は、 卽ち その 認識を 誤た なかつ たので あ り、 又、 その 不屈の * 志を 完遂した ので ある。 
かの 一九 一八 年の 不幸なる 十二月 钤諶以 來 、ドイツの 分裂と ドイツの 國家政 治の 弱化、 從つて 
又 ブロ シアの 地位の 低下を 招來 したと ころの ブロ シアと： 一家の ニ 元 性は、 完全に、 決定的に 除 
去され た。 ブロ シアは 洱 び ドイツの 礎石 だとい ふ 古き 使命と、 名 だた る 傅 統に 立ち W つたので 
あろ。ブロシアがブランデンブルグ州から發生したやぅに、ドイツはブロシアから成戾したの- 
である。 愧大な ろ發展 は、 ブロ シアと 阑家の 結合の 中からの み 生れる ので あつて、 その 剽 立の 
中からで はない。 ブ n シアと 阕家 との 平等な ろ 行政 權が如 何に 必然的で あり、 か、 る平弩 檬と 
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いふら のが 初めて 阀 _ M の ^ 礎と な t ので あろ ことは、 一^の ^ 相 ^ ドが 同時に 闽 W から 
任命され た ブロ シア 知琪 であろ、 とい ふ祺佾 が、 既に これを 明らかに 物 訊つ てゐる 。 

われらの 敗 家の 宰相で あり、 總統 である アドルフ •ヒ トラ* ■の 思想は、 かくて 又 ブロ シア 政 
府の莊 礎と なつた ので あろ。 本：：： ^ 1 间の州 # を召染したブロシア政府は、その ^ 褓を ^ ^ の 
宰相アドル 7 *ヒトラーから賦與されたのである。彼の信任にょつて I これは余の姣火の名 
^ とするところであろが一^は ^ 相として、政府首班に任ぜられたので次ろ彼ク信任」ょ 
つて、汆は大铒の任命樣以外の知$の職槻を委桕された。わが緦統の、わが宰相のか"る信任 
は、余や政府全舫の凡て0行動や行爲の"凡ての味情や思想の出發點をなすものである。卜年 
除に わたっ て 余は、 わが— と纪 並べて やって 奔の である。 本餘 にわた って 余は 彼の 絕 
對 忠 ? t なる 從俠 であつ たこ とん # りとするものであろ。十 ¥ 餘にわたつて余は今"のドィッ 
の 運命を その 手中に S つて ゐ 6、その男から學ぶことを許された仍である。彼の思想を汆は信 
して 居る。 彼の ^: 慾を 余は 知つ て ゐる 。彼の 意志は 余の 意志で あろ。 かくて 余が ブロ シア 政府 
を ^| き受けるのは、取に首相として、或ひは、知事の瞰褓委任としてだけではなく、就中笫ー 
にっが總統 -/ ドルフ.ヒトラ|の较も忠誠なるパラーディンとしてであろ“かくて卽ち、プロ 



ブは將米その政策を打施するに當つては、阙家と密接に結合し、宰相の意志の線に浴つてこれ 
を行ひ、以て宰相の岡き意志にしたがつて、ドィツ政火の州としてのブロシアの、正當にして 
m 要なる 利害を 完全に 保護す るで あらう。 

譯弈註 ヵール 大王 十二 ® 士の 一人 

宰相は、 余を ブロ シアの 監理 人に 任命し’ また 特に、 ブロ シアの 本質を 保護すべき ことを 余 
に 委任した。 したがつ て 如何な ろ 車 情が あらう とも、 余は ドィツ 阑家の 利 寄 上 必要と するなら 
ば* ブロ シア 領土が ブ a シアから 分離され ろ ことを も ^ へ 得る であらう。 宰相は、 ブロ シアと 
ブロ シアの 政策と. マ 0シアの行政ザ永逮に阈尜の孜礎たらんことを嬰$ »*. してゐる。ゲ3シアの 
n 常の 代 ^ 的 經驗 は、 國家の立法の某礎でなければならない。かくてブ0シアには、舫 1»»: 紀と 
M じく、 ドィツ！： 采の礎 石た るべき 使命が 課せられて ゐるの であろ。， 

かくて、 新ブ ロシア政府は一:の宰相の ^ 任を某礎とすろものであらが’しかしそれは史に、 
1 ： 民 革命 及び 阈拔 社# 生 筏 草 命の 勝利に ょつ ての み 可能で あつたので あ 0、 そこからの み 生れ 
たもので あろ。 ここから ブロ シア 指導の 上に、 その 政策を も 亦、 か i ろ ^ 民 ^ 命 及び 阑民社 C '- 
十 我 的 革命の ^ 神を 以て 遂行す ベ ^ 神架なる菝務が發生する。阈以社食卞筏的 ^ 命の琦#は、 



そ 0) 成«が過去に如何にして搀«せられたか、又そ，2將來<:;,可さ3跬か何であろか、4いふ 
ことから 明に せられる であらぅ。 この 革命の 戢も* 要に して 決 宛 的な 成果は* プ 0 シァ 及び ド 
1 ッの政 治 的， 公的 生活 上の 榷カを 9| き繼いだことである。阑民杜#主*的革命運 $4 は、この 
.VV 命の 遂行 者と して 阈家 及び その他の 諸 州に 於け る t rnl 楼 、ブ □ シァに於ても亦あらゆろ * © 
なろ 權カ的 地位を 掩得 した。 それは、 ブ 0 シァ及びド1ッの冉建の不可炔の前挞であり、1般 
に！； w * t # 主 S 的 活 *4 を ^ 11し得ろための前拢であつた。 

プロシァ 政府は その 手に あろ 權カを 行使することが出来るやぅになろで<らぅ。政府は又， 
その 柚 力 的 地位に 伴 ふ责 任の 大なる ことを も 知つ て * ろ。 政府は «の利_に關する如何なろ诉 
{1- を !5| 爻けろことをも辟跋しないであらぅ。政府が*カを引き繼ぐことが出來るに當つては> 
i . i る 處で猛 烈な攻 擊に鎺 遇した ので あろ。 政府の 發 M した 弊* は 非常に 大なる もので あつれ 
し、 また 現在 も 5ぅである。今£2でも尙佃々の場合* 5|1 に斷 -?- たろ處迟を取らなけれ.はならぬ 
t のが あろので ある。 共產主 « や マルキシズム 等、 過去の 思想が 珐 した 府墟の 跡が， 現在 尙わ 
れらの前後に«れはつて*る。しかし、«外の敵にカを以てぶつかつて行くことを尤づ讯1に 
必® とし たか V る 革命の 時代は、 本質的には 終了した。 にも 拘 ti - らず圃民社命主襄的ギ命は、 
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その 年 命の 通を 進んで 行く。 しかし それは、 新しい 使命を 以て 新しい 時期に、 建 我の 時 則に 入 
つて 行く。 

,&去敢ヶ月間に'政府のなして來たところの個々の優れたる事業に就 ||' ては*後 (1 ど史に设 
明す る ことにする。 

铒バ #! の妖も霣耍なる猓題は次の如きものであろ。卽ち、ドィツ人の徹 |« 的な精祌上の革筇 
及び 全社 食生活の、 まれ 社命の 幸鞴の ため それが 必要な 限りに 於て、 ド 4 ツ人の 私的 生活 
の有機的な改造整備、就中まれ、俏々人及び民族全體の物質的存在の基礎としての經濟的生活 
の 有機的 改逍 «備がこれであ 6 。この三つの大なろ«埋の筘域に於ては、ブロシァ政府こそ* 
特に 玷样 的 活觔が 期待され るので あろ。 

政府の ^ へてゐろ梂#的笮新の卩摞は、過去の困難なる時代に圾も自&を發掸し、プ0シァ 
を、したがつて « «をも亦>并つて©大ならしめたところの、古きブ 0 シァ蜻神に近似してゐ 
ろ 。對 外的には *? に阀民的な形を取ゎ、對内的には眞に社食的に作用するところのか、ろ爲 
にと つて、 ブ 0 シァ政府は常にその人ロであ〇、且つ又、その唯ーの支配 « となるであら-フ。 
それは、 ドィツの 友 •好並びにドィツの學校にも、火學並ぴに《問にも、 ](1 に皤術並びにその 0 
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凡ての ド 1 ッ蜻神 の あり 埸所 にも 安常す ろ もので あろ。 

かくて. n . t ) !? r 阔家行政その他公的衧珂の « 組掸の烺高の方向が生れる。常に尚度の©儉、 
w *? ic 、 そして 在 務に對 すろ 献身的 忠 Ki いふ t のが、 行政に 壤人 3 れな ければ ならない。 
プロシァの過去を邰めないやぅな官史の型を，もぅー度作らなければならない。 

例々の |!) 民ル.阈«全粑に机織すろに當つて、政後的に規定するものは仁 ^ 公的宰榀のみ /£ 、 
といふ方法にょつてこれをなし、且つこれを確保するれめには、それに踮ずる規绝が確立？れ 
なければ ならない。 それにょ つて 惘々の市民が，その阈«贲跦的行«から活励能カを奪はれ .', 
とい ふことは ない。 寧ろ 反 對 に、 d 由な ろ 0主性が眼％ま？れ、促迆3れ、叫ひ新れなろ希空 
を以て ; >5 慟し杩る其びが生れなければならない。個々の人間は常に新しく剂迆し、斩しく努® 
す. i ? こ i が m 米なければ ならない I しか t それは ^ に* 阈家の 宰騙は 個々 の 市民の 幸福で t 
あろ、 i J ' ふ® i « にし 仁が つてで なければ ならない。 

^ ^^^^^^^ ^ ^ (^ ^「。於捫人はその行爲を阑家の宰福と柠般とに從從せしめ、 ^ ^ 
各々その蚁«に於て、11分は蜗.：¥と共同の幸輻の«使ひだ*と感ずろのでなければならない。 
政 W は、 1人の0爲と雖もこれを « 任あろ地位に於てなさしめ6ことにょつて、1:宋潘カを絶 



對に龙 する、 とい ふ 寒心を M 明した。 まれ 如何に 丧き疗 志から と雖 も、 市民 や W 能力 泛の 
權ヵ 一にぶ 高 ことは 許されない。 政府は この 梁 的畜を 絕 打に 尚 守す るで あらぅ。 

公 f 先 則に したがつ て、 この s 会び 從 W の 雷は、 特に また 製の 辑 にも ■す 
な* それ！； r 私的 Q 性が 抑 柄され- uhi ひは isf 受け 1 味し ない。 ドィッ 
ニ 的 生活 u 篇 せんとす 為人の 1 艺 力の n 由な 仲 張は、 決し Hsf れて はならない。 
しかし、個々の市拢の活動は經濟界に於ても、その限界がなければならないのであつて、卽し 
それは、 共吳や 令 g 的な 袋、 卽ち s 民に 對 する 装の 设任感 からな されろ のでな けれは な 
らない 。 

かくて •ブ D シア 政府が 活 g をな し、 史に豐 i 备理 する ための 根本的な 粢は ' i 
鮮やかに 為き 处める ことが 出 米る。 それは、 政府が 既に 范手 し、 將來史 に その 2 成 r ドニ」 抱 
んで rr くと ころの 個々 の 課 •姐が 示されるならば、 完全に 明阶 になる であらぅ。 

ブロ シア 政府の 根本的 立埸 にした がつ て、 必然的な ろ 褚神的 枣新を行ふれめには，先づゲロ 
シアの 敎 竹行 政 上 s § なろ 醤备 決しなければ ならない。 過老 時代に 兄ら れた 例々 の 人 
^ の民族や土地、 ^ ひは猫肉ー撤からの分 «!| は、 0 由卞義的な ^ ;思想の ^ れろ^^ひ把扮に 
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H 塍すろ ものである。 ドイツ ^ 命は フラン ス苹命とは述つて、か、る行由主 || 的啓 ^ 思想 ^ 以 
て 行 はれた ものでは なく、 ^ ろ それに 反 對 して 行 はれた ものである 〇 そのために、 自 IM 中 •铊的 
ドイツ人、 就中 自由 主 狡 的な 外 g 入に とつて 理解し 雜い奚 が 生じた ので ある。 如 ち、 ぞ 命の 
巧念は、闲舫の中に生活すろ民族火衆にょつて、手識ある人たちょりも¥く理解されたのであ 
ゎ、 また' 街 年は その 不 1 なる 知的敎 養に も枸 はらず、 f の 故に こそ、 •トイ ツ 本命の S 
を 平 識あろ 人たち の 知識ょりも 早く 本能 的に 把 抱した ので あろ。 人間が 血と 土地 や、 その 民 
阼 の 技き 勝 史や 、又は その 故鄕 であろ 田舍の 運命、 とい ふ ものと 桔び ついて、 その 生命を 削 造 
，て ぞくので あれば 開明 £な 知識の 史丧の 如きは 殆んど 必要と しない。 今 c ブロ シアの 文化 
政策は か i る 方向に 向つ て 進み、 以て、 今：：： まで 想 識 されない ままに 存在して ゐた ドイツ 民 起 
S — 能を i にまで 高め、！：： {つ これを ドイツ 革命の 文化 政策 的 方法の i たらしめ る やぅ 
に丨しなけれはならない。 

先つ、 ブ o シアの 大學全 體を 世 界 杈 的に 統一す ろ 方法が 取られた 〇 その 際 出發點 となつ た考 
へは プロシアの 人 平で 働く 教授は、 ドイツ 民族の 出身で あり、 且つ ドイツ 民族 及び •トイ ツ呙 
族の運命と感情的に紿びついてゐ6者だけであ6べきだ、といふのであろ。同夺ここれまでょ 



98 



.£:: 9' に姑輙的に若きカをゎれらの火學に吸 ';| すべ -# 方法が堆佛？れて居ろ。この目的のた* 

に、 大學總 提 及び W 議侖の 改選が 學期初 めに* 行され た。 それは、 學部を «! 少してこれを鉍も 
:4 要 な 惠 ！：の代典者を以て秘成し，また，彼等や學部長に對して、從來の大學の衆 |$ 院的诈法 
の もとに 於け ろより、 1|£ に强大な指導 # 的«命と责任を |1 荷することを«阃してな？れたので 
ぁろ。同時にそれは、授業料と漢義料の低下並ぴに、ァヵデ.1の後身のための敎授の收入の 
均等化によつて，敎授 |« 及ぴ學生阁内の社命的平和を«现せんことを盘阖したのでぁろ。 

阈家が私搆師の講丧に更に强カなる千^^-なすことによつて、火學の5£#と用族の«#との 
結びつきが促進？れろ。か、ろ結合か促進すろための、も.>ーつの手段は*有史前*人«學、 
民族 學 、政治 敎 育學、政治史、或ひは、泌埃的《法、 «- «的な«民經済睪等を史に锖桢的に反 
省することであ 6 。 

ブ U シァ 亨生法 によつ て、 大學及 び® 来に 於け ろ 學生防 級 も 亦， 平等な 權利を 陚與 ぅれた 全 
98 の 1H として 完全に 認められ， 〇 やぅに なつた。 學生哜 級は、 WS ••者® 理及ぴ 全 «にれする® 
作 によって 結合し、 以て 學内に 於て は、 ドィッ 科學の 思想 的 W *- や 阑民 社命 主 ^ '■?■: 命. 3 指導 理 
众， !« ひはその >1 ての；5學的， ] : !; |5 的生«領域に對する作用*といふ#*ので3: 12 か鍛へ 1-. げ ^ 
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けれはならない。史に彼嘻は、ス.ホーッや勞働燊仕、或ひは笫 _-. 阈絮妞孜の線に沿つて、令仪 
拘を A : ドィッに _給すろ化取に惝同しなければならない。この仕班は、自由主義的恥系の諮戒 
を ||- 极し、璆生の阈防_及び勞働 # 仕への參加を促维すろことにょつて、同時に促進せられ 

今 

.尺都 .|.- 中心れ在、竹位キ- :^ に對して、プ0シァ敎 ^ 制度の地方的給合性と鄕土性が强調され 
神 $ it 一され なければ ならない。 大學は その 存在す る 地方との 精神的、 人間的 結合を 感ずべき であ 
ろ 。この ことは、 乂從來 の 敎 t * f 平 的 ァヵデ£丨に代つて、將來のプロシァの阈拔學校敎師を赉 
成すろ使命を柃つ師昵火嵴についても竹ひ得ろことである。就中、ボンメルンのラゥ尤ン -/ ル 
•クに 新 ;^ ? れた師 範火乎 、並びに、 ブロ シァ 文化 政策の 方向を 示す 標本と して 新設され た •ホ ッ 
ゲム、プレーン、ヶスリン^:民政策乎校は特にさぅでなければならない。大乎その他の學 ^ 
の改笮の方向は、侗人、 -|*. 栽、火都市的额银、れ由主雜時代の知的偏爪から、民族結合、鄉土性 
性格の 强化 、とい ふ敎脊 理念に 向つ て迆め られ るで あらぅ。 

敎 打 は 必ず 典 ^ がなければ ならない、 とい ふの が、 ブロ シァの 文學ァ 力 デミ ー爯娃 に當 つて 
の 政府の 桁 ^ 的 恐 想であった。 その 胙問 題と なった のは、 •一种 の 職業組織とか全くの利茲 ^ 殽 
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士 かいふ <’ (/J --c はなく、 民族の 精 # 生活の ための 典® ^を叫確に *;| き£すといふことであつた。 

それ故に 麵 r 力 デ £|の进出に當つては、非民族的で骷堍的な知性の代丧#や空谥な噯3£ +. 接 
の.：. 1 •傅荠どもと全く賴を異に十ろドィツ訝人や代表者ル.選你すろに努めた) 
銬術の鉑«に於て過去の自由主菝時代には、战念的には反ド<ツ的文化ボルシ*ヴィズムの廣 
汎なろ :..': 埘が行はれ、物 , « 的には頟拽と保通、政策の »11 野の狹い組織が獎黜3れて*た。とこ 
ろが*! 術と いふ もの U 組織 しれ o 命令した h すろ こ i の 出來る ものでは ない。 卽ち P 術は 寧ろ 
民族 と»土から贤生すろものである。しかしながら、どこまでも潔2:に觉々と#術を保趣する 
とい ふことは 阀* の 筘務 であろ。 ここ數 ヶ月に •か、 る 方向に 向つ て 決® 的な 進行が な 3 れた 
のであろ.。政府は、特に秭々の藝術祐域に於ける迆步と健全化を机織的に行ふやぅに努めろつ 
も o であろ。 た i へそれ. か捭盘 に 川づる もので あらぅ とも、 門外漢の 不年 览 な 干渉に よつ て か 
かろ 發表が 阱码 されろ やぅな ことがあつ ては ならない。 正常なる ドィツ 的 心情を 强調 すろ の C 
よい。 しかし、 その 除 忘れて ならない ことは、 必術 はれ だ# 術 家に よつ ての み 作られる もので 
ある，といふことであろ。余は丼つて次の.やぅなことを言つたことが #. ろ。卽ち，0拔な6® 
術{ *. から '« 敢なろ抝扰社含+:«荇を作るこ4は出來ろ。しかし、天分のない阀投社舒主箱片か 
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..T*c なろ 藝術尜 を 作る こ t は 出 外-ない と* . 

w ilc 社 位 4 f 渡 ^ 命の 文化 政策が その 目的を迷せられるのは、敎養人と非敎丧人と ('|) |1;| の對立 
や.ド 1 ッ的敎夹と所 511 1 «的敎*との間の對立が消滅し*全阐民が一つの« 1 された蜻神の 
>!• に 生き、 また これを 刺 造し、 大都市 的 W 立 や 不健全な 知性 主義の 分離 性に 代つ て * tt yf なる 
肉 體と精 #、 民族と 土地の 結合が •プ 0 シァの 精神的 现 寊 となるとき であ ■る。. 

1:«及ぴ全 *!! 的な公的生活の》民的改迆の領域に於ては、*大なる方策が特に內 |;; 行政上及 
ぴ司决行政上»ぜられた。内務行政上先づ解快すべき*要なろ猓埋は、闺栄權ヵのカの機關と 
しての 矜 技を 完成す る こ i であつ た。 霣 «の第一の |* 題は、《内の靜稔にして、合法的な# !|1 
の前栊を £|| 迆し、且つ、われらの偉大なろ«菜を妨*せんとする凡§ろ邋動を萌并の中 |- 艾除 
f る ことで ある。 «宋に敵對せんとするものは>その破壙的行爲に對して. '# 救なき鲅部を以て 
穿 まれ. 0 ことを 知らなければ ならない。 ®) 勉 な， 0 W 民に 對 しては、 持 祭は その 友人で あ“、 保 
® «- たらん とすろ もので あろ。 

行政 竹 絡の 域に 於け る從來 の 制* は、 過去の 經 驗に 照して、 その 使命を 完遂す るには 不完 
全で ある ことを 接* した。 かくて この M 域に 於ても 亦、 過去の 罪過が 教も大 であつ. u 。 WK SK 
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r o ) ^ 利の 後， 前 姑に珙れれ反阈采紐崧の汉抗や、 »«1 外にあろ狖忭 [*| «3 に支持5れて史 |: “ |?! 

の !!;) 芬を 統一 ドィツに 持ち込まん とすろ， か 1ろ |« (!8 の « みに對する止むを得ざる必耍手段と 
して* 統 i ® 理に從 つて 組 梭 され、 被 格に 梢 成 3 れれる 中央 官麻の 設立が 耍求？ れ 、そして そ 
の 指導 «は、 ブ o シァ 首相 兼 内務 大 p . fr る 余の 手に SSS 31 B する ことが 要 宰せ られ た。 かくて、 
秘密 阈家抒格 /« がべルリンに |2 立せられ、特別の全樺が賦與せられた。 これまで i r "1 じく、 
の 最も 要望して 止まない ところの ものは、 新阈 家の 安定と 確保の ために、 W % 櫓 力の あ 
ら §る手段を迸して、その内面的、外而的とを問はず*弈故するところなき勢カを«けて分 .1 
せんこと である。 

史に新時代が矜格に課しれ大きな跦通の耍求すろところは’保孢餮揆の組織冬改卑し、 ;:' -!: 
その |1 的とすろ掩商度の攻擊カをれ镅することであつた。先づ*耍な地位の指導者の《迭がこ 
の 計* を 完遂す ろ 上に 必要で ある。 われらは 全力を 班して 现 在 及び 將來の 棟々 の 矜 察の 課 №4 
遂行して 行く であらぅ。 われらは， 現存の 外交 上の® 絆を 少しも 破る こ となくして，姐«爯吐 
に 比類な き 役を 演ずる i ころの 俊銳な ろ |«1 { '#; 權 力の 機 關を 創造す るで あらぅ。， そして、 そのた 
めに.は <?; は、ブロシァの ^>- 察はボ隊と匹敵 -»: るほどであり，プ.ロシァの矜祭はドィツ陣取の| 
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部分で あろ ?！; 4いふゲン 7 に於けろ+:.版に對して斷乎たろ抗議をな5なけれじならない。 

宵 吏の 革新は、 新 阀家 の 保全と 新ブ 0シ ァ迚 K の 確保 ヒ般も»耍なる課姐の|つであろ。闺 
?<の政府の發布した蛾業首吏法は目下施 ^ されつ、あろ。それにょれば官屯阀 «! に加\し得る 
-*のは、阑«的ドィッに於て公的行政上位改を有し得6ものに限られろであらぅ。しかし、瞰 
2宵吏法の施行後は、ブ1>シァの -|1- 史附級は*#び價恤と祚敬に對すろ要求を商めること.か.出 
米 > したがつ て 彼 ^ は； 2廉潔 ^ なろ官 * 阐體れるこんを耍求することが出來、また當然要及し 
なければ ならない ので あろ 0 . か 》 ろ 傾向は 阈采の 利 «£ のために 遂行され なけれ U ならない。 

これ ± 平行して ブ D シァ 政 府も亦、貨吏阁«の素技の改善に涪手した。そこで*ブ 0 1ァの 
,fli 敕内； «? ::政宵屯 !1»| «{! の早急なろ«本的改卉を促進十るために、近く、六年前本 «: 的には找治 
上の现由から阱止3れた行政試袖の特別赉成.か開始せられろであらぅ。行政試汕制度はブヲン 
ァ行 政 史上に 於て 後 秀なる 成 祐を擧げてゐ*3であつて、それは多くの« /|) な 0 專|: -1; 吏を [-1 
家に这つれのである。 £5' い阑尺的、阈民れ.5 -11 義的祕#を持っ後铋 |!:; 級{=史の 7.: 成に當っては 
靑年 行： a 官吏を m 來るだ け 速く その 將來 進むべき H ia に乘せ て やる こ とが .1:- 耍てある。その時 
期が ¥ いほど，その费成は容易に出来、また完全に出來 6 であら5。 






ブ a i . 7 に 現# す. 0宵 ^ *::侍<-«此すれは、公的行政の上に總統の思想を几 «! 化すろ--と 
が '# 時になる。宵吏委3:命は將來信 «( あろ人々を以て » へられなけれはならないであらぅ。 -11- 
史 $ 12 <&が宵史階较内部の政笟を規定し得ろ、といふことはあり得ないことであろ。將来は » 
しい «. *1 か出來て、それが古い國家以ト-に -|'; 吏のための配 |:£ 々行ふ。余を俏 «1 する宵吏の. |<1] 倒 
冷兄ろことに於て*余は如何なろ委.=;件にも»らないつもりである。 

政府は 特に* 市 町«及び市町《聯合«3.*贱疋にして (1 つ谢廉、贤 * にして凡つ阈«の»榮 
に 知祝的に献存すろやぅな^:治の«外を企 |« して*る。般正消廉な€1治の方肉に卬つて，旣に 
反腐敗法令5乎找が 5» せられてゐる。 この 法令は 就中 往々 SK 税し 得ざる ほど 跋 JS しれ 依怙の 
沙汰を 艾 除し、 まれ市町村耷事會’市町材役蝎’山町紂命に同時に椅子を持つことを禁じ、 
红つ龅枝上の郴成と坩扑を守6ために市町村の宵£、 «! 人、 55 働者が间時に市町《糾合に醆を 
ネずろ ことを 棑除 すろ ことにょ つて* 純； ^門の決定布項を危殆ならしめろが如き宵吏の千涉な 
^ 去した。史逍の確立及び有給無給の市町村兮嚷# « の減少にょろ節約の棚人を 0 的とした法 
作の制定にょつて<锊尜にして市町村民に接近すろ. 0 治の道が開かれた。 .|1 町村は.水い間、友 
人の就软の世陆をしれり*選稱や政治運勘の除の收賄的抆助行爲のれめの梦想闲であつた。し 
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t : かつ -. .山町紂夕淙化することは政府の笫ーの義務でぁろ。 

9! に ? 1 K #: にして M 索な， そして 表た «家の » 饺笫1主*の疔治が確立？れるためには*凡て 
の栴屯的 ||) 町村 '0- 史は，從來5ぅではなかつれのでぁるが、その -« 格檢定の上、泌定せられる 
G . でなければ ならない。 將 ^5町村及び市町村組含に於て指導的地位を片めろものは，ただ阈 
:-1 代 的：：； ：^輙を持ち’人格的に非雕されるところなく’且つ專門的 + 能を抟つ背吏に限らるべきニ 
とを保箝するために、近く余は今ロ全阑的耍求となつてゐる，指導的 |1.- 町«官吏の認定の前松 
に關する新しい胼則を發令するつもりでぁ 6 。そして，«定されたものが耍求3れた適侪性を 0 J 
^ つと認记？れるのは、彼が1年間峨務を完全に遂行した後のことでぁる。 

これらの方法の多くのものが大衆受けをしないからと首つ飞*政府は、これらの方法は過去 
の悲し 0 べき經驗に徵して正當なものでぁ0、不可缺のものでぁる、といふ砵信が1闷たりと 
4‘觔 描す ろ ものでは ない。 

. |'| 治の改革は、特に自治*髗の建 35: 、といふ=3地からいつても*か、る早念 0) -垛合に吃ずる 
わめに取«へず發令3れろ法令を以て完結すろものでは勿論ない。この仕亊は »< に«行せられ 
ろでぁらぅ。しかし、政府は市町村及び市町村聯合«の必然的に峻鲅なる指導を確宂すろに© 



うても、011の « 任に於けろ6;の^:;治から、肉拔の«纽にそれ獨€:の協カをなすところの职樂 

と*情を奪ひ取らぅといふのではな<* «. -ろあらゆる關係方面に、それを促迆せんとす ?> もの 
であることを諸对は確信してもょい。 11 治をして、必耍なあらゆろ筋約にょつて、か-|る課妞 
を遂行し得る狀態に述せしめろために，余は阐 « の各将と共に、全カを逛して，市町村^:治を 
粧 全な ろ M 政 的 某 礎の 上に WS せんとす ろ ものである。 

官吏 陪轻は 職 尨 官吏 raw fl? のた めの、 この 新法 徕 にょつ て 部分的に 動 推を 來た して 居る， や 
やもするとこの法律 0) 說つた解样が行はれはしないかと祀«するものもある。そこで余はここ 
に判然と官つて !0 かなけれぱならないのであるが、政府は、正にこの法律の要求する4ころ〇 
惊火なる«任を一身に背負つて*るのである。余は、個々の有吏や牀人の速命の決定*は絶 8'] 
に彼 '.¥ の *< « 长官たろ大识の手に蜓すべきだ、といふを*を提出した。この法律は場合にょつ 
ては 生活の 根本を おびやかす もので あつて >正 に それ故に こそ、 この 法 作の 運 營には 一唐の愼 
7r': si 炎 tt 感を 以て當らなければならない。しかし.われらは、別の新しい :« :3名油农史を& 
成するために、 « =:名澳官史除去の法律を作つ亡のではない。今=では -« : つての共產叛から© 
民 + 義齐に«向して、專門知嫌の不足や不诚格性をごま化して汧けばょいのだ、といふ風 |- 老 
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へろ行があれば，これは問述であろ。この法俅が如何なろ範幽で竹吏や鲋人に適川5れろかの 
解釋に當つて、彼啷が何 »; に所餡すろか、或ひは如何なろマークを持つてゐるか、といふこと 
は問姐にならない"ここで斷甘して^くが、余は密弗衣や中仍 ^ に對しても、以枰紊亂衣に ^ 
すろと同搽の態度を以て嚷む決心である。ただ 0 己の地位を得るためのみに、货吏や擗人"そ 
れから N 位 や 拉访が 街 發 される とい ふことは、 これからの 觖正なろ職業贫屯网に於ては許すこ 
と は咐來ない。そこで ^ はか、ろ立場か.ら、もぅー度災心ょりか、ろ行 « に封して ^ 街を發し 
て |7; キ‘たいのであ 6 。なぜなれば放たれた矢は綷接にその射手の上に又 ^ ちろことが川米るの 
であるから 0 • 

迈にこの點に關して注 ^ して莳きれいことはゝ他の芘に打妲することは’その贫が反以：-的 
でない 拟り、 決して 職務 上の 進路の 2 :锝 とはなら ない ことで ある。 

£民社命中 ^ 述勖に參加せる者が主として宵吏の地位に就き、或ひは 0 治に於けろ捋电的以 
位を •案す， 0 とい ふこと が、 促に： f 安を 與 へて t こと 客は 知つ て t 。 一方に 於て 何れ- 3 
G 阔以社 侍 主 莪 K * が ドィッの 0山の戰ひを遂行しながら、他方に於て"阑民社 ^ ’レ忒 ^- は凡て 
.この 卜 年 nil 、 悲忮 にも あら ゆろ ^ ^ の 地位から 締め出しを 喰つ てゐ たとい ふこと が、 如何に 人 
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なる « 擦の职闪であつわか，といふことを忘れないで欲しいのであろ。今や明かに强カなる前 
迆が現饩となつれ この 時に 當つ て、 命は ブ 〇 シァ 組織の 支 配者や*彼等を支持する説保派の 
犯した 央敗を 菥千改#すろ、といふことは汆办神聚なる箝務だと考へる。迟に地位を奪取し、 
砘 U 取つ たものに、 その 地位の 先取* が あると いふ ことは •永 速の 法則で も ある。 新ブ o シァ 
を迚汶せんと欲すろものは、将來その阔拢的楮祌が明跄である場合にのみ、その滴格忭がぷ容 
せられろ であらぅ。 • 
課者胜笫ー次供界火戰後、ナチス政 « 榭 * 前の政«を苜ふ。 

玢闽 * の 锗神はまた »] 法行政の上にも常然現れなければならない。法邙は、從來の如 -^ 、柚 
» 的で、 W 族と 無 關係な 、 C 己 门的的な法奴念を基礎とすべきではない ㊁ 法の瓶泉は民族^:鳢 
であろ。血にょつて规定5れた民 ^ 、風俗《值の中に、1的無意識的に作用弋る。阈代玟心 
の衣现としての、か、る生き+1«坩を«荣的规範に离め.0ことが、法 ||1 の摞妞であ*0。立抉者 
は，悟性的柚免から發生する芯愆と民族法とを斷じて浞同してはならない。 

この やぅな K 族 法は、 ブ 》シァの世»»法の«民的进法を衣现してゐろものであつて、それ 
はブ0シァ政府にょつて啟=:„:5法栉化？れ；1のであろが、これは # らブ0シァ司法ん {:» のカに 
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よる もので あろ。 この 法祁 による 何 丙年間の哦迫にも枸はらず、よく古代ゲルマンの法褚制度 
を ドィツ 農民の 35 1 と行動のぅちに生き生きと維抟せしめたところの、かの不觔の * 侦を«つ 
民族の 拱® 的な 力の 中から 创造せ られれ ものである。 れ闽の不分剌性’ね家の鄕土的阁紿に拟 
を 下した 不分雔 性は 、 ft 典 法に よつ て 農民 的 迸 法の 龙礎 となる であらぅ。 

レ"タィン及ぴハルデンべルグに*<つてな？れれ议民解放の立法は、强カなる彼练が2采の 
指導 的 地位を 去つ て 後は > n 由 主 茂 時 ft のれめ に W び 塊 沒せ しめられた ので あ. 〇 が、 ここに 於 
て、 それは ブ o シァ 政府に よつ て 描 W 3 れ 、完成？ れる ことにな つれ。 雨 米、 ® 民の 银昏い W 
結は、 惮大な ろ** の ® 展と共に，先行#に 15; 效する第ニの步みをブ〇シァ 0 ^ の跦民解放の 
道 に 向つ て 進めつ-* あろ。 

民族の生活に於けろ法の«施は、條文や文字によつてな？れるものではなく、'民挨の共间生 
活に於けろ凡てのものと同じく、人即によつて行はれろもの，である。しれがつて、法官の人格 
は*その思想及び葸志が有機的な血の阐結たる民族全骶性の总識に枳を下し、したがつて 3(. そ 
の行 1); が、民族全«の幸騙といふ唯1の规準によつて规记？れる*といふことを必要とす 6 。 
この〇:椋 (4 又、學生及び司法宵試捕を法官に養成すろ上の 0 拟たらしむることが必 * である。 
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かくて a 然耍 求され ると ころの 愧備奉 化 及び 試 驗の改 花は’^:ド准備中であろ。 

司法の外商的組嫌も亦、旬法の使命に顒瞇して作られなければならない。»利所の機揹の樹 
立に當つては*司法と民族との接近*及び时政的考*の無駔、といふことが絕對に必耍であ 
る。なぜなれば-機梢は自己ロ的ではな<"111的に對する手段であろからである。旣に決迸3 
れ， 3:下迆行中のべルリン»判所の棕合汶 ^ も亦、民族への接近に役立つのであろ。 

刑法の速5は，その民族の生命及び倘々人の安枣を保護すべき課通を遂行するに當つては、 
m 速に して 峻嚴 、且つ 正當 なろ ffi 度を 以て节 むで あらぅ。- u t ; それが 邪® である 埸合 のみは > 
刑 3 は 戒 if 的 •谀防的に作《し，凋時にそれが改心の可能性があろ場合は、 81| 練と株卬の！？： 11 , 1 
づけに ょつ て、 敎 ff 的な 役割を なすこと が m 米ろ ので あろ。 

刑の執 ^ 官は，その砍務遂行に赏つては、特殊《规定にょつて司法大21の^!の監粉冷受け 
なければならない。刑執行の |'? «1 は速からず全断的に'5'法軻取務の中心問超となろであらぅ。 

lli w 法は、 出來る だけ ！ E j)l に、 古い ドィッの、 しかも 阐法的に規圮？れたロ如手 « の脱則を 
Mg する こ t にょつ て* 活潑で 迅速な a 判を 可能なら しめ、 したがつ て 栽 判に 對すろ « 族の a 
® を 强化 する であらぅ。 宵啶の炷判上の ^ 姐士达判贫をして汽任ある行觔をとらしむるこ之 
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によ' つて达成5れ2; 0 からであ 6 。その踝題遂行上の谀汎なる自山を裁判首に賦與すること |- 
よっての み、 それは 速成せられ 得る ので あ ?. 。 その他、. この 目的を 速成す るた めには、 保 ^ i < 
判>後坫找判、竹理栽判、或ひは逍產，記錄*土地丧银、破*の諸制逝等、诋汎な分财に足を 
踏み入れなければ ならない。 

以上の？^ を «■ 決すろ ことによ つて、 司法は 挺 族の 法 意 溢の 检ひ手 4なり，支抟 -«- となるで 
あ.. r う。 民族 c flff が 1 W の 生命 あろ 冇 £!«であろ如く* 1»1 法も亦*各：：：.か例々の課埋を遂行し* 
以って全有機 &9 の他全なろ維持のために協働するところの、|焖の有拽體を形成しなければな 
らない。 « に民族的共同 |» の生活のう.もに法的安全-^平和を保 80 1 することは、句法の »!; ろべ * ‘ 
W 超で あつて、 司法は それを 遂行す ろで あらう。 

綷濟の組崧的单新に當っても亦、«決すべき猓四の新しい脱則を明確に詆識することが必耍 

である* 

経 濟 紐 織は， 企* 家 及び 勞® 荠が陪 級 阏爭 0) 思想を克服して、|っの新しい共 15]- 资働 «8 に1 
£ とな t いふ® 本 的 策 新 S 方向に 向 U な ならない。 こ sg 埋 にあろ S 
r - あろが、 さう だとす れば 、經 濟的革 新は 阔雀、 州、 市町 « に 於け ろ 政治的 ^ 新を ra tft すろ C 
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4なしには全く行はれないのであつて兑れは、你史のこと>ブロシァは、われらの將來にとつ 

.て決&的であ6ところの、か、る發拽に向つて0己の勢カを敢へて主張すべきである。加之、 
空. t 错 及び 手工 f — 所には、 一世紀 以上の 格史姦 つ新經 W 机梭 S 重— 井 
g ち 結结が 8 生し H ゐろ 。これら s #? s 所 は しかし 州 6ぬ較 下に 立つ て* る。 換甘 すれば 
それは*大部分の經濟のためにはプロシァ政府の監好ドにあろわけであ 2> 。 

このことはドィッの取引所に就いても -3- ふことが }11 來る。阐の政府は、ブロシァ取引所の极 
本的改がに涪手した。將來は、民族全 85 に對す 7. « 任？^を炔如せろ投機者を棑除して、 ?- « 

い貯菜 や羞 的舊 3 ひ 泣 wf $人 V 從米 S 如 * £<!S ；.! 罕 る 税 G 装 や小麥 S : 

«| 'かあろ場合以上に*笊 # なものとならなければならない。この旣に開始3れた « 龙は> &( ^ 
として® 校され て 行く であらぅ。 , 
n 治 他の 公共 的、 合法的 錤行 、及び 1 の 領域に 於て、 政府は 特に， 貯祐纽 行、 振 t 
合振替中央部、州銀行及び貯祐銀行 0) 改組を强カに校行して來た。 

貯游鉗行の發敁は過去數週間、渐次平靜と碎报の緩和を坩大し仁。それは貯*預金の增加、 
預金 »;| 51の1胛の減少，並びに貯《銀行の0替銀行や蝴立銀行に對すろ6似の滅少として现れ 
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てゐる 。か、 る苒ぶ べき 發肢 は、 耢 科に 確立？ れた Gw の 明らかな 现れである。政府は、經« 
の WWAHK 業の 緩和が、 確 間； ^ろ基礎に立つた平鄹なろ阐家の指埸にょろ廣汎なろ經祚的怊鉍 
|1 茈くものであることを確伤してゐろ0この安全なる阈束的指缛が絕對的に保箝？れ«るもの 
であろことを余は明 9 する。經捫^^*特に不正にして«货任なる干涉にょる按亂に對して 
は、政府はその凡ゆろ阔尜楝カを動13してこれを棑除すろであらぅ。貯茁 - 1 « 金の顒調な 0 璉秘 
にょつて、貯筘銀行の0由なる££ ;11 贷出しが可能になつれ。その際、貯 » 錤行は，中產附級の 
杈濟 的 役 « 及び 促 地を 特に その 義務 4 して 課せられた。 

プ B i - r 內部の 称； 備に 對し ては、 特 •別の 努力が 拂はれ たので あ， 0が、11時にそれは、勞俲供 
給のための有効なろ手段であることは*疑ふ餘地.かない。この 0 的のために、 '«£ に多額の金を 
埤 備すろ ことが 緊 ©: に必要とせられる。今：：：までに六千萬ラィ：1|スマルクが耍求せられた0 

この勞俲供給の方而に於ても亦’阈營’社營の港时’並びに阈玆描梁に對してゝ多置の努锄 
が利 11 された。 

ブ ロシァの錶山の«域に於ては、不《の災寄に對すろ硏究4阏爭が、縝山の指導荠及び坑夫 
i の 緊密なる 連絡の もとに、 » 山經 鹫及ぴその確保のれめに、不拢の努カを以て技行されるで 
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あ At .. . 

ォ I べルハルッ及ひゥンテルハルッに於0ろ經的的闲»克极のための努カは、ラゥテンター 
ルに 於け ろ 堀 嗜作業 ，及び* — •へルハッルとゥンテルハルッに於ける縝山業並びに製欢龙に對 
すろ «家的袖助の保箝によつて、1段と促進5れ仁。しかし問接的には、ブ0シァ阈岽の»山 
僉谜 が、 新しい 委託に よつ て、！ ga の 方法を 以て、 作業の W 難の 克服に 寄 與 して* るので あ 

しかし、技？れた鷇も闲«なる ^ 眩は、われらの經濟を强化し、且つ新しき繁榮に前すこと 
であろ。 しかし、 か 1ろ繁榮は、個々の轾濟分跹が、不動の經濟法則を無蛻して、人エ的な手 
K や！ 2, « 的 千涉 により* 出來れ ば 自己 以外の 利益， それは w 家に とつても 同畤 に® 要で あろと 
ころの利益を阢害して、勝手な 0 的を强引に確得しよ5*4いふ狀態 .-? は決して笔み得ないの 
であつ て、 それは、 經濟 的聯關 を 認識し、 旦つその認#|の巧妙なろ運用によつて，われらの民 
族、 われらの 阈民の 終 濟カを 千倍にまで 菸 M せしめる ことによ つての み 得られる ので あろ。 ^ 
R 社命 主 葙的國 *は、锶統の思想とドィッ人の活觔を站礎として樹立されたのである。义われ 
らの經 W は、 能力 > 知跦、骹驗、» 0; 、そして誠*なろ |* 人の企*心からのみ*絕對に必耍な 
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る術觔を受け6ことが出來るのである。しかし /1 そ琪をなさんとすろなら.は、 -*^ に阔家的八 ^ 
的中* i の 利益に 於て なすべし、 とい ふ 根本 條件が 雀 守され なければ ならない。 公益 後先、 これ 
が婢找社份生雜的評決の葸味である。百年來の活動の中から生れ、そして吻合されたるドィッ 
經濟の楮巧なる琳輪聯動機に對しては、玄人でも尜人でも、これに十涉して打ち砟くことは出 
來ない。寧ろ、鍛冶段であると、帘務家であると、淇カエであると、監敕であるとを問はず、 
袋に 關與す t のは 凡て、 五月 一 n の われらの 總統 ァドルフ •ヒ トラ -$ 黄金 S 說を敎 J 
として、 各々 その 瞰域に 於て、 各自に 課せられた 使命の 遂行に 向つ て 努力すべき である i 今 
でも你闲錐なるこの運命を克服して、ドィッの ^ 极夕 ^ 現せしめ 6 ^- めに0經押的 ^ 构の源泉 
と、 從 つて われらの 失 SI の 保 f は、 综 でも證 でもな く、 i に滿 ちた 共 i 例で 
あろ。經灼は勞働し 4*.} られるための靜ねを必要とすろ。不必耍なろ不愔を去れ！ 過去へ でな 
く、 朱 來に向 つて 眼を 向けよ！ 明確な ろ 法的 基礎と 梆威が 経 濟界に 於ても 保 證 されな けれ U 
ならない。 大小を 問は ず、 各 is 指 罢 は、 その i に對 し、 彼に i を 1 る 人 P に 対し 
まれ全阑民に對して、般热の « 任感に滿されてゐなければならなぃ0消廉とぃふことは特に經 
^ にも復興さ.れなければならなぃし、また诚惜と信用が髙められねばならなぃ。國家は、ぃゃ 



iEMn 、 ；？，r こ 」 b と I k く 斬 乎 . Ll 6 -L- fcs 分を と と共に、 一 乂、 ィ 
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しく も 敗 ^ 行 爲か ある ^ 合は、 常に ^ ^ すると こ /) むく 馱乎れ る處 分を とろと 共に 一 ^ 、 ィ 

必要な ろ あら探し や、 枵造的 な 密 街や、ま仁は陪紋闘爭的使嗾にょつて平0なろ發鉍を投亂，せ • 
ん とすろ が 如き 行爲を 防止す 6であらぅ。經桷に於いても、下に對しては郴威、上に對しては 
炎 任、 とい ふ拟 則が 支配し なければ ならない。 それ故に、 政 府は如何なる小娄 ^ の不正をも斷 
乎として棑除すろであらぅ。綷获に對して责任をとる荠は指導荠であつて、多数決制の絰荮會 
謀では ない。 過去の ドィツ 經濟机 織に ょつ て 蒙つ た拟馮 は、 一朝に して拂 拭され 得ろ ものでは 

ない。 しかし、 將來 それに 對 して われらの 絞 ^ を 强 力に 押し進める ものは、 卽ち 、政府の 

力、 阔民社 # キ淼的 運動の 秘設 迖志"及びそれを戕礎とすろ安岑秩 |;-- に對する保證能カへの、 
請" の ^ 賴でな ければ ならない。 

現存すろ楝々の閊爭间盟の使命は、經濟に於ては祕々、同盟=^::體がなすと 1.«1 じ汶つた理植 
がな されて ゐ 6 。岡 爭 同盟が 誕生した のは、 經濟 に. 十 渉した ゎ、 耗旳を 搜亂 すろ 仁め ではな 
い。それは、彼等に指示された領域に綷较細胞を紕織すると同時に、そこで働いてゐろ人間を 
阔民社舍主義者に费成することを ?-1 的として生れたものである。それは、新しい利柒對立か怍 
ろ， へきでは なく、 われらが 法 # を 以て破埭した利^阐體が阏爭同盟のぅちに新しい裝ひを ^ て 
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立ち现れろことを許すべきではない。阑民社食キ邊の |1» 光のぅちに生れ出れ復 (!|1 :であつて认れ 
ば、閟爭同盟のぅちに、不幸なる想ひ出を持つ經濟黨派を許すべきではない。彼等の使命は ;5 
かに *! 1く、 55 かに俾大であ6。なぜなれば、その使命は世#既的であり、しれがつてそれは全 
カを舉げて、闘爭间盟をか、ろ使命に堞くことを要？1するのであるから。身分、峨業、陪級、 

利 ^ の 對立が 、•ト^ •ッを 破滅に 導いた ので あ. 0 。われらが 71 ' , 1 & に絕すろ困難なる敕ひを拽つて' 

この 破滅から ドィッを 救 ひ 出した 所以の ものは、 決して か、 ろ對立 を 新たに 發生 せしめん が 仁 
めで'はない。プ0シァ政府は、そして、阑民 «)-. # 主莪的狀界觀の岡士として余も亦>か-る利 S 
害對立が、如何に饿石の如く峡くとも、全民族の幸輻のため、敢へてこれを和解せしめること 
を 約束す，^ . 

£5 業行政の領«に於ては、秕《戕坩上の技術的向上、及びその販路捵張のための金額が哗備 
されて*. 0。 朿ブ P シアの、 降 ffl と. H 症の ために 甚大な. 0被讲を蒙った地方に於ては、 |« 範幽 
に 互ろ春李の墦樋が行はれたが、それに對して1:家は ?1 离>ブ0シ 7 は ?1 萬餘を拟杳補助とし 
て 支出 しれ。 また 进大 なる 衂料缺乏に玷舞はれた沔ブ0シァの若干の地方に於ては1家« 9.1 料 
確保のための特別處近が潢ゼられ’これに對してブロレァも亦资本を供給した。 




>-?.,.1£>-居.！-'-/.*!^-*;1;ィ；*1 11 ? 卜*くとも<そ [7) *: 場から2£.&す 0 やぅに 



か、 4 合；-! は， 料 t れ ullmss でな く—， そ sit 保？ & やぅに 

しれい。 東ブ "シアは コ ='ド !„' ル|にょって*れらと切斷せられてはゐろが、われらの心、われ 
らの 思想、 われら S 發 4 切 S されて S ゐ ない。 われらは， 東ブこ 7 が 何を 俄んで t か 
を 知つ て * ろ。 われらは* 柬ブ D シアは 第一 級に 立つ て 居る ので あ h、 し 仁が つて われらは こ 
の 第ー紋 S - U . めに 配 麻し なければ ならない ので ある ことを 知つ て* る。 柬 •フロ シアは S の 
力は 全ブ B シアに ょつ て絕 ぇず 新たに され te であろ ことを 知らなければ ならない。 

»*a 海のない地方と燦4を述轱する土地0 . 
勞働 W 給 計® 內の 1 « なる樣準は、水利経濟や、地铕改良制 * の站坫に於ても蝌调3れてゐ 
も。 山林 行政の 領域に 於ても 亦、 更に 大なろ 焚 锄準備 が 行 はれなければ ならない 。余が 所 
所で列舉し伫猓題遂行のための阀«資本の咿備は*全ブロシア行政に於けろ俾火な％節約にょ 
-0 て、初めて出來たのであ6。 I 

かくて： 8後に、余は特に » .* なる《采财政の問瓸に«れる。«家崧濟を憝備する上には確尚 
れ ろ 说範的职理が不可缺的である、といふ事 «' に促？れて、政«はそのー箱的仕事のーつとし 
て、 公式 的な W 政踅 部の 統一の めの 必要な— 備を なした。 政 .W は 四月 ニ 卜 四 n、 一九 三 
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1 •一 & の た - sssws 案を 決定し、 また 薛に 命令形 式で 公布した 前 ザの' 九：. ニ 
年 s , t 計 業の ため SW 政 衆を 、 S に 公式 S 法律と して 浪加错 した。 内™ は、 車 W 政 
S 狀 f 明碰 d - u めに、 で SUM — 法定 鋈 し-^。 それは、^ 鐾 i に 針す 

ろ川ソ |; の：^ )1! ^ 走«を胺 1|-. し， 11+ 政指禅部 4» 前年度の多郁の赤 -/- から解放すろこと々 || 的七す 
ろ もので あ V ;。 內 M に s 與され た 借人 we 行使し 得ろ 總 額は、 籠 律に ょれば， 結 W .--®.. 千 
A . ノィ t K マルクの 滅 額と なろ。 プ 0シァは、政府の本年庇の ^ 棚給旰5^ « .の1 1\ を分格すろ 
れ めに* 總 tfi H 千 九 百 ^ ラィ t スマルクの新衍款の»定であろ。 

仍人拟法龙ぴに财政確立法：^その銥文がブロシァ法令诏に敕せられてゐろのではあろが、 
な ほ |«- -/5- の乎もとに配付した 0; 劣財政案の序甘の中にも类しい挽明が兴かれてあろ . 〇 梭 \? 〇) 狀 
焙に特別の關心 ^ #つ荠は、この浩擀なろ |1- -1 >1 及び特別 # 3|- の坭大なろ說明讲か通め ('.' 、 -£ =3 
か諧した說明を^られろのであつて’したがつて‘余は‘今门多くの数字的材料ん：-以て跗沿の 
汴) なを惹くことは矽へてしょぅとは思はない。数字的材料といふものは*永い |1!! <;') . ?1- ^ |1 ょつ 
てのみ評 1« 5れろものであるから。ただ次のことだけは注«されたい** 

一九 一一： ニ 年の # ^ 年度は、 通常《麻 |- 於て妁1 1£ 七千艽行离ラィ*<ス*^ルクの、倍\晚坏に 
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九 一一.; ニ 年の ^ ^ 年 成は， 通 ^ 携 3 ^ ^ ^ 



於て三位八千八 ?| 萬ラィヒスマルクの赤 -/- を见た。一九三三年度の新财政案は、約ニ十 -1- 位ラ 

ィヒ K マルクを 以て 收 支の 均衡を 計つ た。 この 均衡の 意味す ると ころは、 ドィツ 设 火の 州は、 
財政0均拊を計ろべきだ、といふ|的な公式の|だけではなく、寧ろ余の强調したい點は 
内閣が凡ゆろ努カを拂つて、阈家行政上の全分針に瓦ろ極氓の筋約にょり"ー九三三年度の时 
政案を物 ^ 的にも亦均鲥せしめたことである。收支は各々前 ^- 度に比して三十叫位 1* ^六 ?3 萬 
ラィヒ スマ ルクの 減少と なつて ゐ る。 

租稅收入に於ては、本妗訃年度の餃初から、闲却せろ家垃所有に對して地柑並ひに宋 ^ 税の 
夺師的遽減が命ぜられ仁ことを述べなければならない。戤業、山林經锌反び问热に對しては、 
製 地租 な S 減が f れ 、姐に、 凡ての® 業、 山林、 威 ひは S に 利用 、れて ゐろ 土地 

に対しては、 本年 音 十五 n を W て 期限 滿了 となれ ろ翦 一一： ヶ月 分紧 ひが、 钱 GH 的を 以 
て 公的に 一般 に锅悚 された。 

級 人の 方. €に於ては、人的、物的支出が龙しく滅少した。阈家の使 ;?] 人たろ甘か及び储人の 
數は、前哔度に比してニ千七诃八十九人.の滅少を兑た。 

黑 する 財政の 黍と しては、 取 h 敢 へず 这霉 部の 形式 上の 統一が 盟と なゎ 得ろ。 ロ 
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索、州、市町村の財政的領域に財政の均衡を痛し、まれ、阈尺箏命を通じて凡ゆろ專門洲蒞の 
政治的 15 志を統一することによつて、本質的に强化された緊密なろ結合は、ドィッ殽大の州の 
0+ 政を、 阑家、 .11 町村及び ||] 町村聯合の狀態と切0雔して考へろことを禁止する。阈家政府に 
よつて運较され、且つ、全髋的經济狀馏の發展と緊密に並行して進行する全ドィッの財政政策 
に 就いて 說述 すろ ことは、 ブロ シァ 阈采 及び その 市町村の 財-政 狀能の 徹底的 整理に とつても 亦 
m. 要な ことで あろ。 したがつ て、 か、 ろ 张密 なる 結合に よつ て ブロ シァの 大蘸 大臣は 同時に ま 
f- 阀 絮の内閣に人閒し、以つて、ブロシァをして財政關係 |- 關心か拂はしめ、それによつて闲 
索 政府の M 政 態度の 某 礎を 樹立せ しめろ とい ふことは、 特に 愤侦の ある ことで ある。 かくて 財 
政 計 迸が その 贲行 期間を 通じて 計 ^ 通 h 遂行され るか、 更に、 W 家の 全租 稅體 系の變 本 内に 於 
て、 現行 租 稅に笟 され 得ろ 枳本的 變不は 如何な ろ 範阐に 及ぶ か、 また、 阈家 G 體の 財政 經濟の 
格 備に 止まらず、 市町村 及び 市町村 聯合の 时政狀 態を も 整備す る ことに 成功す ろ や 否や、 とい 
ふことは i 詨費 び缓政 府 S 財政政策 i 苣關係 I。 市町 5： 及び 市町村 f の 財政 

狀態が聚急の改善を必要とするといふこと、しかしブロシァ闽家は市町村に對して所獨で充分 
なろ 援助を 與へ 得る 狀態 にはない とい ふことは、 これ 以上 余の 說明を 要せざる ところで ある。 
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4 n のと こ <ブ ロシアは、 阀凌の 1|| 政政策との指染上の ^ 密な '6 述鉻のもとに、健全なる財政 

を復興し、同時に、市町村及び ( 11 町村聯合の时政經濟を整理するための前拢を创迆すろ、とい 
ふ以外の目搏を明陳に描立す6ことは出来ない。か、る目標への進行途上に於て、ー九三ーニ 4| : 
め 財政 法の 確立 及び 發布 、また、 赤字と 信用 籠の 整備が 先づ東 要で あるのは、 ハ だ、 取'^ 
へず ^ 家 經濟の 整備に 不可 缺の確 岡た る 形式的 迤礎を 樹立す ろ、 とい ふ 意味に 於て である。 

以上によつて余は政府の意志及び帘業の槪観を述べた。プロシア政府は、自己の前に高く济 
ぇ 立っ？ f M の你大 さに滿 身 痒 激して ゐ るので ある。 ブロ シア 政府は、 廢墟を 消 祕し 、且つ 全く 
新しき {1 設をなさねばならないことを知つてゐる。ブロシア孜府は、マルキシズムが全面的に 
队邛を料たのは"如何なろ现凼によろかを知つてゐろ。ブ0シア政府は、十四 ¥ 間マルキ.ンズ 
ムの意 味に よつ て 支 だされた のは、 如何なる 理由で あり、 その 立場から 過去に なされ ft ものは 
511 吋な 6 ものであつたかを知つてゐる。ブ 0 シア政府は、〇己の活動を絕ぇず妨寄すろ凡ゆろ 
困 難を® 期間に 兑服 すろ ことは 不可能で あり、 まれ、 民族が 必要と し、 ブロ シア 政府が ^ むと 
ころの凡ての成果を、年念に實現すろことは不可能であることを知つてゐる。しかし政府はま 
卜 •、この 時代の 俾大な る“； €拽 に择ひ 立ち、 政府の 奉仕す ろ 理念から ^] き 出ろ 强き カに滿 ち 浴れ 



てゐる。かくて政府は，ブロシァ阈家を過去の=の闲雌から救ひ »|1 し、これを高拟せしめろこ 
とに成功すること 4- 充分 « 信して居ろ。諸 « が政府を按助し、 11 つ全プ0シァ民妮が政府に )£. 
誠を捉ひ、 11 つこれを觖然として支持するならば、プ0シァは、總統にょつて软；されれ'ト< 
ッ 阚家の於強の支汴となるばかりで ^ く^^過去のれもょき時代に於けろが如き被榮を柙现する 
で -#) らぅ。 m 

このための 前提は、 阈民 的、 また、 3 :拔社#主衣的革命にょつて «|| 迆せられれのでぁろ。恥 
利のために全カを斑し，あらゆろものを 1« 牲にして來 ^ 凡ての人々に對して感謝することは、 

政 s の 名に 於 5 s 心 か— 舉 S 。 1 成し；. 1 SU 、 就中 网3社料| 的 n — 
觔の古き阏志たる、忠誠なろ突粕隊只及ぴ税衍隊=3に負ふものでぁろことを、われらは知つて 
ゐ ろ。 民族に 名稃 を、 阈民に 0出を。これがロ柢でぁつ仁のでぁ〇、また目«でぁろ。か1る 
於 高 s 財袞 交6| な*^ ひ： iv ィッ SMWS -^ es に、 われらと 共 ひ、 共に 
活動せ ん とすろ 一人一人に、 われらは 心から 手を 差し 仲べ ろ ものである。 

咋 =: 弗， ：1:され伫われらの宰相の神聚なろ平和の <3' 條の你大なる印«は、本=な |1 われらの |£| 
$ に 生々 しく 淺つて 居ろ。 われらは' 彼が そのと き 同時に >か、ろ平和 « 志はまれ阐找の ^ ハ” 



冬 確然と- ^张して米たものである、と明跄に述べたことに對して深く感謝す4。プ”1ア政沿 
は-全 ブ D シア 民族 i 共に， われらの 卞相の 胺明を 癫 S すろ。 それは われらの a Bf であ h R つ 
われらの確«に用つるものである。われらはまた，この親輜すべき時に當つて*かの恐ろべき 
IB 難なる ヴェルサイユ® 約に よつ て 、 w ri 萬の ドイツ 民族が 生きる 可能性を# はれ* しか' f , 
生- &=體への叫喚は除かんとして除き得なかつた、かの -|«: 界を今 1 度想ひ出して 31 たい。 

ドイツ 民族は 生きろ 槻利を 持つ。 ドイツ 兄族は生 * ろで *- らぅ&そして、ドイツ民挨は生4. 
? 1':? ろた*の平和を欲するし、ま +- その平和を確保すろであらぅ。ドイツ民族 (1 0由4名费を欲 
十る！ われらは长い努カと长い戰ひとによつてドイツの名费を守つて來たのは、今になつて 
これを放圯すろ伫めではない。 ブ D シアは、 W つて c lb i 名 桴の .¥-' 想の上に發生した。 そし 
て、 ブ P シアから ドイツが 生れた 。それ故に 娃設 への われらの： 12 條を * w # ra 食の 折に 述べた 
帝の次の.：1:*を以て結ぷことを詐して 11[ ひたい。「名杈と=由はブ 0 シアの某礎で 3 ; , 0*プ 0 
V T は •トイ ツの* 礎で ある。」 

(1九1ー51、五、1八、ブ » シ了州份にて：> 
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网 M k 義と 社 ^ 生 義 

余は 今までに'— SS に 於て 1 を 行 ひ、 無 放の 問® に® して、 2 の 表明を 行つ て來 
■U。 しかし* 今 = は、 余に とつて* 全く 別な ® 味を 持つ ので ある。 別な 意味と いふのは、 今や 
余は'！::々 t 苛 船なる I •成 ひは、 f 辛い 勘乏 の 中に、 春て 行かねば ならぬ ド'" ッ 
人、 そして’ そ S 故に、 S 社 含 1 とは 何で あろ か、 その 勝利が、 何 かを 作らん とする 坊 
にと つて、 何を您昧すろかを、0分6身の鹘驗から敎へられれドィッ人だけの前に立も«る、 
とい ふ H II1 によるので あろ。 

わ ^1 らは、阈民社分キ1祐的革命のさなかに生きてゐる。この際われらは、社會主袭的といふ 
肯 萊を强 調す る。 とい ふのは、 多くの 人は、 故 尨に 阈民界 命に ついての み 訊る からで あろ U 
これは、犁に疑莪を抑み捋ろのでなく、誤つてもゐろ。なせならば、ドィッ國民主義は、取に 
说然とゝ勃發させられたのではなくして’またドィッ社舍キ筏が咚利を打たといふことによつ 
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て" 特こわ n ら尤幸 ©になつ たので ある。 技 念な ことには 、今日に 於ても なほ、 われらの 中に 
t 、 餘り にも 激しく 「國民 的」 とい ふ it 葉を 强調 しすぎ、 われらの 世界 奴の 第二の 部分た る、 

1 ^ キ « こつ、て何 ^ をも知らぅとせず、その故に、第一のものたろ « 试キ-雄をも理解して 
ゐ ないやぅな 人々 がゐ ろ。 彼等が、 ドィツ 社命— に對 すろ 疑問‘- 解決し ょぅとし ない 間は' 
彼等 ょ网 民 的と f ' i れて はならない。 なぜならば 、ドィツ 社命 ホ 箱を 强調オ る 人の みが 眞 
に ^ 民的だからであろ0社 # ホ夜について語ることを ^: 否すろ人社會キ義の中に マルクス 
的行き方をのみ兑爪さぅと思ふ人、社命主葙といふオ贺が、彼の耳に不快に»くところの人、 
かぅいふ人は、また阈炫主孜の敢も深い意味をも珅解してゐないものであ0、ー紋に人問は 
社#的問姐を、公然と、明瞭に、認識してゐるときにのみ、阀民であろといふことを理解して 
ゐないもの -^- ある0しかしまた他而、托族の生命をれすへき土地を對外妒に確保すろために 
4 民生 義は あら ゆろ 狀勢の もとに、 勝利を 得なければ ならない、 とい ふこと を 明瞭に 認識す る 
と きに のみ、 人間は 社# 的たり 得る も. ので ある。 

そこで、 國民主 筑 は、 民族の 周邊 での 奉仕で あろと 同楝 に、 社# 主義は 民族の 內面 での 奉 it 
e ある、 0 れら は、 内面に 於て、 民族の 力が 發 秘し、.そ叱て洱び民族は眾成して、緊密な6ブ 
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D ヴク. を 爲すべ きで あ 10 と 思 ふ。 阈民各 ^ は、たとへ、股も孤立的な、设も悲慘な立場に立つ 
やぅな ことがあつ て も、 それ C 身に とつて は、 依然として、 存續と 生活の 可能性が 存在す ろ も 
のであろといふ感情は、維持されて行かなければならない。闲拢はそれ 0 身の自我が民族とい 
ふらの、 中に 根ざさねば ならない とい ふこと、 そして 全力を 取げ て、 民族に 奉仕し なければ な 
ら ぬと いふ ことを 洞察すべき であろ。 そして、 余が、 個々 の 民族に 對して 、內面 的に、 存續の 
可能性を與へんと欲す 6 とき、且つ、すべてのドィッ人たちが、种び活動をはじめるべきであ 
り、 働き 犸ろ狀 態とな り、 自分 C 身の 力で 存紐 し、 生活し 料る とき、， そのと きに こそ、 余 
(! • 阈外に向つて"このことル述成し得 6 ための可能性を創ることにも".心を莖さねばならな 
> 0 

ゎれらは、荒凉れる*老 « せる、似而非的愛«主義の益味で、革命を起したのではなく>こ 
の不命は、 11- 葉の较も《齊なる总味に於けろ阑民社會 :+. 莪的本命であった。從來兩荞は、互 0 
i 緣なる もの とせ られ * 史には 、佾 ffii , 不幸な. 0敵跺の5ちに兩者は破密に分けられ、相 
對立するものと5れて來た。卽ち*1方に阈民主義.^^に社#虫莪、此處には'1:案キ義の 
» ひ乎として、市民が #) 0、彼电には社'& +. 莪の檐ひ乎として*マルクス主蕤が<つた。市 
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民は、 荒凉 たる、 似而非 的 霞 主 狡と 平和主義 的卑 仕の 中に® 息し. そして 他の 供には • n 
クス 3 民 股、 マルクス 的附 級が あゎ、 それらは W 民 や SS 族に ついては •何も 知ら •"と 
は欲しなかつ仁。兩者をつなぐものは何もなかつ仁。 

X クス 的 社 富 箱が、 荒凉た 1題と食料"盟に裝され仁と§に、市民的1の 
世界 は、 諡 _|凉 たへ 似而非 的 1 に— したので あつた。 それ故に この 兩槪念 
ょ 神び 純化され、 そし、 民簡越 U 關 しては、 新 £ に、 水 =§益 く 明 S に、 示されね ばなら 
なかつ仁。われらの世界跋たろ阑民社會主莪は、時期を得て現れたのであろ。われらの運動 
は、 襲 ひか かつて、 謹なる ニクス主義から社會主叛の槪念を奪ひ取り、驗なる 7|1 技的 ^ 
派の 裳から、 阈民主 栽の 槪念を も 奪 ひ 取り， そして、 兩 者を、 われらの 批界觀 .し^^ 

打げ こみ、 そこから ドィッ 與民 社命 i とい ふ、 水 痛の 如く 透明な 备 合® が 生れ m たので あ 
ろ 。それは、 わが 阔民神 迚 の 仁め の 、第ーの某礎を创つ仁。かくの如くしてこの ^ 命は阀民 
計 舍キ義 的で あつたので ある。 

现念は 民族の 地盤から 生戾 した。 そして、 民族の 地盤から f り •世界 大戰 のとき の、 無名 
の上等兔こょつて指络されたものであろからして、この理念は また 分裂 狀 把 に条 M をつ 
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け、 民族を、# び 統一せ しめる ことが 出來 たので あつた • 

國の對外的防備は贲に軟弱で、有名無寅なものであつた。阈内にあつては、民族は支離滅裂 
とな り、 _的に離問され、無數の傷に痛められてゐた。 11 つまた阈内には、多くの « 派、幟 
業、 身分、 附級、 •： >!■: 敎の對 立が 猛烈で あつた U われらの 總統 、ァドルフ •ヒ トラ— は、 ドィツ 
尺 族の 內 •€ 的 緊密 性が、 阈 のこの 對外 的狀 態を 抱攝 したと きに のみ、 N は、 永 枝 性を 保持し、 
强カ にな o 得る" とい ふこと を 知つ たので ある。 しかして この ことは、 嫩近 十四 年 問の 附級か 
0 れら の迤 觔、 卽ち 、神々 の 利铒關 係を 有する 人々 ょり 成ろ 民族、 楝 々の ^ 敎 、缺業 、身分、 
ら成ろ民族から、洱び一ドィツ民族を形成しょぅとすろ迷動の、笫一の事龙であつた。 

われらは、 如何に ^ 々、 この增 上に 立つ たこと であらぅ か！ また、 或ると きは この 惮、 あ 
るときはあの调と"如何に旭々、ドィツの他の埸所の增上で叫び较けて來たことであらぅか！ 
われらは、 あちらの «; 、こちらの町と、靳けづ0まはり、微诅的な人や、絕望に陷らんとした 
人々に、熱_を以て切氣づけて來た。いつもいつも、百_遍も、千遍も、ー孢遍も、十萬遍も、 
ドィツ 民族は 蘇生し なければ ならない とい ふこと が、 大衆に た、 i きこまれた。 かくして、 われ 
らは、 萊 派 や 階級 や 身分の 抗爭 を、 次から 次へ と 打れ 壞し 、それらを、 この 新しき 21 家の 礎 



石、 大黑柱 にまで 作 ゎ上けたものであろ。かくすろことは非常に苦しい、永年に 11 る勞作で丨 

つた。 勝利の 表徴のう ちに あろ 今 U 、 歡呼 の聲 のみ 麝き 渡る 今日、 そこ $、 人々 は靜か な 時 
を代て、われらが、埘々、到豉征服し得ないと思つてゐ仁この恐るべき窮乏、そしでまた、い 
つもいつも、われらに內商的なヵを駔り立たせ、いまー氓やつてみるべきだと思ひ立たせた、 
この 恐るべき 網乏 のこと を、 想つ てみ ろべき であ 6 。速 勣は地 .に ! a ち、 辛うじて 生れた ばかり 
で、 新しく 分裂し、 そして 科び 明ろ みに 出されて しまつた。 

なんとい ふ 大きな 勞作だ らう！ なんとい ふ 莫大な 格 牲 であらう！ なんとい ふ 献身で あら 
う！ その 故に われらが、 跺返 し»返 し、 m 會や祝 典を、 わが ドィッ 民族の 强ヵ なる 復沾の 表 
微として催してゐろ。その丁度いまにさへも、常にわれらは"凡てを跗して戰つた人々に對し 
て、思ひを寄せょうと思ふのである。彼等のうちの大部分は、今は無き人となり、或ろ人は 
廢 人となり、 また^; 獨な 人と なつて ゐる 。彼等は 鞔ひ 枝け、 凡てを 铋牲 にし、 脚 爭と 勤労の み 
が彼等の锭ひであつた。そして、たとへ赤乜派を荔ばすやうなことになろかも知れないが、 |) 
れら はこ こに、 僧侶に なりたい くら ゐなの だ。 —— しがし われらは、 悄 侶になる やうな 収は少 
しもな かつ 仁。 われらには、 その 時が なかつ た。 われらは、 あまりに も 多く俲 き、 われらを® 



へた M 平に 沒 S し 過' きた、 とい ふこ i は 曾 ひ 得る の だ。 れら は、 ひたすらに ドィッな 為 
宇 物- •ト ィッと いふ 作品の— エの意味に於て’ ^ 働片でありたいのだ。辛苦 *« 1極めた 
荔に從 S し、 K 外的に 篇 しながら、 今や f りつ、 あろ證 を、® 次に 作り h •げたので あ 

る 0 

^: 成 ，^ 0 ょ&に ^ ちてゐろ0それらは3}- ^ な心ょり生れたものてあるヵら ^ 弱なも0-」ク 
つた。 机 織 太*^ 弱な もので あ れ"そしてこの組織は卑炫にも解散した。その組織も亦卑怯な 
心ょ、 f つた もので あつたから である。 如 M に無怜 にも、 それらは 一人の 少 f 二人の 與 
にょつて奶減され、打ちくだかれたことか。それには、十ニ人ほどの人も耍らなかつた。こ 

の ^ 俲指裰 者たち は、 如何に その 勞働者 たちを ^ 切つ たこと か。 余は、 ^ 釘に 次の ことを 

ー -,1* ひ得ろのだ。卽ち、もしも余が、ドィッ芡働者をして、その所 ^ 指導者の行爲と、給與をめ 
ぐつ て そ 2 人 iism されべ 無繁 ■とに、— 向け 4 ろ 時〒 可能 f 持つ てゐ たな 
らば、 K つまた •そ が胬 sg 位を^: めて t— にさへ も、 篇 S、 彼の 指導者 
が如何なろものであもかを認酿するであらぅ。我に强カな赤色派の上流僧仲れちがそ0年 
余- のために、 寺 ^ を も 計算の 中に 人れ ょぅと 思つ た ^ 合、 まれ. 彼轉が計 # 民主黨 ^ な 41 ー 



^ として、ドイツ民族と «1 阏を琪切つた玛合には、當 ^ 奔は ^ 鼢办を、熒働教に.示す必 ^ が 

あつた。 厢主 たちは、 三十 年 四十 年の 間、 兵役 年 齡を 加へ て、 十八 谈以 ドを、 年金 年齡 とすろ 
ことを 問 通に しな かつた。 これこそ赤色派の征服であつたのだ。 しかしながら 彼等は、 ドイ 
ツ民族 、特に ドイツの 努锄茗 を かく も 失 ^ させた が 故に" 彼等は、 D 分に もはや 從つて 米る 
人は ゐな いと 免へ たが 故に、 その 故にの み、 彼等は 後 雄荠を 失つ たので あろ。 F 級な 生活 
をしよぅとは、彼练のぅちの誰も望んではゐなかつたが、むしろ彼等の誰でもが要求してゐた 
ことは、 現 狀を あ #. らめ るより ほかない とい ふこと であつ •た。 ー舣の ドイツ人が 社 ^ 民主 裸 ス 
の 人々 に耍 求した ことは、 0 分の ためにでは なく、 他人の ため •に 働くべき ことを ^ んでゐ た。* 3 
そして かくの 如き 勤 ^ の ^ 解は ドイツ W 民に あつて、 以前 か ら 常に 要求せられ てゐ たこと であ 
った。 . * 

I : 派 G 分裂から して、 われらは 今や、 漸次に 网 S をし 始めた。 こ， れらの 古い 諸 I は、 

今 ：1:では、取に汾格な布在た6に過 ^ ない。今0もしも、或ろ人が" ^1 か政览的な适味で話す 
必要が あつて、 或る 裳 派に 名 稱を與 へろ ならば， その 人は、 それだけで、 演說 者と しての 资格 
を 全然 失つ てし まふ。 なぜならば* 名 稱を與 へろ 場合す でに、 全 ^ 衆の 間には 物 也い 喝采の 以 



發が起つてゐろからである、そして彼等は、もはやその來派のことは、眞灿@に考へないから 
である。 今 3、これらの汾稽なろ諸策派や群小 « 派のことを、淮が考へてゐるであらうか？ 

みんな笑つてゐるだけである。そこにあるのは、人々が、洽も有史以前の動物を驁いて只 
る やうに、 いま 一度、 頭を かしげて、 ドイツ S の 中で 爲し てきた ことを、 s つめて ゐる 他の 時 
代の、 ほんの 栉かな 痕跡に すぎない の. であろ。 

ァドルフ •ヒ トラ— も 亦、 この 内政 的 1 E 結を 爲し 遂げた G ち 初めて、 1 の 版闽を S 對外 
的に、 强化 するとい ふこと に 思 ひつく ことが m 來たの である。 それは、 數世紀 前より、 •ト イツ 134 
の 心からの 夢と 希 等 あつた。 卽ち 彼は、 ドイツ s 宰相 i いふ 唯一つ の 法則に よつ て、 神 び网 
嚷 の 統一を 樹て ia した。 何 虛 にこの 法則が 殘され てゐる だら うか。 つい 数ヶ月 前までは、 問題 
にされてゐたバ群小黧派-の土地、卽ちマイン河以南も、間もなく、ヒトラーが行勘を起し始め 
たとい ふこと を、 g 驗 しない わけには 行かな かつれ のでは なか. つた か。 この 法則に よつ て、 時 
代の 人々 の 熟宰 して ゐた ことは 速せられ た。 卽 ち、 网 家の 力、 陶家の 王符は あら ゆろ 聯邦に 
於て 決定され た。 多様性、 K 聯邦の 獨向 性、 それらの 土请 的な 生活、 かう いつた ものは 擁 f 
れて 行く であらう。 今や 頃は、 资祕め 金を 以て、 分 枚して ゐろ 霓を 包括 せんとして々 



-0。 わ れ ら；1.;今や，ドィツ尺族ル-’その命»れ 0) ぅちに、 ビツ タリ と饵 1£ しなけわ*< /: ... -> 

い。 しかして， 作费 部屋から やつて 来た 勞働者 諸 1 5は、今やこのドィツ民族建跤の伫めの銀冶 
エな ので ある。 諸 岩は， そのために、 われらの 作 索 部 S で、 われらの T ; 場で 働かなければ なら 
ない。 ^ 対は 問® の 所在を つきつめて， とも すれば！ 3動的にならんとする同胞に對して锚へる 
ために、 絕ぇず 生 K し， 銪練 し、 研究し なければ ならない。 

永年に苴り、われらの鬪带の |^ 存たゎしところのもの>卽ち*あらゆる人々を惹きつけ*改 
揸 し、 腐敗した 組織の 不潔 物から、 彼を W び 解放し、 ドィツの 鬪士 ，ドィツの 人間， たらしめ る 5 
ための、 ド <ツ » 神捶 得の 永遠の 努力-? s -( f は 今や これを こそ. われらの 事業に 於て、 押—- 滑： 
めなければならない。 * 打は絕ぇず努カし铕け、あら§るドィツ梂神を «| 得すろために戰はね 
ばなら ない。 沾れ は、 作 胂狀態か.ら微沮的態庞をもぎとらねばならない。そして*諸«は、« 
抑的な人々を柊«し、說き伏せなければならない。 

たしかに、 われらは 大勝 利を Jit めた。 そして， 勝利 あろ 每に また、 これに 伴つ た 現噪が あ 
4' 。か、ろ隨伴現«,これが形勢といふものであろ。われらは、内苘的には、われら4何らの 
も 持つ てゐな いやぅな 多くの もの 、あることを知つて*ろ。そしてまた、1蚊に内而的に 



は、！： 尺 社 分 卞莪 1: 對 して、 何らの 玴解も 持 つて矫らず、而も今！：：突然に、热烈な闪以社分 
丰範芥になつたやぅな多くのもの、あ 0 ことを知つてゐる。それらはやのやぅに、はびこつて 
るろ。 との 埸合に m 要な のは、 思 ^ とい ふこと である。 なぜなら •は、 われらが 并て十 年の ^ 
きに苴つて 111 究して來てゐろところのものを爲しとげろのは、决して外而的な衣災や 、 & 
取ではなく、また無褀息災を覜ふ拶挨でもない。否、阈民社矜卞範者であろかどぅかといふ心 
のみが、それを決{疋するからである。われらは、悟性の中から、_爭丼、阑民社羚ヤ衣荠の 
!1\ ろ ことを 少しも 欲すろ ものでは ない。 否、それらは心の深奥からのみ、全心愔からのみ紀 
ハて來て、われらに興じ、われらのものとなるべきである。 ;1 つその故に、われらは、阑尺社 
拎 -1- -詨者になつて 0 とかどぅかといふことを知るために、怊性の阁内ではなく、心の中を收き 
认ろことを、判然と阽密に、しかも沦然と試みたいと思ふ。しかし他.曲に於ては、われらはま 
た、 太つ 腹のと ころがなければ ならない。 われらは、 ilt i 々たろ 役！： をし ようとす ろ ものでは な 
ぃ。實 |: ゎれらは勝者でぁろ。ニ三の人が、ゎれらは憇酱ではぁろまぃか、ゎれらは娲色 
め シャツを Trv た 昨徙ではぁろまぃか、またその他何かではぁろまぃか、と ^ ったかど3かとぃ 
ふことが"なんーたとぃふのだ！彼等が供てさぅ苢ったときに、その贯集は、付を意味する 



といふのだ！年=:は過き去ゎ、そして彼ギは内而的佗念ル撖樹して、今や、わわ. |> のもと 
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i v ' ふの だ！ 年 ^:は過 ^ 去り-そして彼岛は内而的仏念ん和构して’今や’ ^ ゎ-しのもと 

に走せ參じてゐろ。«に、われらとてもみんな-その戢初から，生れながらの1:« *'|: 科 +. ;.3 
各ではなかつたのだ。故にわれらは太つ权であ0たい，われらも并ては，別のことをおへて 
* /; とい ふこと を 知つ て* る。 しかして われらを、 この ® ある 目標に 導き 来たつ た 人々 に對し 
て， « 谢したぃのであろ。且つわれら內身が、 ^ 民社衿卞義者であればあ*ほど，そして^1 
分を、 3 社# 主 箱 荠 として /® ずれば® ずる ほど* |府 太つ «に、しかも； ;«- ^| ||< に> 4) れ 
ら は-' t た， 過去の こ とどもを «. 渡すことが川來、木當に权» &- く、和解の乎を基し出+こ-^ 
ゲ出來るのであろ。しかし、他. |« 、坨族を * すろやぅなことが、 » ね起つて*ろ坳合には、 
1!5 |!« 的に正當なろ '!« « が行はれねばならない。なぜならば、これこそ、人 !)|1 'か他.<-ん-,5 « し 

”し ろナ W CJ 第1 _1- |1| 提てあろからてあろ。その ^ 合に 小人たちにで « なく、 人 ,'/: 物に » 

4- JI - めなければ ならぬ。 小人たち は、 われら U 放任す ろつ もり；；：。 がし かし、 絕ぇず 此方の 例 
から 他の 側へ ^ 渡りす ろ ことを， g つて* ろ 大立物 、- h た 今は 此處か と 思 ふ 4、今度は彼圯で* 
g-M する こ i を 知つ て* る大立 物に あつて は、 撤斑 的に 烈しく、 正 當なる 報復が 行 はれろ であ 
らぅし， また 行 はれなければ ならない 〇. 




かかる 聯 ^ に於て、あらゆろものは淸潔 1- され、純潔にされ、紙み立てられろのであるか 
らして、われらもまれ、ここに，新しき ^ 史の规則や职人の規如を 乳 解し なけ ォはな らな 
い 。われらは 欺され ろの マは ない。 尙 それは 蟹な ろ规 則で ある。 この 規則が 存在し なけれ 
ばならぬ垛合には、人々は货り知れぬ讯飧を被ろことになる。それが、誤つて用ひられる埸 
告 に ま、 生計は 粉砰 されて しま ふ。 しかして その ^ 則は、 かく も ^ 格で あり また 齡格で あ 
らね ばなら ぬが 故に、 八 ホは 火！ i w 外の 人は、 決して、 その 部 ドの 登用と 除名の 決定を 行つ て 
It ならない、 とい ふこと を 要求した ので あろ。 一勞働 其 • 一門 ^ の 運命が 問 越で あろ かどう 
か、 或 ひは、 大 以の運命が問題であろかどうかといふことは、この尨味に於て同ーのことであ 
る。 規則に 對す ろ關 係は、 兩术 とも 同じく 解 格で ある。 それ故に われらは 、規則に 關 しては 潔 
h でありたい。 卽 t , 、 法則を 適用す るに 當つ ては、 ^ 人が" その 姣も個 性的な 本能の ままに な 
“得 ると 思つ たり、 個人的な 役 餿 行 爲を行 ひ 得ろ と 思 ふやう になつ ては ならない。 とい ふの 
は、彼は恐らく"學校へ入つた當時ょりすでに、_彼と交はつて、邪.您なるものとなつエゐ6 
.からで ある。 そんな 軚 であつ てはいけ ない。 唯一の 規埤 は、 その 人々 が、 阈家 のた めを 思つ て 
,•0 るか どうか、 或 ひは、 民族に 反逆して 6 るか どうか" とい ふこと だけで ある。 これ こそ， こ 
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こで決定？れてょい唯一の规準である。かくして*«則は、#良な道義心を抟つ酋史たちを 

して、除らかに、その頭を捽げしめることが (|1 來る。規則は.官史にとつても，厢人に4つて 
fe 共に、 at 些小 なろ もの 4 なつて くろで あら.. 7。 人間が 一 « に 正しく あり 得る 限 h に 於 
て* あら s る 正 箱は， ここに 與へ られろ であらぅ。 余は •無數 の 資任 について、 諸君に 對し公 
明でありたい。なぜならば、この责任は取にわれら大臣たちが>引き受けろばかりでなく、 
15 » も 負 抢する もの だからで ある。 

余は最近，街發者たちが集つて來て&ろことを知つてゐろ彼等は、恐らく、0分らでこの 
矜玛 を獨 占せ んと思 ふが 故に. 或 ひは* 彼等には、 その 男が こころょから ぬが 故に ひしめ 
き 合 ひ， 集 ひ來 つて， 多くは 兢爭の 猜疑心から •あちこちの 人を •吿發 して* るのを 余は 知 
つて *% ろ。 それ故、今や，その《は社分ょゎ放逐5れ、誹謗5れ、*發3れてゐる。 1 « 
雅を街發するのであるか。彼はもはや.烛も善良なるもの4されて*るのだ。公然と迪み 
出て、 「私は 街® します J i 云 ふ 人は、 まれ、 次には 0 分の 告訴を 岡 守し なければ ならぬ 人 
に B する こと となる であら <フ。 しかし， これ 4は 別に 通 まは しに、 背後ょり、 夜陰に* し 
て •目立たぬ やぅに • K 名の 手紙に* « も © 質*思ひつきを逬ぃてょこす人々、これこそ* 
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大抵の埸合、誤報を撕めることになるところの许發其である。われらは、0分〇斗で、われら 
の 民族と 阈 f 淸 潔に 保つ て 行かなければ ならない。 各人が， 常 然の棵 利を 要求す ろた めに 
4 ::訴 すろ ことは よい 。だが、 その 先 訴が 誤つ て： S り、 杓 造の もので あろ 埸 合には、 彼が 他人 
を、 作說 したと いふ ことのた めに、 規則の？ は 彼の 方に 泣つ て來 るので ある。 われらが この 极 
本命姐に注意するならば、かくの如き規則の松格さがあるにも狗はらず、われらはそれらを 
わが 民族 备 界 あらしめ ろた めに 使 ふこと が m 来ろ、 とい ふこと に 余は、 爲を 持つ もので あ 
*0〇 

われらがもし毛、餘りにも熟心な人々について鉛0、時 ^ に剌戟されてゐろ人々について妍 
つたとするならば、今：2われらのもとに集つてゐろ說ー人として"時 ^ の剌戟から來てゐるの 
ではない とい ふこと、 これ 一た け •か 確かな こと だ。 余を して 信ぜし めよ！ 非常な 勅 勉と热 心さ 
を 持つ にも枸 はらず、 いは ゆろ 御都合主義の 人々 は、 ぅまい ことには、 單な る、 消ぇよぅ とし 
てゐろ 1斷 ;'.* に過ぎないほどとなつてゐろの'た。この (1 かに突如として、千人、ー啟人と、 
われらのと ころへ 流れ f らせる 力を 抟 つた 励 機 や 极撺が ある。 或る 部分では 丨 裳は 銳 
しく この ことを 知つ て ゐる ——粑迫 や强制 が、 あまりに 猛烈に 押し かぶ さろ ので、 彼等は、 
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最 t よき 意 芯を 抟 つて* て も* 活動す ろ こ i が 出来な かつた ので ある。 しかし、 この こ とも 
W : 定的の ことでは ない。 否！ それを 忘れて はいけ ない が、 それは また 別な ことに® すろ の 
であろ。 —— この ことにつ いては、 われらは 跨 h を以 つて、 樂 觀する ことが 出来る。 —— 幾 H 
典の ドィツ人は， この® 年間、 ドィツ K 内を 走.：： 挝 り、 そして 阙民社 # 主義とは 何で あるか 
4いふことを、少しも念妯に歷かなかつわ。 彼等は •褐色の シャツを 珩た縱 K を も、 しげし 
げ と 眺め、 梅11!のやぅに、この縱険の恐怖を»いたユダャの新聞を通み、國找肚妗主班とは、 
如 <''1 に懇いものであるかといふことを掰み、それは乩てのものを破壞し*凡てのものを濟化 
させ， 無秩 111- と 解 體を 結果す >0 であらぅ、 とい ふやぅな ことか 冶んだ。 かくの 如く 彼等は、 
瞞 i 5 されて* た 被 等は， われらを 認めな かつた。 成ろ «の 人々 は* 阑民 の* 命に 關與 し抖ろ た 
めには、あまりにも鈍惑であつれ。報酬は少しもなく、あらゆろものは，あまりにも^^たる 
もので あり、 悲しむべき 狀搌 にあ 0、絕笮の叫び (1 ,あ*0にも大きかつた。このとき突如 
として，この運觔が勃 * し、突如として、坫蚩は拭ひとられ、突如としてここに冉び初*て光 
は差し込み，太隘が輝き出たのであろ。そしてわれらは今や’ト离、否 0' 离の人が、かく6 
突然に， 如何にして目解めたかを兑ろのである。彼等は迷妥から解め、.何か猜界的なものを 
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見て ゐる 。彼等は、 突然 如何にして、 ここに 一つの 遝灿 が、 誹謗され、 放 ^ され、 敵 ^ した か 
を 見て ゐる 。光は 彼 ^ の •刚の 手に 述ばれ 、新しい 奍が來 て •あらゆる ものが 轉換 したと いふ こ 
とに 彼等は 幸福を 感じて ゐる 。新しい 歡與 、新しい 希望が 齎され た。 しかも かくして、 埋めら 
れ 、拟 はれて ゐた信 念が、 甦つ てく ろで あらう。 この 幸 $ な 人々 こそ、 今 ロ、 われらの もとに 
集 h 來 たつて ゐろ 人々 なの だ 0 ー彼蜱 は 云 ふ、 然 われらは、 今までに それを 知らな かつた 
の だと 。そして、 われらに 訴へ てく る。 われ ^ は、 あまりに も ^ 弱で あつたの だと。 しかし、 
われらは 明 浴して はゐな かつた。 われらは、 それを 知らな かつた の だ。 われらが、 び UIE けて 
來た凡てのこと、意識下にのみ觔き統けて來た凡てのことは、今や眞赏となつてきた。 それ 
故、 われらの 中に 人る ことを 許さう！ みんな善良なる人々である。明0は、すでに、戰士 
となることの圯來ろ人々であ6。諸对は益々、同胞を披舞し .% 彼等の感情を强化しなければな 
ら勺 彼等は 你大 なる 取 隊を 作り上げなければ ならぬ。 かくして 初めて、 ドィッは みな 阈 K 社 
舍主我 的に のみ 物を 應 ずるので ある。 そのと きに こそ、 この 民族の 結合は、 永逮の ものと なる 
だ らう。 

Tr ふまで もな く！ s fl は、 われらの 作業 室の 中で、 經济 的な 問 趄や 社會 的な 問題を も、 取り 
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押は な けわばならない。勿論、 »11- 讲は經濟的にも、男女の仲 !:;1 に到して支柱たるものでなけれ 
ばなら ない。 とは 笞へ 、これが 第一の ,^ 題では ない の だ。 然 h ! 物找的なものではなく、 
现念 的な もの こそ、 ここで もまた 笫一の ものである。 ドイツの 勞俲者 や、 ドイツの ® 人を、 ド 
イツ 阈 民 社 會主® になり きる まで、 tit 界覜的 に 練 り ^. げ、形作り、敎竹す6作業室がまた、第 
一の 問驳 となる ので ある。 これ こそ、 われらの 第一の 裸 租で ある。 諸 溢は、 并 ての マルクス 主 
袭荇や共產主義者に對して、匁働は斲じて呪叽ではなく、祝幅であるといふことを种び叫瞭に 
させなければ ならない。 

われらの 各々 が、 C 己の 勞働に 於て、 #; 利を 洱現 するとい ふの が、 われらの 社 v vr 主義で あ 
ろ。 一人が よく赍 傚し、 他の 一人の 勞働の 仕方の 惡い ときには、 成 SZ によつ て、 ー人は >|\ 進 
し、 他の 一人は、 尙しば らくの 問、 速 足を させて 说けば よい か。 

かくの 如くして、 われらは 洱び阈家を樹て疽すつもゎだ。漸次に名狀し難いほどの苦穷を忍 
びつ、、勞働に於け6この »; 利を洱び樹立するであらぅ。われらは*トイツ人に洱び努働を與へ 
れい。 かくして 彼は、 c 分で 0 分の バンを 作ろ ことが 出來 ろので ある。 人間と いふ ものは、 
门分 ^ 身のカで生きて行くことが可能である。 そして、 何らかの拨功を得つ-生きて行くと 




いふ やぅ }- は记められてゐない、といふことを洱び俾播させ、 試して 兑た いの だ。 しかし. •< 
ふまで もな く、 拔族や 岡 民の 全 體 は* 故に、 一人の 人 も 飢硪に 恥し ない とい ふこと に it 仔 ^ 
負 ふ ものである。 なぜならば、 その 埸合 には" 人々 が、 その 人から" 勞慟に 於け ろ檬利 を 盗 
んでゐ たので あるから であろ。 それは、 阈民全 體から •要求？ れね ばなら ないで あらぅ。 他 商 
公 は， 個々 人から、 民族と «民への奉仕に、その全カ々掉げる、といふことを耍求すろ。 

今週は 非常に 多くの ことがあつ た。 われらは この 週間に、 絕ぇ ず、 新しい 祺柄か 體驗 し、 k 
て米た。マルクス主箝は、この週間に、はつきりと、外面的に、崩堉して來た》法律や命令、 
その他あらゆろ、出來得る限りの方让にょつて、人々はマルクス主葙の外而的机椒を、破碎 
すろ ことが 出來た 。しかしながら、 それは 結： S 、外面 的に 砟かれ たに 過ぎな かつ 仁。 ^ ^ 、 较 
祭、執行忧は、汛に形式を砘坊すろことしか出來ない。しか.し、マルクス主狻的な理念を粉砟 
し 破 壞しなければならないのだ。しかし理念は、外面的な手段を以て破壊されたり、否 ^ され 
た りすろ のでは なくして、 或る 理念を 征服す る 力が、 内面的 忻侦 に甚 いて、 現れなければ な 
ら ぬ。 こ G 力は 、 P から 作られなければ なら 3。 もしも 人 ぺか、 一 つの 理念の 代りに' 他の 
玴念を瓰き、しかも、この理念が、他胬ょりも優れて居り、他靠を殺すために、ょり明確であ 
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h 、 よ れ多くの私招 1'4-: と精カを持たねばならないとすれは、前の现念は抓取に破壊十ろこと 
が 出來 *^」あらシ。この枳本命趙よりして"闪民社 # 生袭的货界覼は、マルクスキ ^ 的幻肜 
を 破 ^ したので ある。 作 ^ 室は 絕ぇ ず、 マルクス 主 雜を攻 蜗す るた めに、 存在し なければ な 
らぬ。 r 4 f 7 v u 、 諸君の 内面的 ^ 驗 からしての み、 この ことを れし得 0 のだ。諸逬が会銥か打ち 
こんで ゐろ 力は" 卽ち われらが 說敎 すると ころの もの" われらが 行 ふところの もの、 われらが 
形成せんと欲するところのものに對すろ信钮でなければならない0更には卽れ、竹目的忠誠、 
あら ゆろ ものを 作つ た總統 に對 する 忠 _、 これなかり せ ば、 われらが 今 ロ兑 ろ 如き もの U 、 存 
/ I : しな かつた であらぅ。 ^ ！ r か 艰紀を 羝奉 すろ とき、 この 力は E ® めろ ので あろ。 逛隊 とい ふ 
ものは、 5 • 7» , » に行はれてゐろやぅに、多くの假定々持つことが ||1 來ろ。よりよき戰 *^ よきより 
武器、 ベ 斿仞 、政 •上の 指 抑、 その他す ベての ものが ^ つて ゐても —— それらが、 內 iLq 的な 班 ^ 
を抟つてゐなかつたならば、そのポ眹は打ちのめされ、否定されてしまふ。部隊は小なりとい 
へど も、： ホ 紀を 持つ で ゐ ろなら ば、 必ず、 不 紀律な 大群 集を 打ちのめし、 征脱 する であらぅ 0 
それ 故 •，人が 旣 UC 分で 持つ て袞內 的雜 V 今度は、 馨の 上に 光を 放ち、 彼 S 

すろ述動の上に光を放つ、といふことが必然的となろのである。 
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?て諸対には更に、ニつの大きなカの浼泉が與へられて*る。そしてこれらは>就中>必然 
的に ;» «を救濟し，われらの珣念を勝利に墀§、その他の理念を沒落せしめるものである。 
ドィツは 生きなければ ならぬ •ドィツ it 生きる であらぅ。 われらが、 それを 欲し、 それは 必然 
的なものであるからである。こ如こそ不励の«念である。この 2 £念は* 18 君等にカを與へてく 
れるであらぅ。そしてこの信念から*次には存5 «-. 、人間が絕*?;に陪つた4きに？へ、人沏の心 
を 絕ぇず35极す 6 希宰や_が生じてくる。われらのところに夜が迫つて來ょぅとも，相笔3 
松明が砷いてゐろ間は、_1人としてわち負けないであらぅ。抨打は、この汽！2的なカの婭泉 
から起つて來なければならなぃ。沭パは珂念を抟たなけれ.はならない。 1? 財は勝利にまで到ー迷 
しなければ ならない。 

(;-; 5、忠誠’紀你、 13 念’希望、これこそこの運觔の籾なべき支柱であ6。なぜならば、こ 
の速動は、これらの强カなる理念の捣ひ手となつたからである。 

*> れらは生き伫いのだ。そしてその故に，われらは生きぬくであらぅ。われらの时には名狀 
し找き - Ur ® 大な * 0 墟の M 财が横 たはつて*ろ。あらゆるものは崩壊し、钿り荒され、«り 
返？ れ、 し、 腐れ 梁て て* ろのを！ 2«は见る。 ?|£ 活の作業はすでに始まつて* 6 。ほんの 
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少しは、すでに維；珂され、そこにはすでに、人々の耕作の確 ^ たろ地餃とな.0枵るものが玷ぇ 

始めて ゐる 。しかしな ほ、 逸々 と、 形 茫 と、 荒廢 は縝き 、廢墟 は 横た はつて ゐ る。 あら ゆろ も 
のは荒涼とし、壞はされ琺してゐろ。諸对は勞働し"著手すろことに慣れ6であらぅ。その议 
に、いま現在では、た ^ 夹のぜ瑰のみが通 )« するのであろ。われらの民族と租國の亡めに、穷 
働また養働、矾1:は « ひ新しく建 |9: されなければならない、と。規爽と活動せょ！ 神は われ 
らの染 耄を £2 關すろ.であらぅ！。 

r |九ーニ三*四、九、シ孤 1»? ルト*パ9ストにて) 
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勝利の H 

!! ^ は、本日この ^ 念すべきー月ーニ卜ロを以て、ここにその笫ー间の ^ 祺がなされた】この 
一 HH い" は、 ドイッ € fh > イッ^; S 命に 決定的な I 备した n である。 

雨來 一^-を 終 過 しれ。 この 間は 正に 十 年間の® き 思 ひがした のて あろ。 それ ほと こめ 一 
ザ” の S 化は 大きく、 なされれ 仕*^ は你大 であり、 起つ た 第 件 や、 W 民の 献身した 為 柄 U 特ゲ 

な もので あつ 仁ので ある。 • 

それは ドイツの— の 一年で あろ。 しかし、 それは、 また t 史的 意味を も 持つ た 一半で あ 
ろ。屈：^かへ深淵から' «1! ^ の夜から、ドイづ阀民は新伫に立ち上つたのであろ。ドイヴ ^ 
1-1 は、それなくしては如何なろ阈戌も生存す 6 ことの讯來ないニつの槪念卽もす界と"^^と 
を 取り 還し ねので ある。 

妹 に 年っ て ドイツ 闽， «■ に 所 ^ して ゐ II 連中に とつて、 今 H のこの ^ 議 は、 以 №1 の # ^ に 比へ 
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て如：：に相迪してゐろことであらぅか。 

外では阀民が道に溢わ、嘥聲を祺げて居る。しかして彼緙は、彼等の總統ァドルフ.ヒト_ 7 
- に 感謝の 愛を 捧げん と 夢中に なつて ゐろ ので あろ。 

本=:今や阈民は、こ '-; ^ # に嗲 # して店ろ人々は、巩痛なしに總統に服從すろことを決 ^ し 
てゐろ 片で ある ことを 知つ て ^ ろ。 

ところで、か、る愛、か、る全幅の位任は何を意味するのであらぅか。いふまでもなく"遂 
ひに -^ れら は乂總 統と指 導 者を 得れの だ、 とい ふ 阔民の 滿足以 外の ものでは ない。 

從 ^ 、 ^ 钤书 ^ の卜年間に於ては、阀拢^、各自の運命は各， 1'.1 に委されてゐたのであろ。卽 
ち1:尺 (1 ぞれぞれの利赉關係に於て行動をすることに狄められたのであ 6 。從來は、指缚とい 
ふ ものは、 蒌璁 して、 婢比 03 r か：！： をな すべき かに 迷つ たので ある。 指導は、 多數と いふ無ヶ -»1 
饫 ± ;/; もとに甘んじて哌し泔5れんとしてゐた。ところで今0指填’といふものが、ー丑ょしと 
B つたこと を、 字 ^ すろ ところな く斷行 する 勇 ^ が あろと いふ ことは、 阈民 の齊 しく 認めて ゐ 
ろと ころで あろ。 

吨ひは決して容妫なものではない。そして、われらのこの |4|1 紿は凡ゆる方闹から攻哦せられ 
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で米れ。この闯結を分放せしめょぅとして、不安と狖柄を注\すろための裂け0をつくらぅと 
十ろ ^ A ' か 執 5 |1 跺返された。だがこれらの試みは失敗しれ。われらは 1 さぅ しなければ な 
らな い祺合 は-— 技 忍な ろ. 冷闻を以て阀*の敵を打ら倒しれ。阐民の利害に對して自己の利* 
を片银すちといふ過去のものに對して-われらは斷乎^^^するところなく立ち向ふものであ 
ろ" 

また將來に於てもわれらは、われらの锪統の«志にしれがつて*この阳結を©«せんとする 
凡§ろ過去3ものと抗爭すろであらぅ。卽ちそれが左羽であらぅと右 ^ であらぅと、われらは 
M 絲の決 ,® を 以て、 これに 對抗 すろ ものである。 今や 如何な ろ W 4S と雖 も、 ドィ ッ國民 の 商 描 
を 利用して、 以て 0「しの利益 « 促進しょぅとすろが如きことほ出來ることではない。 

今一：: ド <ッ阑 民 はれ だ 一つの ことを 知つ て 居る だけで ある。 卽ち 彼等の 總統 i 、 それから 彼 
が削妗し、そしてこの阚拔が築き上げ伫運勧、これだけを知つてゐろだけである。しかして- 
この£民はた'たこの總枝とその運動とだけに忠 3« を秘ひ、彼婷の未來の凡てを換げて總統に1 
任す ろ。 

この •- 半は cn らの苐 ：ー-通家の形戍カを示したのであろ。しかして、この1年間 |_ 凡 | , 1) ろ賊 
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この 7J 牛は on らの第 H I4 ^ の 形成 力を 示した ので あろ* しかして、 この 一年間に 凡ゆる 昧 



念の立て 1£1 し'かなさわれ。もはやドィッにけ各勹 ^ ^ なことが出米れやうな^^は存扑しない 

ので ある。 或る 地方では かう いふ ことを なし、 他の 地方では かう いふ ことを するとい ふこと 
は |11 來なぃのである。われらはただ1つの迎觔を持つてゐろ ^ けであり、仁'たーつの网战を知 
つて ゐろ だけで あり、 ただ 一人の 總統を 信賴 する だけで ある。 丁度 それと 同じ やうに、 われら 
はただーつの阈家を、仁だ1つの椎威を、ただ1つの錄鯓を、ただ一つの主權 I そして それ 
は 阑采の 主 檐で ある I を 知つ てゐろ だけで あろ。 

し伫がつて、本：=のこの钤謠の猓姐といふものは、總統にょつて嫌め指示された道を進んで 
行く ことで あつて、 ま.；！ 霖 が供大 な， 0 錯 G もとに われらに S せられ S 柄を、 全力を 遂 
して 完成す ろと いふ こと 以外には ない ので ある。 本 ロの この ^ # は" 一つの 大きな、 そして 從 
來の E 命」 あつた G 々の 盟を趙 越す る批界 親に ょる 取 初の 傅 まつた® 金な ので 先る。 今や、 
國民が 純一で ある 如く、 その 指導 も 亦、 しかして その ドィッ 國 # の 形式に ょる 代表 も 亦、 一つ 
の 想 志を 支配す ると ころの 一つ ew まつた® ^. であると いふ ことは、 世界の 齊 しく 認める とこ 
ろで あろ。 

この年に於て奇跆が現れたのであろ。ドィッの愎活のこの年を、後世の歷史家はどのやうに 
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^ くであらぅか。また赌史的妃述といふものが一始この 1«: にも玱しい夼蹟を後,に«へるとい 
ふこ t . か* どの やぅに して 完全に 出来る ので あるか* 令は 知らない。 それが 出來る とすれば、 
それは、凡ての祺を创迪し+1ところのそのただ1人の扔を指示することにょつてのみであろこ 
とは、 躲ふ餘 地がない。 本 =, 阐民の PS 結と いふ ものが、 この！ 1# の 統一の 形の 中に 衣现？ れ 
たのであろが、正にそれ4同じやぅに、«後の » 夫、 ^ 後の勞锄片、掖後のヒトラ|少苹《 11 
に茧ろまで、われら凡ての胸には1«に、かの總 «: に對すろ«き燃 |5 .0が如き感_の念に沸き 
立つてゐろのであろ。 *) れら凡ての弈が感跑を体げ、ドィッが^^してゐれ、あの十五 <| : |1:1 、 
われらの® 氣を 111 爽せしめなかつればかりでなく、ドィッの飛蹯高撝しれこの1年 (1!1 に於ても 
亦>放を扔先きに押し立てて進み、われらを'几鉍づけ*常に位大なろ！=校をわれらに«し示し 
た i ころの、 かの 總 W に對 して。 

(一九 三 四 • 1, 三0, s fr lc -c w 
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阀 比社會- :1-: 義の阀家形成 

永い間の体命の後>稱密烷は本 11 ここに、特にプ 〇 シァの财政«報吿の0的のれめに、《分 
せられ仁。從來財政案が謀決せられて來た方法と全<違つて、今坩の新しいや.^ヵは、梆 !« と 
指缂荠原理に從ふことが笫一袭的なことであ ?> 。今：=このやぅな»筑*は、潢侍主箱的^例の 
. e 味に 於て は， もはや 議決 3 れろ ものでは ない ので あるが、 しかし、！ 2家と趵民との_な6 
結 ぴつきを炎すれめに《*せられれ諸«こそ’この财政*に關すろ報诉を爻け、《て財政のや 
り 方に a じられ ろと いふ ことは、 これは 誠に*® な ことで あり、 且つ 當然な ことで あろ。 公の 
使ひ途に躭いては、充分納得を得なければならないし，今=もな || 國紱の行政が*如何に大， ?? 
な使命を完遂しなければならないか、4いふことに就いても承知顆はねばならないのであつて、 
尙この 时政案に關聯した新しい勒试の提出をも噸ひ芘いのでぁる。 

|^ .料的には本嫌 «: 粜は，《«行政全 (« の綜怙的な阃形を示して《 6 のでぁ 6 。本铁筇劣 (7) 1 
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® 的說 明は 後 ほど 大 がす 备 であろ。 含 荇 ，本 益 案に 於て、 非常 裔 約への 

耍求と、にも枸はらず緊念なろ項：11に必耍な金額の捻出の要求とが、立派に調和？れてゐる桌 
於を 確認す* 〇 に 止め S きたいと 2 H 。 今" われらが 非常な 節約と いつても、 しかし それは、 
饵つて 見られた それとは 全く 性質の 異る もので あろ。 

節約は 從來 の ? っに 馬鹿げた、§式的な削滅に、かれこれ乎ル进すことであつてはならない 
ので あつて 、 tf であれば、 それは 物 高^-出 f とい ふょりか 、漂す t とになる の 
であろ。必要なことは、侪かのものを以て正しく贿つて、しかも多くのものを锝るといふ酞 
に、 處理し 得べき 金を 政治的に m 要な 逍に m ひる， T とで あろ。 

悚览龙の均衡がとれてゐるといふことは、破联したときに丁度それと同補の进產を相練する 
とい ふ 風な昂 留な ことでは ない？ ある。 かくて、 本裘が この やぅに 均衡を 得た こと、 
及び、 今や 純 物資 的な ものを 超ぇて、 精# 的、 物質的 發肤 のた めの 基礎を 確立すべき 命 秘が牮 
仰され仁のは、これは大敗大21ボビ，ッ敎授の特別の功拔にょるのである。ここに ^ んどす驭 
不可能と思はれろ非常に火きな闲雌が存在するのである。更に諸对は、本豫览案が分計年#の 
初頭に 完了して **0 こと、 及び S 声 S の 指導の ための 基礎が、 旣 .に 正當な 時阳 につく 
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られ てゐる ことを 承 ^ すろ であらう と 思 ふ。 これ も 亦 一つの 功 紐 である。 な‘ せな れば 、われら 
は 從來： 一々 幾 月 も 幾 月 も恃た され 仁 ものであるからで あろ。 

今 ロの 政治 情勢は、 ブ 0 シアの 問題を、 それが ブロ シアの 豫算 案と 同じ やうに m 要な 場合に 
も、 それを ただ ブロ シア 的 立場から 考热す ろと いふ やうな ことを、 もはや 許さない ので ある。 
國民社 # 主 雜革命 後の 阈家 改造が 斷行 せられて 以後は、 ブロ シア 政府の 仕 車 や ブロ シア！： 劣 機 
播の擴大といふも 0 は、ただ、ブ0シアが新阈{永の中で果すべき使命といふ覩點から見てのみ 
正當に 理解せられ るので ある。 その 使命と いふのは、 笫三一 5 家の 前衞 となり 礎石と なろ ことで 
あ 6 。槻カ璲得以來、ブロシアは第ーー|阀家の先騮たることを身を以て莳明してゐろのであ6。 

この睽常に想起しなけれはならないのは、ブロシアれ阈家の領土の五分の三を占めてゐろと 
いふ ことで ある。 したがつ て、 第三 阑家を 建設す ると いふ 大使 命の ための、 あの 第一 年 命 時代 
の 凡ゆる 仕 布は 兹磁 的に $要なものであつたのであ、。なぜなれば、この阔家の五分の一ー：に於 
. T なされる ところの やり方と いふ ものは、 ブロ シアの 土地の 廣 さから 云つ て、 當然 その他の 地 
方に影锣を及ぼす笾であつたからである。 

ここで 余は、 ただ ブロ シアに 於け る 共産 主 较と マルキシズムの 克服に 就いて •佃 草に 申し述 
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ベて g きたいと 思 ふ。 こ Gg 平の 中心は 終始 ブロ シァで あつたので あろ。 

製|沒ブロシァ^|1』常に，た'たに民主|の巾心であつたばかゎでなく、民主|か 
ら S た裝 民主主義 s ' 鬆は共 S 義 S 遙でも あつ 打、 とい 1 とは、 われらの 忘れら 
れな いこと で t 。 從 つて、 といそ〕 会 1 的な— 备 つて* たわけで あろ。 

譚漭註 大蛸後 ナチ K 政 描 树立釉 S 政府 

ブロ シァに 於け ろ！： 裏 格の# 新の ためには 、 ES 改革と 改組が 何ょり 赢本 的な こ A 」* 
あると いふ ことは、 最初から 明らかな ことで あつ 仁。 とい ふのは、 裳の 龍は、 制度の 上で 
過去の 政府から その® いところ を 受け 位いで ゐ たからで ある。® 去の 制 敗に 於て け缺 .劣は 在 

府の紳 七 諸 パが 阔民 の ^ 志に 反して、 いつまでも r4 家の 檐手で 居らぅ とすろ ための 土 布で あつ 

% 

た ことは、 明らかな ことで ある。 • 

矜 察は 铱 0 名雜係首の赶鮮すろところであつたのである。新阈家がかかろ ^ >> から阐 ^ 〇 
安 ^ 秩序を 維持す ろ 機 關を 创詨 しょぅと すろ 場合、 思 ひ 切つ た 改組を しなければ ならな ヵ广れ 
のは、 常 然な ことなので あろ。 

私 密發裒 GS 生 も 亦 生ろ ベく して 生れた もので あつた。 震 家が この®^ の S •秩序の 



156 



ための新しい機關を如何に茁耍視してゐろかは、この新阙家に向つて注ぐ凡ての流れを觀靖す 
'とい ふこと こそ 根本的な 意 莪のあ 6 ことで あると いふので、 首相 a 身 この 行政 部門の もと 
に從 » して來てゐることにょつても分 6 だらぅと思ふ。 

一 プロシァ だけの 問題で なく、 史に火 きな W 家と しての 課題は、 文化 生活の 基 新の ための 礎 
石を 据焱ろ ことで あつ 仁。 • 

ここに われらの 祺業の 仕上げが 最も 明らかに E られ たので あろ。 故 もょ くこの 新しい 阈民社 
分 卞荔 阈宗 を铒制 度から 與別 すろ ものは" 文化 ^ 域に 對 すろ その 認識で ある。 文化 領域に ^ 延 
つて ゐた 分解 作 州と いふ ものは、 取に 文化 生活の 純 梓に 外面 的な 現象の みに 止まらない ので あ 
つて、 それは 逍憾な がら 仔く ドイツの 阈民的 盘識を 腐敗せ しめ、 殆んど ドイツ ^ 神を 极本 的に 
砘 壊して ゐたの であろ。 新しく •小 動の 礎石が 据る i られ なければ ならない、 とい ふことは 必碑的 
なことであつた。ここに於て來赏、石が1つ1つ遝ばれなければならなかつたのである。ブ0 
シァの文部省はかぅいふ方向に向つて思ひ切つた、そして廣汎な仕系を押し進めて“つたので 
ぁる 0 • 

プ D シァの 國 立釗 場 も 亦、 やがて- $び ドイツ 第一の 剃 場と なろ であらぅ し、 また 货界鉍 上の 
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w -^ と秸抗 川來るやぅになろであらぅ。なぜなれば、そこには的民社#主義的料神が较初から 
支配して 來てゐ るからで ある。 

迈に阀 寒 新設の ための 特別に 苽耍な前提となるものは，國民社分主狡的司法の成立と確保で 
あろ。 ここで も 亦 われらと、 法 # 精神の 民主 主 袭的認 内との 間に 横た はる 大きな 深淵に 就いて 
述べて骰かなければならない。 

法律と いふ ものは、 無意味な 條 文に 從 つて、 血 や 拽挨と 無 關係 に 連 州され ろ もので あつて は 
ならない ので あつて、 塔ろ" 司法と W 民 及び その 中で 阑长が生まれ 6 ところの血との間には、 
生きた結びつ含といふものが確立されなければならないのであ6。われらは、搏ぴドィツの法 
律に、 凡ての ドィツ人が 各 n その 胸に 抱いて ゐる法 栉辩神 4、 立 も 鉍らな ければ ならない ので 
ある。 

ここに われらに 骒せ られた 火き な 使命が あるので あつて、 しかも われらは 僙かに その ^ につ 
いたば かりで あろ。 しかし、 端辂が 間 かれた とい ふこと、 新しい 法 栉の 建 物の 柱が 立てられる 
土荘が 据幺 られ たとい ふことは、 やはり ブロ シァ 政府の" 特に プロ. シァ 司法 大 ra の约锐 て ある 
ので ある。 



158 



この 新しい 法律 精神の 吐 物の 一つの 角 石と も S ふべき ものは、世襲炫地制であろ。この法律 
に於て初めて、國«の認識と网民の生き+1法律«神との1致が示されたのであつて、 |1 つ又そ 
れは 阈 法 制定の 先驅 として、 ブ 0 シァ の 仕事を W 宋革 新の 領域の 上に 示した ものな ので * ろ。 
同時に， この 法律は 1 s 坨保 迷の ための 思 ひ 切 つれ 工作で も あつたので ある。 

阑家押關といふものは*1つの旦大な聯勁機であつて、機梢の活励が成功すろためには大き 
な &輪'か觔くばかりでなく、小さな傳導機も亦活觔しなければならないのである。そこで，こ 
れまで 述べて 来た 仕事に 比べて， 政府の なした その他の 市 柄と いふ- .C のは、 恐らく 第二 衣 的な 
もののや5に龙へられ 6 かも知れない。ここではただーつ ^ け取り出して兑ょぅ。それは阈民 
の® 求， に 適合して* ろ山 林 監理に 就いて である。 令が かぅ いふ 點を 述べろ のは > 何も余 がかぅ 
いふ點に愛 7?? を持つてゐろからでもなく，また新しい制度を余がつくつたからといふわけから 
でもないのであつて、この新しい制度はただ山林だけのために意昧があるのではな<、それ以 
上 |- 阑民經濟上非常に利益があろからなのである。この制度は既に誰でも知つて*ることであ 
るし、また « が愦»を以て第11:阐« « 設のための下ごしらへとしてつくつて來たのである。そ 
して •プ n シァの 法規は 一; 来 行政の ための 梭璀 であつ たわけで ある' 
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最 &余は阈絮とプロシァの間を結众すろ 11! に觅耍なものル確立すろことが . 1 !\ 东た*しかもそ 
れ はこの やぅな 有機的な 楝 類の ものな ので あろ。 阈家の 改革を 活溲に 押し進める のには* この 
やぅな 制度 以上の ものは ない と、 余 は敢へて斷 -11 するものであろ。 

總統 は， '; 丨ルン ベルグに 於け る ナチ K S 火 # に 於て、 統一への ド' <• ッ阑试 の 千¥來 の ^ 望 
は必 尸代现されなければならないと首つて、邡坳の拍手を浴びたのであろが、それょり似後 
は"凡てのものをこの1點に災中し、總統の想志を 1 , |: 撤すべく助カずることは、プ 0 シァにと 
つても亦衣務となつたわけであ6。この褀業を押し迆め得るものは、阈家とブロシァの間の新 
しく 確 W とした 有機的 給 合 以外に あ o 得ない と 信ずる ものである。 

かくの 如くして ^ や、 凡 ゆろ 領域に！ e | つて 統一が 確立され たので あろ。 大跋省 を 除いては、 
ブロ シァの 将は 全部 阑 家の 大 ‘： i が 任ぜられて ゐろ ので あろ。 しかし" ブロ シァの 大藏大 Is はま 
た陴 ^ の内閣にも所腿してゐるのであ6。財政部門に於ては未だ少しも統ーされてゐないので 
あ 6 が、それといふのは、首扮长货及びわれらに於て財政の取扒ひといふものが、他0如何な 
ろ 部 n にもまして 闲雎な もので あり、 庇 汎な もので あゎ、 且つ 兑透 しが 闲難 であろ ので あつて 
ii evr ,^ 、— で充 一す ろと いふ ことは： 111的に適つたことではなからぅ、といふ酞な考へに 1 : -|| 1# 
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か “ であ *。® に 又， 12 家は SS.S 域に 於て 如何な i むか' 未だ 分らない からで 
あろ。： s jic のこと であろ が、 ブ n シァの 兩轻濟 部 門の間に、從來あつた聨合を發 ^ せし 
めた 一つの 結合が つくられて， 二つの 部 n は 一 筒 所に 猫め られ た。 

この 闲經濟 部 門が、1つの統ー的栴«のもとに1简所に紿合せられたといふところに、ドィ 
ッ經濟の强ヵな統一の可能性が存在す石のである。 

« に'— S 文部 科と ブロ シァの 文部 WS 間につ くられた 結合は、 班に® い 1 を 持つ もの 
である。 卽ち g 家の 中に 文化， 嚣 に すろ 晋 の 専門 部門が 存在し なかつ た* とい ふと こ 
ろに 火き な躁が < つ +1S であ*。 装 や；；： S •、また 人 Ms そ S 繫 S 使命 U 向つ て S 震と 
いふ も S と關係 S あ 1 和 柄は、 こ S 新しい 1 の贫に 統合 艺れた S である。 竹 樂や芝 
居の やぅな ’ ifi 接 科 學の W 域-*-- 關係 のない 純粹發 術の— は、 WS に 於て は— 劣の 所管に W 
してゐる。ブロシァではそれはなほ文部 1*| に統合5れて*る。余は前から、ブ 0 シ 7 に於て 
も* $来鉍術の問粗は、阀. « に於てそれを所管してゐ ?) ところの、大££の , ?? £: >' |- 81 かれるや 
ぅにし れ いもの だと 考へて ゐ6。 . 

坦に於近、ブロシァの 3 法行政と阀宋の 1*] 法行 ^ とが、そのセ要點に於て結合した。この« 



に 於ても 發 &| は 同様な 方向に 迆ん で* ろ ことが 分ろ であらう ± 思 ふ。 阑尖の司法折は立.法を -»1 
り、析刊 <* の褊篆を行ふのであるが、その從來の檐任«務で |« 張し過ぎた危險があつたのであ 
ろ。 かう いふ 次第で、 阈家の 1 R 法 拆は地方の切法機關と聚密に結ぴっく必要があつたのであ 
ろ。總統がこの黏に於ても余の « 議に « « を衣されたことは、滅に欣快4すろところであろ0 
立法及び行政阳域に於て1人の强ヵな阈民社含 .1-: 義的人格といふものが、如何に进耍であ ?. 
かとい ふことは 充分 承知の ことで あつて、 それ故に われらの 今：：： までの 切 法 大 la i 別れな けれ 
ばなら ない といふことは、；51ふまでもなく苦痛とするところであつた。しかし<$; | 1 、統|阈家 
の形成といふ大0的の見地から、總祙41玷に余の考へを押へて、先づ取り敢へず、煅も » 要 
な錁姐である聞法行政の統一を確立しょう、と決心したのである。 

しかし* この やうな！： 政上の結合を論ずるに當つて、あの偉大な功较を线5れたヶルル司法 
大 m に爽心 からの 惑 謝を 忘れる ことは 出來な い。 

彼は、 司法が 明確な ろ 阈民 社 # 主箱的絲に沿つて發展するための*栎めて »: 耍なろ»備エ作 
をな したので あ*。 余が かく も 早く 必要な ろ 解決を 決 ® すろ ことが 出來 たの も' 總統 が國 家. の 
司法大臣に、法律改正に當つて將來とも同 « な方向を圮持するこ4が出來、且つ、亂 *: 0) , - 權威 
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t * かかる 遝動の 樣诚との間に、正 -» なる妥拔が發兄？れなけれはならないといふ«情に對す 

ろ 認識を、 われらと 共に 持つ てゐる 人物の 必要を 認めて* たからで ある。 總統が 余に 與へた 信 
領 と’ また ヶルル 大臣が なほ 引き 嫌いて プ 0 シァの 大臣と して 內 Is に 止まり、 困難な 問® の 處 
理にカ -5> 逛3れろことに對して、余は衷心から感謝を搾げるもので.ある。 

以上 述べた 阐政 上の 結合は、 皆 まことに K 要な. ものでは あるが、 更に 一 縢*； i されなければ 
ならない 結合は， 余 や 總統 及び！ E * の 內務犬 ta の考 へに ょれば、 國 家 改造を 完遂す るた めの 大 
a の 前椏 となつ たもので あつて、 邱ちそれは、われらの運動の古き英雎であるフ9/國務大臣 
の 指導の もとに 統一? れた ところの、 一:栄 の 内務省と ブ D シァの 内 38 省との 結合で あろ。 阈家 
の内««は將來作らるべき憲法に對して資任を&ふものであつて、それは戚家の官吏省であり、 
同時 |: 阐家改边の某礎エ事を行ふべき«大な使命を抟つてゐろのであ.0。ところで、この11{¥ 
の內務 劣が 一つの 使命を 完遂す る ことが 出來 るのは， それが 下部 机 織を 持ち、 行政と® 民の 凡 
№ 10 要求との 生きた 赭 びつ きがあつ て 初めて 出来る ことで ある。. 

この1年半の間，余が某礎的な仕事をなすことが出來れのは、誠にこのブ0シァの內務贫で 
あつたので、 この 部門から 離れろ とい ふことは 余に とつて 甚だ 苦しい こ i であつ た。 余が ブ o 
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シァの内務朽を去つたのも、かかろ統ーが《«改造の完遂のための絕對的な前提であり.先た 
余の 後任には 後れた 古き 阏士が 入る とい ふこと であるし、 «£ に 余 も亦プロシァの有相として從 
前 通 o ブ 0シァの全後的な禀祺に躭いて、 *5: 後の资任を負ふことになつたこと等にょろのであ 
ろ 0 . 

ついでに述べて迓き仁いと思ふのであるが、かかるブロシァ內務省の阀務火铒への移管>-い 
ふ 考へ は、 余が if ひ m したと いふょりは、 岑ろ余 n 身から 發 生した 余 自身の 思想な ので あろ。 

今や、 か V ろ 統一が 確立され、 將來 の阈家 改迆が 眾 なる 机上の 案に 止まらず、！： 家との 生き 
た結びつきの上になされるための前栊が伽造され、：史に阔鉍の觭敝の發議、希穿、不安といふ 
ものが、 W 務大' 以 フリ ヶ ク にょつ て 代 衣され る ことにな つたことは、 誠に：： 一:慶 の 至りで ある。 
しかし諸 11* は.ブロシァが今=:まで阈銳改造のために：|:をなして來たかに興味を持つばか0で 
はなく、 •史 に、 ブロ シアの 將來 はどうなる であらう か、 とい ふこと に關心 を 持つ であらう と 思 
ふ。 

古ぃ/ロシァの11{水槪念は阔家に 1|- 极せられたとぃふこと、卽ちブロシァはもはゃ君キ阈家 
と； ^ては，その使命を遂行することが川來なくなった，とぃふことは明らかなことでぁる。ブ 



ロ. ン の 永 速の 倫 脚は なけ 残存して は 居ろ プロシァ」 とい ふ 慨八 ,tr は ふくょ卜轵-^妒 
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0 シア十 ^ の永速の倫巧はなけ殘冇丨」 . ‘は /?;- ろこブロ.ン 7 」1」いふ槪《け - 1 , , く上1铒. 

物 饩的 W 家 槪念を 超ぇて、 神 祕 的な ものと なつて ゐろの である。 「ブロ シア」 とい ふ 倫理 掐念 
に 境界を つけろ ことは 出來な くな つて ゐ るので あろ。 

他の 地方で、 勇敢と か、 勇 M とかい ふ阈家 道 德や 、阙尜 の— さ、 就中 阈家の 瓶 玴と かに 就 
いて これを ^ 示した 0、また淸煅潔内な首吏道に就いて訪る場合に"彼等はそれを取にブロシ 
ア 的な ものと 呼ぶ ので ある。 

ブロ シ ，は！ S 術 家を 傅かし か 生まな かつた、 とい ふことは ー舣に 知られて ゐる ことで あろ -a 
しかし ブ n シアは、 アドルフ •ヒ トラ一が ドィツ 阈民の 馆願を re 現す る ことが 出来 6 ための 前 
提をつ く 0出しれやぅな政治{水を*ドィツ阐索に这つたのであろ。ブロシアが艰から沔に向つ 
て强 力な 釘を 打ち込ん でから 後" 今 门まで色々の準備エ作は、％方ドィツにょつてなされて來 
たとい ふことは、 誠に 不 な 述命の 仕業と もい ふべ 吾で あつて、 ただ 最後の 仕上げを す 石れ 
めにだけ舶方から一人の男が現れて、最商の指墦者として、われら千年來の病窣通りの新ドィ 
ツを創 12£ したので ある。 では あるが、 地域的な 意味で なく、 倫理に a 源を 持つ ところのょり 商 
い 意味に 於て、 總統ほ ど 純粹な ブ 0 シア 人を 知らないので ある。 彼の 性格の 强さ 、政治 ^ とし 
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ての® 叫？、 勇 氣、； 力、 これら 凡ての ものは •プ 0シアの官吏や、 1£ にブ 0 シアの茁人が 
ドィツを つくり 上げる 上に 依 抽した ところの、 かの 道德を 指し 一： 小す ものである。 われらは この 
倫理的槪念を最も商愤な持參金として新 | 41 宋に这つたのである。それは、嫌統も亦旭々筲つた 
やう r * ブ0 シアが 贈るべき 於 後の* 歎， <:玲«にして惯侦の高いものである。かくしてプ [> シ 
アはその « 後の使命を粜したのである。今や新しい阏*が、第三阈家が » 場したのである。そ 
れは M に プロシアの W {永で も、 バィ エルンの阀 * でも、ゲ-ルテンべルグの阈. « でもなく*古 
き阑«に代つて现れた新ドィツ阑であろ。そして、幸ひにもブ 0 シアの傅統と使命は、この新 
一し い阈采 の 乎に 引き 艤. かれた ので あろ。 しかし ^ しわれ らが '斷乎 として 國家 改革を なさん 
としても、 プ D シアは しばらくの 間 •何 a 要な ろ 行政 及び 財政の 統一® として 存在して* る こ 
とを 忘れて はならない ので ある。 

個々 の 地方で あせろ やうな こと* か あろと、 いつも アドルフ • £ ト？ — は， 他の 地方の 發 城の 
ことを 指示して、 忍酣 をす る やうに aft して 居る ので ある。 群 細に 觀察して見6と、國家改迆の 
問 粗は 先づブ 0シアの問題であろ、といふ風に定戎すろことも出來るのであ 2> 。他の地方は大、 
なり 小な り將來つくらるべき阐束の管城としての贺^と境电を抟つてゐるのであるが’大ブロ 
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なり 小な J 袢來 つくらるべき 一:. 來の泞城としての嗛さと境艰を持ってるろのでぁろが’大ブ！^ 



シアと なる i 、 どうしても & つか (7) 符 ^. |: 分け..1わなけわはならないのである> 

この やうに して 自ら 明らかな やうに， 改造の 礎石は 旣 に据焱 つけられた ので ある。 ここに 於 
て、®* とブ 0 シアの较1が、«家の朽閣とブ 0 シアの內閣に於て確立？れなけれ.はならない 
必然性が 生ずろ ので あつて、 その 統一は、 菥 干の 所管 壤項を 圃務 大臣に 移瑰 すろ. とい ふ 形式で 
現れろ ので あ. 0。 他の 諸 地方では、 この やうな 必然性は 存在し ない ので あつて、 そして この や 
うな諸前提をつくることも耍らないのである。 

かう いふ 地方が 若干の 地域を 他へ 分割 されるにしろ’或ひは他から合忤するにしろ-バィ* 
ルンが一つの管捤にならうとニ一つ或ひは三つの衧涯に分割されょうべそれはブロシ厂が多 
くの 2 家の 33 踔 に 分割？ れな ければ ならない のとは 事情が 異つ てゐ るので ある。 この ことは 嫌 
統が明盼且つ串直に強調したところであつて、その故に彼は、十年以内にブ0シアの大 15 を« 
来の 大臣に 吸 收 してし まふ こと， 並びに プ 0 シアを ブロ シア n* の 決定す ると ころに 從つ て、 
阈家の宵瓯に分剌すべき任務々余に |* したのであろ。 

锪統が》め考へたこの十年 |1|1 は、それは、今日總統が折に«れて云ふことであろが、新たな 
—年として、》に苌く枝くかも知れないの.ではあるが， —— それが 一 H も 早く 31 成せられ る こ 
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とを われらは 希 ^ すろ ものでは あろが —— 今 =なほブロシァ《存在して居り、2家槪念が殘存 
して思0，したがつて、これに對する監玴が行はれなければならないのである。しれがつて、 
»«- 背の仕事も亦當然弱めらろべきではなく、寧ろブ1!シァを阀采に北描する、といふこの猓姐 
が 遂行され ろ やぅに > 以前にも埒して諸首の努カが耍求？れろわけである。捃官の化祺と使命 
は終了したのではない。むしろ余はかく宫ひたいのである。卽ち，楮宵はー肘包枋的に、=;つ 
益々 大 き な 意味を 持つ や 5になつたのであ6と。なぜなれば |){ 苜はもはや犁に1つの地方的瓶 
念た る«宋形態を問妞にすぺきではなく、むしろそれを超越した>ょ0商い「ドィッ」といふ 
瓶 念を 目拟 とする ので あるから. である。 われらは この 使命を 必ず 完遂し なければ ならない ので 
ある。 この 過渡 時代に 於て は、 ブ a シァは この |年半の間にな3れたと同じやぅに>充分細心 
な監理がな5れなければならないのであろ。この十年刖に於けろ改迆には如何なる |11| :3をも生 
せしめて はならない ので ある 。 t し？ ぅした ことが 生ずれば* それは ょり 大きい 形態に 對して 
密 .© を 及ぼす ことにな ろからで ある。 

2； 家 搀 關が叫汾に進行し、しかも或ろ：=何日ともなく阈家の |« 關となる、かぅいふ風にす * 
ことは， ^!己の解消に協カしなければならない4ころの阑；：*:行政の使命であ，0。 
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ことは、 C ! 己の 解 / I 1 ? に 協力し なければ ならない ところの w { ^ L fx 政の 使命で あろ。 



阈家 の犄识 を 如何に M 剃す るかと いふ ことか、 人 槪の坳 合、 不安の 照 闪 となつ たことは、 へ ホ 

も 承知して ゐる 。そこで、 これは 豫測 に過ぎないので あろが、 次の やうな ニつ のこと ル. 確認し 
なければ ならない と 余は 倍 じて ゐろ 。その 一つは、 ブロ シァの 州の 中には" そのまま 將來の 管 
p < となつ てよ いものが あろと いふ ことで あろ。 「東 ブロ シァ」 が、 阈家 の符踔 の 形を してゐ 6 こ 
とは ^: にも 一 E 故 然な ことで あらら う。 阑{氛锌诚「クルマルク」を認めることは何も闲難なこ 
とではないと思ふ0-同棕に、阕 ^ 符鼷「.ホンメルン」もどうにか承認出來るであらう。シレジ 
ァも亦大した盹砑ではないであらう。勿淪、祺は段々むつかしくなる。ここで余がはつきり云 
つて K きたい ことは、 かう いふ ことで あろ。 推で も阙家 の锌取 を 決める に 常つ て、 现存 すろ 州 
の堍界 を 尚 執す ろで あらう、 とい ふことは 自明の ことなので ある。 

笫ニに甘ひたいことは、將來の阑家の柠興に關する限り、かれこれ官ふことを ||- め丁-、その 
ことを 知ろ ことが 出來 、また 知ろ であらう 者は、 總統以 外には ない ので あゎ 、 a つ锌阪 境界線 
はァイルフ-ヒ卜ラ—が’この問埋に就いて命令を受けた部以から提出された纽議菜によつて 
のみ 決 ^ ,,-ろであらうといふことを、諸求に /1« 解してもらひたいのであ 6 0 
それによ つて 必然的に 不安は 除去され るで あらう。 總統 は、 似 人を 顧 虑した り、 成 i > は 地方 
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的な 立蚴を 弈認 したりす ろ ことは ない ので あつて、 彼の 行動は 仁 だ、 大きな 全 M とい ふ ものを 
n 棵 としれ 思想からの み 出® j して ゐろの であろ。 かくて-彼が 阈 « を 地域的に® 分し よう. とす 
る 場合、 その 褙逍が 永遠に 存供 すべき ことのみ が、 彼の 唯一の 大きな 興味で あるで あらう。 

なほ、この問妞に就いて余がなし枵>また總統に助言することが許される範圍內に於て、汆 
は敢 へて 生 張す るので あるが > 阈家の統ーを破垓す6麻れのあ6「地方」が«び管话の中から 
發生 すろ やうな、 さう いふ 諸 條件は 絕對に « 家 の 宵 W の 中に つくつ ては ならない ので あつて、 
また、 餘 0に强大な血族的境界をつくることは、阚家を分裂せしむる掖初の萠并であ6: 
總統が 常に® 調して ゐる やうに， 地方に 何ら かの 功栻を 認めろ とすろ ならば •それは， 地方 
•か王 « 的利«から«族を浞血し、？うすることによつて、われらが今ロ1つの碑家を违孜し# 
るところの前提を創迆した點にあるのである。管 0( の構成と机捣とは、更に、それが將來どの 
やうに 發 K しようと も、 國家 との 關係を 破 域す る こ i のない やうに しなければ ならない。 

第ニの問題は、國家と將來の宵 1!£ との間の仕事の分搀であ 6 。それは明かに新れな地域的分 
割の 問題と*^ な 關係 にある もので あつて* K 架 改造の 最も 困難な、 しかも 致 も 重要な 間® で 
あ. 0。圃 * は、主權的地位と、内外に對して敕然たる態度を以て穿み得るための凡ゆろ攆カと 
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あ ろ < 8£*2 ’i 1l 4 .地位と’ ^ 外に赘し飞躬淠六る招诮をね飞苟み科ろ六^び-丨的る样プ七 



を 賦與？れなければならない。この條件が容れられれは勿猞余は、符秘の形成に當つてこ'れに 
出來ろだけ活勘的で，多彩な機能を賦與し、また管既の长官に出來るだけ多くの»任を 6 » せ 
しめ，以つて彼等に現货的に廣汎な仕事を遂行せしめることに同意す，0ものである。かくて〇 
れら は、 餘 りに 行 含 過ぎた 中央粲 袖に 走らない やうに 8 :戒 しなければ ならない ので ある。 

ドィッ 阈家 は、 承知の 如く、 その やうな 中央 姑 播には 承服し ない ので * つて、 それは、 ドィ 
ッ网扰 には 迪しな いので あろ。 そこで、 ^ 宋の 統一を 危 く- > ない 範圍に 於て' 或， 0 程度の® 立 
忭は锌3;に陚與し*ければならないであらう。しかし、內外に對すろ權カ的な態度といふもの 
が、 この 統一の 前 挞 であると いふ やうな 場合は、 «宗は問題|接自己の支配下に迢かなけれ 
ぱならないであらう。その他，國 * と梓 1!£ の |11) の仕車の分 « に當つて、將來の疔3;の財政上の 
力と いふ ものが 考 へられなければ ならない。 大鑲 大臣は、 この 點を更に一步進めて，財政的に 
獨立し 得る やうな プ B シァの 州は 今 H 一 つ； U つて ありは しないと いふ ことを、 数 的 付枓にょつ 
て箝明しょうと龙闽して * る。 

かくて、 新しい 阈 {水の 拧 趿を «|1 跤する-0いふことは、財政の均ヤと不可分的な關係にあるの 
である。 この ことから かう いふ 點 に その 處 Jll lli を 行使し なけれ. はならない® 衆の 地位と いふ t 
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6が 1'«. らかに分\次のことは余は、諸奵に、はつき0約 >« することが圯來る。卽ち，肉 '44 改 
造並びに凡ての地方の問娌に蚊も深い關係のあろブ 0 シァ首相たろ余は、これらの甜關係に對 
しては絕ぇず特別の關心を拂ひ、まれ、凡ゆろ2宋行政はその運《に當つては常に，阈. « 改边 
の 將來の 發 K 及び ドィッの 完全な ろ 統一 阈家へ の來仁 るべき 狻 K とい ふこと に對 すろ W ® から 
な？ れろ であらぅ。 そこで 余は、 將來の 枳密院の使命と仕祺に對しても亦、認識を深めてもら 
ひたいと 思 ふので ある。 

この 新しい 地域的 分割 及び 仕事の 分抢と 並んで、 最後に、 W 家改 迓のれめ非常に笊耍なもの 
は、 阈托及ぴ阀. « のこの運動を完遂すべき猓妞を、將來如何にすべきかといふことである。し 
かしこのやぅな£姐に於ては、+1だ總統のみが最後の；^を下すことが出來るのであつて、 £11 
ち 凡ての 糸は 彼の 嫌の 筚に讲 まらなければ ならない し、 また 集まろ ので あろ。 彼は 凡ての W * 
改 52 の 最高の 指導 椎と級 統播を 持つ て* るので あろ。 統一 阏. « の思想は元來彼忾身の思想であ 
つれのである。そのために彼はこの十五年間戰つて來たのであろ。そのための前栊ゲ彼は作つ 
わので ある。 そのれ めに 彼は 分裂せ ろ 民族を 打つ て 一丸と し、 W 民の 統一を 作 o 出した ので あ 
も。 この 粘に 於て こそ* ブ a シ T は 彼に 助力を 榨げろ であらぅ し、 i た 彼が われらに 委任した 
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% 掩 を 遂行す るで あらう。 - 

令はこの話を終ろに當つて、少くとも，なほ若干の1般的な政治問靼に«れて迢き /1 い4 
S ふ。 

今や余は、われらが并つて苢つたところの1つの、非常に籯耍にして、また闲*でもあろ問 
埋を話す段眯に违し仁のである。全く氣分がだれてゐろ、不平不滿の火の手は所々に播つて 0 
る。 か-! 'いふ® を 余は； SH tw か？ れる 。ところで かう いふ * 態を 追求して a ると、 確かに 或る 
不平 不滿の 原因が 往々 にして 存在して* ると いふ こ， とは、 否定す る ことが 出來な いので あろ。 
しかしそれは*た4へ * 1典型的な現象として現れて*るとしても*結敁個々の现象であろ。 
これに 比べれば、# ごとに 缺 K を 探し出 5 うとす， 0港.在的な不平は觅に憇質であ 6 。しかしわ 
れらは > われらが權ヵを播得してから旣にー年半經過してゐるのだ、といふことを考へなけれ 
ばなら ない。 常時 われらが 趦驗 した 段 初の ものは、 かの 解放の ヵ强い 衢觔 的 であり、 ト年 
の* k きに 旦つて 堪へ て來た 》 荷から W き 放たれた 安 埘の «9 .6. であり、夜からの11«め4羞し込 
む 光を 眺めた ことで ある。 勞働 者は 门分.たちはもはや別もの « ひをされず， « びドィッといふ 
荣 fc の l fl となり、 凡ての 分けへ だてす ろ ものは© 打ち倒されて し* つたこと を 知つ たので あ 
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も。 それは 興 秘と感 激であ つた。 それは 岔然 のこと であつ た。 また、 かかろ 感激は 決して n 常 
茶飯 亦の もので あり 得ない こと も 亦、 A 明の ことで あろ。 

高潮した 氣 分は 位く これを 持软 しなければ ならない。 それは、 低まつ たり、 高まつ たりす る 
のであ 6 。われらは、.それが絕ぇず冉び萵まつて米るやぅに妗ヵしなければならないのであ 

る 0 

われらは、阈民との校觸を失はないやぅに心掛けなければならない。如ち、われらは、われ 
らが それを 必要と したり、 投槊や 選 離を 施行し な K れば ならない ときに •阙拢 の 前に 染钤を 開 
くだけでなく、阈民も亦絕ぇずわれらを兑、そしてわれらとの接觸を惑ずろやぅにしなければ 
ならない。阡耍なことは、溢れるや ^ な尺衆の集 # を開いて、そこで感激の花火に火を點じ、 
絕 ぇず鉍 分を 商 潮せ しめ、 その 中で 仕事を するとい ふこと ではないで あらぅ し、 あつて はなら 
ない と 余は 信じて ゐ ろ。 ^ ろ、 今 =に於ても、また將來に於ても、阈民や速勐の指導 ^ たら 
は • 取に集會を開くといふだけでなく、赌時隨所に足を運んで阈民と接觸し、彼等の官ひたい 
ことに 坪を 藉す とい ふので なければ ならない だら ぅと 余は 俗 じて ゐる 。われらは 杓鉍 のこと々 
^ に掛けてゐるのだといふことを、网民が感ずろやぅにすることが必耍であ6。ー方、 ^) れら 
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け、1览なる不平の原因を除くやうに、凡§ろ努カをするつもりで居る。 

この 新阑免とどうしても妥協す 6 ことが出來ず、そして、いつまでも批評したり、不平を嗚 
らした ゎ、 ぶつぶつ 言つ てる 者のう ち、 この 國家の 土 袭は徐 々にでは あるが、 必ず 崩 •功 さす こ 
とが出來ろと信じて居るやうな纸に對しては、われらは^*なく、斷乎として、これをやつつ 
けなければ ならない 0 

一 骱、 批判の 椎利夕 持つ てゐ ると いふのは どうい ふ 者で あらう か。 

それは、 C 分の 批 11! すろ琪柄を、少くとも他人ょりはょりょくなし得るカがあり、間時にそ 
の用愆をなして语ろものであろと、余は考へてゐろ。今2!、人あつて"お前たちはこの卜苹の 
問、 凡ゆる ものに 對抗 して、 これを 批扦 して 來た ではない かと 非難す るなら ば、 われらは 彼等に 
かう - ft ひたい。 なろ ほど われらは 批評して は來た 。しかし、 われらは 常に、 われらの 批判す る 
ところの ものは、 少く ともこれ を" よりよ くしようと する もので あろ ことを SS 明す る 用意が あ 
つたのである。さうでない埸合、そこには、われらの秘設せんとすろ偉人なろ趙築物の迖設を 
跛 坎す る危險 が あろ だけで ある。 それは、 法律の 領域で あらう と、 文化の 領域で あらう と 、 ii 
つまた 行政で あらう と、 同じ ことで ある。 換 言すれば、そこには倌輟の念が玦如してゐるので 
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ある。信賴の念が狨贫？れるならば、われらの残築物の十：枭が搐り觔かされるばかりでな、、 
何もかも 辨破壞 されて しま ふので ある。 

われらは、 どんな ことで も堪 へる ことが 出来る。 もぅ 一度 一# 闲難な 時代に 降りて 行つ て、 
そして洱び光の射す岡へ登つて行くことも出來る。しかし、阑采の信铋は確固不動のものとし 
て值 かなければ ならない ので 

阈民の信賴は、滅に闽錐極まる戰ひの中に戰ひ取0たものであつて、この 11- 東なる財资は無 
败の妹 い 血に 衆れ てゐ るので あろ。 これを 思へ ば 今：：： われらは、： S 3: 潤に これを 放泰す る ことは 
出來な いので ある。 

なほ、 敎 會 の 問 組に 就て 一言して S きたい。 フリー ド 9 ヒ 大王の 原理が 行 はれ、 その 方式に 
從へ ば、 誰でも 幸輻 になれ ると いふので あれば •それは 今 n 許さるべき である。 われらの 锶統 
ァドル 7 .ヒトラー及びわれら國民社#主鞔荠は、彼の信仰にょつて、われらは決して«寄さ 
れ 6 ものでは ない とい ふー祺 を 抟知 つて ゐ るので ある。 しかし 他面、 この 領域に 於て 何が 一義 
的で あろ かとい ふことは、 國家 にと つて 必ずしも 輕枧 すべきでは ない。 

問 粗は敎 分が 以前の やぅに 阈 家を 支持す る 机 幟で ある、 とい ふ 使命を 科び 發見 すろ か、 或 ひ 
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け、 なほ 今後と も、 批判、 不滿 、不平の 一 i * wl lz M; ->*; -t s *- i l.' * v ) i ;. i <-^ w lt - «t # +: .1 f 
« « は 一つの ことを、 卽ち 必然的な ^ 家改造に常つて—辐转敎舍によつて新しい^家の敎命の 
ための 前提を 削 造した ので ある。 

阐 i 水は、 B ら問 la に關與 する やうに、 愼重に 目綸认を立てた。«采は规範を確立して後、'® 
餘の ことは 敎命の 自主に 委して、 敎 # は 規範の 範阐内 で 自分自身の 活 M を 较み ，そして 何 か I 
つの 統一に 违する やうに せしめ 仁。 しかし、 それは 決して* 例へ ば ル— テル 派 i か， ヵル ヴ" 
ン派だとか、或ひは聯合派だとかを特に引$立てるとか、または、他の宗派を ||| 边すろのに利 
用すろとか官つた意味であろのでないことは、ただにブ 0 シァの名 * のためだけでなく、凡て 
の 闽-托社#主義的國家指铒者の名にかけて、就中總統の名にかけて斷言するものである。佃 \ 
.か 如何なる 宗派に M 依す るかは、 W 家に とつて どうで もよ い 問題で ある。 阈家は これらの 宗派 
それ C 身は 保護す ろので あろ。 また、 ブ o シァ 地方敎 命に， 從來 ヵルヴィン 谀、 聯合®、 ル一 
テル 派が あつた i し 亡ら、 これら 三つの 宗诚 は、 如何なる* 情が あらう 4 も、 新しい 阈« の敎 
侍の中に於ても亦、その存在を保箝？れるものであることを余は確言して置かなければならな 
い。'たが、これらの宗派のどれでもが、それぞれの立場から«家に對抗するといふやうなこと 
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を- ■は 斷じ S 了ので ない こ i 、 更に 余は赛 して® かな けれげ ならない。 しかし 他 
方 ^ はこの 場合 彼等 G llil の爭 ひに 終末を 與へ るた めに、 ブロ シァの 地方 敎 # 内に 於 ナろ 僧；^ 
令 3*: 視したいと思ふ0といふのは、このやうな爭ひが續けられろならば結局、從來指導的な新 
敎 地方 だ 4 られ 、且つ 裳に 挪含れ .た ル 1 K ル 的 理念 及び 最の鰲 地で ある ドィッが、 

關 け 敎 力ら その 指琪權 を剝难 すろ やうな ことになるから であろ G われらの 望む ところは、 こ 

の宗敎 GSL ! 產乐 安と S が訪 it とで あゎ、 黛 呑 後に あつて ブ B シ K の 地方 敎 

# ^ ジ举ひヵこれ以上狂黎を迈うしないやうにすることである0さて最後になほ對外政策こ關 
して一官して篮く。 

この鉑域に於ても、われらの總統は次ぎ次ぎと傑作を创造して來た。外阈がわが阈をボィコ 
，ト する 责任に 就いて かれこれ 今日 - a - はれて ゐ るが、 — ー撤、 ?? 一 兩 {水が 出來 たからと いふ 
だけで この 第一 一！ 國家が 經濟 的に 繫榮 する やうに 外阈が 心配して くれる、 どんな 理由 や 動機が 
あろと いふの だら うか。 われらは 今：：： 初めて： 典び ニつ の 兵站部を 得た ので ある 〇 卽も 、.ホ ーラ 
ンドとの和嫌及びヴ--|スに於けろ總統の比類なく、贲り多き僉談であつて、その結搌太これ 
ら阐阈代の輝やしき共同 ?31 業を招來すろであらう0 
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かくて， 對外政 策に 於ても 非常に *; まれれ る ?? 抿が兑られ 6 のである。われらはかくて、讲 

手靜観 する ことなく、. ^れらの仕孜を押し進め*自由4名 * を確保すべき前提を创造するわれ 
らの仕事を妨畨せんとすろ如何なろ ^ « をも棑除するであら5。かくしてわれらはこれ ^ の困 
» を も 克服す るで あらう。 この ことを 1:分の眼でしつかり兑つめるならば、 ^ 部的，地方的な 
こ i 以外で， 眞に不滿を .« ずる职.因は何もあ〇得ないのだ、といふことは疑ふ餘地がない0よ 
ゎ 新しく， より 急進的な 单命的 方法を 用 ひた 所で、 改革と いふ ことは 非常に 困 雌な ので ある 0 
笫ニの 革命が 必然的で あるか どうかを 確定す る 權 W は* われらの 手には ない ので ある。 第一 
卒命は 、總統 の 命に よつ てな？ れ 、總統 の 命に よつ て 終結した ので ある。 第二 革命を 锶 統が希 
宅す ろなら ば、 その 時 こそ われらは 立ち上る、 彼が 夜明けの 构 S 3 を 欲す. 〇 ならば > 夜明 けの 街 
M I: 。 もしも 彼が それを 欲しないならば*；; れらは 、彼の 意志に 反して それを 行 はんとす ろ 者 
に對 して 师 粑 を 加へ るで あらう。 

各人 c 分 c 身で 決定すべき 見 «f とい ふ t のは * る。 しかし 全 阈宋機 W の 根抵 に關 する 問 0 に 
就いては 、ただ 嫌 統にの み «後 の 決定 * が あるので ある。 ついでに 铞調 して © きたい ことは、 
被 tt を 除外して、 われら. か 勝 乎に 革命的 行動を とろと いふ ことは 斷じて 出來な いことは 勿 掄で 
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あろが、 その他の 方. |« に於ても：1:棵に、われらが箏命を通じて«ひ取.つたところのものを、ひ 
そかに 下部甘巍に於てゝ例へば命令とか法律の解釋等にょつて褰無しにしてしまふやぅなこと 
に對 しては、 われらは これを 監好® 跺 して* 5 ぅい ふこと が あれば 斷じて 許？ ない もので あろ 
ことを*はつきりして既きたい。かぅいふ所に往々サ' >»-- タージ、の励因があるのであつて か 
かろ サボ クージ ■を 適時 停止せ しめる こと は’彼等下部有廳の资任であらぅ。 

«の阈民社含主茬とは、抑々如何なるものを恋味するかといふ托問が、 ;« 1われらに發せら 
れ 6。 それに 對して 余は， かの 勞働戰 線の 會 講で、锶統が曾はれれことを文字通り跺0返した 
い。郎ちそれは，「われらの共间性をわれらの生活の凡§る埸.曲に維持するといふ|«に、われ 
らの « 高の能カを集中すろこと以外ではないごこの 1? 葉は枳本的なものである。それは總統 
の權诚にょつて、明瞭且つ決定的に確立3れたものであつて、われらはそれにょつて、初めて 
珂念を與へられたのでぁる。かくて今=ゎれらの爲すべきことは、この意味に於て、ドィッ » 
民及ぴ が* の 共同性の ために、 各人が その 最善を 进す やうに 絕 えず 努力す る ことで あろ。. した 
がって その 5?合'個々の希望は.凡て拒絕せられる。凡ての黨員ゃ《家の官吏に最高の要求檷 
を魷與し、以て彼等がその公的酿能を遂行す 6 に當っては，全»民の範となるゃぅに期待すべ 



き 0^6と |' ムこと ,1 ,哚2<跤 4* 太にして,一;.=ふ必'&もないことである。 
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きで あると いふ ことは， 殊 w 龄を大 に して甘ふ必要もないことである。 

この似理を遵守するならば、われらの打ち倒した阈家の敵を更に抑へつけて置くことが圯來 
ろで あらう。 彼は 押び 立ち上れな いまでに 消え失せて しま ふで あらう。 共産主義の 危險 とい ふ 
ものは、われらの態度如何によつて大きくもなり、小さくもなるのであ6。その危險の大き5 
を 決める のは われら 次第で ある。 われらが 無くしようと 思へ ば、 その 危險は 無くなる であらう 
し、 注意し なければ、 大きな ものと なり 得る ので ある。 國家の 敵性を 防止す るのに 何を 爲さな 
ければ ならない か、 とい ふことまで 立ち 人つ て 言 ふ 必要は ない ので ある。 遝動の 古き 眞の 闘士 
であろ、 親 衔隊の 餞 高 指琢者 の 命ずる ところに よつ て、 W 家 秘密 背 察 局を 先頭と して、 旣にそ 
の行くべき方向が示されてゐるのである。 

以上を 綜合して 述べるならば、 阑 民 社 分 主我！ 一家 I より 適切に 言へ. は、 阈民 社# 主義 的國 
民 運動は、 なほ 全絲 前進して ゐ るので ある。 權 力は 完成され た。 權カは 更に 完成され なければ 
ならない。 ブロ シァの 使命は 明確に 示された。 それは 余が この說 明に 於て 確立した ところで あ 
つて、 それは 準繩 であり、 羅针盤 であると 考 へて 欲しい ので ある。 これを 遵守 すれば、 われら 
の 恥 捎の ：1:的は违せられろであらうし、また，如何なる人と雜も全カ以上のことは川來ない 0 
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であろ。 われらは これを？： 約し、 以て この 桝密院 4 :議を 開始す るに 當つ て、 われら 凡てが これ 
に服從して居ろ所の人間、それなくしてはわれらなく、如何なろ新ドィッも發生しなかつ仁と 
ころの凡てのことを创迆してくれた人間、民族と阐民の運命をそのカ强い笨の中に捤つてゐる 
人間、 その 一人の 男の ことを 心に 思 ひ 浮べたい と 思 ふ。 

(一九 1 ニ四*六*1八、ブ0シァ枫術校诉錤にて〕 



過去败》紀の掖史に於て早くも，ドィツは，常に世界の |!| 心の热點となつてゐた。そしてそ 
のときょゎ，外阈は’わが民族の精祌的並びに政治的發城を /«5 „掩歎しながら、しかも往々 
にして邪推の眼を以て眺めて來た。それは實除ド-.-ツ人が、特別な«類の人間であるせ&かも 
知れない。 ドィツ人は、 物 祺 を、 £ 々しく，生»闶 « に、しかも极本的に處理して行く。ョー 
ロ、パの心搣にあるといふドィツの特別な位镫と、ドィツ民族の速命は*ドィツ人を掏 ;/? し 
て、生活を粹々しく取 () 扱はせないや5にしたのである。このことは-外«ではどぅしても埋 
W ? れな いこ 4であろ，だがしかし結琦、外阈が、ド4ツの示した範例を冷烯に吟味し評怕し 
て • !•* / •ツの 铋神的 政治的 發 M の 中から、 全世界に とつて 馆 値を 持つ やぅな もの ル 坫て 取つ た 
ときには、世界は常に，ドィツの嚷$を認めないわけには行かなかつれ。そのときには、初め 
の邪牠は消ぇ失せ、 7»: ひに信じ合つた共同作笼に玛所を！|つて* ^ 。 



^ 民杜命卞 ^ の運 $1) をドィッに旅したところの、你大にして唯ーなろものを、われらが想起 
するならば、 われらは 、外！： が この 强カな ろ 祺件 に對 しても、 また その 方向を 認めて ゐたに 逆 
ひなか つれと いふ ことを、 斷定 しない わけには 行かない。 ァドルフ •ヒ トラ ーの 人格は、 唯一 
の ものである。 彼の 削 造に かかり、 心の奥底まで 煸動 する やうな 辂祌的 隳命は、竹に强カなも 
ので ある。 今やす でに 到述せ られた 成果、 卽ち國 案と 民族の 統一 完成は、 古今 未 竹 有の 偉人 さ 
を 持つ o 阀 民 社 僉主範 承 命と、 その ^ 命に ょつ て创ら れた琪 赉の惊 人 さは、 , ft- に 次の やうな こ 
とに あるで あらう。 如ち こ宗 命は、 非常なる 外 S 按へ =： の 繁 し、 わが 還の 彼方 
にある 多くの 傍観 ^ を 邪推せ しめてし まつた ので ある。 しかし 今や _ 過去の 時代に 於け る 如 
く 1 外阈 は仃 «: し、ドィッの祺態に對して、正當なる評價をなすべき秋となつた。饮に今" 
は、 E 民の 必然的な 共同 作 f 行 ふために 、民族と いふ 火 家族の 成 U の すべてに 對 して、 獨 n 
性への 理 M と、 健康的に して 明白なる 生命力を 喚起す る ことの、 益々 必要な ときで ある。 し* 
しまた 今や E 民 社 は、 好意 ある 傍罢 たちに 對 して、 非常に 明 .H な ものと な 
つて ゐろが 故に、 邪推 滿 々たる 制止 的 態度を 排 して、 理解せ しめる やうに 骨 析る とい ふこと 
太、 « 啶、公然と炎明されてょいことであろ。か、る ^ 方ょ0すれば、 ^ 紐に對する承 ^ も、 
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唆 起 L W ない ものでは ないで あらう。 

八月 十九 日の 阈民投 摆は'ァドル 7 -ヒトラーは'世界の如何なる政治呆よりもよ0多く、 
5^を背贤に抟つた、といふことを示したのであつた。九十バーセントのドィッ3:挝は，身描 
りで ドィッを 代表して* ろ 嫌 魷に忠 扛に從つてゐる^-その他の十パ—セントはそれほど深刻に 
考 へな くと も、 なんとかな ろで あらう。 恐らく 外國で は、 嫌 統 •かこの 彩の 雜い少 败漪 を も 改心 
.3 せようと . a つて* ろと いふ ことは、 不. * がられろであらう。阈民社會キ在的指導は*選蜞人 
_の五9ーバーセントだけが、こつち側に選ばれ1ばい、んだとぶふや5な民主キ衣政治4は， 
兑解を興にすろのであろ。 / ドルフ.ヒトラーは、全阈挺の問にあつて自然に發生した幾多の 
大 問® に對 しては， 唯 |つの辦荇しか存在しないといふこ4ゲ以て>典の阈民政治の较萵の完 
;A iu なして ゐろ 。今やす でに、 全 ド' ■ッ W 民の 結合は 行は れた 。政 體の內 面 的確 寊 性と强 力 
性との狩捣、そしてまた政«と阈民4の * 密性の箝摊は、總«と宰相の * 大なる慈卉行«であ 
4。 それは、 阈 民社分キ旄的指導が今1=すでに、 |« 範阐：+!苴つて*锻密なる規範の迪 «) から、 
好 .'® あろ； t 愤に 向つ て、 移行し 得る とい ふこと を 示して ゐろ。 №1 もな く 慈# 行 爲の終 ;-) 0 成果 
は 公表？ れ 6 であらう。 保越檢 束の 取り扱 ひは > 出 米 得ろ 限 o 制限 3 れろ であらう。 その 時に 
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なつても なほ 阈 «秩 序の 貼 格 さを 味は ねばならない 人は、 阐民 の 害 蟲たろ もので あり •敎 へて 
も赶らぬ無政府主雄的な分子であ0*そんなものはどこの阀 * にあつても投铽5れ6やぅな老 
である。 

以上 述べた すべての こ i は、 いつ 推に で-*、 確 la ? れ W る祺 K であろ。 それ 故 余は、 今と なつ 
ては 終に 外！： も > 別な眼を以て*われらを ;1 るやぅになつてくるたらぅと思つてゐろ。そして 
射ドイツの關係を、 « 面：：に吟味すれば*思0迨りのある承 8& をすろやぅになるだらぅと思つ 
て* る。 この ことは 特に， ドイツ W 民の！ f 和 愛好の 意志に ついても 言 はれる ことで ある。 全 ft 
界の誰一人として、平和維持の必然性に #4 淪を挟む人はゐない。誰でも平和«設寧業の幸輻を 
知つ てゐ ろ。 そして 全人 如は、 次々 に 起つ た WK 流血の 恐怖に 對 して •生々 しい 記 惊を 持つ て 
*ろ。ドイツ阀民は、最も烈しく*世界大戰のために苦しんだ。そのためにまた、蚊-^深い乎 
和® で 充 れ されて* る。 ドイツは、 世界 大戰 によつ て酱 つた 椹を、 平和的 勤勞に よつ て 瘡 す 
わめに、 世界の どの W よりも 平和を 必要 i して* ろ。 これは誰が見ても明瞭なことである。 
故に-世界が、絕ぇずわれらに、世界平和を脅 1<£ すろといふ罪を負はすやぅにしてゐるとすれ 
ば、 それは 不可 * のこと と 思 はれる。 ドイツの 内政 上の 状態の 尖 銳化 が、 K 爭の 危險を * すか 
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U そ ことと 龙：^ナ 方 •トィつ a *£- « - r び 先 扭ロプ妇 心 力 ；£-穹0 秀 S - K " ガ 1 尤 



も 知れない、 とい ふ T な ことは' §投繁1 よ h すれば、 もはや f 主張し よ i は 児 
はない V らう。 「SW 社命 主莪的 ドイツの 近々 の沒 落」、 「優柔 不 斷」、 ® 民と 政治との 分裂 そ 
の 他の ことが 訊 られ ろ 時代は 決定的に 過ぎ去？ し* つた。 故に、 與 へられ 5?正當に *|¥ 
0 し、 必然的— 共 E 作業 S た* S 共费 1 を 袋 t といそ？ は、 裳に とつて 有益 な 

ことで あるか も 知れない。 

しかし ま；.； 霞！^;? 1 形— し T 冬 あらう か。® 藭稟 ** 的 ド' ■■ツ は、 斷乎 とし 
て a 己の 道を 前進す る。 ドイツ s 政治は、 今 U、 草よりも 一霞 黄に、 總統 f 相 ァド ル 
フ •ヒ トラ-の 統率 下に ある。 E 民投 S? に 於て、 非常に カ强く 表現 されて ゐろ 內政狀 態の 整理 

は、 ま. US 關係 s 改告對 し w、 薦を棄 して t。 综 S 分野に 於ても 
國 K lt # 主義 的 政治は、 白 己の 目的を® 成す るで あらう。 

かくの 如くして、 ァドルフ. ヒ トラ— は、 あら ゆろ 場合に 於け ろ ドイツ® 民に 對す 6 、世 界 
の敬意を取り通すであらう。もしもそれが新しきドイツの理辦ある評 « をしてやら.フと思はな 
く t も。 しかし 余は、 われら •.外に 於て-^ S が 勝利を 收 め*、 とい备 念は、 犯て 
去り； 一く はない ので あろ。 よりよ き 洞察の、 最初の 嵌 候は、 すでに 現れた ので ある。 技巧を こ 
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國 民と 指導 級 

權ヵを 求めて 戦つ た われらの * 後の 热烈 なろ 鬪爭以來、滿ニヶ年を經過し仁。ー九三三年1 
月三十日遂に自由への門が跳び越ぇられたときの、あの素喑らしき"溢れろばかりの抝民の馱 
呼と同栈の迫カを以つて、攻擊の全カを擧げての被も尺なろ聚报の困雌なる瞬間を、われらは 
想 ひ 起す ので あろ。 

この U を 以 つて、 しかも われら S 民 社 # 主義 荠に とつて は、 问 時に われらの 使命を 架すべき 
f a モ R 大なろ 寺が 始まつ たので ある。 卽ち その 使命とは、 速 命が 新しき ドィッ 國の 指導に かか 
つて ゐる こと、 ドィッ 阑民が 闽民社 會主雜 的 運動に 對 して、 また 總統 ァドルフ •ヒ トラ ーがそ 
の 阐托 に對 して 持つ 信賴 のこと 1 あろ。 滿 足 を以 つて 今 =確 7|- されてょいことは、 « ^ と指導 
級とが互に同志な6ことを承涊したと''いふことである。最も闲辋せろ時代に於て、ドィッはァ 
ドルフ •ヒ トラ ーの衔缂にょり、そのカの祝源に立も鉍つ仁のであろ。われらがもしも過ぐる 
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年々 の 業铕 について 訪るな らば. 特に ァドルフ • t トラ— の 仕 取に 共に 俲いた 無名の 人々 に感 
謝と订揪の官恭を这らねばなるまい。といふのは，われらの訑も'か知つて*ろことは、もしも 
われらの 背後に、 嫌 統 にょつ て 功 氣 とカとを.史新？れた阈托が*なかつたとするならば.われ 
らの 使命は 果 S れ なかつ たで あらぅ といふことである。彼等は凡§る仕褀を共に 13 し、凡ゆる 
捵牲を苒んで拂ひ、1人びとりは打 ^. 名»に将かれて*ょぅと松るまいとに關せず，©いれ人 
人で ある。 

四年刖は、大 |8 » の最初の防府を作ろ仁めのものであると總統は考へた。そのニ年はすでに 
调き去つたのである。そのニ年叩は«驗に於ても仕祺に於ても苡に贤宫であり、ふゎかへつて 
見ることも出來ないほどであり、われらが爲して來た經驗に基き將來の大使命に參照レょぅと 
思つ て 見ても 徒勞な ほどで ある。 - 

|九三三年は说の如き速さを以つて無抵抗に敢行して來た革命の¥であつた。公的生活の凡 
|5> る诏域にあつて、新しき思想が道を拓$、過去に於て |± 不安なる諶會主義的な檷ヵ所有敦た 
ちにょつて 85 迫3-れて*伫ものが，«除に轉倒したのであつ ^ 。说內の敵の最後的解決がその 
生なる»題であり、 « 民 * <¥ キ-茂運劭に逍 -4- 聞くためには、それは不租の ^ 神で以つて甩 ||$ |>« 
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の間に解快5れねばならなかつれので.ある。 . - 

1九三=:年には多くものに鉋がかけられ仁ので，多<のものが鉋屑として落ちなけれぱなら 
なかつた。或ろ坳合には、われらの新しき ||1: #親の阏士たちにょつて使害を§れものもあ6 
が、 しかし 全 體 としては 今年まで 總統の 宜官 に大 «共嗚するに至つ仁。卽ち1九三三年のド< 
ッ革命 ほど 規律 正しく W 现され た 革命 U ， ほかにない ので ある。 

總統の 共働 者 全部に 對して 大なる 猃理が 嬰 水？ れた 。總統 はわれら に 外交 上の m 荷を も 課し 
れのであ6。國衿に，於けろ、かの你大なろ五月の渖說を以つて、總統はしかし移民荠の边 13 - の 
敵 £; あろ網をひきちぎろことが出來れ。そして祕你の興味ではなく、素 3£ な自己保存の窓慾が 
ドィッ民族*その解放行爲にまで追 0 やつれのである、といふことを外 » に對して箝明するこ 
とが m 來た。 

本命 M 初 S3SS 如# 讓 SS ち' 一九 isi •は 堤 综 かな 地 S-9S 仕 手した。 i 
は 主として な g® 运 かれ- u。 swigs 秩 iiuii する 雜％ 制定され ニ 九 三 三年 
7L H 1 1::を以つて華々しく開始？れろに « つれ。かくてわが碑民が闲民社 # 主義の思想財とし 
て、總統の努慟に對して、以前から « ^. して ?)« たところのものが掩得？れたのであ & 。 
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失業者防止に關すろ规準を史に低めろこと、私的蹀濟の苒ばしき發展、それに由來す乙とこ 
A の Ni 東 及び 共同 體に 於け る 公的 財政の 間 定化は 、この 時代の 仕 琪 である。！： 家の ^ 祭が 絕ぇ 
ず破格に敵の者に對すろ戗然を怠らなかつたとは云へ、かくて鷇初の鬪爭の年の必然的に苛£ 
を要した手段にょつて笳儉が遂行されろことが出來たのである。3:民社#卞«がその枳昶的な 
無 條件性 と頑强 n •とを 失は なかつ たとい ふことは、 總統が ドイツ 阈 托 を 針 卑な M 兵の 野心 滿々 
れる策 ^ から救はなければならぬといふ熱盘にょろものである。阈呙の內而的摊得と轉換を求 
めての 阏卞が 、いかに 大な ろ成粜 を牧め たかと いふ ことは、 一九 三 四 年 八月の！： 尺 投票の 輝か 
しき 結 梁が これを ょく 示して ゐる 。これは 名释あ る將軍 の 死後、 總統 の搖 ぎな き 指導 我の 地位 
を 砷保 した もので あろ 0 

かかろ 事拔 上の 明 ^ な 業 锫 は、 ドイツの •：£ 境を 越ぇて 阈外 にも 成 梁を 及ぼした ので あろ。 ザ 
丨ル 地方の！ 役 栗は 救 门前に次のことを符明した。卽ち分離キ：雜者や移住民の嘘 -|5 が、いか 
に极槐 のない もので あろ か、 その S 諸 的な 合 -ft 葉が 今日では、 いかに 力の ない ものである か、 
そして また ァドルフ •ヒ トラ— によつ て、 洱び全 ドイツ人の にもたら された ドイツの 血の 
共 冏 體に 於け る 結 含 力が、 いかに 强尚な ものである か、 とい ふこと が 特に 示された ので あろ。 
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内政 5 には 一九 三 四 年、 新 ドィッの 輪郭が 明確に されれ。 1 S 新しき— に W すろ 法 件を 
以 つて 一八 三 四 年 一月 = 下 ロに 行 はれ S 史的な S は、 地方 分離 主 S を以 つて K 後。 解決を 
若。 そして 目的を— せる 仕 車に 於て、 この 年は* 先づ y つて 特に ブロ シァから 製の 新し 
き秩 & に？ 衾 穿 作つ て 行か- ■''といそ) とに 集 言れ ち こ® 方向に あつ 5 に フロ シァ 
|相と «; $奋とが2られることになり、か<て從來61とブ？ブとのニ元的 
な禍ひを永迸になくし、兩者を有機的なもの上するやうにしれ。 

今や 過去 3馨を除去し、新しき ». *'; に對すろ蓮を作つれので，これからのニヶ年はァ 
ドルフ • f 5- G 四ヶ年 計# にょつ て、*! 堂れ 兗 Is 上に 立つ ス® に 二れ 以上の i 
をな すで あら.，-。 すでに 蟹 も 公 f れ - U やうに、 fw 来に 於て は、 SS 新し i 方 分割 
が 湾， 1.0 であら- 7。 ® も 1 部分 S 3 に 於 T 要 S 制限 S ない 椎カが sf れ たなら 
ば、 近裝 所に 於て 起つ たやう に)® 方證の 8 si もなくなる だら うと 劣 へても ょ 
ろしい。 

$ とそ s 分 f れ t 地方 iei が橥 い かに 形成され る' へき かは、 こ® 際 f そ f る 
吃定 とし S へられ •〇 であらう。 これに WW 決定的な ことは、 鐾が咋 年® 黨 会に 於て® 



193 



べたのであり—卽ち彼は立派な地方區と荒級すろことのない地方が削造されるであらうと宜甘 
したので ある 0 

ドィッ 阈 1¥ を 形成す ると いふ 背から あつた 問題は 今や 新しく 解決され た。 われら 阈民社 僉 主 
莪衣は晞史からこれを學びとつたのであろ。われらは、中 1«: 紀に於て結 « 网沒の壞滅に導いた 
やうな 過ちを 洱び 犯す ことは しないで あらう。 われらは しかしながら、 西方の 苹命家 の轭に 做 
ひ"多而的に形成された生活をドィッの地方にむりに統ーしたり、非常に逑つたものをーつの 
場所に 丸め込んで しま ふ， やうな ことを せぬ やう、 用心せ ねばならぬ。 ザ— ル 地方の 人民 投犋の 
骷驗は 次の ことを 明かに 泣 明した ので ある。 卽ち頭 を 悄 まして 作つ た 國際 的な 限界に も かかは 
らず、阔民社伶主蕤によつて 0 览まされたド+ッ人の血の捋動は、外交的な砲擊や鈑逆荠のガ 
ス攻帘 よりも 遙 かに强 力で ある、 とい ふこと である 0 

われら 阈民社 # 主義者の 誇りと すろ ことは、 アドルフ •ヒ トラー の もとに、 次の 年 も、 ドィ 
ブ國民が數百牢來解決せずして殘して來た問題に共慟することか出來ることである。總統によ 
つて 點 火され たろ 焰は 、よゎよ き將來 への 道を 示す ものである ことを、 われらは 確信す ろ もの 
である。 
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この1月の雁史的な妃念=:に當つて>阑提社妗、 1*. ?6 新聞の購諮者募集の週間が始まろ。ゎれ 
らの新聞もまた、政«を蒱得し、勝利を完成した反驳戰ののち、嫌統にょつて全く新しい大使 
命を 持つ ことにな つたので ある。 恐らく 今のところ 餘 h 關係が ないや 5 に 思 はれる かも 知れな 
いが、 われら 凡てが ァドルフ トラ.- への « « を I : 小す 新しき 仕事と して* この 仕事 も 大いに 
役立つ やぅに せねば ならぬ。 

R 掄 の 時代に 於け ると 2榇に、建段の時代に於ても、《民社會主遂新聞は间志を承認し、そ 
の % 要なろ領域に於て、完全に新しい生活形式を俐遗したのである。余はゎれらの新聞の愤値 
あり、 理解 あろ 共働 作業を、 完全な ろ 祕設 «業に於て承涊する。それは逍當なるときに沈数し 
—— この こと も 必要で ある I また迪當なときには’阈民が理解する贾葉を以って詒るのでぁ 
ろ。 「 7 * ル キッシ *ル'へォバハ*|」紙は運勐の中心機關として，闻民と指導級とが密接に 
結合して不離の關係にぁるゃぅ，共に仕來をする使命を，他の新聞凡てと共に有するものでぁ 



2 九 三 * 3 一 0、フ* ル t シ * ル ニ ォバ ハター 紙 所載) 
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ド 1 ツ 阈民社命主義を代衣するところの « と阑家の接礎と理念、これはドィツ阈民とドィツ 
1 g の 偉大なる 往設 作龙の 妝 も ® 要な ろ 部分を なす もので あろ。 黨と阈 家と いふ 今 a の ドィツの 
ニつ の 杯 力な 成尜の 共同 作笼 について、 不明な のは 阈内 ではなくて、 岑ろ阑 外に 於て^ •ある。 
そして われらが この 問 姐に ついて 話す のを 遠方から 聞けば 聞く ほど、 觉 •と 國宋の 共同作業には 
對立があろやぅに兑ぇろ。そしてこの主張されろ對立から、阈民社會主義的阈家の崩壊が換甘 
される ので ある。 

小 態に 杖 も 密接に 關與 して ゐる！ ？一:々 n 身は、 以下の 理由から 、か、 る對 立は 少く ともないと 
いふことを知つてゐるのだ。卽ち阈采は、黨によつて初めて创作されたものであり、乂阈家 
は •われらの 總統の 理念と 及び 運動に よつ て充 たされて ゐ るからで あり、 また 笫 一に、 そ 
れは 阑{¥に充滿した運 $!) の人々であるからであ6。 
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«家は »> が》民の形成，生命の組成 0> 最後の表現形式であり，かくてまた . われらの遝動と 
«の 最後の 表現形式で も ある。 

® 民 社# 主務 的* 動は， 從來の 阈 家に 對 する 反對 のぅちに、 ra 爭の ぅちに 生起した もので あ 
ろ。それはヮィ "^ —ルの«家に對し、軍に對立に於てのみならず、それを否定す6ところまで 
遂行すろ通通命釋のなぃ鬪爭のぅちに立ち上つれものである。 

過去の ドィツ 阈宋 は. 小 1 の もので あつた。 それ故に 消滅せ ねばならぬ もので あつた。 それ 
は從來のドィツの表现形式であつたのだ。その指導は不进德であり、卑怯で -#) り、恩 « のもの 
であ つれ。 われらは «民をして爯び、英雎的に劣へるこ4を敎へるやぅな指導を阑民に祺活せ 
しめろ ために、 かくの 如き 指導を 拒否せ ねばならな かつた の；；：。 

かくてわれらは、1! « の屮に新しき«{ « の概念を持つ仁新しき組級と、新しき指導を確立し 
て，この指潘のもとに新しき阈民を形成せんがために-ヮィ1-丨ルの«家を，或ひは更にょ< 
云 ふなら ば， 一九 一八 年 十一 E ： の 机 級を 否認した ので ある。 われらは 反抗 時代に 於て は、 次の 
ことで 大いに 惱ま ねばならな かつた。 卽ち.人々は，われらを«家に歒對すろものと见做？ぅと 
し、荇等を謂は 5>- ’现念«迭に於て無政府主«だと說明しょぅとした。われらはか..る緋||者 
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に ^ して找返し論 « した。 »> れらは決して满.1 '*; に對立すろものではない。<れらは弥プな. 1' ォ 
なき i — がた めに、 £ れた机 f 破® せんがた めに、 汝等 4 ふのボ と 云 つれ。 

1 と馨が 到—— 支® し. 瀵と S ! T か 新しき •--- ィッ— 若せ、 人 M は 彼等の 見 
« に關する疑惑のぅちに、何を爲すべきかを知らなヵつた崩 « の « 出に總統はヵのぉ -4- }8 げ 
たのだ。般籾は若千の 1* かな人々が*次には馼千の人々、幾萬の人々、苡 ?1 萬の人々、放後に 
は 全！： 民が この 旗に ついて きたの だ。 

W 益 SS 初 Sg 士為爭 へと かゎた て s ' ハ—- t ク b ィッ G ために' 螯 G - M 民主 
教 冓 は， 典んで 彼 ^ の 生命を 投じれ ので あるが* この 旗は 今 U , わが 阈 « の »- 嚴の搏であろ0 
それ故に、 われらは 今 H 、 r みに 對 して 何ら 對 立して ゐな いとい ふことは 裔 である。 と 
、ふのは われらは、 われらの 血に ょつ て 血を 期し、 肉を われらの 肉に ょつ て もぎと る ことは 出 
來 ないから で f かく S 如 高 f われら 盛設し - USV 。 こ 命 S 、 か S 高 
潮のぅちに建設？れた。そしてそのとき、阈呆の |6 築の上に、初めてハーゲンク 0 ィッの旗が 
たてられた ので ある。 われらは、 われらの 精神を 以つ て阈家 を充 たす が 故に > この 阀‘ « を 承 ^ 
す* の； U 。 こ ssv われら S 總統 S 製で あ •〇 が 故に、 こ SE 家に 奉仕す ろの* た。 






198 



そこには 何の 對立 もない。 全« に 奉仕せ んが ために、 偶人々々 が 彼の 義務と 彼の 勒努 を果 5 
ねばならぬ。 決められ t : 仕事の 領域に 於け る 共通の Is ® の 分» が ある だけで ある。 

われらは 利己 キ： 速の 某 礎に 植 つけられた やうな 望、 われら g 民 社會 主義者が 原理と して 
5 t. たてた もの-反 對を表 したやうな 一一 家を 否認した の；；.； > i いふ ことを 忘れて はならぬ 。わ 
れらは 憐れむべき 分敢 主義に、 うちのめ S れた やうな 國* 冷 ？：' 定 したまで i あると いふ こと、 

給： S は •公的 生活を 充たす 凡ゆる 机 織の 同一 生命から， われらの述動の全要求を正しとする 
間 一生 命. か 生ずろ， とい ふこと を 忘れたくない。 われらは 決して 別れろ ものでは ない、 とい ふ 
こ i lt c 明な ことで あろ 界 « 的に* 礎 づけら れて* ろ* 動は > 誰と でも 別れろ こ とは (1| 199 
來な いの だ。 それは 凡て々 捩 充し 、包含し なければ ならぬ 。世界® を 代表す ろ % 派は、 その 運 
§ が 行くべき ところに 立つ てるない 限り w 狭で ある。 われらは K 法に 於て' いつも どこかの 道 
をきり開いて行くのであ*。しかし枏本的には.；^、唯.|の明かな紋があるだけである。われ 
らは成るほ卞、戰法を ^ へることがあろかも知れぬ。しかしわれらは，その极本では搖がずに 
確 |*1 として立つてゐるのだ。それ故に勝利もわれらのものとなるのだ0 

哼利の3: |111 には、阈民社 # 主违の »; 以外 |- *或ひはそれ-0相並んで、別の政黨は|つもあり 



なな、 と、 ふことは、 われらに とつて C 明の ことで あつた。 われらは 義務を 持つ てゐ た。 

この ことは わが 阔 呙の將來が要求し仁ことだが~^この場合綷赦することなく、偏狹に前進す 
べき 義務を 持つ てゐ たの だ。 全く 明かな ことは、 個々 の 人を、 似 値 ある メンハ ー として 余の も 
とに ひ灸れ 、その 人裟門 的 知識に ょく 合致した やぅな 仕 車を、 與 へろ ことは m 來 ろので あ 
ろ。 しかし、 その 人の 中に かくされた ものを、 その ま、 受け入れろ ことは 則來 ない の' た。 今は 
それを 打ちく だかねば ならない。 

この 無味な 平均 化—. とい ふ® を 人は しば/、 聞くであらぅ。れしかに到 6 ところ*それは 
無味-- 見ぇる かも 知れぬ。 なろ ほど あちこちに、 f 神の 無 现解や 非常識な ことが 行 はれて ゐ 
るかも知れぬ。ところ.か、そんなことは火きなところから兑れば、なんでもないことであろ。 
机® を 平均 化する とい ふことは、 SKS 公共 生活を 通して 流れ、 形成す 6 凡て 果物が 同じ 調 
子に される ことで あり、 かくて この 公共 生活が 出來る だけ i のない やぅに なろ ことで ある。 
か. こた こと 凡ては、 同一 SSE 神 的 S にょつ て H かれて* なければ ならぬ。 それは M じ 根源 
から 出て きた もので なければ ならぬ。 

» 民社妗主義の精神財にー致しないやぅなものは"凡て « 111 されねばならなかつたことは全 
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.1, .ぐ- \-ぇ>や企吖か^い結奶となるとは、わわらけ ?1- 张したくないのだ。さ 

うした 時は もはや 過ぎ去つ てし まつた の だ。 尤な ものは、 もはや 新しい ものとは 調和し な' 
の だ。 みせびらかし els # 歩、 e 露# _G 期 s であっ たとい ふ やう に、—,, 
布 物を そ のやう に說 明し ょ •，とするならば、 そんな ものは 邪道に あるの だ。 しかしながら、 國 
家 GS 民 的 共同に 一致し ないやうな、 そして 親しく 普ら れ ないやうな ものを 厳 止す る ことは 
必要で あった。 かう した IG 存在が 蕃で 公、 しかも 何 か 2 す fe であ— うな 時が 
與 へられろ のは 少しも 椿は ない ことで ある。 

力く して われらの 新しき 闽家 は劍选 された ので ある。 この 网 家の 先 ^ に總統が 3>: つた择乃 
に £ 立は 終っ - UG である、 或 ひは.， 〇 っ i く 5 ならば、 以前の 蟹の 藍の 翠が 終っ た 
ので ある。 總統读 命が 終っ たの だと 說 明した。 產 的な、 涊 證^; 备 どもが、： のた 

めの 本命は 永遠に 續 いて 行く もの だと 思っ.^ としても 、その 中に あろ 危險 はもう 無くなった の 
ナと簡取に：說明した。彼が酱と闻家との統ーを 51 * 言した瞬間に、彼は不命を迫ひ拂つたのだ。 
今 U E と阈 家が 全 一として 存す ろなら. は、 簌と阈 家との 問題を 正しく 分けろ ために •分割と い 
ふこと が 0 然に 、こ、 に 今や 入つ て來 なければ ならない。 請 ^ の 中の 多くは、 今年の 二 •丨ル 
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ン V ル， sa 火 < ss 獨特 な， ヵ强 い— 1 M いたで あ t そして 総統の ヵ强い 言萊の 
校 明を W いた？ ある。 そ g 中 i 統 は、 fsl について、 明 映な 两別 をした ので あ 
り、— つ 打 人 なら ば、 笔急れ I いて 1 U なくなつ る 。 f S に 
對し て、 前 St に— し、 志し' E — や つ袞 U 今や、 f — いで あら 5。 

簡潔に 余は’ 總統 がわれ ら の穷樹 に® して $ M なろ 例を 引かれ 個々 の 何を 示して， て 之 
場を 明かに された ことを、 もぅ 一度に こ、 に總" して 述 へよぅと 思 ふ 

« は® 铉 1 に對 して、 你大怎 U 的备 いて くれ 忘で ある。 それは しかも、 1 
■の 思想 W から 生れた a 的な？ 交。® は 公共 生 f して、 こ® S 的に 一 fl -ぅ に 
した。 そして こ S ことは ' i が どこ ま 1 裂して 行 气自 由に 任せ 1 钟 
超 S 一つで あり、 わが 1 るのに— な ものである。 乞し 1 、どこ* でも 议 
ろ ことなく 努力し、 凡て S 民を 社 11 に敎 W して 行く ので ある。 

设も 11 に 於て' SCS 力 s 把 s が 全く i 的な f t つ 5 d 的な S 

el は、 艺定3 藭 1 着 交に よつ て 占 t れ ち) i 爻 51 よい。 現在と 

1 一， 四 年 前と の問に、明かな間隔|めるれめに，ナチス運動の人々によつて|の屮て 
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過去ー -; 四年前との間に、明かな間隔を涊めろために、ナチス翊 1) ^ ス々に2 ^- 



創ら れた ものを、 われらは この 轉换 期に 目前に 兄なければ ならない。 

余は はつき りと 國防自 由の 確立を 先： g に 立てる。 われらは 嫌 ^ なる 態度を 以つ て、 國民肚 分 
キ確を RR 明し なければ ならない。 それは 麻ら、 われらの ft 事と なつた。 锶 統と その 配 ドの 31 民 
社 侍 主義 # のみが、 ょく かやぅな 大 JK ? な •決心を なし 得た ので ある。 

われらが 今=:滿 足して 居り、 わが W 民が 今日、 その 國 3 力に 歡 1 S を堪げ るなら ば . , 何人も 余 
が洱三跺0返すやぅに「ハーゲンクロ4ッの勝利を實らさない汛隊、大砲、飛行機は、ーつも 
これを あらしめ ては ならない 0 」 ことを 忘れて はならない。 

余は、余の命令範阗内に鲥する空淇に、黨の總統が空港に現れたならば、彼にょつて创設さ 
れた诅隊は、もぅこの人の閊ひが始まつたことを想起すべきこと、また必ず注 0 の禮をなすべ 
きこと を 命じて ゐた 0 

われらは、 われらが 勝利を 得た 今 £=では、阀防カに兵器と人問を加へ得ることを滿足に思 
ふ。 その上た しかな 指揮の もとに、 專ら阐 尺 の 安全を 捶 得する 刽が硏 ぎ沧 まされて ゐる ことを 
滿足に 思 ふ。 

われらは 屈 娣の幾 M 謝の 間に、 これを なさねば ならな かつた ので ある。 劍を 毀され た 者 U そ 
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の 安全 塞 はれ、 安全を 奪 はれた 者は その 名# t 失 ふ。 證の缺 如は 常に、 ま ハ 名 界の缺 如 
となり、 安全の 缺如 となる —• <> れらが C 由と、 われらの 名# とを！ ^び /, 1 ! 描せ んと 欲すろ なら 
ば、 總統が 鍛 へた ドィツの 劍は 、この 自由の 防銜 者と なる であらぅ。 

史に余は、ドィツ炅族のー千¥以來の揿れが、今や形をなしたことに想.到すろ。遂にわれら 
は、 一民 族 一阀家を形成し、何 71 年來われらを散々分裂させてきたものを克服した。^"ィツの 
同族とドィツの各地方が、亙に干戈を交へ、ドィツの储兵が到るところの賊坳に於て征服し合 
つてゐろ問に"ょその國では世界を分荆したのである。しかしてドィツは、ー尬となることな 
く空しく過し仁。卽ち、世界史に於て、地理的に未だ苷てー阏として现れたことはなく、术 ^ 
意味 槪念 として 現れた に過ぎないので ある。 . 

過去の 幾多の 政治家に 於て 不可能 だつ たこと が、 嫌 統 とその 運動に 於て it せられた。 それは 
阈挝 の 信望を 得た からで わる。 これまで 人々 が" W 民は 統一を 欲して ゐな いと ^ 明し 仁と すれ 
ば、われらはこれに對し、ドィツ國民は常にその統ーを望ん'たが、た：ニ、三の領主や敢主 
が、 これを欲しなかつただけである、 と斷 苢 しなければ ならない。 總統が 余を、 人 ブロ シヤ 
阈の 宰相に 指名した とき 「余は 贵ドが 傳帝 阑の元老たる理由ではなく、灼身分の蛟後の入た 
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阈の宰相に指名したとき「余は责ドが灼帝阑の元老たる珥由ではなく‘# ^ 分 ^ 圮抬 0: 人六 



ゎ、_を創0亡人たる货-トを宰和に立てる。」と云はれたことは、余の^^とするとこゐで 

あろ。 

正しく われら ブ 0 シア 人は， 正當の 理由を 以て ブ D シアの 箒 業が 3 ： 家 統一の 前提を、 歷史の 
中に ぅち 立てた ことを 明かに する ことが 出來 る。 ニ、 三の 支 fid 者が、 余のと ころへ 来て、 「贵ド 
が ドィツ 阑を 創つ たなら ば、 ブロ シアの 3 や ブロ シアの 政府は どぅなる のか！」 と 云つ たと 
すれば、 余は た •>■、 ざつく ばらん に、 「ドィツ！ 1が出來さへすれば、これら凡てがどぅなろか、 
といふ問瓸は枇界中で於も取ろに足らぬものーじある-こと說明すろことが出來ろ。 

統一 阑宋建 設の事 業は まづ 、何ょりも 一度 外阈が 如何に これを 見ろ かを 考へな ければ ならな 
い。外阑の政治家には、恐らくわれらょりもはつきりと、ドィツに於て 71 离人のカが對立を解 
いて結合した埸合、それは何を寇味するか、びんと如に來るだらぅといふことを余は信ずろ。 
他の國々が、旣に何百年このかた所有して來たもの、しかして今や *> れらが有するに至つた 
ところの もの ' ) れは 總統 とその 運動の おかげで あろ。 こ 、で何時間でも*: 0 /、の大きな仕 
市と 重い任務、 そして その 結果に ついて 話せと 云 はれたら 話す が、 それは お 易い ことで あろ。 
いづれの大きな仕堺も專ら、 ?1 萬のドィツ阈民が典捨をあてにすろことなく、自らの手で仕 4( 
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み 求めなければ ならない やぅに す* 0ことにあつわ。正にドィッの穷働 -« に，慈善と乞 & の阈农 
にょつて * はれることを杏々しく思つてゐれのであろ。物找的な問姐ではなく、精神的なもの 
であったが、わが穷働片は创#3的阐托の社#から£め出？れてゐ6ことを涵じて、粑边を览ぇ 
れ。かくの如きことは、初めから枸锊的なことを考へろことなしに、 #|| 設の大«業を比類なき 
英雄 精神を 以つて成し遂げろ、 55 磡#の播牲的精神に於て認め得る魄であろ。この事衆遂行の 
ために，今=でもな (1 、栉かな « 銀で苒んで全カを进す。これは必耍なことであろが、外阈の 
布. 俲* のな し 料ろ 忠で U ない。 われらが 滿足 して* ろと すれば、 それは わが ドィッの 努働各 が 
•トィ ッ阔民 の 本然に S つたこと である。 

今 ロド ィッ阑 试が> 冉ひその 5? 働の成见を莩受してゐるとすれ'は、これは凡て*われらの運 
動の 事業と 创 迆にか-つて*るのである。.過ぎし幾年の間、何度も « 返し云はれ、說明？れ 
た。 —— 「正に 謝 君の 持つ て* る ものは， 凡て 諸对 の ブ D グラムの 中に ある！ 今 ?» 对が眞先 
に 立つ て* ると ころでは ，諸 針は もはや 不都合な ものに 目を つけょぅと は 欲しない。 例へ ば， 
これまで諸对の民族問妞はどぅであつれか。しかして實行は何處に落ちつくか！」と。-ー*丨ル 
ンべル*クの本年の搽大分に於て、紳七渚 « もその解答を得た害であろ。卽ちニ*—ルンべルグ 
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ンべ ルグの 本年の 满大 # に於て、紳七渚对もその解答を得た害でぁろ。卽ちニ"丨ルンべルグ 



の妒仆にょつて、われらの « 活動 (7) 汛要な2|黏が « 行に移され，わが阔家迚設の棵石が攰てら 

れた ので あろ。 余は その 際、 總抚の 委任に ょつ て 旗 則を 定めた ので あるが、 諸 対は 誰でも 苷て 
戰場 に； S つた 古い 光 榮あ る黑内 赤の 旗の 前で、 特別な 確信と 敬意と を 以 つて、 これを なした 車 
を 知つ てゐ る。 同楳に いづれ の 阔； いづれ の 都市 も 必ず、 その 道を 示す 各 CI の 象徴を， 持つ てゐ 
ろ。 しかして われらの «旗の色が、黑と内と赤であることが分らないのは色竹羝奢だけである。 

われらが 年中 その もとで 鬪ひ ，奉仕して 米た 勝利の 象徴た る阑 旗を、 ドィツ 中に 眯かせ なけ 
ればな らな いことは ci 明な 事に W する。 この 國旗 は、 われらを ドィツが 有した、！ e もよ い 時代 
に 引 戾す ことを 袋微 すろ ものである。 この ことは 如何な ろ 領域に 於ても 忘れな かつた し、 また 
決して 忘れられないで あらぅ！ 尤も これは 凡てに 於て、 常に 同一 テン ボを以 つて 行 はれ 得る 
ものではない。行她のテンボは緦統一人がこれを定め 6 のである。これ令欲しない者は追放さ 
れな けれ U ならない！ 

阀民社 fr 卞義遝 動は •今：：： では 仝 W 民を 捉 へて ゐる 。彼等の 手には 新聞 や 映 逬や ラジ ォ嗒、 
阈 K - を 捉へ 、牌 ^ し、 敎 T 1- する に必耍 な 凡 仰る ものが あろ。 

指染の 任に 當る官 吏は、 凡て 運動の 尖： §に遒かれ 6 。しかして將米、運觔は凡ての惝々人の 
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協力を 得， かくして 指® 的な 畜に 於け ろ、 統一的な 考へ 方が 確め られ ろので あろ。 しかし 钱 
統 が® 出 字ない 人間を 用ひ惠 合には、.；； れら g 袋# _者 は、 鐾 の眞繁 議す ろた 
めに、 ぅんと 洞 祭を g かせなければ ならない。 霖が 人を 瞿に 値する と考 へた 場合には、 わ 
れらもまた彼等を俗任しなければならない。なぜならば總統は、われら全部を束にしたょゎも 
人を玷る ^ を持つてゐろのであるから。 

市町材に於て、縣に於て、到ろ處で、涨は能カを發揮すろことが出來る。諸沿はしつかりし 
れ忠雾 と、 統一を 與 へる 指 薄 其を 出す。 所ん ど 凡ての 指缚 者は、 矣 同時に 役所の 尖端で 
あり、 阙衆行 政の 指導 的 人物で ある。 しかして 就中、 ヒ トラ ー •ユー ゲントから 將來 ドィツ 
の來 るべき 指導 背が 現出す ると いふ ー祺が 存 する。 

これは 決定的な ことで ある。 とい ふのは、 われらは S 民 社 富 義の 理念を 把捉し 始めた (尤 
もこれ は 大分 成熟して 來 たが) 策 一代に 過ぎない ことを 決して 忘れて はならない ので あろ。 わ 
n らは 各€1、前畤代からの荷物をぅんと背负つてゐる。各自は自分から多くのものを拂ひ落5 
ねばならない。 勞働者 も、 余 及び その他の 人々 と 同様で ある。 われらは 誤つ た敎 肯を货負つ 
てきた。それがマルクス主接の味級的憎恧から生れたると、ブルジ-ァ階級的自負から生れわ 
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てきた。それがマルクス主 || の哦級的 1« 惡から生れた6と，ブルジ-ァ階級的自技から生れ亡 



ろとは 全. 然 問ふ處 でない* ■われらは 各 0 •新しい® K 的- 瑟 れ めの^' 所を つくろ？ に 
多くの ものを 投げす てなければ ならない ので ある。 

われらは 第一 代で あ* 0。 われらの 一人々々 が、 成る 者は 速く、 或る 者は® く、 成し遂げた こ 
i 一 取に— すろ ことは 出来ない。 この 世代が 直ち— めに 應ず！ とを 期待す ろ ことは 出 
來ぷ 、。な 甘なら 馨 はもぅ 旣 に、 餘 -C- に 永い g、 別な 道を 步 いて 來 SV から。 今 ロ S 世代 
，が 一= パ-セント、 s 民社舍 主我 的に 考 へ，® ずると いふ こと も 不可能で ある。 今 R の 下司 も、 
有*' ことに、 一つ かは* c 由な a 民 社 會_ 者になる であ t かく 導く のが われら. の® 
兜な 使 ^ であろ。 

こ swwf そ、 われらが 特に 成就し なければ な— い S •梁で 交。 W 蠢動 と從 つ 
て S 束が その 人物を 得ろ か 否かは* これに か" ■つて ゐ るので ある。 われらは 特に，) の 装に 
n 分を 捧げ、 こ S 世代から 雙に 完全な ts が 熟して 来ろ 2 助けなければ ならない。 

敎 竹の 不可 wfs は、 I 凡 s る 地位が これら 靑少 年に 接 f れ るからで あゎ、 i は 
われらの 28 であり、 それは われらに S し、 そのれ めに われらは この i に 於て' この 運動に 
ゐ ると E 棟、 描 力し なければ ならない からで あ*。 装は 昔を 唯 1S 志 r 震し、 これを 
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總桄の 并に共嗚させなければならないのであろ。 

is 動が 公的 生活に 於け る， 色んな ものに 嚙みつ いて 攝取 しなければ ならない と 信じた 時代は 
終つ た。 今や 到ろ 處 、述 励の指導者たちは先如に立つて、これらの問題を支配してゐる。公平 
な规 律の もとに •深の 全 機構が 蘇 i » 家の 一致、 とい ふ 課題の 迷 成の 上に 現れて 來ろの も、 こ 
の問题の1つでぁる。しかし阈宋機梢-^ :« に於て、總統の指揮通0に步調を合せない奔は淘汰 
5れなければならない。そのテンポは前にも云つた如く、た ^ ，總統のみにょつて走められ 
ろ。 總 杆がその道を述はず迆む正確5は、自ら凡ての人を珥いて行く0それ故これはまた*總 
統の_にょつてな？れるので'亂痴鉍騒ぎや或ひは善意の熟悅からすろ惝々の行 13 が、規律 
なしに 遂行し 得る と 信じて* ろ 凡ての 人に 對立 する ので ある。 

W 3; •社# 主 箱を， 4 ん で， T ない 風に 考 へて われらの 熄にや つて 來 ，何 か 空想的な 氣菹ひ じみ 
た考へを衿ち、血と土に關すろ1! ^ 社#主 ^ 的事業を誤«して*今でもゥ*丨タンや黹神の„ 
■r i - テべ' クな愤 夢 或 ひは これに 似た これを なし 枒 ると 信じて ゐる 人が、 依然として 事 # に现つ 
て* る ことは 否めない 褀 R である。 これは 宗教と 敎 # に對 する， われらの® 度に とつて 重要な 
ことであるが、これについては .(« 甩に切りあげる= 
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SK ft # 主義 其と L T p 爭の全 期 fill を 過して 來 れ人は、巨大な信仰のカを持つてゐろことを 

澄明した。 觅生ドィッを剂り*これに與かることは，この大市業を祝瞄する全能者への，最も深 
い12仰にょつて充愤5れなかつたならば，不可能であつたであら5。それ故，われら«民社會 
生 箱 ^ が 無神論 # であると 主張す る 者は，® をつ いて * るので あろ。 

われらが 敎译 >-鬭つて*ろと推か ^ 非難するならば、余は明脫に說明する。「否！敎'4:がわ 
れ らに 鬪ひを 2; 1たので、われらは防帮に立つて*るのであろ。われらは敎#に對して、租构 
的な +リスト敎徒の立埸に立つてゐることを說叫した。にも枸らず’敎#がわれらを«すもの 
であり、われらを防期に逍ひつめたのである」と。 

•今や教件は、次のー* %- 理解しなければならない。1卽ち阑民社侍キ«荠は、未だ守勢的 
にも 敎 -5:を- .« 谕したことはない。常に到ろ處で、われらは辯明にも扭極的であ0た。しかして 
人々 が、 われらに 休みを 與へ ない 間に、 あちこちで ょく ある こと だが •嫌 統 S ® に 添は ないや 
ぅな こ 4 も现に 起つ たので ある。 われらが® « に與 して ゐる と、 人は！ 一民に* げろ ことは 出來 
ない。 むしろ、 *) れら •か 阑民に « 理を示すであらぅ。われらが他の人々の迷信を非嫌する极拽 
を 篑 VS- I 1 持つ てゐ ろのに， われらが 迷信に 麻痺して ゐ 6とは、人はぶふことが出來ない。 
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敎會 は、 次の 一 ^ について は 安心して ょろしい。 — 卽ち •敎 # が 圃 ii !; ) it # *:-H 義と妥 協す 6 
なら U 、” れら は敎 侍 と 安んじて 安 協し 得ろ とい ふこと について！ 敎命が 安全を 得る か 否か 
は、 一つに 敎 僉 にか i つて ゐる 。われらの 運 励は、 就中、 政府 及び 阈家は 未だ 一度 も敎 # を 镜 
さなかつた。われらは敎#に庇速を保雉しれ。 しかして 敎# は 今： = もな ほ、 充分な 範阑に 於 
て、 この 庇護を 受けて ゐる ことを 知つ てゐ る" 

それ 故、 人が こ、 で われらに 對 して 何 か 非難を なし 得 f すれば、 以上の ことに 對 して ドは 
ない。 述動 と國家 は 信心深い 國民を 欲する。 それ 故 われらは 決して、 信仰との 鬪ひを 欲せず、 
また求めもしない。反對に、總桄にはなすべき他の多くのことがぁる。彼は离んで妨げられる 
ことなく、 立派に 完成せ ん とする 敎含以 外の大 祺業を 持つ てゐ る。 しかし 他方、 人は、 ヵトリ， 
ク 黧と福.-竹黧が、敎#と信仰を政治問龃に濫用してょり、まだ四年も經つてゐないことを忘れ 
ては ならない 。阑民に始終、信仰について語つたこれらの政黧が、浇 1¥ では政治的利 ^ のため 
に、 行動に 於て 神を 否定す ろ マルクス主義 者 及び 共產主 莪荠 と相携 へて、 始終 同じ 目的の ため 
に投甥 した ことを 忘れて はならない。 われらが 反 キリスト 敎的世 界観を 擴め 、そのために W 民 
社 # 主 揉 的 ^ 述を物 した ことに 對して 、敎 # が 今 日鬪ひをなさんと欲するならば、余は簡堪に 
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說明す る。 1 われら 阈民社 # 主我 者は た 、基本的な 一 雀を 知つ てゐ るの みで ある。 しかし 
てこれ を ァドルフ • t トラー は 「わが 抑爭」 と 名 づけて ゐるの である！ と。 

しかし他面、われらは探し求めろ人々にた ^ 、 |1: 事が敎會にとつて好ましくないからといふ 
理 til で、 また 物の 內部を 照らす 仕事が 敎侍 にと つて •小 愉快 だか t いふ 理由で、 仕事を 禁ずろ 
ことを 許さない。 また 國民社 舍主衮 は、 精神 闞爭存 に對 して、 これまでの 時代に 於け る 如く、 
火刑や黹問を以て臨むことを报否する。阈民社 # 、王義は、この場合傍親者の立場に立つ。各自 
は o 分に ふさは しい 埸 所に 於て、 祺贲を 待つ のみで あろ。 たゾ われらには 公の 仕事の みが あり 
叶 界我 的茈 礎卽ち 總統 の甚物 のみが ある。 この ことを 阈民社 # 主義者は、 みんな 知つ てゐ る。 
敎 钤の人も、各 !^1 がこのことを知るならば爲になるであらぅ。 

われら 阈民 社# 丰旄 荠は 、敎莪 論 や ^ 仰 論 a などの 內部 的な ことに 千 渉す る氣 持を 持つ てゐ 
ない。 われらは 楮神の 白 由、 U 仰の 自由を 欲する。 しかして こ、 に 於て は老 フリッツ、 に與 する 
丨丨 「各 n は、 s 分の 流 依に 應じて 幸 騙と なり 得る。」 

われらは他の組織、或ひは政策がナチス % 3:に僞裝して、その復活を祝ふことも欲しない。 
また われらは、 例へ ば經婀 { M •が W 民 社# 主 筏 的に 似裝 した 組織を 作つ て、 その 復活を 祝 ふこと 
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も欲しない。尤も"餘りに强カな分裂、分解は、それ-:1:身としては、總じてわれらに幸ひしな 
い。われらはた ^ 、常に全體としての.速動、阔民社#主義勞働黨を見るのみである！ 

分は 今：！： 押 三、 ょりょ き狀態 を 作ろ ためでは あるが、 如何に 人が われらの 民族 工作を 濫用し 
てゐ るかを 見る。 その 際、 余は かう 云 ひたいので ある。 —— T 沿は 經濟 ;« の 人間た！ •ナチ スの 
寐服を 脫ぎた まへ。 対は 道を 誤つ てゐ るの だ」 と。 ベルリンの 街に、 ユダヤ人の 衣服 商が 六 人 
と ドイツ人の 衣服 商が I 人ゐ ると する。 そして 八 "の後には、人はもうユダヤ人の店では |! は 
ない ので、^- イツ 人の 店では 衣類を 二倍に 侦上 げする とする。 その 時は この ドイツ人 も 六 人の 
ユダヤ 人と 同類な ので ある。 かくの 如きは、 誠に 非 网民 社 分 卞 莪 的な もので、 汚い a けに 對す 
ろ われらの 神 歌な 方針を 惡用 する ものである 。われらは 今後、 最も 銳い& 視の 眼を これに 问け 
ろで あらう。 しかして 余は、 かやうな ことを なす 反 劣な き 業 ^ を棑 除す るで あらう 0 
^ 迪成ひは网前その他の狀態から、愤格のせり上げにょつて何とか |1 分をょくすることが出 
來ろと 信じて ゐる 人たち にも、 以上の ことは 當て はまる ので ある 0どこかに物饺不足の咏があ 
ろと、もう充分に自分の腹を滿たすことが出來ないと心配して贾溜めする終生の脉病者も同じ 
部類 |: 觝する。それ故、人：：に「公益優先」のボスターを捣げて、裘ロから苡溜品を持も厶むや 
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ぅな ことを しては ならない ので ある。 われらは むしろ、 この 例に ょつ て 原則が 守られろ ことを 
淡 む ^ である。 しか G ざれば、 W 民が 一 «£ なつて* ろ こ i を 本 當に 感ずる ことは 不可能で あ 
る。 他人 や 自分の 利； 1 を 右 诹左擗すろことは'こ、では絕對にやめなければならない。われら 
が 苒三注意したや.フに、穷拗荞は » 銀の多3のみにょつて政治を判斷をしないこと、$人はそ 
の利益にょつて、|5龙家は配赏の高？にょつて、线民は卵や睬の « 格のみにょつて政治を判斷 
しない こと •そして 政治が 全 阐民 のために 、阈- 托の »# 來のために创出するもの>.,£. *# にょつて 
凡ゆる ものを 制 斷 する こと， これが 規準で ある！ M 民の 敎 ffij 協力す ろ こと、 一生 P * の 俅 
S を 受けろ 世話を 到る 處で なすこと， 冬期 * 班 救 押 事業に 於てば か o でな く、 凡ゆる 狀況に 於 
て， 到る 處で これを なすこと、 これが 璁統 にょつ て 任命され た 人の 使命で ある。 

遝動 ^ は-琪物を變へろことに货住があるのではなくゝ國岽に於て责任ある地位に立つ ^ の 
指 ^ 者が、 憒勢を判知し、これに |£: ずることに氣を配るべき进任が * ろのであろ。余の切竽し 
て やまない ものは 協働で ある。 その 際 特別な 目標が、 工場と 勞働 者の 生活 とに 向けられな けれ 
ばなら ない。 こ -^に於ても琪物はあるべき秩序ょり渔かに逋い、といふ赧*を余は再三受け取 
C て* ろ。 エ埸の 指導者が 、われらの 與へた ffi 火な 自由 > * 任を 正しく 利 川す る ことが •ま ii 
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どこでも 行 はれて ゐろわ けでは ない。 0 れらが エ場指墦者や企^^^彼等が匁働析と阳結し 
てゐ るか どぅかに よつ ての み 判斷し n るので、 彼等が 冬期 贫民救 濟褀業 に、 如何な ろ 苗 與をな 
すかによつて .'-*. はないのである。われらは指 ?9 其 |7) * 格を.何もせずに金で |? ふことを窣むも 
のでは ない 〇 悚 »: で働く政治. « にとつては、今までの時代の方が渔か 1- 迪してゐたであらぅ。 

凡てが 秩序； ^^つて捃り、丁ー坳指珥者が行分の责住と使命を涊識し、まれ彼が純粹の «; 敬すべ 
き阈； i ： 社#. 王 狡 *- i して 穷働荠 と苦樂を共にし，エ場の遊 |1| や會社の催物にはー度も行かない 
のを a ろと き ほど* われら. か滿足 に 思 ふことは ない。 指導者と 配下の 間に 存在し なければ なら 
ない 本當の 結合 こそ、 われらが これらの 企* 家を 判斷 する 規準 となる であらぅ。 

» 3の配逋に委せられる茁項は、エ埸指琪者及ひ勞 ») 荠の柊期阈«生活にぁ 0 阈拉肚 # 主 % 
片 の 敎 W 等で あり、 それと 共に 彼等は 0分たちに附せられた椎カによつて*敎育が何ら効を矣 
しない 處 に *, 關與す ろ ことが 出來ろ ので ある 0 

運動=:は、ドィッの將來を全民族の盼に*しかして全民埃の |1 めに找開 1-- ろれめの鬪爭に« 
ずろ。しかして余は、彼等がこれまでと时樣に将来も，こ、に全カを |£ す ^ らぅと確45すろ。 
M 人 もこせ こせした 論 爭に身 を* り泔 しては ならない。 主た單に，斛人的な « » 心或ひは功名 
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心に&因すろ手段として岡ふのは好*しくないし，また闲民社會主義的でない。阈£;社僉主魏 
を 理解し ない 者は、 今 n 指琪的 地位に 立つ ことが m 米ない こと 勿論で ある。 しかし われらの 思 
想財を攝取して’これに從つて行動することを ^ 明する人に對しては’彼が兹に加人すろ時期 
が決定的なのではなく*彼が迅動と阙民に對して寄與すろところが問 @ なのである。 

われらは闲難な時期を按へて*ろ。ドィッは强くなつた。 4 た、あまり衰へなかつたのであ 
ろ。 總統は ドィッの 安全を 確保す るた めに •兴夜 兼行で 锄い た。 しかし 安全が 確保され るか 否 
かは、 われらの みに か、 つて* るので はない。 われらは 安全を 亂 3んとする荠を防粑すろ埤備 
が出來てゐろ。しかし|庞國«が運命的な時«に|1:喚？れなければならない場合には，闲赖な 
時期に 成長した 《拔は，强い阔民社#主箝的«民でなければならない。そのために、また如；|: 
なる缺 乏に當 つても* 如 H なろ 領域に 於ても > #らないやぅに遝動3:に配琺しなければならな 
いので あろ。 また われらは、 愤格 のせ o 上げ や 5 ;沏めから犯罪が起 6 ことを防止するために、 
K1 方 手 か 鏃さねばならないし、まヒ盡すであらぅ。しかしドィッ ». 社詨、その足場$ * には* 
-金も材料も外«も必要だといふ一琪を知らなければならない！ 第| _. «*の柱石がのつかつて 
*ろ 强ヵな 地盤は 何で あ， 0 か、？ S ST は. 4 ふ。 —— 總《に對する1:民の倍杻であると。この地« 
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の 上に のみ、 ドィッ 岡は 興起し 枓た ので あろ。 この 信賴 は、 どんな ことがあ つても しつ かりと 
岡め られな ければ ならない。 しかして この 地盤には、 ほんの 少しの _を も 生ぜし めて はなら 
ないのである。これを犯す者は敢も里い罪を犯すのであり、叛逆罪、大犯罪を犯す者であろ。 
なせなら 彼は、 そのこと にょつ て われらの 生活の 极に 斧を 入れて ゐ るから。 

誰が われらを 50i つて ゐる かどう かは、 取ろ に 足らぬ ことで あろ。 何について感ロ雜 -11 を浴び 
せか けられる かとい ふこと も 取る に 足らぬ ことで ある。 かう いふ ことは、 あまり ^ にかけ ては 
いけない ので あろ。 

しかし 總統 に關 しては、 限な き 信 籾と 感謝と 献钟と 傾倒 以外の 何もの もない ので ある。 われ 
ら各 C は、 闲難な 時期に 逝 遇して ゐる 。この 時に 常つ て 決 斷が なされなければ ならない。* た 
かういふ時期には、ぐらつき块く、しかして間違つた助 '«1* 者がわれらの涔に何かを囁かうとす 
ろ。 われらが 動 描す ろ 度 毎に、； S さが われらを ^ 服し さう になる ときに、 われらは 锶統を 見守 
ろ。 しかして 總統の 岬く 姿を： 3 T 新しい 力が 盛り 上つ て來 るのを^- る。 彼の 力は われらに 分 
與 されて ゐるの であろ。 しかして われらが 正しく 行動す るなら ば、 卽ち われらが*^ 二 從 ひ、 
彼の 輝く 手本に 倣は ん とし、 自由 人の 規律に 於て， 彼の 意 芯に 從顒 であるなら ば、 われらの S 
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彼の 輝く 乎 本に 做 はんとし、 自由 人の 規律に 於て" 彼の 意ぶ に從順 であろ ならば， われらの g 




的— わ' か 民族の 幸 輻、 8 K 尻の 你火 、ドィツ 阈の芡 眷 は述せ られ るので ある。 

C 1 九 三 五、 1 o * H y ; シユレ ジアの ^ KK 念 日に) 



協働は 平和を 保證す 

艽 月 1=： •ドィッ 國 民の 祭 H たろ 穷働 祭が 濟ん； ；：*それは削笾的全ド4ッ人の協働への、し 
かして政治的指導へのカ强い信仰街白であつた。それはドィゲ阈民のー致せろ意芯表示であつ 
た。 それは 全く 一间 きりの 示威運動では なく、 この U 以後 も 生き 枝け てゐ *〇 その U の鵂驗 と 新 
しい ヱ ネル ギー は、 阈民 とその 指堞 のうちに 钡が つて ゐ るので あろ。 

ドィ ッ に 於て はた だ 一人の 人間が 命令す るので ある* とい ふ 誇ら かな 確信が" 常に われらの 
中に充ちてゐる。彼の意志は最商原理である"しかしてわれらは凡て、かくあるべきであ6と 
いふ ^ 石の 如き f ^ 念に 於け る 自由 葱 志に ょつ て 服從 すろ。 かくて 凡ては うまく 行く ので ある。 

この d ril 意志に ょろ 決心から 凡ての ものが 從ふ 。しかして 勞锄 者の 如き 緦理 、從龙 U の 如き 
事業經锌者、ここにのみドィッ苒興の務異が存するのである。 

你大 なろ 使命が まづ われらに 解決すべき 運命を 課した。 われらを 芽生ぇのう ちに 諦めて やめ 
させろものは何もない。われらはわれらの時代の憤携を辛い生存鬪爭の間に支彿ひ"この行爲 
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きせろ ものは 何もない。 われらは <) れらの時代の憤格を辛ぃ生存鬪爭の間に支拂ひ、この行 « 



■にょ C て われらが 解 史の 前を 耐へて 行く ことを 示？ なければ ならない。 今 ロのわれらの舷も切 
迫せる»越仁る四ヶ年計»を遂行すろ仁めには、«高の架张と實行が必耍である。總統は >|1: 業 
の 大きさに ついて も*困雎克服についても«惑を起さしめなかつ仁。しかして 7 ドルフ.ヒト 
ラ— から 余に* ねられた 强カ な經濟 變革の 政治的 指導を、® らぬ竣 被と 決意を 以て (嫌統 はこ 
れを 行爲の 規準と して* われらに* 務づ けたので あろ) 斷 行すべく、 余は 最初から 逋慮會 K な 
く配慮して來たのである。 

新しいエ場の建設、新しい生產方法の»人、卽ち經濟の生產.曲の高极のみが、まだ充分でな 
いこ とを われらは 承知して- 0る。しかしてわれらにはまだ惯尬多く役に立つ發明と技術の革新 
が行はれ得ろ。しかしー笮を以つてそこここに珙れて*る物衣供給の « 難が除かれ捋るもので 

はない。ただ何ぴとも次のー事を忘れてはならない われらはこの困難を克眼す，0 |: 當つて 

は、 結！ £われら自身を賴ろほかにないのであろ。人はドィッが世界経濟から離反す 6 と非雄す 
る。しかし事寊は 1«: #經濟の全機稱がその«礎からして誤つてゐるのである。それ故、似々の 
阈民經濟の强化と獨立化の《向は、渐次世#的规梭となり、われらに«三問户を閉餌しょぅ4 
K んだ . ff w 民に 於て 5へも*この«向は停止しなかつ亡。しかし全く自然的拱據から’このや 
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ぅな - lit 界から の 閉 M によつ て 何の 利益 も あ り得ない阈があるとすれば*それは正にドィッであ 
る。 われらの 商業 政策 的 努力は 生活 必 §§=i の 保全と、 わが の獨立 化に 當 つても 常に、 より 
よくよ.^ 性的な S — 經益 毖赛 /卽ち K 力に 應じ た 新しい I 嚣 S 苦 協力す ろ 
ことを として 來たの である。 これが 個々 の 埸 合に 於て 成功 すれば すろ ほど、 無理解 i 妨杏 
も 人き くな ろ。 これを かくの 如き 理性の 政治が 押 三 ^ 遇する ところの ものである。 われらは そ 
こで 總統の 次の： •； || 葉を思ひ浮べろ。「ドィッは牛；きんと欲すろならば、几帳命な « 家のやぅに、 
經濟 今® か：^ 的に •計® 的に 薄き；^ しなければ ならない。」 われらの 努力は 新しい 物 及びよ 
ゎ多くを生產することにのみ向けられてゐろのではなく、 |-1 時にまた現在あるものを茹約して 
.正しく 使 ひ、 理性的に 咎现し 分配す ろ ことに も 向けられて ゐるの であろ 0 

7 t 月 一 ！=に總統は明 |^ に說明した 「今後叫ヶ年間に苴ゎ、ドィッ興民とその心骑までも 

}« へろであらぅ、この强カな茁業は，ドィッ阈托の專心の觔倒によつて初めて成架多き速成を 
見ろ ことが 出来る GX 5 こ Gi 和す备 呼 S は、 創 3 的 雷 岩 力 强い反 嫌で あ 
ゎ、 從前以 上に しつ かゎと 公平無私に 協力せ ん とする ^ 志の 一 ^ 表示で あつた 0 

より大きな扦行への衝動は、まづ第|に物跋的なものではなく*また單なる個人的利寄でもな 
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よ 0大きな寊行への » ; ?!) は、ま'っ笫|に物 « 的なものではなく*また單なる佃人的利濟でもな 



いこと •か > 1;找社會キ：莪的世界 « の仕合せである。必褊 >5;. と有用品に對する正當な*求が充？ 
れ、ょり大きな贲行に對しては、然るべき«銀が支拂はれろ事が、如何に大切であ 6 かを余は 
知つて*る。阈民社金主義に於ては泔格形成にも&:行といふ根本原則のみが安當する。愤格'" 
K 銀 も耢濟 に 於て は、 第一 次 的な もので U なく、 總紐の 阈拔 經濟 的话動 のみが 決定的な ので あ 
ろ。國家.経神指導の課13は*この活 1|| が ^ まり、 , 5 當合珂的な « 銀. |« 格形成にょつて » 民 
朽砗1 <|2 の活觔：£构.か，これに協カすろ個々人にも « 拗を衡すやぅに配 |1« す ?. ことで * ろ。 
しかし これは >1 て， 先づ社 伶 存立の 基礎が* しつ か り椐&られたとき初めて可能なのである。 

凡 §ろ$ で i な 問 S 3’ 個 又 s 生計と 收た M す备罨 は、 わが 笤 S 篇作苦 從 s 

してゐるのであろ。この世はわれらか離れ難い鍋炫の筘で速繫して*ろ遝命の社#であろ。し 
かして、 これは われらに 「一人は 离人の ために* ¢5 入は |人のれめに」といふ古い竹变を決し 
て 忘れし めない。 

述命は 0 れらを有利な地位には迟かなかつ仁0しかしわれらは未來を支配するこ4を >|? すで 
あらぅ。多くの人が恐らく最初の成果が欠であ.ろと老へてゐるほど坩純に、凡ては行かないで 
あらぅ。 *> れらは.汾 ;1;1! であ^:、 ?{ |::的である。しかしてわれらは*ドィッを较潦的にも 0 由に 
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し獨 立せ しめる H 的に 向つ て 一 暦の 努力を なす。 

|"| ヶ年計 市 は ドィッ！； 民の 協働の、 0に兑ぇろ教现であ乙。この # 業の成*が世#の多くの 
矜 治 1 •* たちに心配を與へて* 6 ことを余は知つて*ろ。ドィッは强くなけれ (.£ ならない、それ 
故 經濟的 にも® 立し なければ ならない。 なぜなら > 終况に於て火きな一:除的紛糾办胼因をつく 
ろものは、常に沾阈民のぅちの弱者なのであるから。われらは、他の政治呆たちが生存鬪爭を 
栉けろために、その阑民の«カを動：3しょ5とも，これに對して何の異 »|| もない。各阈民はそ 
の 生存の 確保に 必要な こ i をな す 袖 利が ある。 しかし われら 國民 社# 主義者は •或る 阈 民に 對 
して、この椎利の敢後の否認者となるかも知れない。 

しかしこのやぅな意志は訊國民の協働を妨げる；；：らぅか。總抚はこれについて，ドィッは依 
然として諸阔民の轾的的利#の協働統制に與ろ用窓があると胧1明 |« に述べた。諸阈民の政治 
的經濟 的 利 ^ が、 凡 ゆろ 點に 於て 一致す る もので ない ことは E 明で ある。 

しかし 世界 *?. 濟的 共存の 決定的な 大問姐に於ては、资任あろ人 |1|! は協調に速しなければなら 
ない。 なぜなら これにょ つて 彼等は 永 練 的な 基礎を 持つ た、 世界平和の 招來に 寅献 する 政治 ^ 
として、この转務を果すことになるからである。もし不平を持つた破壙»カが«勢になゎ，經 
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in こ (7 弟矜冬芬1ことにゐるカら -(: 次る<も1イ ^ 冬 ^ て ^ &1 堆戋文ガ '« 卖にな幻結 



wsl — に 利用す るなら. は， 贳 の 何び とも 霖 心では t れ ないて f > .' し 
また 無關 心で あつて はならない？ ある。# と 財産 C ょつ'"、 他® 醤 民の 不安に 對 して 優® 
を 感じて t やぅ な 醬 民が あつ S 合に も§ である。 ii 理性が もし 勝利 宵な-" なら 
ば'® 奕— を ics ひない 大— 革命®—® s ! i 、 I なし—。 川して 行く 
もの 丈 唯 もろない ti らぅ。 

m 丨 ロ*' パの 平和を 促進し、 安定せ しめろ ことは' 最初から® 民杜命 主義 的 統治の 努ブす 乙 

第一に 何とい つても ドイツ 息 si 活 、卽ち ドイツ n 身 SS 民 的® 立— 化し、 客び 4 
和を 確保す る こ i 念 如に S かなければ ならない ので あろ。 

この 高い E 的 S 51 US 全力 墓して* 灼热 s 努力— けて t ® で t 。 その 彼 
S 手助けを すを 1 S . 柒 であり， 余の— たろ— である。 この H 的 S 成に 1 
W 的 社 ■$： 的 前提を ドイツに つく るれ めに、 余は これに 凡てを® して t ので あ*。 しかして 全 

E 爲に黯 凡 WS 1 U 、. 力 に應じ 了れ C 協力 t 矣秦 は箱す る。 これ 

t われら SS 主 雪に 定められ £ である。 われらは この f 力© く 進み、 以， つて Mb に 
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まナ + れらに 踝せられ た 3 丨 B > パと ft 界に 於け る ドイツの 使命を 果す ので あろ® 



(一九 三七* 五月 「四ヶ 年 計 «」黠 所載). 



イタリアと ドイツ 

全 ドィッは、 親愛なる 總統ヒ トラ— の 美しき ィタリァ 旅行に、 心の中で 隨伴 して ゐろ ので あ 
ろ。そして、明後日、火ドィッ阑家の宰相たろ總統が、永速の都市たるォスティァの酹頭で權 
勢 随々 たる ィタリァ 人 檷の榮 光に 輝ける ファシスト 媒苗 に 友情の 手を 差し伸べろ 時には、 七 千 
五西與 の ドィッ人の 心！ 2 は， ァドルフ •ヒ トラ— がサヴ ォィ家 、ィタリァ 民族" 及び ィタリァ 
民族に よつ て 選定せられ たる 宰相に 搾げ 石 惑 情と 共に嗚 り辗 くで あらぅ。 そして、 世界は、 阈 
外在 住の 全 ドィッ人、 特に ィタリァ 在住の ドィッ人の 歡苒の 聲をも 聞く であらぅ。 扪 互の 尊敬 
と 共同の 商い 理想から 生れた 二人の ^ の 友情は、 彼等に よつ て 指搿せ られろ 民族 問の 女 情 パ 上 
の 雄 辯で 輝 やかし きものと して 現れる ことが 出来る ので ある。 

確かに、 ィタリァと ドィッ 間の 友情は、 迎屈な 代 ^ 制 的な i や、 民主 制 的な 多數汍 から 發 
生した 條約を 基礎と すろ ものでは ない。 この 友情は 過去の 時代の 有名 無贤の 文 宵では なく、 生 
命の 秘れた 饩现であり、ニつの阈民の指琪茗によつて例迭され、接風裥の時代に彼等によつて 
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闽められた友情で<る。正しき ?3 性の友情の中からこそ、«の民挨的友情が生まれたのであろ。 

昨年 秋 イタリア. 7 アシスト ®; ; 首の ドイツに 滞留した > あの 時の こ 4 は、 忘れろ ことが 川來 
ない o ii 上 槻の 所有者た る、 かの， ■几 帥が、 イタ 9 ア敢 初の フ r シストた る 彼. か、 V ル リンに 於 
ける ォリン ビ， ク •スタ. チ アムの 五 A の 野で なした、 あの 驚歎すべき 演說 は、 ドイツ人の 心に 
永久に钊みつ »? られた。彼がイタリアとアビシユアとの腴爭のときに於て>ドイツ民族3示し 
た好±的、友情的態度を決して忘れないだらぅと、彼の民族の代辯#として、カ强く心の底か 
ら ドイツに 對 すろ 感謝を 述べた 4 きには、 彼の 周！ E に； K に冲 する やぅな »聲が舉つれ。それか 
ら半年後、.卽ち敝週叨前、ォーストリアのドイツ阈«への復貼に %' つて、イタリア民族がわれ 
らの WK 的 利# について 示した 理解に 對 しては、 われら ドイツ人の 誠に 麻 謝に 堪へな いところ 
であつ た。 その 感谢の 念を 表は すため に、 われらの 總統は 、全 WK の 心の 表 fl として、 彼の 晓 
史的の.范文をフアシスト麻符宛發送したのである。かくしてわが民族は、 *!: 近の聒史の決定的 
な 時に 於て、 ぺ-1 ト •ムッソ リ— --とアドル 7 .ヒトラ|の間に結ばれた、かの友情をょく推 
抟したのであろ。この友情の結びつきは永久に存 » するであらぅ。イタリ 7 とドイツとを指導 
する. :. 人の 》 の 意志に 從 つて、 それは 永遠に 存 れな ければ ならない。 



ファシズム と « 民社食主我とは相万に <8- «し合つてゐる。それは彼等が外餌的な形式に於て 
共通す る i ころを 多く 持つ て* る、 とい ふ 理由から ばか o ではない。 その 結びつきの 极源 は、 
はるかに 深い 所に あるので あろ。 それは、 ボル シ * ヴ イズムの 破， 這と 置、 糖 級 的 高 松 
と利害政治とに對すろ防 «» のた*に、かのニつの光榮あろ華命の解放的暴風雨ののちに、同1 
の地 « から、民族と故鄕に對すろ ^ 情から發生し仁ものである。瞬民の運命を救濟しれ ^ れ 
ち、 托族と机«に對す6、同«に»烈なる莖心と、物カと決 « と、 « 明なる政治«的思想と行 
El i 、 そして 無類の 人格 的權成 とを 共に 持つ、 かの ?} たちに 指導？ れた ろ兩阈 民のぅ ちには、 
非 民族的机梭を振进しれ饳诰的なヵが科び目覺めれのであろ。 

1阔民は阈民的原理に從つて、その經浒を新ねに趄て 1{1 し、發秘せしめた。北方に於ても、 
掏方に於て ^>- 、勞働と仕琪はエ場にあつて、能カあろ削迆的人 |«1 が凡ゆろ經 1« 的計$の中心に 
焐 6 ので ある。 その いづれ に 於ても、 個々 の 人は それぞれ 自己の 分對に 於て、 •自己を 精一杯 生 
かしつつ、 全 «9 に奉仕する一成 « として、大きな政治的に規定3れた民族共同體の必耍の中に 
編 人され ろ* とい ふ * 合に 糨成 されて* *- 。 したがつ て イタリァと ドイッは、 a 氣の 急變や 世 
.» の 投機的な 術 ® から も 解放され る ことが 出來仁 ので ある。 彼等は 大 » に、 決然と して 運命々 
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C,J のぅちに 收、 めた ので ある。 雨 民族は、 平和的 經濟交 易に よって、 その 生產物 を 交換し、 ^ 
の如き努カと不励の決意とを以て、土地の財赀を1:の幸糂のために利州する0兩阑民は、絕ぇ 
ず技術と科學とを取り入れろことによ0て、農地面拚を抛たし、热沃ならしめ、新衬料を生產 
し、 史 に生產 源泉を 開拓し、 かくして 阈找の N P!/- 力 及び 經濟カ を 强 化した。 

ドイツと イタリアとの 經濟關 係、 それは ォー スト リアの ドイツ 阈家 への 編入 以來 は、 ^ Ml に 
とつて、更に大きな可能性の道を開いたのであるが、それは、岛度に發述した經濟と、财格に 
阀尺的 に 規定され た經濟 政策と を 持つ ところの 强阈間 の 贸易は •於 も 雉 榮する もので あろ こと 
の注愆を喚起する|っの例でぁる0かくて、確冏不動の 0 丨マ I ベルリン m 軸は、 阈民的 利 
涛は對立する必耍なきこと、硌ろ、理解ぁり友悄ぁる共：！1:作業は、壯#平和に對すろ觖も砣奴 
なろ 保 箝人だ 、とい ふこと を雎 辯に 物語る 一つ 切 於拽 である。 



C 1 九 三 八、 W 月 「ゲ- 



- r 」 -J hl ^ 
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大 ドイッの 國家 記念日 

f . 

本 ロの正午、われらの總統が、この塲所で、演說したとき"太隘は密淇をつき破つて、われ 
らに その 睬い养 の 光を 投げ かけて くれた パ この 太 場の 炖きが 密蜇を 突き破つ て 流れ出た と 同じ 
やぅに、 また 初めて、 ドィッから 雲は、 跡形 もな く 拭 ひ拂は n た。 •トィ ッの 隅々 の 土地に、 
自由の燎火のと_ほるまで、ー人の 95 は松明を、信念の法燎を、撚やし續けて來たのである。 

今や 抖び松明は揪ぇ繽けてゐる。次にわれらは過去に對し感謝を捧げ、未來に對し義作を負 
ふ ものである。 われらの 中央には、 白 搾の 木、 W 放された 菜 部邊辍 から 谢 された カ强い 樅の 樹 
が 立つ てゐ る。 

この 1^ 樺の木は、幼い小さい木のときに、かの節ードィッ阈采、ドィッ阈民の國架を沾た0 
この木は、われらの民族と、われらの机阑の成反と運命について、象徴的に物語つてくれる。 
かれは笫-1阐家の沒落すろのを沾た。その_家は、内而的なカと强度に缺けてゐたばかりでな 
く、 7/: ひに枳剌を » けた無败の王朝に分裂してゐた。それでも外€的には、辛ぅじて、岗家の 
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饭阐は保つてゐれ。しかし阈内には、«々の勢カが爭ひ合つて*れ。ドィッの周阐は、哜間と 
なつ. u 。 

この 木は、 第二 回目に、 われらの 祖阈 に 太瞄の ® るのを 兑た。 * ニ». « は成立した。対外的 
な カと强 度を 持つ た N - y が、 ドィッの 人々 の 歡呼 の® に迎 へられて、 ヴ I ル サィ ユの鍺 の 問に 
於て建 «5: 5れ+1。しかも、并てそこで生み出？れたこの第；：阐家は、ヴ*ルサィュの鉍の間 
で、 粉々 に 打ち 砟かれ た。 それ“ 必然的に 砟 かれねば ならな かつた の だ。 なせなら ば、® 1 
家には、 給 合、 統一が -)* けて 居り、 それと 同時に 敢後の 試練に 堪へる だけの 鷇： » の 力が 缺 けて 
ゐ たからで ある。 

空位の時期がやつて來た。この并樺の木は、この空位の時期を、贫初ょり崩 1* の表微を抟つ 
て* た 分散すべき 阈* だ と見てゐた。無畋の « 派や附級や身分は分裂して行き、ド4ッ民族を 
分散せ しめた。 兄は 弟と 鬪爭を 行 ひ、 人々 は 五 « 夢.中の間に行觔した0换度の£:我が前面に押 
し 出 -? れ ，決定的な 0). は、 多數 とい ふ もので あつた。 

か く- J - C 、 来るべき ものが 來た 。この 國* は 沒落と 崩 «に尚つて、猛烈な前逃を起しれ。わ 
H ら •卜，， ッ入 たちは， この W 家が* ボル シ-ヴ < K ト的無 政府 的 K 解の、 粮 火と 础煙の 中で， 
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H らド T ッ人た ちは、 この 國家 が、 ボル シ -ヴィスト的無政府的瓦解の、秈火と础煙の中で、 



5 |^ 11 ^ びんとしたことを、心から悲しく、そしてまた « 劍な氣持で感じたのである。 

われらの 瓶 史 のこの 一 = (&] にあつて、總統は、足-鉍の中から、われらの世界奴の輝かしき理念 
を 持ち 來た り、 その 理念に 燈火を つけ、 そして 最後に •かの 一九 三 三年 一片 三十 =、 空位の 時 
期に、終末を與へ伫のである。新興阈家、第三國家、阈民社會主 || 的國家、ァドル 7 .ヒト 
ラ— の阈家 は、 炎々 たる 焰を上 げて 、燃ぇ 上つ た。 

民族がぴつたゎと鍛接され、鍊接されてゐるときにのみ、ー « 家は永速の存立を保ち得、ー 
网民 i 强カ であ り 得る とい ふこと を、 この 國家の 統率は、 敎 示して くれた 0 第 -の裙提と和 ^ 
は、卽ち、この第三阚家の某礎は民族協問體なり、といふことであつた。 

技挨丈、諸々の^^や身分や陪紱の全般に亘つて包括された。_しも、民族は永速なりとい 
ふ 認識を 播 得した。 民族の みが 決定的で あり、 その 繁榮と 不幸 こそ" 指導の 正しい 方向で あら 
ねばならないといふ、この認識は、國家の絕對安定を守るための极抵である。國民への奉仕、 
民族への奉仕は何ょりも货苽である。 

わ ^ らが、ドィッの或る地方は無敵なりといふならば、それは決して空35ではない。今"で 
i 、 ニつ の 組織が、 民族の 最高の 統一を 物 訊つ てゐ る。 總統の 意志ょり して 成立した、 新 成 防 
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城カは，彼のカにょつて鉞へられ、彼の決斷にょつて*形成3れた。この珉陳の妹ーの的 ^ と 
しては、 ナチ ス黨があ0、政治的統ーの前提としては、ド<ツ«がある。 

赏派 とい t のは— にして、 E ； つ、 •トィ ツ W 族に 永 速 性を 賦與 すると ころの 政治的 統丁想 
志 £/) «ひ手である。防朝カの統.|、來派 01 統|は、民挨を新しく形成するための前提であり、 
そして，笫一阈来が萌壞して以來'#良なるドィツ人たちが、；！2み粮けて來たかの夢、東部邊 
挝を#ぴ垴得し、ォ|ストリァの兄弟4共に、ー1;家々作0たい！ とい ふ、 かの 萝を、 K - 以 
せしめた ほど 强烈な 光を 放つ、 あの 力を、 第一 一； 阈* に賦與 する ための 前提で あつ 亡。 

この ^ #の木は、この統一せろ大ド1ツ阈家の衆徴として、われらの前に立つて*る0今や 
彼は、その戢後の速命を經驗しつつ、ド<ツ«娛協间體の記念2:に、幸輻の木として<光0烨 
いて*る。この木と1»に、來«邊挝の兄弟たちは、彼等の願窣、心からの顆望を'われらの 
i ころへ 送つ て來た 。彼 铮は この 木 i 一 « に、 その W 家への 復 W の 歡呼を 送つ て來れ 0 

この 木と 一 *# に、 彼等は* この 岡 家 /,. - 創つ た 人に 對する * ft るべ から ざろ 感謝の 情を 送つ て 
來た。「われらはもはや、數 7) 萬の*トィ.ツ人に »11 迫され ?, のを我忮はしない0理由は、阜に枝 
等が ドィツ人で あるから だ！」 とい ふ 璁統の言葉は、全ドィツ人にとつて栩めて*耍であ 6 と 



等がドィッ人でぁるからだ！」とぃふ總統の 15 - 葉は、全ドィッ人にとって械めて蕙耍でぁろと 



いふことを、世界 |1 認めて*る。われらは、ド-.-ツはその同胞に對してのみ*任を持ち得6と 
いふことを、 1 ||: 界に示した。ドイツ人が*ド4ツ人のも4に來るときは、些かの民族間題はな 
い、 ドイツの 爲す べき こ とはただこれだけである。 

われらが 四月 十日に 發 表した、 ドイツは 一つな ゎ、 •トイ ツは强 力に して 無敵な ゎ！ 4 いふ 
かの ドイツ 主！ S の 絕對 的信條 が、 この ことを 示して 來た 。われらの 所有して* る ものに 對して 
は' われらは， 最大の 犧牲を t isl さない 準備が 出來 てゐ る。 

ドイツの 强 3 は 非常に 5大なものとなつて*ろ。それは第三國«になつた数年 ») 、符てない 
11 ど、 勤 勞が行 はれた からで ある。 かくして h れらは 、新しき 故 梅を 作り上げた。 かくして わ 
れら は、 ドイツを 安全なら しめる に必耍 なる、 新 防 欒カ 、•トイ ツ勞働 戰線 、その他 あらゆる a 
織を 作 つれ。 

この祺業の無双の成果の中から、われらはただひとつ、更に*業を » 行すろ葙務.^き出す 
ことが 出來 る。 われらが、 この 年々、 •卜' ■•ツ の 安全を 保® しよぅと、 準備して. 〇 た ときに、 わ 
れらは また、 この 安全は、 益々 强 化されねば ならない とい ふこと を 知つ たので ある。 われらの 
囡りの 托 族は、 如何にして 武裝 する か、 如何にして 、全世界から 飛行機を K ふかを、 われらは 
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は、戰带」對する不 1.5 を堆钫するのを让てゐろ。そして、卩分に、なぜさぅなろのかと問ぅて 
みた • 

ドィッは、ドィッだけで充分である。ドィッは、安全にされるならば"それ以外の何物を 
も、生活と抑穷にょつて欲しょぅとは思はない。ドィッの削ろ價侦は、ドィッ试族に有利なも 
のとならなければならない。阙民の安全を寶現さすために、凡ゆることを行ふといふ锊約、0 
れらはこれを、ここで宄甘したいのである。そしてここへ來ろことの出來ない、他のすぺて0 
人々 に對 しても、 各 ドィッ人の 莪務 は、 その 民族の 故 高の 献身で ある、 とい ふこと を 表明して 
(2 かぅ と 思 ふ。 

われらが、この数年間、觔努を行ひ得たのは、ドィッ勞俲者の勞働に怕侦と榮光とが認めら 
れ 、彼等が 完全に、 民族と 阙民の 中に 人つ て 整 蜞 された からで あつた。 

他の 阈や他の國拢にあつては、五月ーロは努働も怵む。しかし、それはわれらとは、別な愆 
味を 持つ ので ある。 統一の 表徴、 民族 協同 砬の 表徴では なく、 陪紱闘 爭の 表徴、 竹 肉 敵 奴の 我 
2? に 於て である。 

彼等の 闲阐 にある のは、 闲 前、 同盟 蓰業 、失業、 柄 級 岡 爭 、階級 敵 蛻で ある。 この やぅな 幽 
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彼等の 岡阐 にある のは、 困 痛、同盟 !1 笼、失業、味较鬪爭、階较敵拱でぁる。このゃ5な幽 



に 於て は 今 n 到る ところに' 神？ ^が川動し-彤隊が待機してゐろりわが國に於ても’将てはこ 
のこ i を 體驗 した ことがあつ た。 

しかし、 阔 民 社# 主® 的 阐« に 於て は、 全 民族は 祝 鼷 して 休業し* S ひに 姑々 i して* る。 
H *: 入 も， 人々 と.一辂に祝つて*る。この民族の息子として、彼は勞働と歡«に參與してゐるの 
である。かくして、民挨共同體は成鉍して行<。この1=を*ねる饪に、人々が民族共同體の较 
高の # 輻 ょりも、 ょり 一 © 樂 しみ 得る やぅな、 偉大に して 榮光あ る ものは 何もない。 K 族捣同 
體を保 持し、 祝； I すろ ために® くと いふ こ とは、來るべき年の合6=葉である。 

この合官*を以て、われらは、この始い夜の冊の中に立つてゐる人々と手を結ぴ*そして、 
尺 ^ を 通じて、 われら 4 結ばれた 人々 と共に、 嫌 統への » き 感謝を 拌げる ものである。 われら 
は •彼が 何を、 われらに 財つ て くれ. ；：かを知つて*る。この統一といふ ?:! «な财り物こそ>彼 
の 最初からの 事龙 であつ たとい ふこと を、 われらは 知つ て* ろ。 

今 nw び、 柬部邊 拽が、 の 礎石と なつた とい ふこと を、 われらは、 深く 彼に ft ふ もので 
ある。 彼は W びわれ らに 、信念と 期 恃 と {*1. 由と名 # -1 , 與へてくれた。ァドル 7 *ヒトラーは、 
«も激しい前乏から、その民族を輝かしい光のもとに持ち上げ、網乏から歡其へ、«カから强 
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力へ と 持ち上げた。 ドイツは 科び 偉大と なつた。 ドイツは 种 び 美しくな つた o ド イツは 种 び 妹 
一 ある ものと なつた ので ある。 

C 一 九 三 八、 五* 一、 ルストガルテンにて〕 



円 ヶ年 計 ^ の 課題 

第一: 次 四ケ年 計* の 問埋 とすると ころは； I : であるか、 何故、 總抚は 第二次 四ヶ年 計* なる t 
のを'ド4ツ民族に課せんとすろか*この點に就いては、ー»の« » を线3ざる |< ど明確に* 
總統が 二"— ルンべ ルグに 於て 立 明して* る。 總統 は* これが 完遂を 余に* « しれ。 全 ド イツ 
民族に 対して、 本 ロ 余は ここに、 協力 一致， 以つ てこの 課題 梢 決に、 最大の 美 果を牧 むべき 方 
法を 拘示 しょぅ i 思 ふ。 

第二次 四 ヶ年計 * とは 抑々 何で あろ か。 企は、 その n « とすろ ところを、 ただ 一つの 供 本命 
§3 に 耍 約 しょぅ。 •トイ ッの芡 « の確保とド<ッの屯命の安阆、卽ちこれで<る。 

まことに 明確なる n 棵で ある。 今：：！ ドイツの 牛-命 i ドイツの 榮 # とが 如 例なる 程度に 確保 3 
れてゐ るかを われらは 知る。 しかして また* それらが 第二次 四 ヶ年 3|- « を 通じて' ド イソ 阐家 
の 捽«カ撕充强化にょり、未來水刼、盤石 (7) 弗礎の上に !3 かれねばなら》ことをも知る。 

たの 本 =の谀說の 0 的は、汆の名へ、苡阐すろところを说明すろにある。われら«民杜會主 
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筏 芡慟# * « は、典 5)< を、民族の面前に於て*民族と共に、しかして«族の只中に立つて，这 
行す* 0ことを « 條とすろ。故に众は本ロここに*ド4ッ民族に對し、如何なるカ途にょつて 1^ 
力す ろ ことが m 來るか *また協カせねばならぬか、といふ點を說明し，ぅと思ふ。余の有する 
全權は、 |8 カを結 «5 し、それを仰大なる、この » { « 0 «! 述成に專ら忐向けょ、との總統の委« 
に 基いて* る。 

先.. つ* 今 =の现狀から話を進めろ。萊ー次叫ヶ年 2|- 谋は«に大いなろ戈铅を珙げ仁。ド<ッ 
12 灰が |'>- 忒裝の{::: [|1 に -« 還し、ドィッ |>«1 . * か'今=. '>1: 通0に炫 -.1- 心の轶纸と新生阈防汛のカにょ 
つて 守られて ゐろ * といふこの祺 « が何を意味してゐるかは、われら1人殘らず知つて10、 
全枇蜾も亦それを知つてゐる】 

總桄が > ドィッね 民 科趄の火いなろ呦宰を叫び«けた、あの笛時の打ちひしがれた « 龙狀態 
を、 誰か 想 ひ ^ 5 ない ものが あら- フか 。しかるに 今 n 農民は# び S 己の 田畑を 確保して、 安® 
货龙 して ゐる 。この WSIN 爭と 並行して、 未だ 件て、 如 M なろ 民族 も 戦つ 仁 ことのない 强烈な 
ろ 勞働獲 W 鬪帮が 戰 はれた。 七 百 典に 垂ん とする失龙荠に、代报£パンを與へなければならな 
かつれのであろが、この問祖も殆ど完全に解決5れて55。 
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かったのでぁろが、この問逋も殆ど完全に解決3れて-05。 



5 :内の人々が、攸れ切つれ身を戶ロから戶ロへ運んでゐた、あ &) 當時の、想ひ出しても身愧 
ひャろ やぅな 央業苦 を、！！ か 想 ひ® さな V のが あらぅ か。 常時は、 朝になる と 又 1 を 抱い 
て m 掛けて 行く —— ところが、夕になろと赶つて手ぶらで嵴い氣持で«つて來る、といふ»で 
あつれ。しかろに、 4- =1では败：， [1 萬の人々は、搏び軼に就き、パンを « てゐろ。經 {« 界は活況 
I し ： iuf S 作 始 し、*^ かかつ £5? s 、 Ms-uts 窓から 風が 吹 
き 通して I 、 といつ た i は 器され た。 到- SC 、 - 冉び動 Jsf 品 かれ、 到ろ® に ハ 
ンマーの释.か |«1 かれろ。しかし就中、この貼こそ极本であるが>ドィッの门由とドィッの榮秘 
とが、 過ぐ ろ 四 ヶ年間 に怏议 された ので ある。 

かくて、ドィッ史の敁も；^なろ1章は閉ぢられた。ドィッの汚；$4不名8?,ド4ッ <7) (通迫 
i § SK は： S 基 かれ - U 。 新し 喜 s ' - c-Hi 霉 、これ こそ 裳-である、 とい 
ふ极本命妞を以つて開かれ仁 0* 

し； ^かつて、これら内政上の成 '«: に、外交ヒの成功が隨伴し仁ことは、*た以つて當然のこ 

>-で6つれ。 « てドィッは、不和と ^ 級 |}« 爭にょつて ^ ^ ヵ分裂し そ 0 ナゼ |- 無ブ^ 5 歹 

强 *06 つてれ かつて ド ィノを 苦しめ、 ドィッは 全歐洲 の 侦務奴 煉で あつた。 しかるに、 今 口に 
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あつては’ド-ッは阔内が一致阈粘’强カにして阈阽カ充 ^ ’再び全讹界がゝその存在を無成 
し得ざ 5 强 « となつて 6 るのである。 

經濟の ftl « に 於て > 仰 大なる 業 縝が速 成された ことは、 今 述べた 通りで ある。 だが、 ill に 一 
貯龙絨を擧げねばならぬのも亦、この經科の領«である。ドィッの經濟はもつと«化せねばな 
らぬ。ドィッを他阐依存から眈却せしめねばならぬ。過去幾年かの間に，この經濟の領域ほど 
健庞？を取り戾した領域は他にない。實にヴ-ルサィユに始*つて、ドィッの -« 退は斷ち雌き 
絆の 如く 綿々 と 核いて、 完全な ろ經濟 的琦乏 i 荒® を 招来し、 遂には 窮迫の 極、 悲慘の 描に 立 
ち至つた。われらは数年間、その赍炭の苦しみを生き拔き、今=漸く，その徐苦のー部分を忘 
れ得ろまでになつ -/- 。萤し、访|次四ヶ尔計*の|讨は大いに保が0*過ぎし惡麥の時代は逸 
か通方に逋のき、われらはもはや、思ふだに慄然たろ過去の、あの時代を想ひ出？なくともい 
い、 また 想 ひ 出した くもない 狀® となつ たからで ある。 とはいへ、 この 事 »は筢ぇず « 返して 
指摘され ねばならぬ。 S しそれ は、 かかる » 革を 成し遂げる ために 總 統が、 ！3|大なる運 «| が爲3 
ねばならな かつた 事柄を， 各人銷 々、はつき りと腦 裡に 刻んで* なければ ならぬ からで あ， 〇* 

ユダャ 人に 搾 h 取られ， - T ル ク K 主 箱の 眯級龙 識に引 き ちぎられた ドィッの 經濟 は、 ド T ッ 
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G 努 馨と失 f 突 募し 打。 そ S 繁、 r イツ G 冀 能力は、 凡 2 分® に 於て i 
された。したがつて、それが洱 |£ には、 1|: 大な努ヵが必要であつたのであ6。 

W II の 運動は 何を 約束し、 そして 第一 次の 四 ヶ年間 に 何を 得た ので あらぅ か。 それは 何を 爲 
し 遂げた ので あらぅ か。 この點 に 就て、 われらは 常に 符ら かに 斷) H する ことが 出来ろ。 我に 奇 
m であろ、 偉大な ろ ドイツの 奇蹟 •か 過ぎし 四 年間に 起つ たので ある。 昔と 今、 それは 深き 淵を 
以て W てられて ゐる 。この 四 年間に 於て、 ドイツ 民族の 打つ て 一丸と なつた 力に ょつ て、 ァド 
ルフ •ヒ トラ ーの 天才 的 指導に ょつ て、 黨指導 部と 阈涑行導部との聚密な協カにょつて、抨に 
大きな 琪業が 成就され たので ある。 

しかしながら、 われらは、 この 成功に 安ん ずる ことは 許されぬ。 われらは、 更に 前進し、 總 
力を 發渖す べき 嫂 務が ある。 

1U: 屏の 政治 經濟 情勢は、 ドイツに 一刻の 倫 安を も 許さぬ。 この黏 を われらは、 はつき りと認 
識 して 居らねば ならぬ。 今日に 於ても ^ われらには 日向の 場所が 與 へられて 居らぬ ことを 知ら 
ね U ならぬ e C ら助 けない 限り、 誰 一人 進んで われらを 助けて くれる 者 もない ことを 知らねば 
ならぬ。わ ^ ら尤、われら自身のカにょつて、これまでに成つたのであろ。^^も亦われらは 
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われら | , 1 斗のカによつて進むのであろ。敵盘を庙めた報道や中傷が、如何に36^,ドイツの 1!1 
情を 也 曲して 述べようと も、 それによ つて 妨げられろ やうな われらでは ない。 現在 ドイツ 民族 
の 狀態は 基 だ ; 1 ® 化して* 6 。だから 第二次 四ヶ年 計 来を 發布 すろ の だ、 などと 进 かれた ものを 
-M むこと も あらう。 また ドイツは すべての 脱 料を 持たない が、 ドイツは 照 料を 手に入れろ こと 
を欲して * る、*ト4ツは 1 '||: 界の资昶の分前を欲してゐろ、と非難の愆味をこめて述べ仁てる 
者 も あ /. 。 これに 對して 余は 符へ る。 然り 、われらは 分 前を 欲すろ、 しかして 將米分 前を 得る 
であらう と。 

それは非雜の理由たり得ろであらうか。われらが生活手段を充分に生產し得ないことを以つ 
て 彼等は われら ^ 非難せ んと 欲すろ のか。 われらが W 内に 有すろ 原料が 餘 o にも少 過 y る ■と 
いふ こ 4は * ,ろ不名枒なことではないか。世#は、彼等がわれらに對して祈んでゐろものを、 
!> - れらが 平和的 方法に よつ て 取り戾 3 うとして ゐろ ことに、 感謝すべき である。 

われらは 植民地を 持たぬ。 不幸な b し 敗 敕のの ち、 彼等は われらから 械民 地を 取り上げた の 
である。彼等はわれらに次の如く說明した。卽ち、拟料が欲しければ御隨窓にお茛 0- 下5い。 
e して 令で 御裨ひ 下 3 いと。 確かに われらは、 彼等. か .^ を、 一切 合 M 搔つ浚 つて 行く やうな こ 
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をして介で御拂ひ下さぃと。確かにゎれらは、彼等*か金を、ー切合财搔っ浚って行くゃぅなこ 



とを しな かつれ なら、 進んで 金で 支拂つ た であらう。 ドイツを 身ぐ るみ 釩 いで、 まも m ないや 
うにして から、 さて、 植民地が 欲しければ ^ で 貧 ひなさい" とは まるで 人を 嘲 # する もの だ。 
令を 返して 央れ 、そしたら われらは 金で 拂 つて やらう。 

!«: 界が 、ドイツに 對 して 拒まん と 欲する ものを、 われらは 出 米ろ 限り、 われら 自身の 力に ょ 
つて 作り出 f と 欲すろ。 そのために われらは 全力を 傾けて ゐる。 これが ドイツの 弱さの 現れ 
であろならば、彼等は直ちにさうした判斷を訂正せねばならぬ破卩になろであらう。 

われらドイツ人は、この數年間、同胞民族の打成に努めて來た。植民地を持たないとはいへ 
照 料を 持たない とはいへ、 ドイツは、 あら ゆろ 陣戈 に枸ら ず" 佚 序と 知 足と 文化の W である。 
われらは、 それを はつき りと 辨へ てゐ る。 總統 は、 この點 を 二 ユー ルンべ ル ダで、 次の 如く 宣 
明しれ。卽ら、如何にあらん限りのカを傾注するも、ー切の生活手段をドイツ网内で生 /1 する 
ことは •个 可能であ 6 。今やドイツには、一平方杆に丙三十六人生活してゐる。植民地のれつ仁 
一 *' } らでも 持てば、 —— 他 ^ は 有り！； ろ ほど 持つ てゐ ろが —— われらは 脱 料 不足、 贪糂小 足 
を ^ にしないであらう。神はわれらに今^の如きドイツを與へられ f ; 。故に i れらは H 來ろ G 
h ょくやつ て 行かねば ならぬ。 
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われらは、 過ぎし 數年問 、時々 兌 舞つ た： 撕： 3の脱2を知つてゐる。何故、すべての生活手玟 
が 常に搜 {2 に與 へられな いか、 その 理⑴を 知つ てゐ る。 この 點に就 いても 總統 は宜 明した。 卽 
ち數 71 馮の人間に博び仕事を與へ、以つてかれらが！$び奉仕出米ろやうにし、その奉 11 - にょつ 
て 生活 手段を 11 ひ 得る やうに する ことが 出來た 好運が、 われらに 與 へられた からで ある。 その 
ため浒费の增加が生じ、この消費は、それを充足せしめることは容易でなかつたが、しかし今 
n まで 充足せ しめられて 來た。 

しかし、今後はどうなるであらう.か。阀 ^ の尨地を極カ增加せしめても、それからは極く傀 
かし か生產 すろ ことが 出來な いで あらう。 勿淪 、われらは 史に 11 * に、 生産 增加に 努めろ であら 
う。 阈来食 糊 團に向 つて、 ドィツの 土地の *: 後の 一片までの 利用に、 全力を 傾注す る やうに 
呼びかけろ であ ■らう •われらは 511 に、 耕地 改善を 阑 り、 肥料增 投 にょつ て生淹 力を 高め、 以つ 
て生痄嵇の增加を闽るであらう。更に义、紕織を改#して、生產者から消费者への物资の配給 
を ー胯迅 速、 且つ圃 汾 ならしめ るで あらう。 しかしながら、- これら 一切の 手段を 講ずる も、 現 
在の £? 給の 懸嗝を 完全に 解消す ろ ことは 出來 ないで あらう。 

ドィツ 阔內の 牧搜を 常に 確保す る ことが、 敁も 珉耍なる課趙のーつであることは云ふまでも 
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* トイ ッ » 內の牧褪を常に確保することが、蛟も茧要なる課題のーっでぁることは云ふまでも 



ない。 现に われらが 見て t 如く、 & ffi ) v , i w : 言々 簋作 業に f 向け、 收搜 物を 食 腺に 浓 
納する 方法は、 旣に この 分針に 於け る 各 棟 所管 當 局の 協力に よつ て、 成功して ゐる ので ある。 
ドイツの 農業 經營者 及び 農民は、 何よりも 先づ次 の 一事を、 卽 ち、 ドイツの パンの 毂物 は、 全 
民族の 抉 養 維持を 確保す る ものであるが 故に、 * に 神聖なる 財產 である、 とい ふこと をはつ き 
ゎ理斛しなければならぬ。ー體、バンの照料たる效物以上に民族扶養上、逋耍なものがあつた 
であらう か。 ド イツ農 民 諸君よ、 わが ドイツの 土 一】 の、 •この 神 架な 寶を扱 ふには、 wm の 上に 
も饥 m を 期せ ちれたい ので ある。 

肉類が 缺乏 すろ であらう。 贫糚 の、 この 方 商に於ても亦、時々通迫を來たすことを锞想せね 
ばならぬといふことを聞か？れる。この方面に於て、、あらゆろ對策が講ぜられろであらう。 
われらは" fnl 布 增加 のた め、 根本 條 件の 改善 强化を 阃 6 であらう 。しかし、 先づ蒲 0 すべき も 
のに、獻肉以外に « 秀な物がある。卽ち魚肉が .#) ろ、したがつてわれらは、獻肉が返迫すろ場 
合には、 魚肉を 充分に 供給す る やうに 努める であらう。 

パンと肉はさ.フすろとしても、なほ脂肪類の供給が甚だしく不足する。この脂肪類に就いて 
は 外 域の 辦耍 が ft に 大きく、 從つて 各人に 對し 、高度の 消 费制 限を 必要と する であらう。 しか 
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しながら、 われらは， この® に 就いても 生產 增加對 策を 怠らないで あらう-今：： の ドィッは* 
W を捨 去つ ていい ほど# i かでは なく、 これらの 附は堪めて、都市の肪肋ず製所に送らねばなら 
ぬ 狀態 である ことを、 各人が 理解し、 それに 協力す. 0 ならば、 腊肪 類に 關すろ 狀 態 も改# 5 れ 
るで あらう。 

しかし、 « も® 要に して 決定的な 點 u > 貧しき 者 及び 特に® 勞働荞 に對 して、 彼等が 生活力. 
維持 4 5? 働のために必耍とすろ物を、阑鞴を排丄て«»に供給する、といふことである。离« 
を排して，货しき «- に附肪類を安く ©. 當に供給せねばならぬ、4いふ總統の宠：！ (1 は>余にとつ 
て 神 架な 命令で あ ゎ、 それは 萬 難を 棑 して 完遂 3れろであらう。われらは’この 1|( 戈を、眺人 
机 織を M じて、 切符な しで 遂行す る ことが £來ろ であ G う 。各人が 充分、 C 肅 C 戒する 場合に 
. は 特に？ うで あろ。 決 足 的な 點は 、各人が 滿ち足 5-, 一人の 飢ゆろ 者 もない やうに する、 とい 
ふこと であろ。 现在諸 君に 余から 希 窣すろところは、た„たこれだけであろ0 
偉大な ろ 事 m を 速成 せんと 欲すろ ならば' 姐く 各人が、 若干の 制 哚を 甘受し なけれ ば ならぬ 
ことは o 明の 理で ある。 この點 に 就いては、 余は ドィッの， ¥ si の 主： ^に訴へる。主蛄の双《に 
は大>い « 任がかかつて*る。キ«は、先づ笫|に榮養を献立表に盛らねばならぬが'それは 
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“ノ— ly 包 力 力 力つ - I ゐ る*# 鉍は洗づ穿一に « 赛を海 :* 表に盛らねばならぬが，それは 



季節々々 に應じ たもの、 手許に あろ もの、 门阈の 生產 を ^ める やうな もので なけれ. はならぬ。 
その 時期に、 自然が®; いで くれぬ やうな 物を 買つ たり、 手に入れた がつ たりす ろのは、 罪で あ 
ろ。 立派な# 所 奉行は、 特に、 この 點に氣 をつ けて 贺ひ たい。 以前には、 冬期、 態々 舶来の 太 
I '- 針 菜. を 食取 レ 上せた ゎ、 いつも、 その 時 「無い 物」 を 貪 ^ に 供す る ことを 以つ て、 禮戗と 心 
锊てゐたやうな》があつた。 

しかし、われらは先づ第ーに、わがド+ッの土地が、われらに贈ろ物を用ひることにしよう。 
次に われらは、 そ S 時々 の 供給 狀態姦 時に 發 表 し、 以 つて 主 姑たち が 像め 來 情に 通じ、 今時 
どんな食べ物があろかを知つてゐろやうにしよ、フ0さうすれば主蜍たちは、幾時間も尜を空け 
て 街頭に 待つ 必要はなくなる であらう。 

もう 一度 要約して 述べよう。 笫 一には、 阈内の 生產物 で 間に合 ふ 食料を 使 ふこと であろ。 さ 
うすれ‘通迪は比較的容易に切ゎ拔けられる。この秭の逼迫は、_通、季節的职 1*4 によ6こと 
が 多い。 しかし、 それは 他の 方法では 全然 塊め 合は せがつ かぬ。 卵、 バタ—、 牛乳の 如きは、 
われらの 力に よつ て、 その 生產を 著しく 左右す る ことの 出来ない 品物で ある。 描が 多く 卵を 產 
む 時季と、 少しし か產 まぬ 時季が ある。 牝牛が 乳を よく 出す 時 予と 、出さぬ 時季が ある。 これ 
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令 a 然が 作つ たのと 違 ふやう に 作 o la す 能力は、 不幸に して 人 竹に 惠 まれて はゐな い。 牝鷄が 
卵を 產み たがらぬ 時に、 卵を 產 まして 取る ことは" 誰も 出来ない ので ある。 

この树の供給返迫、この槌の所55食料不足の特徴は、、今首つたやうなものである。足りない 
となると、どうしても、それを手に人れねば氣が濟まぬやうな阈民が、まだ居るのは逍雠であ 
ろ。 彼冻は 卵を 食べょうと 思は ない 時で も、 手に 人れ ょうとす る。 卵飢 H だと 聞く と、 あつち 
こつち騷ぎ廼つて、卵を手に人れょうとする。冬の眞殽中に、麥桿衔子が少いだらうと、誰か 
が ft して ゐろ のを 今日 小耳に 神んだら、 もう その 翌日は 方々 蹁けづり飇つて、一打もの帽子を 
TT ひ 込む、 といつ たのは その 速 中で あち。 

一番 m 奥な ことは、 廣汎な 國托火 衆が カー 杯 働く ことが 出来、 物を 創造す る ことが 出来る に 
足ろ だけの 食料を 人手す る、 とい ふこと であり、 この 點に對 しては 余が 责任を 負 ふ。 余は それ 
を 確！ c； にす るで あらう。 この 點 でも 余は M ■'丨 ルンべ ルグに 於け ろ總統 の 曾 葉を 想 ひ 出す。 「脂 
肪類や 卵が 足ゎない とい ふことは、 さう m 火な ことでは ない。 それは 我 ® する ことが 出來 る。 
しかし、 われらが ドィッに 失業者々 無くした とい ふこと、 われらが これら 數百离 人を 窮乏と 無 
爲と 堕落と から 救つ て、 押び 人間ら しい 人間と した こと、 これ こそ 實に大 いなる ものである OJ 
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ヒ--拘らず戗か數焖の卵、 1* か一封度のバターを進んで我«しょぅと思はぬ者は、ドィッ人た 
る玟格がない。 

财料の分野に於ても间«でぁろ。われらは %1 <!|财料が不足して*る。ここでも主な 1«( 因は、 
ゎれらが现在柚民地を持仁ぬ、といふこ4でぁろ。しかし余は*われらは現在植民地を持た 
ぬ、 i いつて ゐる _た けで は到 1« 滿足すろこ4は出來ぬ。だからわれらは*努カし、われらの科 
學者及 ぴ 技術 家の 發明の 才能に ょつ て、 - U ら® 料を 作り出す 努力と ：丄 夫を しなければ ならぬ の 
である。しかしてこれが-余及ひ余と共に ^ 住を分つ人々の、述1^なければならぬ主要住務 
の1つである。各方而に今後まだまだ偉大なろ龙紐を取げ得る餘地.かぁる。しかし余は、かく 
1 ! ふと 共に， この 點に關し非常に多くの*業が、その一部分は非常に惮大なる龙紐が、沒济大 
臣 にして 阈 立 銀行 嫌 »た るシ ♦ハ ト氏 、並に 嫌 統ょり 任命？ れた »![ 所锌长 {:: >■ ブレル 氏に ょつ 
て果 された ことを® 調して、 !® 谢の涟 務を果 したいと 思 ふ。 阐氏にょつて偉大なる仕褀が爲し 
遂げられ、余はその奠紐を茌礎として、これを笼成せんとして《るのでぁろ。 

しかし 刻下 常曲の |!0 姐は、|5:驗並に大规槐 «: 琺の域を脫して、硏究の成粜をヵ强く«行に移 
すことでぁる。近き將來に於て、阈鹿物資からゴム .-4- 製迆す6丁；玛，楠构拽維から衣料級准を 
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作ろ H 場が 违設 されろ であらう。 諧外阀 がわれ らを閉 ぢ込 めろ ことは 出来ぬ、 0 れら を捭す 
ろ ことは 比來ぬ 、とい ふこと を 悟り さへ したなら ば、 それらの ものを すべて 斷念 したで あら 
*?0 

神のみぞ知らん、われらはもつと成粜多き仕琪を果すことが出來れであらうし、理性の世 '.'?- 
經濟拟則の世界に於て、《易を行ひ、財«を交捵すろカが、现&の如き铽狂ひの佌祁で0分ば 
かゎを賴りにしてゐろょゎ、われらにとつて市は確かに簡單であつれらう。 

われらは、 今や 石炭から •へ ン .チン 及び 練 油を 製 出 じて* る。 秘密を |つ » «に敎へろが、わ 
れら は旣に 非常に 芳卉 性の あろ 石 蛤 さへ、 石炭から 31 出す ろ ことに 成功して ゐろ 。このほか、 
ドイツの 天才、 ドイツの 發明精 神、 ドイツの w rr 力、 ドイツの 炯眼に ょつ て 製 出に 成功した も 
のは、 話さう と 思へ ば まだい くらで も ある。 現在、 これらの 仕 W に 抑は つて * 6 ものは、 過去 
に於けろ輩较のために非常に高く牌敬せられてゐる* 

次に われらは、 阑 5 :の銨 並に、 その他の 金* 銪脈を ーつ殘 ネ 開 發すろ であらう 。決 史的に 
* *- な こ i は、 いつもながら； |だ、事を成躭せんとすろ意思、これである。從來から»合金に 
L て、 **; 料不 坫のため供給！*迫してゐ 0 場合には、われらは、同じや-フに役立つ新しい合金を 
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阼 り 出す であらう。 輕 金* 特 -t- r ル- 1 - *丨ムの分»に於ては、われらは、利用し得る《料を 
無 溢* に 有して* る。 石炭と 木材と 金，* 15 石の 三つは、 将来® 材料を w ( t 化する ：丄 場が、 故つ 
て以 つて 立ち 得ろ 某® となる であらう。 

M に大 いなろ 計 賽 であろ。 S 大なる a 物、 巨大な ろ 工場が 建てられねばならぬ。それは卽 
ち、 ドイツは 斷じ て® 股す る ものでは ない* ドイツは 抱く まで 生き 拔 かんとす， 〇 葸思を 捨て 
ず、 C らの速 命を 作つ て 行く もので あろ* とい ふこと を 全世界に 示さん がた めで ある。 かくし 
てこ そ、 •& !- 今後の ドイツ 經濟の E 大な 31 描は 速成？ れる であらう。 しか. しこ こで" これに 參 
加すろ各人は*次のー布を忘れてはならぬ。卽ち個々人のためではなく、少数人のためではな 
く、 —— すべての 拷の ために、 ドイツ 班 族の ために、 とい ふこと を 忘れて はならぬ。 

それは ハ すべての 者が 協力す ろと きに のみ 出來る ことで ある。 それは、 各個 人が 古き 観念と 
手を切り、 新しき ものに 對すろ 怯懦を、決定的に克服するときにのみ完遂され得6のである。 
しかし、 その 新しい ものが、 いつも 舶来 もので あつて はならぬ。 ドイツの 新しき 物は •、それら 
に 匹敵す る やうになる であらう。 W * を 誇れ！ ド1ツの如«とドイツの腕が作つれものを誶 
れ 衿髙仃ねの精神を衿て！ いつまでち外阈の追隨に相してはなら^^^らをカ强く伋ぜ 
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ょ、， |'| らの « 民を四く倍ぜょ>これが *> れらのス0丨ガンでな () ればならぬ0 

次に 余は* 时槔に對して1 -> || す.0ならば、財界は大きな*非常に火きな贺任を有してゐろ〇 
したがつて槲々の企*耗窃 -«- 、|:{紫{¥は、«家が © 案し要求するのをぃつも待つてゐるばかり 
でぁつ ては ならぬ。 この 布 業を 支持す るた めに、 0ら迆んで方法 -?- 找を栉究し、努カの出丨，惜 
L みを しては ならぬ。 企 -* - 經赞片 Iff i; は， 財界の n tll なる 创苡 とい ふこと を 常に 甘つ て* 60 
ここに fill ® を 發抨 すべき 點がぁ ろ- 

- T トィ ッ袋 は篇せ S なら 3、 す VHS 界が 共に 相 抑へ て 票に 立ち 向 ひ、 & 力を 傾け 
ねばなら A 、 と 余は J が、 こ S 場合、 一つの 盗を ょく 现解 して ゐ なければ ならぬ。 卽ち g 
>年間に、この訐 « ¥ 完遂せんがためには、1:ヶ年問に缺乏と汹边狀態を克服せんがために 
は，5.かここに起らねばならぬ*しかし*その何かは現りでにやつて來るものではない。われ 
らが .努力に ょつ て、 それを 作り出さねば ならぬ。 作り出す ものと して、 一番 必 耍 なの 太 工場の 
|で ** る。§でぁつて、-^れには穷|、楚、その他31衬料が必要でぁる。した 
'かつて 又、 如何な •〇 谿 S 物 V -* •ィッ E 刻下 s 急務で ぁ* かを、 漂 決定す f とが 必 
' « となつ て來 る。 热 )|1 の念を耍するものは就中、艰 «!1 に必栗な 4]! 物*四ヶ年計*遂行に必 « 



25 * 



な5|物，赍働者の定住に必耍な住宅であり，この他にも尙&々ある。したがつて、われらは急 
を耍すろ程度にょり、或ろ |» 序を定めて、それに準摊し、それに要すろ必耍なる前提條忭を供 
給し なければ ならぬ。 

わがドィッの嫌勞働カを結 * して、情热的に打ち込んで行くことがなければ、この事戈はも 
ぅ«初から不可能であらぅ。今：=既にわれらは、如何にすれば勞働カ不足を克服し » ろか'と 
いふ 問® に 如を 惴 まさね. はならぬ やぅな 狀態 にある。 各 阐民 が G ， 々違つ た 惱みを 持つ て* ると 
いふ ことは、 この 點 にも 現れる。 われらの 惱 A は、 充分な 资 働 力を どぅして 得る か、 とい ふの 
であろ。他の阈民の惱みは、どぅして失業者に啵を與へょぅか、といふのである。われらの惱 
みの方が確かに«れたものであると余は£ずる。 

刻 ドの 問 姐は、 如何にして 必要な ろ勞働 其を 吸 ! ft する かで ある。 ドィッの 労働 ^ は、 働いて 
® いて 働き 抜く ときに のみ、 何等の 不和 爭論を 起 5ず、祺 '* 經获内が平拉であるとき |: のみ、 
われらが、 この 事* を 完成す ろまで、 朝から 晚 まで ？? 々として 物が »锆され6ときにのみ、初， 
めて 總桄 の* この 計 班を 支持して 6ろの ^' 、といふことを、はつきゎと理解して居らねばなら 
ね 芡 锄' 个和を 維持す. 0ことが刻下の必耍#であることを、各人はょ<理斛して居らねばなら 
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ぬ。エ場內は弈びと創造の愉悅が支配して居らね.はならぬ。非雌中傷は川て行け！ そんな も 
のを 界れ る餘 地は ドィツには ない ので ある。 

この祺衆を完成するために、われらは现在货錤水準を尚めろことは «1 米ない。それは'小可能 
である。 余は この； g に關 すろ 總統の 11 葉を泌み上げょぅ。「 «- 錤をニ削* 1!4 割>或ひは五割 1;| 
上げる ことな どは、 阈« 指導部 及び 經濟指 箱 部' かやら 5 とすれば J £ 作な くやれ たで あらぅ。 し 
かしながら、 生 痄 蝌^^ 伴は ない 货鋇引上げは、讲て1度ドィツ民挨が苦しめられれ 0 己欺瞄 
であろ。 «- 銀を髙める一方、出來れば勞働時間を短縮すろ。卽ち汰產を制限すろといふこ1 
は、 阈 拢 社會主 * e 的 經濟思想からすれば’狂氣の沙汰である。盈し、《鉍の货銀總邾は、消《 
され 得る 總生產 物に 配分5れるからである。總牧人が一割五分增加し'總生產額が1割 71: 分減 
少すれ .は、この货銀恼上は、各個人の生計に何らの好影»も麻？ず>却つて生產の減退のため 
に， Kffi の 完全な. 0 減 憤を 来たす であらぅ。 しかして これ こそは、 并 つて 一度 われらが + 名 # 
にも經驗したと同じ踊りであらぅ。」 

わが ドィツの 勞働者 に、 何故 それが 必要で あるかと いふ こ i を、 はつき o 理解せ しめろ 必 耍 
が あろ。 如何な ろ 3?合 1- も«銀問題に關し指珥的立5?に立ち、和«せしめ、經轻とその平 |3 に 
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對して《任を负ふのが、|ょり任命5れれ者の任務であろが、それと同«に、ドイツ努® 
和职 は' そ S 巨大な ろ 1 げ て' こ sis ;: めに 役立たし めなければ なら 3。 努 g 者 
に 世界 奴を 叩き込む .はか o でな く、 絕 ぇず 彼等を して W 大なろ 目 棟に 思 ひを 致 5 しめ、 總統が 
彼等に. 要求す ると ころを 絶ぇずは つきり 理解せ しめ、 ドイツを 立派な ものにする のは、 彼等の 
双バに懸つてゐろことを知らしめねばならぬ。 

ついでに 一言す るが、 ドイツに 於て 建設の 狩 明が あり、 スペインに 於て 破 壞の設 明が 眼の あ 
仁り にある にも拘らず、 今日な ほ共葙 主我を 奉ずる が 如き 者は、 もはや m 鹿 者 扱 ひに して 許す 
わけには 行かぬ。 さぅ いふ 人間は 憇人 であり、 今後 も惡 人た らんと 欲すろ もので あり、 破 壞を 
欲すろものであり、 |1 設などには兑向きもしない人間である。 

さて、 われらは、 岡定せ ろ找鈕 を勞働 漭に求めるが、これは、固定安定せろ惯格を前提とす 
る。 この 點に關 しても、 われらは、 われらの 意思の 全 情热を 袖け て 努力す るで あらぅ。 總統は 
把 职 i ^ i ずに、 古き® 民 社 # 主 % 勞脚 者 % の 2士を任命し亡 .° 余は同氏に必耍なろ方針を與へ 
琪 情 如何を 問は ず、 如何な ろ愤格 臃 * をも阢 止し、 且つ 必要なる 場合は、 商 愤格を 引下げる 全 
檷を賦與するであらぅ。現れた微候を蓝ぐ、正しく、且つ .>1 透しをつけて把樾すること、これ 
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•か圾 # の手段である。困餘が近づきつつある、といふ欲鉍を确時に兑て取らねばならぬ。闲雄 
を 認識 すれば、 その 闲 雎 は ^ 服され る ものである。 

悄格監 糈 甘は、 その 活動 分对 1- 榷行す る 流行 的 を 攻供 絕滅す る 全 槐を 賦與 される であらぅ。 
淹 行 病とは、 现在の われらの 狀態と 同じ狀 態に 於て は、 どの 民族に も附き 纈 つて 寄を なす 流行 
病、极こそぎ楛阀されねばならぬ流行病、卽ち、呪ふべき » , 溜めのことである。只溜めすろ者 
は门らの托族を汚し、自らの民族を讲するものである0侦用すろ以上の物を蒂賊する者は、そ 
れ /-: け 他人から 奪 ひ 取ろ 者で あ 非 «民である。付格を »?1 り上げる者も同斷である。藎し彼 
等は 民族に 對す る、 もつ とひ どい 犯罪 ^ であろ からで あろ。 卽ち 、彼等は 打 己 I 身の こと 3 J 
しか 考 へず — 彼等に とつて は 行分の股が神である —— 思 ひを 致さねば ならぬ 答の ドィツ 民族 
のこと を、 少しも 考 へない 者で ある。 

笟格跤舒官の任務は、絕ぇず凡ゆろ愤格を監蜕し、 11 つ繰返しこれを確定し、以つて倌格/‘ 
して適芷ならしめ、或ひはこれを私利私慾と絕緣せしめろやぅに常に監督すろことであらぅ0 
やる からには 斷乎 として 突進す ろ。 余は ただ、 かぅ 言 ふこと が 出来るだけで ある O GP ち、 设 纪 
や •ト ィブの 繁 5 、私的 目的に 利这ん 冬ろ 如何な ろ 企 §一 に對し T も、 鋈敢 へて 竣烈斷 乎 



れ ろ 手段を 以て、 兎も角 これを ^ ^ する もので あろ。 この ことを 余は ドイツ 民族に 對 して 将官 
すろ。 

.間 取引を やる 者 も、 その 仲間で ある。 彼等 も 亦、 これからは 今までの やうに、 簡 m には やれ 
ないことを％悟すべきである。公定價格乃茱は敢髙惯格が決められると直ぐ、商品を资ゎ惜し 
み、 商品を ^ 匿し、 突如た る 商品 飢砰を 出現せ しめろ 者 も、 その 仲間で あろ。 今日、 或ろ 商品 
が掙めて關汾に購 \ され得ることを从妈け、明=公走悄格乃年：は最萵價格が決められると、这 
端にその商品が姿を消してゐる、といふ琪態を ^ たならば、余はその商品を搜査せしめるであ 
らう。 われらは、 さう いふ 虮虫ど もに 對 しては、 商品を 沒收 する だけに 止まらず、 彼等の 存在 
を も 抹殺す るで あらう。 何も、 それを 怪しむ 必要は ない、 正に 當然 であろ。 ドイツの 財 硭を盜 
まう とする 者、 ドイツの 財 產を奪 ひ 去らん とすろ 客に 對 して、 われら、 その 財產を 取り上げが 
これをドイツ民挨に返すのは、正に當然なことであろ。 

この 任務は 達成され るに 相違ない。 なせなら ば、 われらが それを 欲する からで あり、 しかし 
て われらが 國民 it 會主祿 勞磡者 »: M であ. つて" われらの 欲すろ ところを 完遂す る だけの 力を 抟 
つてゐるからである。したがつて悲段は無州であろ。推かが本鉍で惡 |4 を云はうと、それは金 



259 



然 E ® にならぬ。 われら 今まで も惡 ロ？ れて來 たが、 それでも 活觔 して 來たの であろ。 活動、 
これ； U けが ffi * な 問 粗で ある。 多くの 法令が お 氣に 召？ ぬと き、 冷然 と泯 る荠も あらぅ。 だが 
しかし、法令は何處までも遵守せられねばならぬ。これが決定的な點である。 

われらは、«全にして拽爽たろ樂觀的精神を以つて事に當らねばならぬ。なせなら、物帘を 
作り上げて 行く ために 必要と す. 〇 消 新に して、 悦びに 滿ちれ 勞働の 力は、 樂觀的 精神の みがょ 
くこれを供給するからであろ。われらは、わが民族を«杻する。われらは，わが民族が偉火な 
る ものに なろ ことを 知つ て 居 h > 俾火 なろ 未來を 有する こ i を 知つ て 居る。 したがつ て われら 
は、この逍を進まねばならぬことを知つてゐるのである。 

W 上述べ て以 つて 命は、 ここに 缺大の 決定 «に« れょ 5。 余は 今！ =’ ここに W ヶ年 計* の {兀 
遂を C L 1 . の 任務 として 取 e 擧げ る。 それは 卽 ち 今 ロわれらが本度の地位に立つて* 6 こ4、敢 
ド黏に立つて*ることを裔味する。今=の缺乏が«大である。それはわれらが押し切つて通ら 
ねばならぬ 柯 路で ある。 平年 經過 すれば 事態は 微少ながら 改善？ れろで あらぅ。 なぜなら、 わ 
れらが扦施する多くの方策が*半ヶ年のぅちに作州を始めろからである。ー年經過すれ.は、わ 
れらは ニ 1 1 : 段、 階段を© つて 居り、 それから 次々 と® つて 行く ので あろ。 決定的に* -® な » は 
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企が、はつきゎとした0標を諸君に示すことが出來、又さぅすることを許される、といふこと 
である。 それは 昔の ジス テ丨厶 ^ 代し は異 ろので ある。 その 時代には 鐾 は、® 性に® 牲を耍 
求され、 跺り 返し 流血の 運命に 通 ひ、 始終 税金 ばかり 拂ひ 、始終 金 ばかり 出す 運命に あ 0、 し 
かもいつ まで も、 底の 無い 補の 境遇から 拔け 出す ことが 出來 なかつ た。 當時 にあつ ては、 ほん 
の朿の 間 だけ 照した、 それ も 甚だ * 束ない 錤條の ほかには、 いつかは ょくな ろ だら ぅとい ふ 希 
爷の光りは射さなかつた办であろ。しかるに今日に於て、われらは、はつきりした目棵を目に 
見て ゐろ 。卽ち 、 目梯 は 其 處に あろ 出 發點は 此處 にある。 此處を われらは 乗り切らねば なら 
ぬ。 此隖 さへ乘 り 切れば、 やがて われらは n 由の 丘に 出る の だ。 赏に 明瞭 そのもので ある。 し 
た がつ て、 余は 本 口、 ここに 於て 空手形を 振り出す 必要は 逄もな い。 命は、 それが 達成に 努力 
すろ、 確乎たる 目標を 示す ことが 出來 ろので ある。 さぅ だと すれば、 肉が 暫くの 間 少く しか 乎 
に人らぬ半ヶ年が一體何であるか0物資の蹒入が今啊くの間むづかしい年ヶ年が一體何である. 
か。 それは 決して 究桢 的な ものでは ない。 それは、 われらが、 これから 迎 へんと する 大いな る 
t のに 比すれば、 笑 ふべき ほど 小さな ことで ある。 

辉 奔註 一九 一九 _ 三 三年の ヮィ y 1 ル 共和 W 時代 
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今 ：=ド4ッは物 » が不足してゐる。成る楝の府料= ,, '! 食料 | . , . , . が充分にはないが、この狀您に 
■ir れらが 滿 足せず、ドィッに物資が充分にないからこそ*われらは、その乏しき物の配分につ 
いて J 天 才 的な 計® を樹て ようとす ろの だ、 と叫 ぶの が、 余 及び 余の 協働 其の 住 務 である。 こ 
の 點に ついて 余は 一刻 も 無駄に しない。 否 •われらは 努力し、 考 へ、 活励 し、 RE ® し、 史に終 
始拽 o 返し、 玟在 足-^ ない ものを ドィッ 民 挨の ために， どうしたら 作り出せる かに 就いて 工夫 
すろ ので あろ。 足ゎない ものを 作り出す。 これが われらの 任務で あり* この 任務の. U めに われ 
らの エネ ルギ 1 /.- -« 注し' われらの 決 2カを拟はねばならぬ。この事笼に«民擧つて協カせね 
ばなら ぬ。 な' せなら、 わが 民族は 地球上の 他の、 民族よ ot 劣 .® な狀储 にあつ ては ならない か 
らで あろ。 足りない ものを、 限られた 短 ==： の 間に 作り m ? んが ため には、 われらは 一時的な 
吸を 甘め じて 受ける であらう。 

ここに 於て、 余は 今一度す ベての 人に耍 請す る。 余の 命令と 手段に 從はれ たい。 命 分が 萬 人 
によつて遵守されることが必耍である。 25 人が圾心から迆んで命令を遵守すること，各人が總 
ire に 手 坤けしてゐるのだ*ドィッに手助けしてゐ. 0 の'た、といふ惑憒を袍くこと、これがとり 
わけ必耍である=各人は常に自分に向つて、成否は俺に睹0て*ろのだ、と首ひ明かせねばな 
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わけ 必要で ある。 各人は 常に 自分に 向つ て、 成否は 俺に 魅つ てゐ ろの だ、 と 首 ひ 聞かせねば な 



らぬ 。各人が、 こ, の 點に 心掛けれ ば、 われらは 乘 ゎ 切る ことが 出來 るので ある。 それ こそ， わ 
がドィッ民族の民族協同體に就いて、われらが全世界に示し得る敁も立派な狩明である。われ 
らが命令み出し、措砑を講ずるのは、或る人問を苦しめたり非難したりするためだ、といふ蜓 
に考へないで^ひたい0さぅいふことは、われらは決してするこ卜は出來ない。 

何か行はれねばならないとすれば、それは淇人のために役立つものでなければならぬ。誰か 
が辦： 50 されろ塥合には、その漪は、 «<| か自分以外の、或る者の利益になつてゐ 0 ことを考へ、 

: w に、 究極 ！- uilo ll つて c 分 C 身の 利益になる、 とい ふこと に 思 ひを 致すべき であ 6 。その 
者は この點 をょ く现解 せねば ならぬ。 

较 後に 述べろ が、 民族の 自由を 速成し、 鬭民の强カを確保するために、或る钱の便益を斷念 
すること ^ 、決して大き過ぎろ後牲と ^ ることは出來ぬ。われらが强カに武備されて ^ れば ^- 
る /-: け、われらの地位は安阀であり、他國がわれらを襲ふ可能性は少ぐな6ものであろ。總統 
及 ひこの 席に あろ われらす ベての ものは、 われらす ベての 指導 荠は 、われら 自身が 爲し义 は與 

へろ 心 播へのないやぅなことを、諸君に筚んではゐない。肮肪分を ^ ゎ過ぎろと 肥滿 し ^ 

ぎる。 企 行身バターを減らして、ニト封度體里を滅らした。 
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われらは强カにして、自キ獨往の阔尺を作ゎ上げんと欲すろ0故に余は、今こここ渚対？, 
放送を f 數朵 人に 向つ て 協力を 求めて 叫ぶ。 余は、 先づ第 I にす ベての 1 家、 すべての 
祭 人に 向つ て、 £ しみな き 放 力を 求めろ。 工夫し、 硏究 し、 W 驗し 、新しい 示唆、 新しい 發 
明、 新しい 可能性を われらに 與 へん ことを。 謹は 今までに も、 ドイツの ために 偉大なる こと 
を爲し 遂げて 来た。 余は すべての 企業 及び 馨 者に 評へ る 。 a 己の 利 g のみを 考 へず、 强 力に 
して C 處 往なる、 遣 家 的な •トイ ツ禁 を考 へ、 费の 能力、 鐾の 優れた 鬆、 _ の 意 
思、 辤妥 行 力、 费 G 製を 傾注せられ んこ忘 。余は ツ货 礬に訴 へる。 成否の 

銀は结 に、 何よりも まし 5 S 手に あろ。 もはや 牌 級な f のは 存在せ ざろ ことを 示し ハ 
諸4こそドイツの妓も ^ 賴すろ仁足ろ息子なろ實を示されんことを。余はドイツの ^ 民に ^ へ 
*0。 農 i 沒 W 结 生命を 維持す* 0。 iG 差は でで、 それは f 大きい 炎 住 
である。 抶赉を 安固なら しめ、 パンを 確保せ しめよ。 益 民 謝 ^ 、 V イツは 數年 N(r より 諸 打の た 
> に H 米る 限りの ことを 爲した 。これに 感謝し、 今日 これから ドイツの ために、 h 來る 战-. の 
ことを 碰せ。 

余は W 民 社 # 主義 勞働 者黨 並に そのす ベての 梅 成團體 に、 特別な ろ 熱意を 傾けて 訴 へる。 諸 




余は！： 民 社# 主義 勞働 者黨 並に そのす ベての 構成 團體 に、 特別な ろ 熱意を 傾けて 訴 へる 。 it 



君が征服し、諸对が创造し伫、諸羿の國家である。諸射に對して余は、諸君が鬪爭時代の絕頂 
に示した如き努カ傾注を期待すろ。生ぇ拔きの « |1 よ進め、铱の指導良たちよ立て、先邱には 
^ ^-: ゆ Sr , 者が 立て！ 民族を 引き立てて 進軍せ よ、 然らば 事業は 成功す るで あらぅ。 阈民社 旮 
4= 義速動は"不可能なるものはなく、決して失敗することはないことを證明すろのだ。 

全 民族に も 余は 呼びかける。 全力を 發禅 しつ、 前進せ f , に 新しき 國 家、 新しき W 民 
を 削 造せ る ことにつ き總統 に 感謝せ よ！ 總統は 余に 闲雜な る 職務を 托した。 余は 何も 出し や 
文つ たわけでは ない。 余は 爲すべ き 仕事が 一杯 ある。 加 ふるに 經濟は 余の 專 n ではない。 しか 
し 余は、 この 點は 、はつき り苜 つて 通く が、 奪 門家としてではなく、後れた經濟人、優れた企 
喋 家と してではなくて、 不屈の 意思を 以 つて、 わが 民族の 偉大 さに 對 すろ 燃 ゆる •か 如き 信念を 
以 つて、 热烈な ろ 情熱 —— これによ つての み 偉大な ろ ものは 削 迭され るので あろが — を 傾け 
出來ろ 限りの すべて か 雄さん ことを 期して ゐろ 。余は 取 n {¥ として この 任務に 就いた もので 
はない。 級 統は專 ら阈民 社# 主我 勞働者 E ii として 余を、 この 做に 就けれ ので ある。 阈尺社 分 
キ：莪勞働者黛の岡士として、總統の受命者として、阈戈社 # 主茂资働者黨の受命者として、余 
u la 在 ここに 立つ てゐろ ので あ れ、さぅいふものとして、このポ業を完遂するであらぅ® 
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意思が 分裂 3 : 壊しない 限 ゎ、 世の中では 何 琪も崩 壞しな い。 しかし、 ^: 思が 打ち破られない 
政り、 その 意思が 打ち破ら ぅと 欲すろ もの n 外の： i ： 物 も 打ち破られない ので ある。 しかして 余 
の 背後には 阔宋機 關の 人々 が あり、 莬の指 屯 荠た ちが あり、 生ぇ 拔 きの 鬭士 たちが あり、 地方 
指 磚蒋が あ 0、 われらの 運動の 支持者が ある。 彼等は 外阈* ^ の 報ずる 如く、 互に 不一致と か 
チンデ ンバ ラバ ラの ^ 爭を する、 とかい ふことは •史 になく、 行 勤への 意思に 於て ー致阐 結して 
ゐ ろので ある 0 

しかして、 その 中に 一つの ことが 理解され てゐ る。 われらは、 われら 自身の ためにの み活酌 
して ゐる のでは なくして、 われらの 後に來 ろ ものの 幸 鼷 と 安岡の ために、 われらの 子供の*: f 利 
と宰 辐 のために 活動して ゐ るので ある。 子供たち に は、 われら よりもよ き 生活を させねば なら 
ぬ。 總統 への 信 賴 I これが 最も 決定的な ものであるが I 總統への信籾、われら相 :/1; の間の 
信 籾、 これが われらの 有すろ 於 大の资 本で ある。 全 - lit 界の 金と雖 も、 それと 同一の 偾値を 有す 
ろ ことが 出來 ず、 それは、 今！：： ドィツが 依つ て以 つて 生活して ゐる 、般も 安尚に して 最も 優れ 
h 本位で も •ある。 , 

總統は 諸逬に 向つ て、 不可能なる ことを 要請し はしない。 總統が 要 说 する ものは 削 造され 枓 
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.るものである。なぜなら總«£3身、常に削造して來た人であろからであろ。約束したことは、 
彼は 守つ て來 た。 今 卩 多くの 人は' 總統は 非常に 闲雜な 仕事を a し、 苦しみ、 特に 大きな 惱み 
を 持つ て* るに 这 ひない、 嫌 統は 弱くなら れろで あらう、 と考 へて* るが、？ うい ふ 人は* 嫌 
統に 眼を 注げば、 この 人物が 如何に 活動し， 思考し* 如何なる 生活を 这つ て* るかを 知ろ で 
あら 5。 われら. の 指導者た る 彼は、 われらの ために 活動して ゐるの である。 彼の 心配を 教へ 
て 見よ。. 全 阈民の 運命を €:分1人の 11 に & つてゐる*彼の日夜を考へて見よ。多くの彼の決心 
に當つての恐しいほどの闲_3を考へて兄よ。阈民の將來に對する、彼の巨大なる资任を考へ 
て a よ。 この 人 こそ a 君の ために， この E 大なろ ft 檐を して* ろので あろ。 何卒 諸 对は 、この 
人の 亡め に、 使 かば かりの ft 枚を する 心 梢へ になつ て K ひたい • 

* 力 常«时 の わが 阏民 、わが ドィッから 彼は どうい ふ ものを 作り上げた か。 なんと われらを 
金 炭の 前 乏から 救つ て、 今： = の离 さにまで 高めた ことか。 彼の 民族に 對する 忠誠が •あら e る 
ffl 錐の 克服を 助けた ことか。 われらが 住んで* ろ 時代は W に大 いなろ 時代で ある。 諸 a は、 そ 
れを共にするを許5れて*ろことに誇りを持て。あら «) ろ «( 末*を捨てよ。 一切の 利己心を 
捨てよ。 大いな ろ 時代は 大いな る 民族を 要求す る。； 2«が大いなろ民族なることを，拆獠を 
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以つて示せ。われらの « 大なろ指毋者ァドルフ.ヒトラーを；$しめるな。 

いまー 1 ? 述べょぅ。各人はこの 15 * «0 成功のために 0 「しが何を 13 し得るか、何を进與し抖る 
か* を； 如：：： 檢时せ ょ。 それが 總統 に對 すろ われらの 感謝で あ れ、俗$であり、 1» れらの總統に 
對する信你で * ろであらぅ。総統はドィッ民族を信念«央と=接^:栾の狀掂から、今 |1 の、55 
念に 燃 S ろ 狀鹿に 導き、 以つて われらを； S めて 强カな ものと し 仁。 われらは ドィッ 民族の 俾大 
なる 使命なる ものを； 2 じて* ろ。 われらは 総統の もとに 於て， 力の W 家、 榮# の SW 、 自由の 
民族が成立するであらぅ、といふことを农心ょり信じて*る。これを现在に於けろス0|ガン 
た らしめ ょ。 しかして われらは、 事 宠 を開始するこの時に當り、全能なろものに對すろ «: 人の 
热烈なろ (,-|: 仰を妞めて、そのために祈念しょぅ。全能な乙神ょ>總統に .« みを垂れ3せ給へ* 
k 杬の民 族に 思み を® れ？ せ 給へ。 嫌 統の® 業に 诳みを 乘れ？せ桧へ。 . 

C 一 九 三 六* 1 0 ' 1八、シユボ*ト *. < 7 ストにて) 

m 
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食 粉の 確保と 四 ヶ年計 迸 

三月 ニ 卜 三： n 佘の發 令した 法規は、 «索生產の增强にょつて、ドィッ民族の «- 似を出宋ろ隘 
りドィッ阈内で確保することを 0 的とするものである。これらの法規に對して、ド'-ッ農 « の 
みならず、全ドィッ經濟界及び全ドィッ民族にょつて|:小5れた夺1:的«同>また«龙及ひエ業 
に兄られる改新的'且つ强化5れた献身的精神にょつて考へろに、われらは決して |1|1 述つれ逬 
を 進んで 來たの でない ことが 分ろ ので ある。 

民族の 食 籾の確保は*武カ政策的保箝と相並んで、政治家の惮火なる平和エ作に對する、ま 
た、 灼饯の経濟的、社钤的、文化的生活の改迆に對すろ、进に又、1:除關係の保安及び改费に 
對すろ 奴も茁耍なる前拢である。正にその故にこそ、！1内の肚#的平和並びに 11|: 界の+和のた 
めの決定的保說の前拢を確立.すべく、ドィッに於てわれらのなしつつあろ炫鲅なる統一的淪理 
l - si すろ 现 埘と»敬が*外 « に於ても亦持たれることがいょ，、要望？れるのである。 

C 民は、 民族 共！： 體の內 部に 於て！ 2民に相應すろ地はを與へられ、较も特殊の法規にょつ 
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て、 生 帝 能力を 完全に 發 採するに必耍なろ平 ?3 の保箝が枓び與へられた。 |5 民は、 81 に«栉的 
法規に ょって、 その 立場に 於て 他の 瞰龙 階級と 並んで、 ド ィッ尻 族の 生命の 戰ひ に耷加 m 來 6 
ことになつた。ぬ民附級は、がつちり1'-組介を机織し、昨年度に於ては、凡ゆる村落を机熾に 
引き入れ、 昔の 找 業 組合とは 全く 異っ て、 今や 如何な* 杓 © を も 殘 す 所な く 包含して ゐろ。 

今や‘ 凡ゆる エネ ルギ —を强 力に 商め る ことにょ つて ^ た ;; 揸 得された この 阚爭 力を、 新し 
き 使命の 速成の ために 向け ?. 、 4 いふ ことが 必要で あろ。 a 城な き 生痄 力の 發掸を -W 幾分で も 
妨 赉する货れあろものは過去馼迎 |«] の ||11 に拂拭された。今や余は、*トィッ茛民は最審細農から 
较大の 地主に 至ろ まで 凡て、 與 へられた ろ！ ^_1に從ひ、凡ゆる闲難に抗して自己に課せられた 
る プ 0グラムを遂行せんことを期待してゐる。似人 *5 浒的な考へから*民族 ^ 濟の成果を危殆 
に 瀕せし めろ が 如きは 許されない 。農* 絞 泣は、 收換 增强の •要求を i 的に 取り 取げ、 これを 
完遂し 、 W って、 彼等の 生存の* 礎を 確保した 總統 に對 する 報恩の 一部で も 返？ なければ なら 
- ない。 生産の 阀汎な « 增强のための科學的、抜術的前提は與へられてゐ6。ょく指導？れた |2 
»の經驗は整甯に存在して*る。余は、ドィッの鄕土を耕す名赛を有する凡てのものに對し 
て、 かかろ 經驗を 逍«なく利用し、丑っかかろ経驗に從ふことを耍求する。 »1 に余は、- « 俊階 
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級の住居狀態の改#のため、今ロ與へられてゐる可能性を逍憾なく » 現せしむることを期行し 
てゐ る。 とい ふのは、 余は、 過去の 怠 馒が この 方面に 於て こそ 改# せられなければ ならない の 
5、 と、— ふこと を 知つ てゐ るからで ある 。家 僳も亦 、 0己 の勞働 の價 値に 對 する 生 ^ に 溢 わた 
感£を抱き、ドィッ民族のための重大なろ課題を負ふ喜びを持たなければならない。 

贪料の 確保の 問® と共に、 われらの 凡ての 課 超は、 なほ 未 解の 問 通と して 深山 殘 されて ゐ る 
こと ま 網 ふまで もない ことで あろ。 しかし、 緊念の 課題の 一つと して、 ロ 常の パンを 確保す る 
ことが 先づ 必要で あつた。 しかし、 われらが それの みに 止まらず、 •史に 他の 領域を も、 就中 衣 
服や作 ^ 問姐を等閲に附してゐたものでないことは、四ヶ年計进の進行過程に洧手された多く 
の 新生 產方 法、 生產 設備、 及び われらの 作 宅 並びに 植拢政 策 的 法規の ®: もよ く箝 明す ろと ころ 
である。 

政治家は 一般に 如何な ろ 時で も* かかろ 你大な る 課埋の 一つ だけを 他の 課 組から 分離し、 獨 
立したものとして考へ、またこれに珩手することは許されない。例へば « 民の武裝化或ひは食 
栉 の 確保、 とい ふ S 1 趙が 特に 問題と なつて ゐる ときで も、 彼は 常に それを 全經濟 的 聯關に 於て 
取“ 取げ ろ。 例へ •は、 ぬ 業|の增大各的とすろ肥温格の低下は、れ 1 に對するー方的な 
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.« 與として考へるべきではなく、またエ龙の1方的锇牲として兌るべきでもない。この法規は 
ね 民と ヱ * 劣に 於け ると 同«に、前楨は、 55 鋤教に對して、=常のパンを：1:1の付格で I 努 
K か ® 化せし める ことなく |確保しょぅといふ、努働者に對す 6 意昧をも持つものである。 
このことは他の«域に於ても問梂である。卽ち、如；|:なろ經 )« 法規の垛合に於ても政诒*は、 
その 全 經濟 に對す る、 また 特に 穷働者 に對 すろ 効 拱を 常に 注苡 しなければ ならない。 なせな れ 
ば、 1 :ヶ年 訃谀は，總統の总本に從つて、社分的平和を 3£ 礎として遂行？れるものであろが、 
•ての 社 命的平和は、部分的に達せられるものではないからである。社分的平和は常に、全民族 
の， 货拢 並びに 企 *- 家、 勞働* の 問® である。 それは 2 ： 伐に、 農業と H *、 阈内經 砟 と 輪 出 W 
易' 勞 «と1 に關 係す る。 

したがつ て、 阀宋の經濟政策上の法規を常にゝただ陪級的ゝ瞰龙的利番の如き一而的利迸か 
らのみ 批判 せん 4するが如きは、全く間違つてゐるのであろ。われらが、過去の制度にょ0て 
陷つれ闲難な狀掂からド1ッ農民を救ひ出したのは、農民のためではなく、饨全なろ農民階級 
のみが ょく 全 ドィッ 民族の 生命と 自由を永逮 (- 確保す6ことが出米るためである。そして，同 
柊に 新しい 法規 や 救助は、 た： U 盘業 に對 する 救助 策と いふが 如き ものでは ない。 それは 寧ろ、 
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民族の 貧 秘確保のための全經濟的法规と老へらるべきであ^^農業はかくて爾餘の經濟部門と 
SK 密に結 •ひついて ゐろ。 I つの 民族 經濟の 健全に して 永械 的な 繁榮は 一つに， 自 W の 農龙牧 颂 
を W つて、 出来るだけ 阈內の 食 gSI 要を 滿た し栉る ことに* かかつ てゐ るので ある。 農業が こ 
の やぅな 狀 !1 になければ、 したがつ て それだけ、 爾餘の 經濟の 永續 的* 榮及び 永 技 的 安定の 狀 
態の ための > *耍 なる 苺 礎が «失するわけである。かくて || *牧播を增强し、そのための方法 
%雎 備 すろ ことは、 ひとり！ S 民の みならず* 全經濟 界の もの、 したがつ てまた の 指導部の 
人たち A 亦、 これが 達成に 餃 t 關心を 寄せて* る 課® であろ。 

迕墘に課せられたる課超の完遂を可能ならしめ、弈*ならしめるた*に必要なろ法规は、適 
宜充分«施？れて*ろ。今やドィッ益民は、自己に與へられたろ新たなる可能性を，全カん舉 
げて利 /1) しなければならない。余は、 « 民の献#的3£神に對しては、將米も亦何ら栊ひを抟た 
なぃ。かくて余は、一九三七年の收棰 « 謝«には，嫌統に對して、食糂^:由の上の、更に*汎 
にして、高められれろ進步の報 * をなし杩ることを窣むものである。 

(1九1|1七，四 -« 、「四ヶ年針»」泜 1*1 載> 
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四 ヶ年計 迸と 自治 M I 2 

ドイツ 自治 WM の秩你 と、 これにょ つて 更新され た ドイツの 自治 阐骹 は、； ^近教华の肋に、 
試眯濟 みとな つた。 しかして 今やょ 0大きな使命をも引受けることが出來るのである。ドイツ 
1 , | 治團體秩. )/ ; の0的は、强い阈家のぅちに*强い£:治 1*| 體 -4* つくることである。これは恐らく 
}だ凡§る虑で，完全に果？れて*ろとは.ムへないであら5。しかし余は確信する。11治 |« 體 
聯合 構成の 新 找序、成ひは自治阇鵂内部の行政眾位の述用に對する立法活動は、遴からず *5 末 
を -?;- げ « るで あら 50 

しかし 本 ！=は » 对に向つて細かい0治 »1 «の問驵を»綸しょぅとしてゐるのではなく、四ケ 
年計龙に於けるドイツ自治阁«の立場を、余が如何に考へて*るかを諸对に說明したいと思ふ 
のであろ。嫌統は余にこの四ヶ年計鮝の遂行を»したので *- り*これは永い |«) *余の全活動カ 
を 休みな く 要求す ろので ある。 

この 四 ヶ 年計聳 は 政治的に 見れば’ 全 ドイツ W 民の 自由の* 礎 工作と 確保の ための、 强カな 
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努ヵであろ。卽ち、餘りに狹い生活 * 礎を、凡§ろ經濟的、技術的>精神的手段の導入によっ 
て 速 かに 擴大すろことに、關してゐろのであ 6 。これは寒擦なしには行はれ枵ない。なぜなら 
强ヵな 新しい 街 奥が 既に ヵ强く 動いて* る 経 濟に 今や、 突き 當つ て* ろからで ある。 この 困難 
の ^ 在に よるなら' は、 今 £=の狀態は、これまでの政治が盘面した多くの狀璐から陴別され得な 
いので あ. 0。ただ如：|:にゎれら « 民社會主袭者が、このや5な 5* 題に取り掛かるか、といふ方 
法が 新しい ので ある。 これまで 人は 必要な 生產增 加を、 經 济諸ヵの所_0由活觔に*ね、興家 
は楮 *現在あろものを分配すろに止まつて*た。酾呆はその上、所5£0癀傾向と將來に於け 0 
自痣の 完成と を 策んだ。 しかし 現代では この c 後 力の ® 生を* 恐らく 阀家は 千 渉に よつ て 妨害 
したのであろ。この方法は効果がない。しかしてわれら阐民社僉主丧者には兑られぬところで 
ある。 われらは 困難の 枳本を惘み、危急それ^1 *9 の漼礎を除くのを常とする。卽ち微候や外兑 
によつ て あちこち 治？ はしない ので あ*。 

*> が 四 ヶ牢 It N に 於て は' 总業及びエ*生產の增迆が第1である。しかしてこれは阐«の凡 
ゆろ 乎 段を 以 つて 行 はれろ であら i 。 W 家 c 身が 經软 すろ のではなくて、 阈 家は 無制限の 指 S 
i 形成を なし、 自 « ;發生的な經濟法則の 52 成を待つことをしないのである。われら ( 1 もはや， 



275 



耙婀 0身が處理しない經济的哳物のみを司るに血まらず、全阙家、全阚托に莨つて、計卞；；的紅 
的 指毋を 遂行す るので ある。 

この經 濟指鸹 と經濟 振興に •自治 ^ W は 決定的な 役割を 持ち 蕤務を 奴 ふ。 四 ヶ年計 * に對す 
る拟料供給の闲難が谣耍の榊加によつて、なほ一胯ひどくなろやぅな處では、諸对は例へば支 
出を 抑制し なけれ はならない ので あろ。 總輓は その 兄 透し の 撖い政 治に 於て、 ドィッの 四 都市 
を最火 規模の 建築 計* によつ て 特別な 町と し、 發诚 させ、 世界の 中心地たら しめんと 企てた。 
御 承知の 如く、 この 四 都市とは 首都べ ル リンと 運動の 中心地 i 广 \ ヒ* ンと {然 大# の 町- ': 丨ル 
ンべ ルグ と！： 際 都市 ハンブルグと である 。この 課 超には 特別の 意義が ある。 これは 必ず 遂行 さ 
れる であらぅ。 しかし 他の 諸 都市 も 同時に 火 ^ 築 計聳を 遂行し なければ ならない と 信ずる 必要 
はない。なぜなら苕都べルリンと所謂「猫や杓子」との問には、剷然たる砵別が存在するから 
であ 6 。ここに 於て は、 E 治阁 骶 は必耍 の 順序に 從はな ければ ならないで あらぅ 。如何な ろ埸 
合に も 蚊 も m 要な 課 越が、 まづ 笫 一に 解決され 得る ために 順 ;/* が 必要 だつ たので ある。 今 n は 
C 治 ^ 骷の物 竹 供給 活動の 分に應 じて、 展開と 運用に よつ て 協力す る 方が、 市役所 や體饵 館 や 
集阀让 宅を 建てる よりも 東 要な ので あろ。 しかし これ も、 いつもなら 重要な ので あり、 その 建 
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H は g ; ヶ年 1 後の 一定期間に なされろ ことが 必要で あらぅ。 

« に 余は、 增稅が 停止して ゐ 6 のは、 自治 5 Effi によろ 一 tt 的經 的促進の必然の結果と兑てゐ 
る。 近年 C 治 S 1 ST か 旣に 、その 財政の 大部分を， « 0•• « 全な 某 礎に « し、 ^ れる 共和制 時代 
(1九一九¥ —— 三 三年) の 多くの ft 偵を 支拂 ふこと に 成功した とい ふ苒 ばし い 印象を 余は 持 
つて ゐる 。增稅 に 導く やぅな 支出は 抑制 5 れな ければ ならない。 なぜなら 全 の 时 力が 專ら 
大きな 阔， « 的 課題に® 加し なければ ならない からで あろ- 

反 對 に、 0治闻«が、定«の中に含まれる的接税を引下げるべしといふ内務大！21の指 »1 に從 
って、凡てを賭け 5' ならば、四ヶ年計*の0的遂行に役立つであらぅ。特に農民にとつては、 
その生產戰には適當なエネルギーの保有といふ準猫陣地に多く依存して*ろ。4いふのは彼弈 
は 結 づ 第一に、 過 穷な *3 婦の生 活を軤 減し、* 3 民の 物の 乏し さから 起ろ 軋 鑠を 和らげろ こ 
i を. 要 水して* る ほど だからで あろ。 都# に 於て は定憤 の 引下げに よつ て、 特に 癸 働 ^ * SI - の 
一:::に兑ぇる籽減がなさるべきであらぅ。 

このよ b 1 舣 的な 方策 と相並んで、一聯の特殊踩驳が生ずる。0沽 « 體は正にこの»組々» 
つて、 叫 ヶ年計 «に 協力し なければ ならない ので あろ。 W ヶ年計 sf のより 大きな ^ '. it は、 他の 
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財 產 によ C て經伐 を 恥 はれる としても 、杏 通の* 貼 機 關、 就中 貯蒂錤 5は、その信《政策によ 
つて •多くの、 より 小 3 い 企 :* に 無制限に、 協力し なければ ならない。 余は この 際 まづ笫 一に 
<|龙 |- 中程 度の 信用を 許したら いいと 考へ る。 これな くして は 念 速な * 約 化の 必要に 當つて 、 
羚計 が 持てない ので あろ。 この 問 si こそ、 從米 n 々开 W 鞴に班 遇して 來仁 ことを 余は 承知して 
*る。しかし、余が自治 1« 骶の指缚者に、公立貯蒂銀行の支配各の資格に於て、彼等の機關を 
絕ぇず 前述の 課題に 役立てる ことを 笮ん で、 その 通りに なろ ならば、 新しい tt 制に 關すろ 討 ^ 
U すぐ 終 h、 'fi ちに 新しい 秩序が 公布 5 れろで あら 5。 次に、 R しい 人の 小袖 貯金が、 必要な 
配 /.« を以つて疗理され、投资？れることが、當然留意5れなければならないであらぅ。しかし 
他 |« 、信 |)1 交付は阀民綷濟的玷解に從って、從来以上に活 13 に行はれねばならない。また信用 
を受けた者が、その緙濟的浏葸に於て、强化促進？れるやぅに行はねばならない。 

:史に余は、白治阀肪は怯宅政策の領域に於ても、大きな使命を果？なければならないといふ 
兑«を持して*る。有«を战てるよゎも、低廉な住甚の心配をする方が、1見しても»耍であ 
6。そ (» 迚築は材料の點から «. て |<|| 倒が少い？なぜなら、これに於てはー«に*その土地で挥 
ゎろ無制限の、建築衬抖が用立てられろからであろ。伫だここに於ては’勞働カの結合'か25 
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れないことが注意されねばならない。この勞働カの結合は、他のさし迫つれ建築に於ては必妒 
，な ことで ある。 總統 によつ て 計* された 移植 民事 業の 手始めの 仕事を なすに も、 この ことは 安 
當 する。 これは 四ヶ年 計搽の 遂行の 後、 成就され なければ ならない 事 龙で ある。 今や 行爲 によ 
つて、 この 計张が 熱心に 開始され ろ ことを 明示し なければ ならない と 余は ^ へる。 ただ 大規模 
の 事業は ここ啊 くの 問、 まだ 控へて 姐かなければ ならない。 • 

わが經濟狀態の調査によつてわれらは、更に古い沢愤と便宜から、ま尸無限に多ぐの肢料が 
都市の 廢物 となつ て浪费 されて ゐる ことを 確認し なければ ならな かつた。 大都市の 媒芥の 堆砬 
を 分解して 得た 使用し 得ろ 照 料に ついての 数字 冷 通むならば 、實 に務 くべき ものが ある。 この 
愤 rl あろ 股 料を •史 に經濟 の循设 過程に 引き出す ことは、 われら g ： 身には 出来ない。 それ 故 自治 
團體が この 物の 利用を 合现的 になすべく 努力し なければ ならないで あらぅ。 

火 都市の 廢物の 他の ものは、 ドィツ 阈拢 の玆赉 問題に よつ て 利用され る。 余は 特に この 事業 
の遂行を、阔民社#主義酤生協會に委ねたのであろ。なぜなら同说會は、ドィツ岽庭婦人に逛 
技關係があることを立獠したからである-。この鮎人の理解に、この事業の成功がかかつてゐる 
ので あろ。 七 大都市には 組織が あゎ、 よく 活動して ゐろ 。しかし 他の 處で はま だ 闲雜 はすつ か 
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6除去され得なかつた。このやぅに余に報齿$れてゐる0この領域に於ては褀を阚式的に遝ひ 
得ない ことを 余は 知つ てゐろ 。さて 少し 前に 代理 ^ 较の m ii ヮィ デ マン博士が余に、まだ新鮮 

な 針 菜 迄め H 、 龍と {裏に 浮# ないで' これ 宾有 地で 乾かし、 g 料と— そ 近所の 

权 ^ ひにやるといふ案を提出した。どぅいふ脈にしよぅと命個人にとつては间じことである0 
この 炎 定は 、各 CAM wl 體に 於け ろ 特殊な 専怡 に應 じて なされなければ ならない。 ただ ^ は、 愔 
性 或 ひは 他の珂 E ]'! で、 この ^ 業から 脫 iii する 自治闹嵇がーつもないやぅに窄む。 ?1 捣の豚に對 
する 補助 的 ^ 料を つくる ことに 成功 すれば、 大きな 成果と. •ム ふべき であり、 碗 かに 則 ^ に螃成 
した ものと 認めら ろべき であろ。 

fl から « 業の 遂行には その！ S しき 興味を 向けて 來た 戤 村の n : vn w 體及び d ifr hl w 聯合は、 他 

の 多く S 域に 於ても、 生蠢に 於け 衾霁 行政と 要の 生霖 級と g 方策を 支持す ろ 供 立 

を 有すろ ことになるで あらぅ。 他面に 於て、 h 治闻體 が 從來保 護して 来た 使命を、 杼來阐 家に 
よつ P 、 より 暁く 手を 加 へられ、 时政を 肪は れんがた めに 棑除 しよぅと するならば、 そわは 余 
の耐へ 得ざる ところで あろ。 さて 生產大 m は鷇近 已 むを 得ず、 阈家豫 览に 於け ろ れ治阑舱见樹 
栽 S の鳘 金額を 吿 知した。 そ の 理由は、 in 治盟が 嚣 制度の 新漦 に關 して、；^ 干 登を 
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與にしたため、從來通”に、この非常に大切な架樹栽培を锫けることを抠否したからであ.0。 
大級大31は余の |«] 意にょつて、この悚 »; 吿知を却下した。その押由は、このやぅな問1!で阈忒 
財產を持つて行くことは、全く不可能だからである。この使命を、热尨を以て« 0 ; 引爻け、设 
行 する ことは， n 治 阐體の 義務で ある。 

1=治阐«の1:ヶ年 1 + *への特殊な耷加の可能性を、いま全部 »51 げることは出来ない。しかし 
- C この ^ かな 例を 以 つて滿 足したい と 思 ふ。 これは 共有 財產 の參加 なしに 行は わ， oiu 限らな 
いであらぅ。つましい >|.- の#訃係を椅かすには當らない0なぜなら余は途方もない要求を課？ 
.ぅとする考へはモ如ないからである。しかし余は勿淪次の如き兄解を持つて*ろ。卽ち大きな 
0的は時々、ーつ或ひは他の行政方策が、现代の极本脱則的な經濟政策の促進的方策の後に退 
却すべきか否かについて、われらすべてが 0 的に述すろまで細心の吟味をなす必耍があろ、4 
いふ兑解であろ。しかしてこのために，余は « 幣の介人の拟絕を承誔すろこ4が川來ない0そ 
れは 》货 )4 には««が+足して*ろといふ取純な理由にょるのである。 . 

€1治阐«が四ヶ年5;5进の仕事に耷與するとすれ.は、ドィッ£:治阀體秩序がそれに 2« した使命 
を、 と4?も疽？ず阈{水 0 的の速成に偏カすろことにょつて*個々に粜すのである。. 〇 治««は 
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押 關の 他の 多くの 役所ょりも、 住民と 密接 な關係を持つて*る立坳として、 ^ 4の被も聚 
密な關 係に 於て' I ： ヶ年計 迸の 大きな H 的の ために、 住民を 灌得 し、 協力せ しめろ 使命を 持つ 
ので ある。®. 民の 必要と 希 ^. を、 多くの 坳八 〔、挝初に體驗すろ自沽阁婭の指埤者は’まれ戢も 
密接に W 策の 多くの 一 # , ? 的なら ぬ 成果を «驗するのである。しかし彼等は、不利がその橾カ範 
阐内 にあろ 限 ^'、これを除き^しかして正にこのことにょつて ^ 家ゝ活動の目的に對するその 
協カを示す雜務を有すろのである。このことは訄1必耍となるであらぅ、なせなら四ヶ年計來 
の 期間 中は、 必ずしも W 難. か 避けられ 得ろ もので ない ことが 明瞭で あるから である。 われらは 
みな 知つ てゐろ 如く、 あろ 生活 必 铌品市場に於ては、押し合ひへし合ひが起つて*る、しかし 
て來 月も同じことがそこここで*また起る可能性があるのである。余はかぅいふ場合に»遇し 
たならば、琪の次茁を考へろやぅに望むのであろ。帟の次笫を住民に明かにし、消《指導の志 
|*1 を |« い «, 解で支持すろのも、やは0<1::治 11'/1 «指導者の踝題となるであらぅ。しかし ||¥ 來卯や 
バター、そして恐らく肉や或ろ品質の^^苏が缺乏すろのを防ぎ得なくても、：1:々のパンに« 
しては、余は完全に « 任を持つことを、余は保證しなければならない。この方 |*1 に於けろ凡ゆ 
■る 懸念を 不必® ならしめ ろれ めに、 凡ゆる 方策が 探られて* ろので ある。 
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次には、 貯 3 £品の消赀を基礎として、|つ或ひは他の仕事は一時，短時 |: 1 ! 勞锄に移行しなけ 
ればな らな いこと になろ か， 或 ひは 悲しい 哉-も.. >旣 に 永い こ ia いて* る 級 推 工業に 於け る 
短 畤 W 1 穷俲を > もぅこれ W 上 短く 出来ない i いふ ことになるので ある。 ここに 於ても、 個々 の 
都市に 封す ろ 策略とは 何の 關係 もない ので、 燁拽の 檢 人が 嫌 維喵料の輪人ょりも、一見して ]& 
要と ^. はしめ る わが Itt 的 情況の 結 梨に 關聯 して* るので あろ。 し. かしこの 領域に 於て こそ* 
われらは、 《チ|プルファィヴァ|の製造が進 6 * し、$.畤 |!1| 勞働荠問題が新しく規則だてられ 
.0 ならば、 比較的 竿く 穷働の 捋 減を なすこ i が £ 來ろの であろ。 

«格形成の國采类 |1 の《難な仕事に對すろ ^ 治 [« « 3協カもこの環埔に》する。永箝的な® 
察と 聚密な 個人； £ 迷 結と 的な 計 迸 樹立と にょつ て、 £1治 |« 髋の指«者は*社#平和の_持 
のために进ちに決定を與へろ余の組幟の側の政策を支持しなければならないであらぅ。自治團 
體打«は|?稅にょつて消格々騰货せしめてはならないことを，余«旣に少し前に、明瞭に述べ 
.たので ある。 

ドィッ 自治 《 «. 秩序に ょつ て、 新しい 確乎 亡ろ 弗 礎の 上に 据 袅 られた •トィ ッ 自治围骼のた 
■めに、 四ヶハ ヰ 計 W ■に 於て は， 活励の 廣 い領 城 が拢 供？ れて* ろ。 c 治 剣 造# の 時代に 於け ろ 如 
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.く、 -> =:. « ぴ打治 »| 體は、國民の火11的のために、第|線に«加しなければならない。過去の 
残滓が 片づ けられた今！1:、ド<ツ，=治 !«1 « も、百三十年前の沒落の際に於けると间じく、この 
試練に# へて 行く だら ぅと 余は 確信す. 0。 0治 1* 體が«家の高い：1:的への參與に對すろ贵任を 
箝明すれば箝明す.0ほど'それ'たけ强く自治思想を求めマゐるわけなのである。しかしてこの 
[' I 治 思想は、 ドィツ •= 治 w «e 大 柃に際して、正に諸君の組織の中にその最も明跄な表現を兑出 
して 6 るので あろ。 

(1九：；：七、四，八 .* 0 * |«1 «人脅にて〕 
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公益優先 

ドィッ史上由蚜あろ叫ハィンべルゲで、迪人大#を漼すことは、新阈家に，なつて始めて許さ 
H たので ある。 ブラゥン シ * *7 ィクの 當 ：1と町と狩锻場は、大掛0な大#の準惝をしれ。そし 
て阐立撖人絝尬の迖設にょつて、ブラゥンシ*ヮ4クをドィッ通人の中心地 /1 らしめれ0大な 
ろ 興味と 多くの 愛萧 ふ-斲乎た 6 总志とを以て、われらは今ょりこの鉍初の人#を行はんとす 
る。必要な琪項を綸ずるために、またドィッの躲人協 # もここ.に於ては、われらの光榮あろ運 
動の 方向と Hie に 完全に 協調す る やぅに、 新 ^ 尜が 削った 現行法と 並んで、 紺 織の 极本规 則を 
決定す るた めに、；； れらは ここに 集っ たので ある。 政 權推得 以来の ニ 一!; 年間に、 ドィッの 森林 
と拽楸 に關 しても 多くの ことが なされた。 阑尜 の 確乎た ろ 指導の もとに、 今や われらの 烛猷の 
ー胯旗 ia な 神 類 維持、 及び われらの 森林 維持に 役立つ 法你が 削られた ので あろ。 この 阐片 は 不 
可分の 關係 にあろ ので ある。 

森林と脱钎と、しかしてそこに神によつて创られた生物は、個人のものではなくして、ドィ 
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ツ阔找 の 共 ^5ぬであろ。われらの「公益優先」遝動の般蚱肋理を、われらは獵人の宵餡 (: 躱 
譯 して 「被迆 物の 中に迓 物 主を 拜 まんと する」 の だと： •ムひ たい。 動物 保護 ー舣の 領域に 於て わ 
れらが 刺 期 的で あつた 如く、 今： =なほドィツの森林朌奸に栊息してゐろ獵楸の世詒を雉くのは 
當然のことであり、敁人級にドィツ從人の蕤務であろ。われらは神の擗理が於も热以なろもの 
をここに保持して來てくれたことを感謝する。しかしてわれらは、わが跗阑が他の多くの2:々 
に 於け ろが 如く、 ここに 於て <涧 沿せ しめられろ ことのない やぅに 配慮す るので ある。 

われらの光榮あろドィツは、その0然の多様性を沫持すべきである。なぜならばそれは激し 
い勞働 をすろドィツ阈尻 |- 、悦びと螂土愛と、しかして休養及び採集の可能性とを與へるから 
である。それは經濟的蚁點から云つても高愤な网民财產である。われらはここで、この奴點か 
ら問妞 を 取り 取げ る。 昨年の 火.® 贫民 救祚祺 業に 對 する ドィツ 獵人協 會の カ强い 茶 與の みが、 
阈 拢に、撒揪が全ドィツ阈民の旮族に於て、如何に大切な要尜をなしてゐろかを明盼に示した 
ので あると、 余は 思 ふ。 

獮人協#がこの大きな饩民救祚汛業に大いに協カしたことは打明である。しかして余はこの 

ことのために撖人協分に特別に感辦十ろ必要はない。また今年も彼等を召集するならば、彼等 
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は全功を铤すだらぅと余は思ふ。ドィッ撖人協會がその笈務を溢すならば、彼等は國拢がそれ 
ぞれ この 仕 雄を 可能なら しめる ために、 备 c : の旄務 を ^ して ゐる ことを 期待して よいので ある。. 
ここでも公益«先の原則が當てはまるのである。雄かが*トィッの森林中の獵揪に草を食はせる 
各 ft の 櫬利を 否認す る ことは 許されない。 獵视 もまた 生きろ 椎 列を 有して ゐ 4。 なせなら 神に 
よつて削迆されたものであるから。過度の耍求によろ擻楸減少のために、狩獵が不可能になる 
やぅな ことがあつ ては ならない。 

マルク K 主 a と共產 主丧は $〇 に 反 狩 猓的 、反 自然 的で あつた。 旣 にこの ために、 われらの 明 
瞭た 態度が 生じた ので あろ。 なせなら 共 產主芘 は 到 V 0 鹿に 破 壞 しか なかつ たこと を、 われ 
らは 知つ てゐ る。 

ここからまたわれらの森朴と馓漱、そして狩撖に對すろ態度が生れたのであろ。われらはそ 
の 中に、 われらの 義務を 認識す ろので ある。 しかし、 われらは また 謝 組織と 諸 階級と sliwru 
から M じ 淡 務と 承認と を 期 行す ろ。 到ろ 處で獲 物を 追 ふことは かりが 行 はれて るろ とすれば、 
われらは 如何にして 21然を保護したらよいであらぅか。ドィッの地ト：に|る凡ての物に人エを 
加へ なければ ならない と： ；£ ずろ 入は、 今や 美と して われらに 與 へられて ゐろ 自然の 泉を 破 壤す 
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ろ太であろ。このやぅなものは必要でないと信ずろらのは、ただそのことにょつて自分が旣に 
梂端な 物 ! ; 1 主«に防つて*ることを示すのみである。 1|11 £' に關聯す 0 凡3ることをわれらが否 
定すろ ならば、 WK ももは や 珂想を擁 % す*0ことなく、理想に向つて；.；：：§するこ4が奶米ろで 
あらぅ。 それ 故、 人が 何も 役立れ ない 凡ゆる こ とを-.; || 葉で以つて絕滅しょぅと欲すろならば、 
余 (1 これを析否する。 

たとへ銀行勘矩にも振#へられず*現金にもならなくても、非常な効 «3 を有すろ物が埘1あ 
ろ S である。 • 

余は 6» 钒拗に、また《民各 1*1 にも、われらの森林を神が钗しくわれらに與へ铪ぅた商愤な財 
筘として取极ひ、そこに栊む愤侦ある生物を、愛5£を以つて遇？れんことを要講しなければな 
らな い。 森林は 人が 步き 遇 るた めに ^) られ仁 もので なく、 われらに t つて 心の 鋼 解と 敎化 との 
J? 所 -V ならなければ ならない。 森林は 全能者の 本山た る ことを®？ 5 して 然るべきで ある。 

われらの祖先は狩描に先立つて、常に勇«'れとか、用心深5だ4か、肉«的熟«だとか、践 
念 的な 思考 だ i か' 1 8人愛だとかいふ特別な玷神的性格的態度をつくつたことを記億して頂き 
たいのであろ。正にかくあ «> べきであ0*かくあらねばならないのであろ。 
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ただ铼砲を打ち、物汽的な獲物のために撖鞦を >1 百.ホンドといふ風に荪甩すろ獵人は、棑除 
されなければ ならない。 われらは、 まづ W つて 狩 獵の保 護 者た るべき 蕤務を 沁に 感じて ゐるや 
ぅな 撖 人を 必要と する ので ある。 

それ故、余はドィッ通人協舍が「何物も個人のためにではなく、离事、全ドィッ_民のた 
めに」 LJ いふ 网民社 # 主義の 道義 的 理想を 採抒せ ん ことを 要請す る。 

(ー九三 3£ 、ー1,、三、朴*祭にて〕 




世界 終 濟 S 新 佚 序 

忡際商戈#錄所は、六月末、ド<ッの主部に於て，讯九冋 # 谦を催すのであろ。 *5 濟界の指 
磾人物 、珲 n . « を' 全世界から 糾合した この. 8: ^ は、此界政策、 |»: 界 *5 1« を肯定すろ墨に |££ 
rfli して、 全く - 8|] な怠味を帶ぴて來る。 

この度、 V ル =- ンが 開件の *8 所となつて*ろことは、その |* 議が- 1«: 界綷濟の建 1!1: しに參與 
す. 0-^ころの*この命通に對すろ蝴 |^ 的關心を强めろこと、著しきものがある〇われらは*四 
ヶ坧 *|- 说に制約？れた、われらの |«; 界轻濟政笟を、外阀に、公明正大に問明すろのに、少しも 
遨ヵしなかつたとは云へ、ド --( ッの |5 濟的態度は、世界經濟の (!5| から I 伫とへ、 «[ ヶ月前の 
如く 烈しく はない にしても —— どぅしても、芘當だとは認め得ないやぅな批判の眼を向けられ 
て. 0ろのである。阈民的並びに « 際的に ». 大なろ經汧紙織の問題の論 » '闽際生產問題並ぴに 
阔 r ;: 通商 問 K の處理 は' 歡迎 された ? t 弈 として • 4^國に©在してゐろ外國の紳幽たちに封し 
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て、ドイツの經濟政策の內容を指示すろことであらう。勞働時間の肽相は、國際的制約に某く 
われらの經濟政策の、不明瞭性と不確贲性を取り除くのを助け、それと同時にまた、阑際共同 
勞働に關しても、一段とょき、强カなろ基礎を作るであらう。しかし、就中、余は次のことを 
希 ^ する。 卽 ち、 ドイツの 行政、 ドイツの 經濟 にた づさ はる 人々 に對 して、 彼等が、 個人的な 
£論を行つて、外 « の指琪的經浒人や經濟專門家とー府親近となり、その際に、なほー曆緊枳 
なる 國際 共同 勞働 找現の思想に、琺カすろ機#の與へられ 6 ことを。 

この 雜誌の 外阑の 協力 溝たち が、 彼等に 特別に 抑し 迫つ て 来る 問題を、 いつも、 诞に 一曆立 
跃な N ぬ 共同 ^ 働の 把 想ょりも、 あと 廻し にして 論じて ゐ 6 やうに" 令 もまた、 阈除商 業 # 議 
所のこの命議に對して"その钤合と、その淮佛が、この_面から充實されてゐることを熱莩す 
る。 阀 筇綷 濟關 係の 新形 成を 诹 慮 しての 锇極 的な 結粜 は、 われらを 凡ゆる 側から 熱望され てゐ 
ろ 成 來に柃 近せ しめろ であらう、 とい ふこと を 余は 確信して ゐる。 

われらは、 ドイツの 勞働 すろ 人々 じ對 して、 生活必需品は 苢ふに 及ばず、 失 はれて ゐた椅 神 
的 滿足 まで も與ヘ ょうと 欲すろ が 故に、 れれら W 民 吐- &主莪 者に とつて は、 社命 問 纽 とい ふの 
は、 m に 「51 袋の 問 姐 だけでは ない。 これと 同铋 に、 われ . i •トイ ツ人 は、 世界 經濟の 問 ^ を 
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<- 埘 に悃人 絞 浒的な利«からばかりでなく、就屮阐尺政 » 的見地から見るのであろ。われら. 
の |||: 样經砟に對する努カは*ドィッの«作にかかろ尘难品を帙 !|1 することにょつて、0然 
が、ド<ッや、その生れた七地に屯 /? すろドィッの人々に與へてくれなかっ仁大然の资源を、 
徐 \ し抖6といふ、ー » 深ぃ1を持つものである。？て余は問ぅてみろ。では他の«民にあ 
つては， これとは 別な 立場を 採り ^ るで あらぅ か。 あらゆる 自然の 恩摒 が、 平均して、 充分 與 
へられて. 0る土地があろであらぅか。许は明2であ ?. 。故に余は次の如き意见を持つものであ 
ろ。卽ち、いづれの土地にしろ、阑除的物品交妫に關與することを斷念し得ろ所はあり得な 
• い 。 t しも その W の 住民に、 _ 全人 餌に 行き ft つて ゐろ資 源の 所有と 享受を、 斷念せ しめろ こと 
が出米ない限りは。かくして*夫々の阈に於けろ阐民經濟は、ど5しても，世界綷濟的_を 
放 115 し 1 , 4 なくな*。この結合から必然的に生れた共间勞働は、夫々の«宋經 >« が'經濟的にし 
つか 〇して來れば來ろほど、谷々« ?{ 1«] 汾なものとな.0。個々の健全なろ阚尺轾濟と、あらゆ 
ろ 侧. « から 均缂に .活氣 づいて ゐ る 諸 民族 if )] に 於け ろ 共同 勞慟 に對 すろ 想 志とは' 世界 經濟 隆盛 
の前提であろ。微弱なる，不自由なる、非獨立的國民經濟は、未だ并て、规則的な世界«易を. 
捉迪せしめれことはなかつれ。 
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ドィッ 阈 內經濟 の 爯建を確闹ならしめゝ同時にドィッ阈民の生活確保を保箝すべきドィッの 
时ヶ年計班は、それ故，新しき |«: 界經濟建設のれめの妨_となるものではなぃ。むしろド1ッ 
は、確岡伫 0 铵の如き經濟體制を以つて、世#経的に «: も價値ある秘故性を齎すものである。 
なせなら' は、 エ *阐の硏究室や姐玟¥務室に於ける發兄や敁術的改良、そしてま /; 、そ.こか 
ら新 しく發 K 3 れた產 業 や 工業は、 埘に0:;1 ( 7 ) ための：1«經濟的であろのみでなく、：1畤に 
また、！； 除的にも « «なろ货在を持つからである。この產*から生じた新生產=1は、«栄經濟 
の强化 t rHl 畤に 、世界 經 W の 费官 化に 役立つ ものである。 そして、 ド t ッが 先づ眞 先に 萧乎し 
た如く、ほ他の阈々も、今=では、その^:己の轾；6カの教後の撤泉に思ひ至つて-0る。かくし 
て 平和なる 共同 労働を 行 ひつ va 由な ろ、® 立 的經 w a 家と して、 絶ぇず、 世界 Ka を 不安な 
<-の> 不確 «- なものたらしめてゐれ肫弱なろ契約荠たちょりも*1赝安全に，好都合に，世界 
籽 灼の 問題を解決して行く同權の仲間が'作られて行<。 

HI : 界經济 を， 有益な ろ、 一大 全 體に 先で：5|合形成すろ方法に關しては、秘々意兑の相遂が起 
つてく るで あらぅ。 しかし、 この H 的 設定の ために 枳本似 理を樹 てることは、 0 ド起 つて ゐる. 
闲濰 .か* dm に、 公明に 論議され るなら ば、 5 して闲 雌な ことでは ないで あらぅ。 余は 僴人的 . 
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に‘褕⑴を涔ぶ阈’愉出の能ヵのある：一纟人：一:時に楡入を客ぶ幽であろべきだ’といふ意从を 
抟 つてる ろ。 しかし それと：！： 時に また ^ は、 d 己の 阈采的 諜题 を愆淼 した 經濟 は、 楡出 もしく 
は惊 人すべき ものを、 外 阈から 命令？ れ得る ものでは ない、 とい ふ 信念 も 持つ てゐ る。 如何 
なろ ^ 牲を拂 つて/* 輸入す るか、 或 ひは •史に 阈 {へ、 的に 忍び 得べ から ざろ 政治的 束 ^ にょつ てま 
でも輸 Ml 可能性を 作る か、 とい ふやうな ことは、 ドィツに とつて は、 問題とは ならない 。四 ヶ 
年計炎は、かかる逼迫狀態から、われらを超越？せてゐろ «* かくして、この計进は、われらに 
门 (11 なろ « 妫を保箝すろ安全係數と从られろ。われらは、將來われらの輪人を、われら自身の 
% へで ^ すで あらう。 そして、 0 れらが 正 當な りと 認めた もの、 われらの 要求に 迪憋 する もの 
だ けを 購入す るで あらう。 そして 同様にして、 われらは 何らの 無理を すると ころな く、 われ 
ら C 身が 不足を 感じて ゐるや うな ものを、 榆出 する ことは せず して、 外阈が 要求して ゐるや 
うな ものを 輸出す るで あらう。 何は さて 近いて、 これこそ、われらの品物融通卞義エ業の 
n - a 的な 最高 性能で あり、 われらの 確 間た る 進步 的、 化學 的、 技術的 硏究結 朵の淹 物で あ 
る** 

この胺理は’たとへ阑家經科的と云はれ得るものでもゝ結對に’ハ女協は許さないロ货坫は鉍 
黑である。 11 つ、 |«: 界贸忍を條件づける無數の成3:と同榇に、0阑民族の生活梂準は决して忘 
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為である。 11 つ、此界贸私を條件づけろ無»の成5!と间找に、0«托埃の生活 » 準は決して忘 
れられ ては ならない。 そして また ft 界 m 場の 狀 態に 應じ て、 nw の 生 商を 調® するとい ふ* 時 
時の 必然性 も 起つ て <る であら- 1。 しかし 世界 經濟の もとに 各々 の B が、 取 則 的に、 先づ第 I 
に、 その 阈の ¢1 に 耍求 して* る ものを 輪 入し、 その c 然の资 淞 とか、 その 勞® 力からは 生* し 
得ないものを輪人し、そしてそ«阈に獨特な*{;;然的精神的 « 行能カからして、 * 出し得るも 
のを輪出し*かくして世界経濟を拽 « ならしめ6-といふことが理解？れるならば、阔家的な 
生活確保、卽ち、遺城ながら、非常に3^课斛？れて*ろ-「0柃0 111 の努カ」は*新し ^ » 
全なな世界經« « ー玟めための、必耍缺くべからざる前设ょ 0 1 - 1 51' の、何物でもないことにな 
る 0 

それ故に 、 n T 行は れん i すろ 列捺商衆许«所の#谋の如 -% ‘«陀的#合にあつても、 |#: 界經 
濟 i は、 阈 K 經 wi r ..1 枝に' 決して、 人々 が 終始 ー « して , 1 § 導した0支配したゎし得るも 
のでは なく、 また人今がゝ絕對に正しい方向や进には法則を與へ枵ろ-やぅなゝ具體的ゝ具霣的 
な ものでは ない、 i いふ 一一 S U 希 過され るべき ではぐ いで あ. ^ ぅ。世界'經濟は* {1 らか指轴 
十る ものでは ない "それは從幣本位ゝ贸易本位政策の學說にょつてゝ生命を保つてゐろので 
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はなぃ。それはひし /> 鸺々の«民が、その中で相 ://: :に打緝して行く现贤の經 ?« 的文化的關聯へ 
の政治«たちの正しい制祭にょつて、生命を保つのである。 |||: 蜾經濟は、それぞれの、闷の以 
界夕杻拯して、相互の ?;.? 要供給を行ふべき沭民族の 4: 活カと共に、成立し*消滅すろものであ 

る。 「世界 *？. 濟」 は、 惘々 の 阈民經 濟の «!1 の盌甯なろ、經濟的相兀關係の總體以外の何物でもな 
> 0 

今 £=では、もはや何處の1;も、この |«: 界經濟を ©. 避することは出來ない。何處の 1*1 も、今卩 
ではもはや、次のやぅなことを； 1. ふことは坩來ない。卽ち、 *> れらは*世界 *?. «を否定する* 

- そして ハ われら だけで、 生活し、 緙濟を S んで 行きたい と. >! ふことは出米ないのだ。 -|«: #«易 

に及ぼしちそれぞれの阈民耗濟の拟失の妨媒^充分に知られてゐろ^ョー匕パばかりで 

* 

なく、全货界は、もしも、これから絕ぇず .« 意と無押解が、破堉办猛成を逞しくすろな. |0 ば、 
如何にして 、最後の 破！ 1を喰ひ止めることが :|'. 来ろ3であら5。それ故，今や人々は、阈取的 
な 耔濟 の 食 合に 於て、 世# 經濟の 新秩び に 蜜 力すべき 時な ので ある。 

ドィツは 常に I 現在の ベルリン も同楼 であるが I かかる 說に 關與 .する 埤備が 出来て* 
る。 ドィツは •この 方法で、 必然的に 起らねば ならぬ ことへの 洞 祭を 深め、 それと 同時に 、 E 
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ね 的 w iit のた めの 第一 前 栊が 作られる とい ふこと を 8 H んで yj ろ* この a 的は 相. 丸の 信 铽に よつ 
て到述せられ、かくして新しく秩序づけられた全世界の政治的社 <¥ 的个和の世界經濟の地盤_3 
上に、確保 ?- れ得る、といふことを、ドィッは確信してゐろ。 

もしも、 网 S 商業 命 ^ 所の 第 九 W 钤 谜の仕事が、 &! 極的な共间《萊、 *6 設事龙れろこの梂神 
によつ て 行 はれるならば、 その#? 5には、余の心から希苹してゐろ結见が期待出來6であら 
4。しかもそれはまた、新しき世界轾濟建設への迸の第|步にしか過ぎないであらぅ。 

(一九 3 七、 六月 T 四ヶ年 針*」 齙 所 敝〕 . 

29 




活體解 剖に 對すろ M 爭 

余が活 «- 解剖の動物 ^ 待に對すろ训令4-發した=:以來，令は沏の如く黹银や手紙を受取っ 
た。 これらは、 ®) 物- S 恃の 格鬪に 對 して 遂に @ 格な 處说に 及んだ ことが、 最 t 常を 得た もので 
あろと云つて非常な«尨を示し、祝騙を « はしたものであつた。余の訓令がかくも突如とし 
て、宛も « 光の如ぐ靑空からひらめいて來たといふことが、驚きを以つて迎へられたのであら 
5 。 m 年來 、活 體 解剖に 対すろ 岡 爭が行 はれて* る。 多くの ものが これにつ いて 演說 し、 科 學 
的 成 ひは 非科學 的な 形式に 於て ^ 爭 された が、 しかし どぅに t 代 様が なかつ たので あろ。 WK 
社僉主義の政府は*その砭初の=:から苜明したのであるが、有カな手玟を以つてこれを姑北せ 
ねばならぬと思つ亡。しかし数ヶ月を經過してしまつた。そして遂にかかる法祺.か間到なる準 
怖を したの ちに 發布 されろ ことにな つたので ある。 かかる 维惝時期の間、勳物«待が你一肝擴 
大 される ことを 防止す るた めに' 余は 今や この M 令を®! する ので あり、 動物を 無生物と して 取 
扱ふことが出來るといふ風に考へろ者に對しては、中央*;妓から處 £3 するといふことになつた 
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のである* 

ドィッ 阈民は、常に特別なる$ル以つて動枸に對し、 ?|1 物保 |« の問迓に對して來たのであ 
ろ'- 败干年以來、觔物は宋族の者として特別な待遇を受けて來たものであ -«) 、否、動物は多く 
の觀黏 から 見て、 家族 共働 者で あつた。 そして —— 馬についてだけはさぅ考へて*ろのであ 6 

が 共に® つた もので あ. &>神の創迆物と «. てゐたのであろ。ドィッ人にとつて、.動物は單 

に 有 f ! 的な 窓 味に 於け る 生物で あるの みならず， 0己の©情生活を行ひ、苦 ?1 を感じ、歡齊、 
忠誠、 從帕を 表は す 4ころの削沿物である。動物を生命のない、死せる、無感 « 0車物と；§:'1 
跤する ことは、 民 抜 感情に 相反す ろ もので あろ。 動物を ただ 感覺も 粘 神 もない 献 使の 對象 と考 
へたり、 勞働の w iij 手段と 劣へ、 利用と いふ 极據 から 使役し、 同様の 利用极 抑から 苦しめたり N 
殺したり すろ ことは、 民族. _に相反することである。ァーリァ民族の意話や傅說、特にドィ 
ッ民族のそれは>いかにァーリァ人»が £!) 物に«したものであるか -4- ょく示し、その密接なる 
關係を 示して* る。 

, 從來の 法律が、 他の 执々 の 領域に 於け る i r.!l 様の 點で 、民族® ^ に 一致して* なかつ たこと 
は， a 々理解し にくい こ士で ある。 他 »の法坫解、他妇の法嵌念の彩*を受け、法律の指«'か 
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他-4族の手にょつてなされた不幸なろ事赏の影響のもとに"動物を死せろ布物と冏一鯢すろや 
うな 法 fit が 今 ：=まで行はれ、動物を所有してゐる荇は、彼の所有にかかる >1 §るその他の死物 
に對 すろ やうに、 全槻が 與へら れてゐ たので ある。 これは ドィツ 的^^に 反すろ もので あり、 
觔物を無生物と同ー視し、その所有者に絕對の處分檷が附與され仁といふことは、ドィツ人の 
精祌的 態度と しての 阈民社 # 主義 的见解 には 殊の ほか、 相反す ろ もので あろ。 所有者が 凡ゆる 
死物の やうに それを 取扱 ひ、 それに 對して 何らの 處仰 もな されず、 惯侦の 低い ものである とい 
ふ 理由で 苦しめられても 構は ぬと いふ やうな ことを、 われらは 理解す ろ ことが 出來な かつた の 
である。 

阈讨社 # 主義が 起る までは、 法 # は 次の やうな ことに 限られて ゐ た。 卽 ち それが ^ しも 一ぬ 
の 憤怒を 惹き起 す ほどの 竹较 な 酷使の 埸合 だ け 仰せられ ろと いふ 風で あつた。 したがつ て その 
埸 合には、 その 勋物俱 待を 見て ゐた 他の酧 人が 居らねば ならな かつた。 そこで 初めて 一般に 處 
偶の 可能性が 與 へられた ので ある。 一九二 七 年の 法律は このは 解を 破らう とした。 そして 動物 
虑待を それだけで 以 つて荆 しょうと した。 しかしながら 動物 殺害 も、 もし それが 全く 宗教 的な 
威 ひは 科 科 r 的な 兄 地から なされた 場合には、 例外で あると いふ 解® が 許された。 それは しかし 
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不充分な解 #5 であり、それを以つてしては，動物を虐待することから根本的に保護すろ必然性 
が庀常に屯張3れないし、またいかなろ2;度まで科平的目的のために動物を取“扱つたもので 
あ A - か、 それに 對する 明瞭なる 支持 點 がない わけで あ *' 。 

勁物を科學上の目的に《ひることも.竹驗に携はる各人が愛情を持つて*れば !|1 來ないこと 
であろ。人閗の病氣を確め50ために、藥劑を得ろために、硏究の目的に動物を殺すことでも、 
法律 的な tt 制の もとに、 一: 衆の 監督の 必要が ある。 なんとな れ ff 、 5 fi 姑な ことには、 それを 物 
« 的に、 無機 化學的 に、 物理 « 的に考へ、法律的なことがなかつたため、»物«驗の晚阐をド 
--ッ人には « へられぬ || どのところまで撊大してしまつたことは'大戰前のニ十年前この方、 
大戰 後までの： £ 乎の 特扱であつ ?: からであろ。憇評のあるクロード. 7 *ルナ一ルの如きフラ 
ン *. の抨驗學#のみならず，ドィッの、大部分は民挨.に關係を持たぬ » 驗擊客は、必耍な利用 
以上に慘酷に動物を«侍して*たのであろ。ひどく真11化された、 »1 に多くは民族といふこと 
に關 係の ない 科 ^ 太が' ®) 物に 對すろ 感情 も 鈍り、 一般に そんな ものが 全然な くな つたと いふ 
こ 4は、過去の科畢的文献からの例が沭山これを示してゐろ。その人には人間的な同£心が少 
しもな く、 W 酢， C かけずに 手術を した £、 犬 併を？ せた h 、 凍死 させ ？- h 、 飢诹の 狀腿 •に 通い 
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* <1 して* ろ ことが 妃述 されて ゐるの であろ。 

生きた is 、 蔻も かけない 褽 S £ 器 剖や甚 がな 3 れ忘で 交。 擧爲や 1 

などの赏驗に相ひろ肋物、成ひは阈民感情にはどぅしても反するやぅなもの、人 |:1] の瓶变胸た 
ろ 犬* でも、 そ sg がひ备 かれ、 心 3 がと“ W れ 、鑒 が® で ほられ、 四 眩が ばらばらに 
され* いかにして 器 锌 が 働いて* るか、 除去され たの f に， いかなる 結果が 起る かを 职猞 する 
f -- めに 川 ひられろ ので ある。 かぅ した ことは 社 # 主 典の®^ には MW し枓な いこと である 
が、しかし殘念なことに 41 - «は、手術をする前 |- 觔物を出來る限ゎ )» 附さすこともせず、勖物 
を |'{ 理するに必耍な配 («! は少しもな5れて*ないのであろ。 

かかる 活 g 盔が過 i ぃ 年に 於 T 、 人 gsssi 命 S 議 lit つて、 如； I ： に 必要 
であつたか、そして如何に有用であつれは問姐外に塭かれわやぅである。今日はともかく科岑 
は、 i 剖に ょろ 動物 3苛£ なる 殺讲 の 必要が 餘 りなくな つた、 とい ふ兑 地に 立つ てゐ るの 
であろ •したがつ て か 11 if 減少を 示して 來 た— であろ。 活黎 絜极本 的に 斷乎 
たる钱止は、伫だ坩に動物愛や動物の苦痛を思ひやろといふことだけではな<*ー«に人間性 
の問 @ でもある。勖物を保護するためにだけ動物雙 » が必耍なのではなく、同時にわれらは， 
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動物 やその 苦痛に 對する 思® なき* 呶恭や 、人間の 針 «や慘 忍に 對 しても 独 ふべき であろ。 

余は それ故に プ o シァに 封して は、 凡 ゆろ )?; 體解 剖の 禁 .11-. 令を 直ちに 發布 したので あり、 こ 
の 法律が 《格な氓 51 を赀味することが出來るまでは、屮夬 «? 祭に述れて行かれるといふ節を受 
けるやぅにしれのであろ。余はブ0シァの大臣に提 « して*£來るだけ速く、これに關する法 
汴 が 作られ. 0 ことを 願つ. U ので あ £-、余が > 1::すでに吿知し得ることは、これに關係ある ^ 務 
大以は*この法怵を来週の5ちに，旣に订施し得ろやぅにすろ、といふことであろ0 

S 5 W 解剖 4は，'^かしながら、不必耍な勋物«恃の凡てを含むものである。科华的な|:: .^ ば 
か 0でなく， 11 常生活で行はれろ勑物俱 |# は全部、法律的な新しい取締.^を受けるべきであ 
ろ。 そして 遂には 動物 脅 ^ 法の 全 問 隳 *'- 統一的に範例を以つて示5れるといふことは、余の ^| 
令にょつて剌渙5れた庳 |'1 «にょる、勋物愛通叫越の改 » の紡 *: であるであらぅ。 

人 |||) の«鉍を硏究するため、藥劑を作ろため*かくて1 )» に進步を伲すために、 1|) 物を玟す 
ことが必嬰である限りに於て、今やーつびとつの埸合に規定を確立することが、專門灾のなす 
べき ||1! 趙0ある。この垛合余は、人刖.，,勑物とを |. | 1 悚に# '»- 饵染«などを硏究する方法のこと 
を6へてゐ*のである。かかる病鉍の /;;': 内を .*«1 微磁的な硏究にょつて確立すろ3;込みのない場 
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介- V か 、 ?)) 物 K 瞼で なければ |1\ 來 ない ときには、 麻 酢と 脅 ^ の もとに これを 用 ひても よいで あ 
らぅ。血液から注射用血淸を栉ろために，励物の血液かとることは、人間の病氣が科推危險に 
閃してゐろ ±5 合だけ用ひられてよい。しかも小さい、これに對して必要なことは、別に動物虚 
待と か活 M 解剖と かいふ こと U 出来ない。 その わけは， それは 先づ W つて 大部分、 困難な 傅染 
病を除去することに :1? 献するからである。例へば血淸がれ供による硬 1££ 拖«やガ><の火傷に對 
抗する ために、 いかに 羝く べき 助けを なした かとい ふこ i は， 大拽 の經 段を 想 ひ 起せば 明かで 
あろ 。， r し も血液をとろ坳4そも、 1 « 16 ; な配 * のもとに行へば、 1!1 物に殆ど障害を£;へずにす 
むのであろ。特に大きな危險に際食したときには、同胞を助けるために、凡ての人間は彼の血 
の 一部. V 與 へる氣 抟で なければ ならぬ。 

脒を使 ふ觔物 W 驗か ら、 盹 眠 病に 對すろ 効* ある 藥 » として狀界的なものが發見？れた4す 
ろなら ば r この 薬が® に 他の 動物に も 適用され ろ。 しかし、 この場合 でも， 必ず 免 ^ の钣抟 で 
以つて必要な麻描を施して饩驗さるべきであらぅ。 

抑物の器竚からとれろ藥劑は、例へばィンスリン劑の如く、斯以病を极治するのに効ロある 
もので あろが、 この 製造には 今では 文明 网の 工場が 放爭 して* ろので ある。 しかし それち 噼機 




化學的 |- は«驗されないものであるから、その作用を £|] 物について兑るほかに道はないのであ 
る。 . 

また*! 也 病の. 如き 旮在不良の病氣も*ただ ?*| 物»脍によつて分ろことが出來仁のである。か 
か- OSS K 驗は われらの 符 》問妞を新しく考へるために重.嬰な筘域であろから、更に1麻耍求 
さ- 〇 べき ことがらで あろ。 

余は かかろ 例を 一々！ 6 山® げて 見る こ i をしたくない。 これらは， われらの 科 學の 成果 ある 
仕事の 說明 であろ。 しかしながら、 それが いかに 必要缺 くべ からざる もので あらぅ とも、 それ 
に 必要な 動物 粒 傷は 除去され なければ ならない 。そして 凡ゆる 規準は 出來る だけの® 識 心を 以 
つて® 行？ れな ければ ならない ので ある。 

全 4- 麻酢とか：2部麻醉は人邸の手術の糜ばかりではなく、もし科學に、したがつて人間に« 
献すろ ので あろなら ば、 人間と ra 棟の 3 !度に1同じやぅな配«を以つて «| 物にも適用3れなけ 
ればな らな い。 われらと 特別な 關係の ある 動物、 卽ち犬 や 猫 は凡ゆる贳驗から除かれ’それは 
他の， もつ ふ-下谇な *|) 物で施行？れねばならない。»のやぅなものは、亡しかに感«が鈍いも 
ので あるから、 家 糸よ ゎ も われらの ；2情を卷くものではない。しかしそれでも矢張り、找 ||; 1- 
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際1ては、间様の配 « がなさるべきであり*人間のために何としても必要な場合に限つてな5 
ろべき である。 

かかる打驗に從事す乙人間は、 )5 |«1 目な科學者にのみ限られねばならぬ。かくの如き人々に 
ょ 0、 か <て® 粉 3れた硏究室からは、病人を治す伫めの利用が約来？れてょいであらぅ。し 
かしながら， それでもな It 、 阀宋は ^ 柙を怠つてはならず、もしも誤用が起つた場合には、1: 
衆は これに 千 渉し なけれ U ならない。 これに K して、 教授の 12的のためには、觔物«驗の代り 
に， 出来ろ だけ 紺 や 映* にょつ てこれ. を 袖 ふべき である。 

かくの 如き 凡 s o 似々 の 间 ；3に關しては、余にょつて 3» 在招»5れたる科學及び勧物愛进の 
尊 |"| «たちの介谈が、これを明かにし、彼等の桡案を余に. «: 附するであらぅ。余はわざと先づ 
以、て十でに、永尔 5'|) 物 <; 豳 |: 鞀係し、永年活骹解剖の無梭なろ虐待に對して戰つて來たとこ 
ろの 專 1"] «を招*したのであろが、それに將米の法錤に對すろ明確な兑解を用怠する夂めの可 
能 性を 彼等に 與へん がた めで あつれ。 数十 年 來、 觔 物 脅 班 3必耍をすでに |«- めてゐた人々と、 
何らの砌您もなく觔物を人問のためにのみ使はぅとすろ人々との間に、阏爭が联£5れてゐた 
のであろ。£3學冷< -.; ふ人刖は、彼が先づー度は、いかなろ動物についても多少ぅまい«驗をな 



し锊る もの： U と考 へる の だが、 それは 甘 •しくない ことで あろ。 

余に ょつ て 提案され た 法的な 新 統制を 通して、 われらは 遂に、 この 热ぬの 問題を 解 炎す る こ 
とになる であらう。 かくして われらは 神び、 わが ドィツの 文化 生活の | 分 好に、 內面的 平和の 
建抆をもたらすであらう。必耍なことはそのままに贸り、怜酷なろ活鵂解剖や動物虐恃の如き 
不必要な ことは、 無くなる であらう し、 また 無くならねば ならない。 かくて われらの 內外の 政 
治 的 小一 活の菸 敁 にと つて 必然的な 和 協が、 ここに も 速せられ るで あらう。 

(一九 三 一一 -; 八、 ニ 八" 放送〕 



■術 寐志と 民族 感怙 

ドィッは 、斬し い 問題と 仕 g を ひつ 提げて、 所定の 卩的に向つて前迆する。年を运るに常リ 
て、 これまでの 成 梁を；！： 軿 する のは 誠に 當然の ことで ある。 阈 K 生活の ための 諸 «: の 物. , it 的 必 
{! .:0 が 完全に 得られた か、 或 ひは 完全に ではなく とも、 ^. み 通りに « られ ■/- かどぅ か、 とい ふ 
問題は鬼も灼として、われらドィッ人は>ょり高い宰關への希 «* :を以>て、 -^ の1つのことを 
確認するのであろ。卽ち1:民社#主雜界命の笫ニ年 0 は、ドィッ1:民の久しく缺如し、热ザし 
て*. ^4ころの統一を « , 現したのである。もはや利益阐 «3 といふものは存在しないのである。 
尨 派は 砧茁？れ、*トィッ人同志の仲間町啤はドィッ阑 1<; 協同體として生れ變つた。無數3エ 
* ルギーはわれらの指導荠として、且つ阑«の贯相として、 « 民の運命を決定し指琪す.0とこ 
ろの、ー人の 9! の手に1括して抱られて居るのであろ。 

第ニに、亡命齐の如き /« 知の新ド'<-ッの悄恶坼やその同惝者忡 |1!| を除けば，外1:も亦ァドル 
プ • ，.トラーとその新阈«に對して、渐次理解を持つことを確：：.：：するこ4が出來るのは>われ 



308 




らの誠 に歡茗に堪へないところである。なほ « くは、世界は*この«民肚侖主孜革命がド1ッ 
にと つて 如何な ろ 意味を 持つ もので あろ か、 また 將来の 世界的 事件に 對 して 如何な I 味を 內 
仇 する ものである か、 理解し？ ぅに もない。 W K 社# 主我を 誹謗す ろ * は、 故意に + 和を 松 % 
しょ. Vi する 者で ある。 この 述命的 な 一年を 送， 0 に 際し、 ョ — P ッバの 民族の 間に、 或 ひは 世 
界の l ! n に、 &カ的な淪拽が開始5れ*0であらぅといふ，枰率で牯好たろ» 7? が迪中しなかつね 
こと を， 世界の 眞の滿 足の 其び を W つて 確認す ろ ことは、 余の 特に 饮決と す * ところで あろ。 
半年前にも苫つたことであろが、余は 91 に*世#の平和を確保するといふ凡ての政治' « の共通 
の化事が成功するだらぅことを、今後もなほ碗 « すろものである。打 ^ . ^ れた这識と、平和愆 
志の勝利が鉍も明眯に現れろのは’前大戰の勇士の心をつなぐ共叻 ^ あつて’現につい坫近も 
それは、和解と相 7,: の理解のれめにれ献すろとごろ大なるものがあつたのである。 

そして、鉍近クリス>-スの錡が萬人の心に偉大なる平和の使命を新たに唤び悄ましたので * 
ろが、われらとて、そのょき.货志を箝期し、3:民に太隘の§:きをも，，ー度與へょ -? といふ，偉 
大なろ平和帘艾に*| 2 |?? に協カしなければならない 36 務を备 0 持つものであることを*决して 
忘れょぅ >- する ものでは ない。 



ドイづ 一: 民は、 運命が 課した 使命を 这 1 J - すろ ために、 全力を 平和の 述勐に 集中す ろ 決 栽で あ 
る こと 令、 新たに 表明した。 ドイツ W 民を 結びつける 網 練の 紐 ^ として、 ァドルフ •ヒ トラ— 
が鍛へ k げた 政治 意志の 統一的 共嗚の 給 梁は、 その 行政 第二 年 B の 終りに 當つ て、 旣に离 ばし 
含竑 {'/1 の成果を凡ゆ 0 祯城に苴つて示してゐろ。ドイツは、經濟的用勒とも戰はなければなら 
ない ので あるが、 それに も枸 はらず、 否、 正に そのために こそ、 ドイツ 网民 は、 類例の ない 不 
可分 的な » 问 fifi G 味 ^ に充ら 滿ち てゐろ ので あろ。 全 ドイツ 阀拔は、手と ^ を柷0合つて、ー 
人の人間の如くー體となり、經濟情勢必改#のために戰つてゐろのであ 6 。1:民社會伞袭迅勋 
は、 内部的 對立 を *: 脱し、 ドイツ人で ある ことを 新たに 9兑ましめた。六千五丙淇の阑以がが 
つも0;體となつて、诹丈な岩石の上に新しく汽分の{來を建てるのである。それは、あら§る 
附府の 人間 令 收容 し、 一人び とりの 阈珀に わが ^ を 提供し、 そこでは 誰でもが 勞俲の 權利が あ 
り、 その 仕 取に 憋じた 分 銀を 與 へられる。 W 尺 的 1性といふことは、われらの合首葉ではな 
い。 それは 全 W 性に 對すろ _ 々人の® 任 总芯 なので ある。 隣人の ために 其んで 與へ ると いふ、 
凡ゆる 砹类胯のこのやぅな兢爭心といふものは、世界中何處にもなかつたのであるし“米た苷 
つて、 これ 以上啊カな協1:«思轵の符明はなかつたのである。旭1忘れ勝ちのことであろが、 
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われらは、 眾に 1: «; 社妗主*者であろばかゎではなく、最もよい意味での勞働»で<るのであ 
J ?、 したがつ て 又、 o らの 献ドィツを拉設すろ#は'無名の勞働者なのである。 

世界の他の阀々41!1:じやぅに'ドィツも亦經濟的铽域に於て興常な努カを拂ひ、大きな |« « 
を 免 服して 行かなければ ならないで あら •■'が、 しかし われら 1 T 一 pi 雖 も* ドィツ人の 偉大 
なる 精神的 民族 Mi いふ もの， ゲ等 |« に附し伫ことはない。阀民社#主赛運動の见解によれぱ、 
社 舍 的* 絰的的 焚 機 i いふ ものだけが，1つの民族を ^ 結？せ、钯氓を间议するための規蝌で 
は 決してない ので あろ。 それより もつ 4カ强くわれらを動かすものは，精神的、内商的財のた 
めの配應であつて、そのためにこそ、尺埃の一人ぴとりが、最後の勝利のために全身を捽げよ 
- r . i いふ 力が® いて 來る ので ある。 更に、 「肉 體の 6 S BI を 維持す る：. ^の は* 常に 精神」 であつ た 
ので あろ。 

阈民 社 俞主* 迎觔は，阀民の全生命の中に、ァドルフ.ヒトラ|の敎袭を沒迻せしめろとい 
ふこと を 以つて 、自己の 使命と して 来た。 それは 勿論、 今：：： から 明 ロへといふ風に行くもので 
はない。阀民社伶主義の |« 现.か机織的に«现5れて行く進；3の仕方は、^;然にして挠みなき社 
tj である。 われらは' 不£ :然な 力を ffl ふること なくしても、 ：：：：^このロ的に近づきつ-ある 
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のである。なぜなら、闷以社命主丧的枇界觀は、ドィツ民故性の何汀年來の褚啪を竹现すろも 
のであり、ドィツの民族的、秘族的特性と合致するものであり、 11 つドィツ民挨忱は、この阀 
民社命キ袭のうちに於て、2己を發辽し、又そこに，0!己の设商の完成を2:^したのである。な 
ろほどー寸の問は、一つの.民族といふものょり、珍しい世界跤に興味を持つといふやうなこと 
もあり柯ろのではあるが、永い問には、民族の心にはた /: 、人叫の魂を完全に捉へ、その深い 
神 揿な る ^ 仰の 念を 滿たす 信仰の みが、 极を 下す であらう。 

かくて、 新 ドィツに 於け る 凡ゆる ^ 神 的、 釤術的 创造 、並 ひに、 一般に 凡ゆる 生命の 表現と 
いふ ものは、 K - 咬 的 領域で あると、 政治 經濟的 領域で あると、 或 ひは 準 菘的 領域で あろと を 問 
はず、 ただ、 闪以社分主莪的讹界覩の體酚からのみ生れ得るものであることは、ゴふまでもな 
いこと である。 ぬ 術呆や 學者は 勿論、 その穷 作を 以 つて 民 ^ の 心に 反 稗を 呼び 起$ なけれ はな 
らな い。 しかも 彼等が、 その 民族の 思想 感 W と 完全なる 一 « となつ てゐ ると いふ ことが、 彼等 
の 活動の 第一の 前提で ある。 藓術 や昂荠 の 仕祺 は、 もし それが 個々 人の 恋 哲 K な 私的 作品に 止 
まろなら ば、 たと ひ彼练 が 保 大なる 天才で あると しても、 典 空の 中を 极 無し 草の やうに 一 G ふで 
あらう。 精神的 创造の 白由は、矜ふまでもなく拘朿されるべきではない。しかしその职现は、 
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必ず、 ww irt 命 主 丧的妣 界 よって 规&? れ 6 ので. ある。 

余が涸人的に、われらの民族の釤術財の維持と表現に、かくもカを人れ， )(1 を人れるのは， 
それは •企が 藝術を 愛好す ろから とい ふだけ の#; 由では なく， t つと 深い 根據か らなの である。 
IS 1 W 社# 主 丧阑«の仝 體的® -•!?; は、 もし それが， 全«術 的 生命を 把 抱す ろなら ば、 技術的に U 
解決し 得ない、 55 •ろ-民族の 一人び と h 並びに 曲：一:體に對すろ深い资任を内毡するところの袭 
汸 を藏 してゐ ろので あ * 。 故に* われらは、 れ而的にドィッ民族性と無烊な-誤擀された * ® 
的な 劣へ 方に 影 鞞3 れろや ぅな ことは ない ので あ り、 また 影® されて はならない ので あろ。 個 
個人の 仝 «性に對する意袭は、如 {»1 なる公的生活の領域に於け -!> よりも、藝術に於て被も强調 
されろ ので ある。 . 

WW 社 侍 キ莪 が，？ 3術家に正しい發 &5 の可能性を«奥し伫のは、藝術. « が、斩阀' * の拟理、 
卽ち 、岡 试社妗主砟的民族の拟理に完全に到违すろことを要求すろからであろ。 1<« 民社钤キ義 
的 - ft 界觀 との、 •この やぅな 内； g 的な 結 ひつきが なけれ. は、 動 術 家 U 、 •トィ ッ民族 から 決して 理 
解せられないであらぅ。なぜならば、尺縱は、柚象的で、.民族と無跺な藝術的理念といふや 
ぅなものは，珂 »? すろことが出來ないからである。如何なろ碭合でも？ぅであるやぅに、典椒 
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の蚴合も、その#肢は、偶々人にとつては往々 11 難であつたり、特に、现解し找く見ぇるか. 6 
知れない ので あろが、 しかし、 大なろ =的のためには、それは»じてな？れなければならない 
ものである。 

«術は、民挨的府理と不可分的に *5 合？れて*るものであると、金は考へてゐる。中 1#: の« 
大なろ 藝術が «族 と 結びついて* る ことは、 誰でも 當然の こ ii 考へて a る。 世界の 人は、 こ 
の時代のド'-ッの百吒たちの说大なる作品に资歎してゐる。その際彼等は、これらの作品がわ 
れらの 心を M tr のは、 それが 一 ®: に 民族的 性格に 根ざして* るからで あると いふ ことを 忘れて 
*るだけ-なのであろ。阈民 *|: 僉主铊は，ドィッの藝術をこの极本的な認識に導くのであろ そ 
れ故に、民族の 0 ^ (1 、 © 術岽が、その刨迆の原理と1:::的を、阐民の全粒性の立場から拟立 
する ことを 要求す るので ある。 

(一九 三 E 、 一二 月、 へ アル スト 紙 所載) 
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第三 阔 家の 建築物 

今、こに參集せられた諸丑は皆、ただに國邢にとつてだけでなく、更に廣く、全ドィッ國家 
にと つても、 比類な き | 大祺 件に關 與 して 居る の V た、 とい ふこと を 知つ てゐ るで あらぅ。 なぜ 
なれば、 大な ろ阈家 の 建物の 上楝式 が、 ァドルフ •ヒ トラ ーの名 と、 阈民社 # 主義の 精神に 於 
て槊行 せられる とい ふことは、 これを 以 つて 最初と すろ からで ある。 實に それは、 如何なる 精 
神から 生れ创 造され たもので あろ かを、 海外に 向つ て 表示す ると ころの 唯 I の 建物で あつて、 
それは、 新 S{AG 力 衾 微す f " G であり、 更に、 以前は 蠢 G 费用 削減の ■にょつ て、 
今搜の 二倍の 時：：： を‘ 要した のを、 僅々 數 ヶ月で 以 つて |つの建物を完成したといふ、 «£ 盛なる 
创造 の齐び と 創 透の 力を 示す ものである。 更に それは、 m 要な ことは 働く ことで あつて、 しや 
ベる ことでは ない、 とい ふこと を銳 明す る ものである。 强カ なる 指導の もとに、 情熱 的な 諛志 
と 不屈の 活觔 にょつ て、 餌 三 國家 の轂初 の 石の 作品が 出現した ので あるが、 これは また 諸 討の 
筢大 なる 支持の 賜で ある。 
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われらの 總統 は、 ^ 外 ナチス ^ 會 ^| に於て、ドィッの文化、ドィッの ^ 篆"ドィッの將來の 
创迆に 就て、 猗歎す べき 赁葉を以つて諳つたのであろが、諸封は许、總統の >;- 葉を、總統の总 
志を、锶統の心を以つて理解して居られる箸である。彼はわれらの( » 葉を以つて詒つてゐろ。 
それ故に、彼が、闲難のどん底から、种び幸鎘と自出の世界を築き上げた、かの比類なき阈比 
の意忠を、後世何千年にまで傅へるために、惊大なろものを例造し、袋壯なる杜築物を建設す 
るやぅに要求したとき、われらは彼の眞意を理解したのである。總統は次のやぅに首つた。物 
^ 的困難が人刖を形边すろことが大きけれは大きいほど、〇主的な生活が闲難であれはあ 0 ほ 
ど —— 凡ての人間が1人殘らず、その愤揿と希爷を锎足さすことは出來ないのであるからー 

丨、- 凡て G 对 がそ 贫敢 な ろ$神 基 STU 3 S 忽 ける ことが ⑴來 、ま ハ . n 分 c 含 もの だ 

と 感ずろ やぅな、 凡ての 人に 共通な 何 かが 發生 すろ ことが、 いよいよ 以 つて 必然的になる。 か 
くて、民族協同體の建設を使命とし、人間を鍛へて民族似閘舱のぅちに融合せしめよぅとする 
阈 {永に とつて よ、 それは 益 ト必敕 的な ことで ある。 卽 ち、 か、 ろ树家 はまた、 ^ 民に ^ を 吹き 
込む、彼の偉大なる意志の宵箝を示さなければならない。 

慕、 石 以上に 雄® に 物 前ろ 何が あるで あらぅ か。 時は 流れ、 民族は 死® し、 棟 族は 灰色の 
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前 時代の 中に 姿を消した けれども、 偉大な ろ 建築物は その悚 々なろ 時代を 越ぇて 芘ぇ立 ち、 そ 
して、 苷 って、 不鸱の 力と 天馬の ^ りに 充ち滿 ちた 楝族が 生存した こと、* その 彼等は 何千 年の 
後まで も、 かくの 如き询 據を傅 へる ことが 出 米た ので あろ ことを、 われらに 物語る ので あろ 0 
もし、 われらが 今：：：、 われらを 心から 搖 り動かし、過去の偉大なるものを想ひ起？すところ 
の、かくの如き比類なく你大なる姐物の »(] に立ったとすろならば、令がこの逮物を眺め、そし 
て、 今 ロのためでもなく、明=:のためでもなく、逮い未來の -/1 めの報齿者として、われらも亦 
石に よつ て 明らかに 話した ので あろ ことを、 本 ：：：ここに確認爪來ることが、如何に余の感激に 
堪へな いところ であろ かを、 ^ 对 は 谅解 する であらぅ。 しかして、 この ドィツの 力と ドィツの 
美 总識の 讀明 のために、 必要 以上の 裝飾 を柝 いて、 今 U われら 凡てを 支配す ると ころの、 かの 
崚敁 なろ ^ 神の 表現と しての、 峻破な ろ 線條を 及は してゐ る杻物 のために、 諸 粘が 協力し、 助 
カしたことを諧パは誇りとし、典びとしなければならない0 
•民族の 協 闕體の拟理は、この述物の «]!- 築腺押：のぅちに衮現されてゐろ0この迚物は、諸封が 
その 如何なる 部分に 協力した かに 論な く、 諸 对 c 身の 意志と 能力と を 物 治っ てゐ る . 0 如何なる 
もの も、^^ に 机 合つて 努力す るので なけれ' は、 出 米ろ ものでは ない 〇 如何なる ものと 雉 も、 
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石をしつかりと糾み合はし、セメントを以つて阆めなければ、永持らすろことは圯來ない。 &|{ 
らしく正-肉を飾り立て、界'碑精神をー杯盛幻込んだ、今=の宵陂や 71 货店は、炖々败卜年をロ 
當ての 硓物 であつ て、 旣に割 れ料や 瓶 裂を 兑せ てゐ ろのに 反し、 ここに 出來 上つ た、 奔放に し 
て粗朴な纽物は、聚牟確找であ6のであつて、それといふのも"民族協間體がまた噔衩谳密に 
. 机 織され てゐろ がた めで あろ。 如何に 脈 雨 や ^ が 荒れ狂 ふと も、 この 槩牢 なる 民族 協 M fts のう 
ちに於て、われらはこれに祺へて行くであらう。恰もこの迚物が、諸对の熱誠と細心の注意と 
にょつ て、 自然の 恶カ にょつ て橄 S を 生じない やうに。 かくて ドィッ 民族 も 亦、 不信 や 猪 疑、 
哦张が掇喰ひ、 そこから、 现在徐 々に 成槎 しつつ ある 琪樂 に蛻 裂を 生ぜし め、 破 壤せ しめる 
が 如き 割れ目を 一つで も 作つ ては ならない ので あろ。 

この仕摩に携はつた詻打は诗、民族協11體を嚎徴すろものは、一つの迚物以上のものではない 
といふことを感ず6ことであらう。この赌物を建我するといふことは、1つの文化活動であつ 
たので ある。 余の 住居は， この 建物と 1=と焱の所にある。余は、そこから、このエ 2|1 を監跺して 
來た ので あるが、 夜 眠れない やうな とき、 ハン マ ーの湃 きに 耳を 傾けた ゎ、 投光機 の 光が、 窓 
から 流れ出て ゐ るのを 眺める のは、 誠に 樂し いこと であつ た。 それは、 新阈家 の 昔 樂で あり、 
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ドィッの 仕事の •水 遠に 平等な、 輝かしい 交*: 曲で あつた。 われらの 民族が すつ かり 忘れて しま 
つて*ろところの、この驚くべき抟樂を、»び盗み艄くことが出米るのであれ.は、满でも睡眠 
の時間を苒んでそのれめに捧げろであら5。 

数年 «|| には、？ぅいふことは未だなかつたのである。何百萵入の飢&たる«民が、械もなく 
坩 m を彷 £して*れのである。彼等が働きロもなく*食べる物もないとき、彼等の釩遄せる心 
i yfl l に 浮ぶ ものは、 彼等を 毒殺す る 腐敗 物し かないので あつた。 5 ぅい ふ 時代は 何處へ 行つ 
れのだ ^.' ぅ。そして今日はどぅ'たらぅ*今は、あらゆるものが « ぴ活動を始め*抒濟の屯輪は 
到ろ所で "& ^粮を擧げ、凡ての場所で阈民の«値が認められてゐる。八ヶ月で1つの达物が媸 
設5 れ 6、 とい ふ 時代に 生きる といふことは、诚に比頦なく美はしいことである。しかし、わ 
れらは、それ.か出來たのは'總轼の窓点が化《に從«すろ烺後の勞働客に至るまで沒进すると 
いふ、かの比類なき組梭に£米するものであることを忘れてはならない。ーつの意志，1つの 
精神'か、拽等を支配し、前へ前へといふ衝助が彼等の心- |- 充ら滿ちてゐる。渚封は1 11 めに絕す 
ろ铋牲 に堪へ て來 たので ある。 それは、 今 H ここに 參 災した |# 放'たけでなく、旣に、また他の 
場所で 働いて* ろ； 5丑の仲 !111 もさぅであつて、彼等に對しても亦、令は感 ^ の意を衣すろもの 
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であ /:. =?5奵は »« パの全カを « 屮して、芄となく夜となく活動を枝けて來た。1=蹤=:も仕壤は' 
休む ことなく 、同じ 速？ で 行 はれた。 死 希に のみ 拘泥し、 死語の 下恢 であると ころの 者は’ 或 
ひは =:晰：=の安 .0. を破ろことに就て淪をなすかも知れない。しかし諸君，かくの如#妞物を |£ 
設 する f いふ ことは* 神の 心に 適つ たこ となのであろ。砷はわれらの，この || 物に *« 3を垂れ 
給う わので あろ。 でな かつたら、 どうして この 紐 物が 出來 上つ たで あらう か。 しかして 、もし 
われらが十度び、 <« 祭=に努働をしたとしても*それは*それと间棟に 1 « な朗祭3:の仕事を 
したこ4になるのであろ。なぜならば、この «| 物は*阀«の外而的表現としてのみでなく、ド 
ィッ航窣車衆のための内： |{|1 的必然性としても亦、出現しなければならなか '0 たからであろ。 

かくて、この *|| 物は、また诚に、ゎれらの航空機の新しき生？！|の策微であり、突進する5?1: 
の«©であり、许ってはわれらを打ち倒しれ、かの兵器に對すろわれらの勇氣を被舞すろ情» 
的な精カの«徴であ 6 。その兵器は、それに對して、われらが如何なろ楮神を盛，：：込むかとい 
ふこと が 周知の ことで あつたので、 われらの 手へは 躕じて 手渡されな かつた ので あろが、 われ 
らは今 £1 阐«を 防衛す るた めに、 W び われらの 手に 取0« したので ある。 この 航空® はし、 か 
,->乂，一っの柱物を、一っの屮心を、妓後の部隊、圾後の中隊4;まで流れ込む、カの流れの源 
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泉 i しての 褚神的中心點を必要とする0この *6 物は、總統の召しを爻け、祖«と總統のために 
空の*“ につく、 光榮を 持つ 凡ての 人々 のれめ の 力の 源泉で あり、 且つ！ i 泉で なければ ならな 
い。 それは、 强烈な 精神的 波 d と 流れの 源泉で あり、 何ものを 以 つてしても 打ち破る ことの 出 
來ない W 結で あゎ、 何ものを W つてしても 祖 止し 得ない ® M であ 0、 <»! ものを 以 つてしても 妨 
«7 し得ざろ » 行カであり、 «!1 «と锶統と民族に掸げろ情»的な|である。 

かくて，竹來、この往物の中で働く人々は、0分等の+1めに，この美はしき勞働の故鄉を作 
つ れ わのは、ド4ッの芡働者の逞しい堆であつたことを、感謝して記惊しなければならな 
い。彼等は、财赍は、#き宽志と善$思想のある埸合にのみ生れるものであることを、考へて 
感謝し なければ ならない。 彼等は、 彼等の ためにかかろ家を作つたのは、ただ緦統にょつて创 
透せられた过族協 [»1 «だけであつ * ことを、感謝して 5| 解しなければならない。なぜなれば、 
そこで 働かなければ ならない JS 物が、 秘疑と悄惡のぅちに廷てられたといふことと、われら 0 
住み、 勞® する 28 ^ が其びのぅちに {| てられ、そして、その仕«に對すろ愛と、その仕事を创 
迆 し伫勞 働 ^ たちの 其び とに ょつ て 作 o 出されれ i いふ こ i とは、 若干の 相違が あるから であ 
ろ。かくて、この迚拘の屮に於て又、筋肉勞働荠と精神勞働者との間に、民族協叼«性が比類 
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なく强化され、また、この協：2體性が、この妞物の中で働く人々に對して垂範たらんことが穿 
まれろ ので ある。 

この 建物は 更に、 國 尺社會主義的精神财の監蜕所とならなければならない。諸々の場所で勞 
俲し、丼き、 ^ み、製脚をかき、硏究し、計进を立て、組織すろ人たちはさぅいふことが锜出 
來るや ぅにな つたのは、 阈民社 羚主旎 が 勝利を 枵た からで あり、 その 結 椹、 われらの 總統の 驚 
歎すべき思想財が全民族に分け與へられたからであり、總統からわれらに贈られた世界极の中 
から、 階級 -fit 惡 %' 身分的岛饯、嫉趿、犄疑、榊鉍狰の分裂的なものを全部追ひ出さなければな 
らな かつた からで あり、 ただ # きもの、 喏 It な もの だけが、 この 思想 M の 中で 成 2 K し 得る から 
であろ ことを 常に 知つ てゐて 欲しい ので ある。 絕 ぇず 感謝の 心を 忘れず、 阔民社 會主義 と、 そ 
して、 民族を 解放し、 民族を 新たに 鼓舞し、 民族を 洱生せしめたかの光輝ある理念、絕笔し、 
失神し、 無数の 傷口から 血を 吹き出して ゐろ挝 族の 手に、 光れ 輝く 拒 火と して、 冉び 返して や 
ろた めに、 總統が 天から 取つ て來た 理念の 忠 lc なる 下僕た る ことを、 義務と 感ずる ことを 穿む 
ものである。 この 中で 働く 者は、 總統 は、 その 巡 動と 理念と を以 つて、 ドィツの 暗夜に 忠誠の 姐 
火を、 ドィツの 將來 に對 すろ 新しい 信仰の 炬火を たいた ので ある ことを、 また さぅ する ことに 



322 



ょつて、われらの民^^ |« 結せしめ，そして又，この |6 物を八ヶ月で逑設せしめたのであるこ 
i を 忘れて はならない。 正に、 阈民 社# 主 箱の 輝かしき K S ® である。 しかし、. この 思想 財を 理 
解し ない 者、 或 ひは 内心； U けで も、 われらの 理念の 純 粹性を 犯す が 如き 者は、 n ら 恂 愧し て* 
この建物から出て行つて贳ひたい。さぅでない場合，この雄物は、凡てのものに 5? を與へて、 
d Li の tit # を 超ぇて 成. レする-=由を許すであら5。それは、ー1!::緩 £<: あろ埸合、阈民社#主孩 
的社物としての、この迚物の中から流れ出づべき、この理念のカにょつて、彼等が自己の能カ 
1'1 上の«戈を途行するやぅな努カを、彼等に與へろであらぅ。 

これは 比類な き 信 條で ある。 ここに われらの *6 物が 立つ て* る •そして、 ここから つい 04 
务の處 に 又 一つの it 物が ある。 —— 昔の 州 ^ 4 f 堂 •か —— 《 前、 今と 速つ た 時代に* 今 i 全然 別 
個の！=的のために违てられた拉物がある。此堪では勞働がな3れるが、彼處では、冗， 13 4無駄 
£:が行はれた。此處には滅«な想志があろが、彼處には滅意のない愆志のやりとゎがあり、此 
處には 民族に 対すろ 活® な 興味が あろが、 彼處 には 個人的 間® に關 する 無数の 興味が あつた。 
これはわれらの深く考ふべ含對立であつたのであろ。しかして、彼 .« の建物を、その本來の；3 
的から 救 ひ； 2 たこと、 かの ブ D シァの 古い 碑 1¥ から、枓ぴ1!2的速成に役立つ«物を建玟し得仁 






こと 彼 31 の i £ 物に 集合して ゐた凡 ゆろ % 派を： |逛し、彼等がわれらを分離してゐわ，かの深 
淵の中につき嘥し得たこ4*そして*その深淵は今や！=を閉ぢて、窯派や峨業や擀級を超ぇれ 
1つの統ー的民族と阑 « が肜成？れたことは、余の甘ひやぅのない典びであろ。 

數 ヶ月のぅ ちには、 彼？！ の 辻 物に 接して* 一つの 4¢ 物が 完成？ れろ笞 であろ。 その 晻 は、 わ 
れらは、 1 > れらの盘慾と窓志とを携行して、そこへ 51 越しすろ答であろ。卽ち、か-くして，わ 
れらは 仕 車を 民族と 結びつける ので ある。 

しかし、われらは乂同じく、この新しい违物に接して建つて*れもので>新しくこの土地に 
tfi て# へられる、 いま 一つの 迚 物を 想 ひ 出す。 上述した の 建物が、 無意味な おしやべ りに 
使 川され て* たのに 反し， その JB 物は、 靜 嫌 で、 热意と 誠 M な 仕事の 場所で あつた。 今： = われ 
らの朽 の 最後の it 物が 箝手？ れ *徐々に高くなつて行つて居ろ、この場所には、并つては、昔 
の ブ 口 シァの 陴： 車 宵が あつたので あつて* そこに}; f W 前は 自由 戰爭 の® 大なる 人々 や' 百戰 
百 勝の 軍隊を 饳設 した シャルンホルスト やゲ ナィ ゼナ ゥが 坐して ゐ t: ので あ * 。 その a 物で 
は、 族 粉と 忠誠と 仕琪が 支配して ゐた 。われらは， そこから 最もよ き ブロ シ T — ドィッの W 統 
々引 級ぐ ので ある。 われらは、 その 土臺の 中から、 同様に 热心 に、 雜 務に忠 «に、且つ恭阳に 
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ft 事を すろ 力を 汲み取ら うと 欲する ものである- 

かくて、 并つ ては 違つ た H 的の ために 达 てられた 兩 JCS ニつ S 物は I つに 結合され、 そ の 
間に あつて* われらの 偉大なる 新しい ffi 物は その 甬 腕を 擴げ ，彼等を 抱き寄せ て* るので ある。 
そして、そこから«み取 '0 たカと傅轼を、われらは新たに他のものに注ぎ込むのであるが<し 
かし、 それ も iiw は 一つの 全 體的な 作 品 を、 卽ち ドイツ 航空の 家を、 ドイツ 飛行界 の 中心を、 
•ト<ツ航疼機の鉍高司.令部を违設するためにである。諸姑のうち 1- 、われらと思想を » にし> 
これらの ことを 敢 へて 现解 しようと せず、 そして、 おい、 どう /; 、 國民社會主義者たちは， » 
渾な战物かじやんじやん姐てろぢやないか、等と官ふやうな*が、なほ并千居るかも知れない 
が、考へて玷給へ。彼等はその際、この |1 |物が如何に多くの人々に仕«を與へたかといふこと 
は首はないのである。彼等が鸭鄉にも：ムふところは> « 淨なものを建てろ必耍はない、 » « な 
ものを作ろべきではないといふのであろ。しかし、«民を飢&さすことも亦 « 澤ではないか0 
8# «の 中に は、 偾 か 數ヶ 月、 數年 前には 働き n のなかつ わ 者が 潷山* る 答で あつて、 ドイツ人 
殊に ドイツの 勞働齐 は 施し物で 牛： 活した り、 物 乞 ひを する ことを 潔しとしない もので あつて 見 
れ ば， 彼 ^ は 結：： T もう 一度 ft 事に ありつける とい ふこと で 幸 掘に なれた わけで ある。 彼等 U 
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j & « l を 欲して 居る ので あり、 その 勞働に iK する 正當な tl 銀を 要求す るので ある。 ァドルフ .t 
トラ ー が、 * a 統が 建築し 令 WW の 生命を® 阑せ しめよぅと 決 恋した からこ そ* 仕祺が 與 へられ 
れ ので ある。 それ だから こそ、 今： = w び、 前に 增し伫 滿足 と«び の 顏が 見 られ るので ある。 凡 
ての ことの あらを 探した 批評を 加へ たりす る ことは. W 易な ことで ある。 なんでも* これに 
何 か 別の を 加へ た り、その中にある你大なものを押し |3 したゎすることは容易なことであ 
ろ。われらが、ここに設立したものは、決して !? 深な攰物ではないのであろ。寧ろそれは'勞 
慟と、確間たる雜«遂行のための扭物で<る。この ?6 物は、ドィッ航空を皴舞する锛神の故« 
なので ある。 

本日*われらは、その上楝式をここに祺れし、 >2 に、この *1! 物がその济成に向つて進む：3 
を 鶴 - ft - して 待つ もので あろ。 そして， 本 £=この上楝式に於ては勿論のこと、 » 來永遠にわれら 
は、 この 中で、 働く こと •か 出來る ことに 對 して、 滿 联の感激の念を持つと共に、この 4| 築に描 
働せられ た 凡ての 諸君に ft して、 深く 心からな ろ 感謝の 意を 表する ものである。 

諸 対の 一人び とりが， この 家に 自分 も關與 したの だとい ふ 感じを 抱いて 居る や •フ に， 余 も 亦 
赴 初から •この 光輝 あろ 吐 物の 成立に 21 與 して 来ろ こ i が 出来た ことが を-心から * びと し， 
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45 : 初から.この光輝ぁろ让物の成立に關與して來ろことが出來たこ4がを，心から * びとし， 



?? りと 感じて* ろので ある。 この 迚物が ，大した 災來 ：：に进遇することもな< « 現すろこと.か出 
來たの は、 誠に！ K 佑の 然 らしむ ると ころで ある。 この 作品が a く 確固たる 地步を 固める まで、 
こ .» 民挨に與へられた仕也に對して、その强く偉大な保8! 0) 手が加へられんことを'われらは 
#に畊ろものであろ0 

しかし 就中 われらの 又感謝してやまない开、それは，この *« 物に對して楮神的、民族的基礎 
を！0き、今：=のドィッ航疼機、及び'この *£ 物の || , . 1.!4 の前栊を削逍し、 3: た、1つの民族が典び 
を以 つて、 またその活励の能カを傾けて共同の目的に向つて镳カ一致するための谀籼條件を创 
迓したところの人であろ。その總統に對してわれらは心からの感满の念を «? げろものである。 
彼の 精神を 枣載 して、 われらは この 家の 中で t 亦な にび とを も 苦め ょぅとす る ものでは ない。 
ここに於てわれらは、何艰をも«策しょ-フとは思はないし、外 « 速征の軍を考へるものでもな 
いし かしわれ らは *ここでわれらも亦、何者からも苦しめられることのないやぅに扑«し、考 
案しょぅとするものである。訪 « *嫌鞔は、ビ？ヶぺルゲに於てわれら飛行家を激鼬すろ演說 
を»君が»に將9^に负ふべき雜 «5 を示した。卽ち總統は苜つわ。「有能にして，勞働《$の民 
埃をなし、以つて諛るものは，«民のカであり、ドィッ航窃機である」と。卽ちそれは58君の 
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芯 枝で あ. 0。 5： :ふ委 t なく われらは' 級 妹と 民族を 上空から 守？ ろで あらぅ。 この 姥 t 
そのために 出來 た？ ある。 石た fs 物 V 謀 S 1 にょ？、 3 ち、 錾が 
われらに 5 けた 「 E 民 S 力、 . i ツ民族 S 守り」 たらん とす， offws 精神- 0萃心 にょつ て* 
赤熱し、 滿 4 ^されることは、われらの雅務であり*諸«の筏務である0 

らの 51 妹 ドィツ 网 % の首相现歲を叫んで、このことをここに ?¥ ふものである0 

U 九 三 五、 lo. Ml •航 迮甲細式にて〕 



航空 技術と 航空の 硏究 

本 =はわれらの祝贺すべき新しきドィッ航空の記念=1である。本日午前には，戰爭の結《歧 
壞 $れれドィッ眾用機の再建に成功したかの一九三六年三月1日の紀念式が艰行せられた。こ 
の n は， 全 ドィッ 航空の 轉 M SS をな し、 且つ また、 われらの 民族史 上 永遠に 忘却？ れ得 ない a 
であろ。 この H は* 總統 が、 陸 取 及び 海 取と共に、われらの神來なろドィッの «1 阀の«境を守 
護すべき® 立の ドィッ 祺用機杜設の命令を發しれ日である。 

われらは この =:ル回想して又感謝の念に堪へないのは、航空政策上の全«の情勢が、總統の 
決意にょつて改變され-それが觔機となつて、ドィッ航空の凡ての他の分對が、内部的に革新 
されろ |つの « 發骷となつたのがこの 0 であるといふことである。卽ち*航空スポ-ッ及び航 
空榷这は、新しい强カな »: 用機を自由に转秘せしめろことが出來たし，また就中、科學上、エ 
龙上 、航空 技術は 1¢ 火 にして、 空前の 發 述 をと げたので ある。 

われらの内面的、外而的改新に對する感激の聚火を捎げ、總統の命令に從つて、われ、らは仕 
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ホに济手し亡。ゎれらは> *) れらの仕事をゎれらの想像カを以つて遂行し，過去の逍產と、發 
ff 盛りで >生命を凡ゆる美と多. |« 性とで包擁する脔年の創迆的形成カとを結合した。かくてゎ 
れら は、 われらの 民族と ««に對すろ聚なろ馆仰を抱くことにょつて、心の疑念と懦弱とを克 
眼し、 ^ つ、われらの民族の世代をして永逋に進嵌せしめろ琪戈を創迆すべく、新し<偉火な 
ろものを赏现し^ 

推カ級承當時のゎれらには、ゎれらの航空技術改新のために必耍な出發黏が缺けてゐた。た 
だ不充分な硏究が行はれて、それに關すろ理論が存在してゐ仁だけでぁる。航空エ業は、非常 
に * 睐してゐた。か、る狀態に於ては，仁だ完全なる新しき砝設にょつてのみ成功し得6とい 
ふことを， ^ 時众は知つて*た。 

五年 |1» に、ゎれらのエ*は、新：也用機と共に、その技能及び *!] 1£ 的惯侦を高め、その創造的 
能力は、 今 H 全世界の ftwi ss 興の 的と なつて* ろ。 

俾大で * 近代的な 航空の 硏 究 'か 描 立され， 獨 立した 航空 科學は 比較的 短 時 =3間に發生して 
斯#の指琪的列强に追ひつき，凡ての里耍なろ铂«に於て最高の能ヵを爭ふに茔つた。 

航究硏究には特殊な阐 ** か伴つた。といふのは、航空硏究には、他の場合と比較して，技術 
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的屮備と完成、及ぴ栽人の * 成とい2ことが、ょ£:多く必耍であろからである。高度の揭カを 
抟 .つ 風： 1が發见？れ，0下社設中である。小規棋のエ埸設«でもある動ヵ試驗埸に於ては、ゎ 
れら の發勖 機は • 禺 力の 絕ぇざ ろ增大 と、 最大限の 飛 翅度 とを 目指して、 進步 改良を 加へ られ 
て* る。 航空 轅 送 の 保安 上、 里要 なる 無線 設備は* 特殊なる 硏究機 關に 於け る 橈 まざろ 硏宄に 
ょつ て 完成され るで あら、 7«快速坩用機及び商度航空にょる搭乘荠に及ぼす肉 «9 的-坫神的肜 
*、卽ち、所阳航窣 !!? 學の铂域は、ゎれらの科學的硏究上、更に 1 耍なろ钳域となつた。 

航空 技術 硏 究 3ための五つの《«§,及ぴ航窣较》硏究の亡めの一つの物關が、過去の航 
窣样に新設？れ，成ひは旣存のものを改裝して |9: 立5れた。全航窣硏究に從事する人：2は*捆 
ヵ把彻の時に比べて、十侪以上に增大した。 

技術的機几に對するか、る粜晡らしい物的改#がな3れた4は-.<へ、しかし、それだけに« 
ヵ把柷の時代に存在した航络界の恐6べ $ 低調を、速かに除去し得ることは出來なかつたので 
<る。1 #5 的迆步のためにも亦、航空技術及び科學を、»神的に«礎づけるこ4は必要であつ 
たので あろ。 そのために， か、 る 專 r '] 化した 今 =:の科學界に於ては、：1 .« しい七つの法規が ® 
せられた。 
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1、何. 1-> かの形で航空の硏？九に關係してゐろ凡ての方 |« に對してな5れ厶技術的课姐の指令 
U 、 阙 岽航空«の技術：3の特殊部課の忏理下に於て統ー的に行はれた。 (;.1 時にそこでは、凡て 
の 建 《計汛及び凡ての器几の分配を*現在及び符來の全航窣界の技術的耍求に卽應せしむべ< 
計 * された。 

ニ、硏究 «- の生活條忤及ぴ勞働條件は、敁術生活や科學生活以外の生活に安當すろ说則に準 
袖して 決定？ れた 。この場合* 特殊の 硏究 學莕を 刨り出すことが苽耍なろ仕事であつ仁。 

三， 科 51 T 、 較 (1- 、民族の敎费に關し、航空エ龙及び技術硏宄上必耍なる後迪を*成するれめ 
め法規.か旣に早く、阙家の -» 和と打ち合せられた。といふのは、これら後迆の確立がなかつれ 
ならば、全ドィッの航空技術及びその甚だし<多岐に瓦ろ製作物の販胳は、必然的に非常な危 
. 險に陷つたであら.フ。包 «- 的な敎打機關を-へルサン>ブラゥンシ*ヮィク、スト*トガルトに 
設立す る ことは K に 平く 計* 5 れた。 

四， 3 :«的反感を 1 , ? ふまでに、ばらばらで、非槪极的な技術的=科學的報齿は，令阈*の妩 
糸# のために 綜合？ れ 、そして i 科學上 の 個人的 方法 ®- 價侦を 維持しながら* I そこから 
« 1 的® 點が導 出された。 

へ K VI V 7 ► f へ 1, 
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艽， 硏究搛 關 に 於け る 科 學其を、エ業«械の撾迆と結びつけ、《にこの兩者をして*肮空將 
柃阁及 ひ 航空 技術 隊と意 見を 交換せ しめ'. 31 に、 例へ ば 1:然科學片、數學者、»學者、鉍象4. 
^ •特にわがドィッ责年の敎 0- 来等<外部の科學分野に、ドィッ航空の進步に捣カすろ機僉を 
輿へ ろべ く、 余は、 航空 硏究の 伫めのリリエンタ|ル協 # の孜立を命令した。わが多方面の近 
代科學は.この協#に於て、征空の迆秘に奋與せんとする：1|の 0 的を持つ共通の4; -*!1 に結合 
した*' 

六、總統が1年牛前から涪手して*たドィッ航空硏究翰林院の孜立の 0 的は*わが全航空科 
乎 及び 航格技 術の 指導部が、 眾 |(1 機の栉 55 部と協カして*大空征服の廣汎なろ問13 |-: 對して精 
神 的に 共同作業を する こ i である。 

この： S 林 院に 於て、 一般 科學 、就中、 穴然科學及 » 學の指導的代衣奔は、 3 (. この ^ $航 * 界 
に對して、彼等の經驗の 5* を提供しなければ尨らない。この珩き翰林院も、そこに於けろそれ 
らの人たちの共：1:と硏究方法が、指筅的地位に就けらるべきわれらが後進の選拔に & つても* 
寄 與し 得る であらぅ。 

この ^ 林院に於て行はれるものは*絕£!に，科乎的作嚷である。リ='エンタール協 # が、非 
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常 |: 具鵂的で、主として物打的な課題と、就窣機 1*1 «及びその部分品を製造するための缺神的 
車 衆 とを松分するものとすれば、この翰林院で行ふものは、航珞硏究の脫理的、某礎的課題で 
ある。 

かくて* この； i 荠の m 點及び 仕事の 方向の 相 速は 充分 明瞭で ある。 この 翰林 院は、したがつ 
て わ. か阔 土の 挺 族 《將來 にと つて， 非常に 1 嬰なろ铂域の、佾人なろ前_€的進步のれめの開拓 
荇 でなければ ならない。 翰林院は、 その 所 《の各人が、蚨初の任期の 5: ヶ年以ト：留任する«利 
を 與 へられる のは、 ただ その 精神 勞働の e 容が 非常に 高い 場合に 限られて* るの だ* とい ふ 事 
K を 知つ て* ろ ときに のみ、 ょく その 課 B を 遂行し 得ろ であらぅ。 

事 航 格. 技術 全般に 對して 課 姐を 課する ことは、 先づ、 阈民的問赳なりと考へらるべきこ 
とである。なせなれば、エ業の削选すろものは凡て、正にわが民族の幸糴の增大、或ひは.史に 
わが 阐土の防銜のためのものであろべきだからである。 

加 之、 近代航 格の 領域には、 侗 々の 《家の利害を超越して、協同«としての文化阑. * の生命 
のれめに»大なる意在を持つところの領域が少からず存在してゐる。これらの«域の多くの場 
合、 その 念 速に して 有効なる 助成を 永 枝 的に なすことは、 友 好 的な K SX 的 協同な くして は絕對 
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に ^ へ 得られない ことで ある。 特に、 H 業 的 利用 •か 行？ れて* ないやぅな、 未開 w CD lil 
女 地に 於て は、 かかろ 阈 |55 的共同作戈は *> が、文化の本質的 «| 紀である。か、る高逋なる目 » 
を11指す航空硏究の阳域に於てこそ、かくの如 ^ 阈際的共間作業はや0甲斐があるのであろ。 
それ故に*は*名聲商き外阐の科举#及び技師が*通 <,! :3として、本餘林院のみならず、航空 
硏究の リリ エンタール協钤にも亦加入して居られることに對して、歡びと滿足とを以つて挨拶 
する ものである* 

外 阀に對 する、 特に > r メリ* 合 衆阈の 航泠 科學や 諸 多の a 接阈 に對 する、 かかろ 友好 關係 
は旣に 古くから あるので あろ。 それは I 個々 の硏究 只の人間的友好^は勿論のこと —— 相 
T?: の 經驗の 交換の 寄 與す ると ころ大 なろ ものが ある* とい ふ！？ 1 識を某 礎と して ゐ 6 ので ある。. 
この 翰林院の 記念す V ■き n に當つ て、 余の 希 ^ する ところは、外阑の科學，及ぴ技術界の|81鎭 
が、 本 翰 枚 院の名 に 於て、 今後® に 一層 共同 的 作業に 献. 从 せられん ことで ある。 

航格硏 究の 翰林院は なぜ 必要で あろ か。 余が、 本 翰林院の 設立を 総統に * S 级 しょぅと 決 ® し 
た i き、 これは、 科學 生活の 領域に 一つ G 新しい 迸を 開く もの だ、 とい ふこと を 余は はつき り 
知つてゐた。古い翰林院は' 7 * 耍なる文化活觔の抢常戽-0して偉大なろ觭史を持つて*ろ。し 
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かし、 それらは、 次の 點で何 らかの 白" J 不新 をし 得なければ、 今 =既に-そ 0> 何西年間の创抆 
荇 たちを® ぶ 何もので もない ので あろ。 卽ち •それは、 全 阈民の 激商にして抱 « 的な知潍を、 
共同の 什 市に 棕 合すろ ところの， 全 阈の敢 も 著名な f の、 唯 I にして 稍 神 的な 指 ^ 的 結合で 
J > る。 今： = わが 科學は 全 时的に餘りに多岐多阎となつてゐろが仁め’凡ての專門部^:の最商の 
代农 Sc たちを、 その 共通の 仕 «のための個々の机織に棑他的に結合して近く*といふこ4は、 
もはや許されなくなつたのであろ。 

全科 乎の 分科 的な 發： ^は、前世紀の精神的なヵをわれらの時代に运つ+1、かの發展の方向の 
一舣的 特徴で ある。 過去に 於て は經 W が、 その後 棟々 の 方面に 於て、 國岽行 政 も 亦、 その！； 內 
的枋汶と共に^この方向に向つて進んで來たのであるロ航沒の領域に於て一^今^のー舣科學 
に坫られろが如き分科屯速的發《は許你出來ない* ^ き航空界は I 各特殊部門に對する專門 
知擻の费成のほかに —— 全領搣に ». ろ桎驗の3^なる交換を必耍とするのであろ。專門- * とし 
ての 航空® 製作 ^ は、 その 設計に 當つ ては > 例 へば 發動 機の 特性を、 その® 後の 播成要 粜に至 
る全で汶計の某碓に歷かなければならないが*間時に彼はまた高度飛行に對すろ » 學的前提、 
及ひ、飛行士ゃ航空旅客に對する？ 0< 備の効粜をも知らなければならない。航空科學の祖本領域 



336 



としての铽流學は、その仕事の中に，航空機の製作並びに航$モーターの«作及ぴ眾用機部 | ;, ] 

を 包含して. 〇 る。 

かくて、 本 翰林院は、 科學荇 i 技** をして その 一面 的 作業 部 •曲を 出で て、 近代！ £ 神 勞慟 0 
顼汎なる铽域に«れしめ、 .(1 つ*この兩者をして、時代の迆 6| に郎應して常に新しく相提捭し 
て 進步發 W せし むろ ことを 以て、 その 職分 4 すろ。 

<) れらは 未だ 始めた ばかりで ある。 しかし 大空への 一:!! 入は、 自然の 法則 上 必然的で ある。 地 
球の 3 ;離は挝縮する。大洋は生活を細斷するカを姒失し、速3の大陸は、明け行く新時代の热 7 
? いぶきを 感ずろ。 成 肝 阌への « 入は 既に 開始せられ て* ろ。 人間の 硏究意 志と 撓みな き 努力 3 
は、旣に*冷酷に、敵射的に、わが地球を位被すろ*かの地球から逮く離れて*て，人間の生 
命に 敵 對する 空 «の砑 に： J ! 人して ゐる -间時に-この人間の飛行を促進すろもの -^ 對すろ新し 
いぽ識は、旣に*«族を結合するところの航空交通に利用？れた。この全世界の發兑者たち 
u > 確 K にして： し 得ろ 航空の、 «大の敵たる崧と氷を征服すべく、休みなき活動4«けて 
ゐる 。この場合、 われらの 努力が i 兀全饵 缺な ■る 成讲を 舉 げ 付 る ものでは ないで あらぅ が* しか 
し、われらの危險を防正すべき、 1» 楝の個々の手抆を完成すれば、將來逖に、益<挪大される_ 




肮 ',-. の&除も、航海やその他全交通機 |!4| 1-| ト：のものではなくなろでぁらぅ> 

ゎれら |£ 轉換期に立つてゐろのでぁる。かの不幸なろ第1次,界大戰 0 兵士の郝齡 0) #が， 
飛行ヒを木 !1 的な：2 «!! として育成し、常に、か、ろ人叫生命意志の新しき表现は，先づ人類に 
文化の时 » と平和を與へ6べく希爷すろ時代の初如に生活することを、われらは幸輻と考へ、 
その惠生れたろ迤命に感謝しなけれぱならない。われら人域の思«感情に何チ、何典年來永述 
|- #? ||- する ことな #/破壞5れることなき衍願を褚せろ梦が|5现？れた、この時代に生きるわ 
れらば、誠に宰關でぁる。 |» パに踝せられた課趄の佴大？は、措パの全人格を捧げるに値すろ 
ものでぁる。如ち、精神的武器を持ち，われらの科 « 的 /« 珂と、人 !1)] の剖造的精神に對する » 
度 <ろ 助成と にょつ て， この 大空 ffi lilli の 思想を 押し 逆め なければ ならない。 

諸パがこの猓超を完遂すろならば^垅対の仕來は^將米の全世界の人類に利益を嫌すでぁら 
ぅ。 それは* 炫險なる枸«や人 |11) の3識の缺如と戰はなければならない闲難なろ戰ひでぁろ。 

この肫ひはしかし、人問生活及び物钗的 «1 佌に對すろ人類の«牲を、滅少するところ大なろも 

> 

のがぁろのでぁつて見れば、それは人問の進步のために益4必要でぁる。かくて、諸打の仕事 
は、. もし 成功の 榮 /1£ に輝くその時は、全供界に向つて航 « の必#を合 »| することになるのでぁ 



ろ • 

かくて， わが ドイツの#:：: の 仕 * は、 i わが ドイツ 航空の 科學 能力を 全世界に 注 H 也し める、 
とい ふ 特殊の n 的に も棒げられなければならないが、それを以つて最後のものと考へてはなら 
ない。 就中、 翰林院の ドイツ -& H は， 硏 究に捽 げられ る 全力を 取げ て、 *) が 軍用機の 必勝 的 後 
秀性 、わが 民族の 保 護>及ぴドイツ«民の«かしき供大？のために，用ふることを葙務とする 
もので める。 かかろ 努力の- 4に完全なろ成粜が齑？れることを、余は心から»烈に希苹するも 
ので ある。 

本：：： ここに、 ド 4ツ航空及び特にわが婶かしく勇敢なる坩用機のために，かくの如き設備萬 
端を以て、 |« 祭=!を舉行した所以のものは、：1:時にまた、われらの總統が澌乎れろ意志を « て、 
ドイツの 空に 〇由を取り返した、かの槠史的瞬 |«1 を &] 想す.0ためでもあろ。われらは、祝蝠す 
ベき この 時に K つて、 心からな 6 感謝の 意を 總統 に枰げ る ものである。 われらは、 彼の 行く 處 
常に忠誠な 6 從荠として、彼に從つて行くものであることを锊ふ。 

( I 九 三 八、 11 . 1 、 «窄妍*所にて> 
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■S E 1 ゲツ ベルス 著 高 野 瀏譯編 r 拾 版) 

宣傳 の 偉力 

宜 ％は敁も 前大戰 に 於て 完全に 伏せろ® 逸 SR 相を 目 2£ したる ^ は 
め^-ょ. iv , f - 誰か#び起つて正に瞅洲全土を席携せんとす4绅かしき大 
g 逾の 今——」 3? たで あらぅ。 雕伏仆 年、 その M の 苦 
的 手段で あ ca i 勝利の 姿は ヒット ラ— の r わが に 判然と 示され 
り 最 も 近代 てゐ るが* その ヒット ラ— と 手を « つて、 陰に 设に彼 を 援 
け’个日のナチス-ドィッを纽設せろ你大なる功勞宥の笫 
^ 一人者は、 K に ゲッベルス 博士で ある’。 

W の 聋 ^ 为 本片はドィッ立》大铒ゲッべルスの，立»にょろは爭の 32 
法で ある！ 錄であ £■' 坺れ .〇 勝利の 金 - r - 埒 だ！ 

ゲッベルスの 聲に ょる 『わが 鬪爭 V . 




譯徳 愤 谷费 



入 西 SOO ニ ？ a 
鬏特刷 度 ニ 文 木 

四— •送 〇 五 •ニ 



クイ ワツ •ン アフ 7 •ス 
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ツ ヮ„クは本咨に於て.人類の麽史を——歷 !«1 
を 通して 人類の a 命に 糊す ろ 命 四を 棟究せ ん t 
した0ナポレオン、ゲ—テ、ド《トィ玉7スキ 
ィ、 甫棰探敁«スコツト等を拉し來つて、敁史 
に 於け る わ づかの 瞬間が、如何に人類の枇界と 
悠久の歴史とに、與常な替化と刺戰とを锄した 
か、世紀のドラマを趼る珠 3£ £|。 




r ffi の -# 』 の ^ 人ボー ドレ— ル »± 、 此の 散文 at 
i 怨の屮に让も人肋忭に徹 1. た，飽くことなき 
肉欲の 興. !* と 近代的な 苦悶と を 盛つ た。 而も 今 
树ボー ドレ ール の 萬人に愛誧せらる-所以は、 
その蚧黑とれ濁の视に、絕ぇず光明と希溲と «: 
求めて也まぬ魂の呻吟と*熾烈なヒ,11マ_|テ 
ィとを抱含してゐるからに他ならぬ。 









著 三 修山菱 



四一. 送 〇 五 •ニ 

定 W « “ ニ IS 特 

ニ = • K 〇 八 •三 



孤 ^ の ^ 人菱山 修三氏 の 『 M m J 『荒 地』 に 次 
ぐ 第三 持 奥で ある。 ^ 者が， 水ら く 病床に あつて 
死に收而しつ、思索し、激しい岡病の後にこの 
一签 は： s まれた。 『魅 m 』 とい ひ 『荒 地 i とい 
ひ、 - J * v に その 題名の 示す 如きけ はしい 境地 か t 
脫却 して、 健康 恢也 期に ある 目下の 荠荠の 心境 
は、 « ら『 ^ 鄉』のニ字に具现されてゐる。 
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